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明治時代 は 昭和の 新時代に 到達す るに、 H 本が 是非 通過すべき 一 段栴 であ 

つた。 明治の 文化 は 昭和 以後の 新 文化の 爲に 、必要な 一 任務 を负ふ もので あ 

つた。 日本 文化の 長い 歷史の 中に. 明治維新 を 境界線と する 前後 ほど 著しい 

變ヒ はない。 而 して 今日 以後 永遠に 傳 はるべき 世界的なる 日本 文化 は赏 に 

乙の 明治 を發祥 地と する の である。 

明治 文化の 各方 面に は、 傳 統 の破壤 と. 西 洋 文化の 輸入と が ある。 而 して 

統の 波壞は 傳統の 廢棄を 意味す る もので な く、 傳 統の舊 殼を壞 して. そ. に I 

生.^ を 芽ぐません とする ものであった。 西洋 文化の 輸入 は、 單に それ を賴吞 

み に し、 摸 倣 せんとし たもので な く、 舊 文化 新生の 爲の 精と せんとす る もので 

あつ.； レ。 乙れ は 今日 及び 將來の 日本 文化の 事實が 乙れ を證 明す るで あらう 

明治 文學は それ 自身 完成され た文學 とも 見られる が， 寧 ろ 現代 文 學の爲 に 

新 境地 を 開拓した もので、 西洋の 文學 理論 や 文學に 依. つて， 我が 舊文學 の 改造 
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は いづれ も 明治 文 學硏究 の 風潮の 先頭に 立たん とする 熟 心な 人々 である。 

而 して、」、 に 上梓に 及ん だ、 福 田淸 人君の 「^友 社の 文學 運動」 を 始めと して、 爾 

後續々 刊行の 豫定 である。 本 叢書 中に 列す る もの は、 いづれ も數年 研究の 功 

を 積んで、 豊富な 收穫を 得て ゐられ る ものに 就 い て、 各自に 纒め て 賀ふ害 で、 敢 

へ て 題目 を 分擔し て、 急 速に 研究の 功 を擧げ る、」 と を 期しない。 即ち 资 料の 

豊 富 と、 判 斷の 公平 と、 研 究の 眞摯と はビれ をす ベ ての 卷に缺 かない やうに し 

い 積ら であ る。 

こ. -に第 一 卷の 刊行に 際して、 一 言 所 思 r 陳 ベ て 字に 代 ふる。 
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序  Is 

視友 社と は、 改め £ すまで もた く、  十八 年 五月 創 S  S 樂多 誌と して、 その S 

より- 或よ その後より、 これに 參 i した 尾崎紅葉、 石橋 I、 厳 谷 小波、 川上 眉 山、 大橋乙 羽、 廣^ 禅浪 

江 見 I、 及び 中 管して 文筆 を 捨てた 丸 岡 I、 又 やがて これより 墜 した 山 If  I る 同人と して 

結成され、 而し て 明治 文學 前半期 の 主軸 を 形成した 文舉的 結社 である。 

その 結社に 基づく 豪懇 は、 もとより 一つの 明かなる 豪 的 所信、 新たなる 豪？ 抱いて、 その 共. - 

の 旗の 下に 集り、 意識的に 結合し、 集 围のカ を もって 迆ん だもので はない。 その 初め、 犟 に道樂 的な 筆の す 

さびに 打 興じた、 ささやかなる 文苑より 次第に 生長し、 やがて 文學 者と しての 自覺 より、 社會 的な 認識 を も 

得ん がた め •  S ち 文壇 iQ ために、 ，Q 力 I せて 進出しょう とした ws、 內には I されて、 單な 

る 友人 關係 以上 Q ものと なり、 外に は 彼等の 進出、 存在 を さまた ぐる ものと 抗 (辛しつつ、 自らの 地位 を 確保 


しながら >  明治 文舉 前半期の 史的 展開の 頁 を * 彼等の 活動に よって 厚く い：： めて しまった。 

硯友 社の 生れ 出づる 前後の 社會狀 態、 及び 文 擧界の 事情に ついては * やがて 述る であらう が、 當 時の 新 文 

舉に對 する 氣 運に 乘 じて、 评內 逍遙、 二 靡亭四 迷、 幸 田 露 伴， 森鷗 外な ど獨 力、 文 學的處 女 地の 茨 を 切 ^ い 

て ゐる者 も あり、 而して彼等は優れた先驅^1<;でぁったが、 時流が、 やう やく 新 文 擧を迎 ふるに、 寬 かならん 

としつつ あっても、 尙、 古風な 傳 統と觀 念の 騎が黑 く 世間 を 支配して ゐた 時代に おいて、 孤立 的に 一人一人 

歩む 攀は、 かなり 困難な ものが あつたで あらう。 集 国の 力 はか かる 折 その 効果 を箇々 の總和 以上に 持つ もの 

である。 

かかる 折から 硯友 社の 參加者 は、 少數 とはいへ、 1® の集圑 結社と して、 その 存在理由 を 持った の だ。 分 

散した 箇々 であったなら、 時の 嵐に 一 たまり もな く 吹き散らされた であらう 分子 も、 集團 的に 構成され る こ 

とに よって、 勢 ひ づき、 よく 文學的 荒野の 中に、 その 芽 をのば す こと を 得た ものが あった。 

顧る に、 文舉 運動 上の 結社 は、 日 木 文學の 史上に もい くつ も 見られる が、 それ 等 は 短歌 や 俳句 を 作る 人々 

に 多かった。 然した とへば 短歌の 「家」 の 如く、 それ 等 は 勿論 政治的な 結社と 異り、 明確な 歌論、 文 舉觀を 

揭げ、 それに 從 つて 積極的な 働き かけ を、 對社會 的、 對 文擧界 的に 及ぼす とい ふ もので なく、 ただ 一家の 歌 

風 を傳統 的に 墨守し、 之を將 來に傳 ふるに 過ぎない、 一 筒の 權 威に 裏付けられた 消極的 存在で、 それに 名 を 

連ねる 一 家の人々 は、 それにより 體.？ を 保ち、 經濟 的に も 生存して ゆく ので ある。 例へば 中世の 昔、 藤原定 

家の 後、 分派した ニ條 家、 京 極 家、 冷泉 家の 如き は その 一例で あらう。 また 近世の 俳諧に へ C ける、 貞門、 談 


林、 蕉門 などに も、 結社 性が 見られる が、 それ 等 は茵々 の 人が 同じ 文學 への 見解で 集って * その 地位 を 確保 

したと いふより、 松 永貞德 なり、 西 山宗因 なり、 松 尾 芭蕉な り、， 一人の すぐれたる 藝 術の 師を 中心として、 

集った 師弟 關 係の 固い 結合で、 明治 文學 以後に 見られる 新しき 文學 主張の ための 結社と、 本来の 性質 を やや 

異にする ものの 如く 思 はれる。 

卽ち、 芭蕉に おいて は、 そのため、 正 岡 子規が 『芭蕉 雜談』 で、 これ を 皮肉って、 

そ の 多数の 信仰者 は あ ながち に 芭蕉 の 性行 を 知りて そ を 慕 ふとい ふに あらす、 芭蕉 の 俳句 を 誦して そ を 

感 すと いふに も あらす、 唯 芭蕉と いふ 名の 自ら 尊 くもなつ かしく 思 はれて、 かりそめの 談話に も 芭蕉 を 

呼びす つる 者 はこれ 無く、 或は 翁と いひ、 或は 芭蕉 翁と 呼び、 或は 芭蕉 様と 呼ぶ こと 恰も 宗敎 信者の 大 

師様、 お 祖師 様な どと 稱 ふるに 異ならす、 甚 しき は祌と あがめて 廟を 建て 本尊と 稱 して 堂 を 立つ る こと 

是れ 決して 一 文舉 者と して 芭蕉 を觀 るに 非す して 一 宗の 開祖と して 芭蕉 を 敬 ふ 者な り。 

といった 風に その 門 の 流れ を 汲む 狂信者た ちが 狂態 を 示す に 至った ものである。 狂信者た ち は、 かく 偶像 

を崇拜 すると 共に、 自ら は 偶像の 光の 下に ある 選： たる こと を 他に 示し、 もって、 功利的に 自己の 地位 を 確 

保しょう と 計った ものと いふ ことができよう。 

かくの 如く • かかる 傾向 を 持つ 前者 はすで に 占められた 地位 を 保持す る爲の 努力で あり、 明治 文舉 以後に 

昆る 後者 は、 今より その 地位 を 占めよう とする^ 力に 重心が おかれる。 

明治. 大正、 昭和 を 通じて、 文學的 結社 を 構成す る 同人の 機關雜 誌に より、 一 の文學 運動 を 起して、 ある 


ひ は 文舉现 論に より、 又は 作品 行動に よって、 その 主張す る 文擧を ひろめ、 從 つて その 文 舉の價 値に よって、 

主張お 等 自ら も、 新しく 文學 者と しての 社會 的な 認識 を かち 得ようと する 努力 は， 無名の 作家のと る 一 方法 

である。 硯友社 はこの 意味に おける、 小說の 分野に おいての 文擧 結社、 及び 文攀述 動の この 國 における 最初 

0 もので あつたと 思 ふ。 现友社 を 最初に して、 かう した 運動 は 次々 に 起った。 卽ち 緩いて は 明治 二十 六 年 一 

月 創^の r 文舉 界』 の 若 やかな a マ ンチシ ズムの 情熱に 彩られた 群が ある。 北 村 透 谷、 爲場 孤蝶、 島 崎 藤 村、 

平田秀 木， 星 野天 知 * 戸川 秋 骨、 同殘花 はこ こに 結合され た。 自然主義 運動 は、 あまりに 範 K が廣 く、 統制 

のとれ た 結社 的 統一 の 中心的 凝 W 性が 散漫で は あるが、 機關誌 的に 言へば 第三 期の 明治 三十 九 年 一 月 發刊の 

『早稻 田文學 J 同じく 三月 创刊の 『文章 世界. I： 等が その 中心と なった ともい へる。 かくて 又、 若き 贵族 的な 新 

しき 理想主義 者 を もって 結ばれた 明治 四十 三年 四月 創刊の 『白樺』 は、 同人 雜 誌より 明確な 方向 を 指げ て 進 

出した 典型的な 例で ある。 その後 も 大正 期に 入って、 豊島 4、 志 雄、 山 本 有 三、 芥川龍之介、 久米正 雄、 菊 池 

寛、 松 岡 譲 等 を 生んだ 新現實 主義 文舉 ともい ふべき 第三 次、 第 四 次の 『新 思潮』 や、 大正 末期の 固定し かけ 

た 表現形式に、 鮮魚の 様な 澄 刺さ を 持ち こんだ 横 光利 一 , 中 河與ー 、 川端 康成 等で 代表され て 新 感覺. 淤と稱 

せられる 『文藝 時代』 又 その 視野 を 階級に おいて、 戰鬪 的な 文 藝陣を 布いて ゐ る無產 派の 文學 結社、 これに 

對 して * あくまでも 藝 術を攻 治の 支配 下にお く をい さぎよ しとし ない、 幾つかの 藝術派 結社 等が 績 いて 起伏 

した。 

然しながら、 かう した 同人 雜 誌の 先驅 者であった 现友 社の 作家 は、 前に 述べた 通り、 はっきり とした 主義、 


藝術觀 の 下に 結成され たので なく  * ただ 作品 主義 を もってお し 進んだ ので ある。 その 事 は 同時に 明. S4 -八年 

一 坪內 逍遙の r 小 說祌髓 J によって、 初めて まとまった 文 舉論を 見た 如く、 文學の 理論的な 荒 地であった その 

時代 を 念頭に おいて 考 ふるべき である。 かく 文舉 ifii によって、 集められなかった にせよ、 その 作品 行動に 

よって、 共同 進出 を 計 つ た 现友社 へ ， 田 山 花 袋 は 

三十た ヰ 問、 私の 見て 来た 日本の 文學 者の 交遊で は、 紅 紫 を 中心に した 硯友 社が 一 ^賑 かで 面白さう で 

あった。 かれ 等 は 一緒に 飲み、 語り、 且つ 伴れ 立って 旅行した。 しかし その 交遊な り 旅行な りが、 與味 

序 を屮 心に した もので、 に啓發 したり、 互に 勵 まし 合ったり する ものでなかった こと は 實 である。 か 

れ 等の 旅行 は 駄洒^と 道樂 との 旅行であった。 これが 卽 ちその 交遊が 面白さう に晃 えたり 思 はれたり す 

ると ころで、 S 外面 的に 過ぎなかった ので ある。 眉 山 君な ど は、 後に は その 交遊の 愚なる こと を 度々 

私に 滴した。 (註 1) 

說 

と 局外より 嘲笑 的な 一一 一一 c 紫 を 述べ、 同人 自らの 中に も， 江 見 水 藤氏の 様に 硯友社 は、 文藥 運動の 爲 めの 圈 結で 

はなく、 社交的 機關 —i 平ったく「ムへば遊び仲問——進んでは兄^5^關係でぁったことを繰返し首って、 

閥と は 何 だ！ 然ぅ 叫ばす に は ゐられ ない の だ" 黨同 伐異、 それ を 我等が 試みたら うか。 それ は 黨を作 

した。 ， 紅葉 を 中心に 多數の 文士 は 集った。 硯友 社と いふ 国體は 形ち 作った が、 單に それ は 交遊 機^に 過 

5 ぎなかった。 他 を 害する やうな 事 は 決して 仕なかった。 味方 を擧げ て、 哝 方なら ざる ョ. „ ^を 抑 へる やうな、 

一 そんな 賤し S は 一 ッも して ゐ. S の だ。 5 は議 すべき s—plf 一  切 持たなかった。 皇 


j  が攻擊 されても 隱 忍して ゐた位 だ。 (註 2) 

G 一  と 强く言 はれる。 かく 硯友 社を單 純に 社交 機關と 見る 寧 は至當 であらう か。 後年に 至って、 結社の 內 部の 

附隨 的心现 として、 かう した 倾 向に 移って 行った 事 は 認めねば ならない が、 兩 者の 視點は いささか 感情に 定 

りすぎ て ゐる氣 がする。 また 局部に のみ 注がれ 過ぎ：」 ゐる氣 がする。 我々 は その 二十 年に 互る 展開の 跡 を 冷 

靜 に客觀 しなければ ならない。 その 結社が 共通の ィズ ムの 下になかった 事が、 かく 兄ら れる 傾向が おった と 

はいへ、 その 日常生活に 時として、 見られた 遊戯的な 營 みが、 硯友社 作家の なす すべてで あったら うか。 そ 

序 \ の 他愛の ない 談笑の 中に 自ら 心に 抱く 文 祟觀を もらさなかった であらう か。 彼等の 口より もれる もの は駄洒 

落 や、 うがち や、 街角の 煙草屋の 娘 や、 若い 女の 曝ば かりで あったら うか。 さう した 談笑ば かりでなかった 

事が、 たと へば、 

0  硯友 社と して は， 社中の？！ f 作に 對 して、 嚴密な 批評 會を數 回 催した。 それ は 紅葉が 一 時 本 鄕森川 町に 

堀 紫 山と 一 一人で 伦 住居 をした 事が ある。 其の 當 時で、 乙 羽の 『露 小袖』 や、 僕の 『櫻 月』 など 解剖 的に 

\ 批評され たもの だ。 それ は實に 眞劍に 論じ 合って、 一 K 々々、一字一句、 微細に 亙って 評し 合った 程 だ、 

それから 「觀察が鋭く成るし物をッカミ得られるから。」とっまりー^_?作の補助機關として俳句の研究をも 

一 始めた ので 有った。 (註 3) 

\ とい ふ 水 蔭の 文章で も證 明され る。 その 習作 期、 彼等が 如何に 藝術砍 求 に^えて ゐ たかは 後に 說く であら 

一 うが、 一 つ の園體、. そして同じ仕！？^^に從ふ人々同志の中には、 いっか 自然 共通の 氣 分が .1 しだされ、 一つの 


議論が 提出され た 場合， 少數 の反對 者の 意見 は その 中で 反駭 され、 修正され て集團 としての 氣分、 意見、 お 

といった ものが やがて 平衔に 保持され る もの だ。 ^ 友 社 も その 成立の 當初は 友人 關係 によつ て 結合され つつ、 

やがて 次第に 社會 的に その 地位 を 確保され るに 至って、 やう やく 世間に 擴 つた 攻擊の 火の手 を ながめながら、 

有機的な 自己 を 凝視す る 事が 出來 たと 思 ふ。 そして また 自然 その 作家と して、 人 としての 才能より 統率者 

となった 尾 崎 紅 紫の、 文 擧へ對 する 殉敎的 熱意 はまた 等しく 他の 同人の 胸に も 燃え、 文 學へ對 する 情熱 は 共 

通 的な おへ 方 を 持たせた に逮 ひない。 かくて は單 なる 社交 機關 以上に 容觀 さるべき、 文學的 結社と しての 存 

在で あ る 砥友社 の , 明治 文學 の 展開 上 に 占めた 力強い 步調を われわれ は 見出さざる を 得ない。 

然しながら、 藝術 作品の 創造の 状界 は、 筒々 の 作家の 自. E な 筒 性に 依る 所が 多い。 一 つの 結社と はいへ、 

その 多くの 作家の 作品 を盡 く、 一様の 殼の屮 に 籠らせて、 類型的に 述る幕 はもと より 不可能で ある。 私の 論 

じょうと する 試み は、 硯友 社の 文舉 運動の 根本的な 目的で あらう 所の、 新 文擧の 創作と 文懍 進出の 過程に お 

いて、 その 自然 劃され る 各 段階に、 彼等 は その 爲め 如何に 苦しみながら その 作品に 精進した かの 態度、 又 そ 

の 作品 そのものに 如何なる 展開、 進歩 或は 衰退 を 見た か、 それにつ いて 彼等 を 抱いて 生長す る、 若き 明治の 

社會 とその 文學の 直接の 對照 である 讀者 とに 關連 させて 考察し、 一部の 人 はすで に 認めて ゐ るが、 尙 やや も 

すれば 多くの 人々 より、 先入主 的に 硯友 社の 作家 は、 氣 まぐれな 苦悶の 足りない、 傳統 的な 戯作者 視 される 

事に ついて 反對 したく、 それ を 明白に 具體 的に 論じようと 思 ふので ある。 

かく 直接に 说友 社の 內部 を兑 て、 しかる 後ち、 全體 として、 その 明治 文學、 叉廣く 日本 文 s: で：： 展開 上に 占 


むる 地位、 その 功績 を も 正確に 惯梳 づけて おきたい と 思 ふので ある。 

K1 m 山 花 袋 f«  ria- 京の 三十 年」 四 四 七 頁。 riE- 京の 一一； 十 年」 は 花 袋ら しい 感傷 を 交へ たがら も、 生彩 Q ある- 雰簡氣 を 

彼の 見た 明治 文 ss- の 流れに 立ちのぼらして 興味深い 書で ある。 こ の 書 は 彼の 親んだ 佛蘭西 自然主義の 文人 ァ ル フ 

オンス •* トォデ (ls.iol.ls97) の 「巴 M の 三十 年」 によって、 これ を誊 いた ことと 思 はれる。 同じ やうに 文 gf- に 位 

れて巴 a に 出て、 <p -々 の 苦 澀を鸫 て 文人と なった ドウ デの迫 憶に、 花 袋も^ 京に 於け る 自ら を 比した に S ひない • 

そ こ に 彼の 感傷 性が こみ上げて は * 折々 その 筆 を 誇張 さ せて ゐる 理由が ある。 

序  一  f 江 水 蔭 著 「硯友 社と 紅葉」 三 八 H。 

^"00 同 ニー！；  Is:。 


第一章 硯友社 成立の 背景 

1 當 時の 社會 背景 

言 ふ 迄 もな く、 一  のの 時代の 文舉 は、 その 當 時の 社會を 母胎と した、 文化 現象の 一 つの 現れで ある。 それ 

故に 社會を 基調と した、 其の さまざまな 變革 は、 直接 間接、 その 時代の 文舉の 表現形式、 その 精祌 内容、 素 

材に 影響 を 波及す る。 卽 ち社會 の繁榮 は、 やがて 必然に 文 學の繁 榮を來 すで あらう。 日本 文 梨 史を飜 しみて、 

その 割され た 文舉的 期間の、 史上に 占む る 頁 救の 厚い 時期 は、 社會 の繁榮 をみ た 時代でなかった らう か。 萬 

代に 傅 ふべき 萬 葉 集の 編れ た 時期 は、 、く 花の 句 ふが 如き 奈良 朝であった。 平安朝の 贵族 文化 は、 源氏物語 

以下の 夥しい 作品 を 生んだ。 西 鶴、 近 松 は 近世の 平民 階級の 勃興 を 侍って 生れた ものではなかった か。 そし 

て その 逆 も亦眞 である。 文擧 の暗黑 時代 は、 社 會の蒼 ざめ 瘦せ さら ぼへ た 時代で あつたの だ。 

かくて 硯友 社の 生れた、 若き 明治の 十 代の 終る 頃 は 如何なる 時代で あったら うか。 

思 ふに、 明治 文化の 發 生の 導火線と なった 明治維新 は、 武士階級の 支配 下に ありながら、 終濟 的に 膨れ 上 

つた 平民 階級が、 薩長の 小身なる 武士と 結合し、 三^ 年 問 日本の 事實 上の 支配者であった 德川 幕府 を 打倒し 

て、 新興 E 本の 礎石 を 置き、 外に 自由に 鎖 國の鐵 扉 を 解放した とい ふより、 寧ろ 進んで、 先進 「rg 國の 文物、 

制度 を 飽食す るまでと り 入れて、 日本 を 新しく、 鮮 かなべ ンキ で衛り 初めた 一大 變革 の發 端であった。 
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過ぎさり ゆく 時代の 黄昏と、 新しく 生れん とする 時代の 夜明けと に 混沌と した 時代。 荒け づ りの 投ゃ、 古 

きに 馴れて、 新しき 喜ばぬ 徒輩の 鎭定、 全ての 過渡期の 附隨 物と して、 その 隅々 に 生む 小さな 波？ i 旋風、 例 

へば 熊 本、 秋 月、 萩の 亂が、 M 南の 役 を 大きな 段階と して 治まり、 十^ 代の 暮 るる 頃 は、 餘 りに 速す ぎる 時 

代の 廻 轉にブ レ ー キを かけたい 程の 滑 かさであった。 

試みに 明治 初年の 年表 を 繰れば、 次々 に 加って ゆく 新しい 設備 制虔、 11 たと へば 明治 元年、 江戸 を 東京 

に改 むから 初 まって、 明治 二 年、 藩籍 奉還に つづいて、 ず、 京橫濱 間に 始めて 電信 線 を 架す、 明治 三； ヰ、 英國 

に鐵道 敷設の ために 外債 三百 萬薛を 募る、 同 四 年、 大阪 造幣 廠 なり 金銀 貨幣 鑄 造、 同 五 年 更に 輕 便な 紙幣 發 

行 —— すると 淡 暗い 『夜明け 前』 G 日本に、 行燈 より 明るい 瓦斯 燈が 港町 横濱 に、 ぼっかり 灯った。 

かう した 反面に、 古い 傳統は 次々 に 抹殺され て 行った。 明治 三 ¥ 庶民の 腰から 殺伐な 刀 はとり 去られ、 四 

年 散 髮令は 出て、 人々 の 頭上に 朗 かな 陽 は 照った。 六 年 外人と も 結婚 は 許されて、 ラシ ヤメ ンの 汚名 を 港の 

女達から とり 去られた。 その 頃、 或は 武士道の 誇りだった、 しかし 野蠻な 原始的な 復 » は 厳禁され た。 

それから 十 年た ち —— 十五 年 以後の 年表 を 見よう。 十五 年、 すでに 瓦斯 燈に 代って、 明々 と 電燈が 街に は 

輝いて ゐる。 國 家の 中央 金庫 日本銀行 も、 がっしりと 建ち、 民 問に は 政治 思想に 眼 ざめ た 人々 の政黨 がいく 

つも 樹立され た。 十七 年 華族 令 は 成り、 新國 家の 功勞 者の ために 榮 光の 座が 規定され た。 海に は 朝鮮へ 速る 

海底 電線が 沈められた。 横 須賀に は、 軍艦 を 浮べて、 海岸線 を 守る 鎭守府 がおかれ た。 遠く、 日本の 軍艦 は 

歐洲の 港 を巡睦 し、 東洋の 新 與！： の 威力 を 示し、 一方 外！： との 交情 を 求めた。 十八 年 郵船き 社 は 起ね、 日本 


と 地球上の 國々 との 距離 を 短縮す る 日本の 海阖が 彩られた。 異國の 文物 は 一 暦 迅速 容^に 舶來 される 譯だ。 

內閣は 新しく 糾 織され 新しい 政治 を 企劃した。 

新しき もの へ、 新しき もの への 建設！ かくて は 極端な 歐 洲心醉 —— それ は 必然に あらゆる ものに 具體 化さ 

れる。 すでに それより 十 年 前、 服 部 誠 一 の 『東京 新 繁昌 記』 にさへ 擧校、 人力車、 新聞社、 貸店舗、 寫眞、 

牛肉 店 * 等數十 項に わたる、 目 ざまし い 首都の 景物の 相が 素描され てゐ るので あるが 、『きの ふけ ふ』 の 著者 

は 更に 十 年代の 後半の、 生々 しい 首都の 印象 を 省みながら 次の やうに 描いて ゐる。 

鐵逍 馬車が 新橋と 上野 淺 草の 間 を 疾駆して、 到る 處で脫 線す るの が 5- の 誇りと なって ゐた 頃、 (註 Ms 

叨) li 附近へ 行く と 潘洒な 洋装 をした 貴婦人の 二人 や 三人に 必. f 避 返った もんだ。 

右 も 左 も 洋風の 家屋 や 庭園の 速績 した 此 界隈の 一 秫 特異な 贵族 的の 空氣に 浸りながら 霞關を 下りる と 

共 頃 練兵場であった 日 比 谷の 原 を 隔てて 壯麗 なる 鹿 鳴 館 の 白堊が エキゾチックの 波動 を 周邊に 

漂 はして 行人に 文明の 微醺 を與 へた。 

其 頃 鹿 鳴 館の 名 は H キゾ チックの 響き を傳へ て 直ちに 舞踏 會を 聯想 させた。 今では 舞踏 會は 1K 長 節の 

夜會の 儀式と なって、 少數 外交 圑に專 有されて るが、 其 頃 は 殆んど 連夜の 催しであって、 遠くから でも 

鹿 鳴 館の 白堊 を 見る とォ 1- ケス トラ の 美く しい 旋律が 耳 を 掠める や. i.- な 心地が した。 (註 1) 

さう した 歐化 主義の 華麗な 粹を 集めて、 鹿 鳴 館に 打與 やる 人々 を、 社 會の上 I にいた だいた 日本の 思潮の 

流れが、 上 を 做 ふに 過敏な、 大衆に 如何に その 影響を及ぼした であらう か、 凡そ 知るべき である。 


さて、 そこに は 尙內容 の 虚しい * 外 核の み 彩られた 華やか さはあった といへ、 この 時 こそ は喑ぃ 過渡期の 

昏迷が やう やく けて、 やや 安らかに 息づく 快い ひとときで あり、 急迫した 世相 をく ぐり 拔 けて 立つ こと を 

得た 安全 地帶 で、 維新の 勝利者 達の 誇ら かに 舞 ふ 饗宴の 日で あつたの だ。 

嵐は靜 まった。 荒々 しい 闘爭 と、 角立った 政. 治と、 新しい 社 會糾娥 とに 熱中して ゐる間 は、 輕視 された 藝 

術、 文學の 新しい 芽が 萠ぇ 出る の はか かる 時で なければ ならぬ。 说友社 を 生む 母胎で ある 社會の 背景 は、 ま 

さに かかる 時期で あつたので ある。 そこ は 十分に 肥沃な、 養分 を 保った 土地と は 云へ なかった。 然しながら、 

少く とも、 芽が 萌 えても、 いきなり 洗 ひ 流し、 叉 刈りと る やうな 殺伐な 時と は 異なって ゐた。 

やがて 硯友 社の 同人と なり、 文舉 活動 を 起す 人達 は、 この頃 殆んど 明治の 年號と 同様 t 右々 しく、 うろろ ひ 

ゆく 社 會の姿 を 母の 背から 眺め、 やがて 木の香の 新し 5- 學 舍に舉 びな どして、 生長して ゐた。 即ち、 明治 以 

前の 空氣を 吸った 硯友社 同人 は、 文久 元年に 生れた 廣 津柳浪 が、 最 年長者であった。 尾 崎 紅葉、 石橋 思案 は 

明治 改元の 前ハ ヰに 生れた。 山 田 美妙 は 改元の 年 * 川上 眉 山 は 明治 二 年に、 巖谷 小波 は 明治 三た 牛に 生れて ゐる。 

明治 十八 年、 彼等が 生長し 硯友社 を 結成した 年、 彼等の 若々 しい 瞳に 觸れ、 また、 その 精祌を 動かして ゐ 

た 社會の 動向 は、 およ &,、 前に 述べた やうな 背景で あつたの だ。 かう した 點景 から、 又 生活 形式から、 かか 

る もの を 派生した、 互き な社會 の內臟 機構の 盛り 上って 行く 様 を、 我等 は 思 ひ 浮べる ことができ ると 思 ふ。 

註 1 内 田 魯庵著 「きの ふけ ふ」 二 頁。 同書 屮の 「硬 友 社の むかしの 憶 出」 は 硯友社 を 知る 一 資料で ある。 


1 一 當 時の 文學 背景 

硯友社 を 生んだ 時代に は， 旣に 前に 述る 如く， その 時代に 適應 した、 新しい 文 舉の發 生 を 促す 氣 運が、 次 

第に 立ちのぼりつ つあった。 

然しながら、 すべての 事象と 等しく 文學 とても、 突然 その 時代 獨自の ものが、 他と 何等の 聯關 もな く 生れ 

出で る譯 ではなく、 文舉 それ 自體の 流れ を 汲んで、 先行の もの を 受けて は、 時に それ を 更生 させ、 或は 新し 

き 要素 を 加へ て 一新して ゆく ものである。 それ故に 现友 社の 文學の 出發を 見る ために は、 先 明治 初期より、 

硯友社 生誕 當 時の 周圍の 文舉を 一 應 見なければ ならない。 それに 併せて、 常時の 世人の 文 學へ對 する 態度 を 

も考へ てみ ねばならない。 

硯友 社の 生れる 前後の 讀書界 の倾向 はどうで あったら うか。 明治 四 年に 生れて、 生長す ると 共に、 漠然 文 

學 生活に 憧れて ゐた田 山 花 袋 は 『東京の 三十 年』 に 

漢詩と、 八 家 文と、 和歌と * ビィコ ンス フィル ド 卿の 小說 と、 『佳人の 奇遇』 と、 英語と、 馬 琴と、 

春 水と、 岩兑 重太郞 と、 r 穎才 小說』 と、 さう いふ 雜 然とした 空 氣が、 私の 十六、 十七の 二た や を^した。 

と 交錯した 冊子の 名 を舉げ て、 時代の 有様 を 示し * 硯友社 同人の 一 人巖谷 小波 も、 少時の 愛讀 書と して、 

次の 様に 記して ゐる。 

例の 文擧 好の 傾向 は、 其 頃から ます/ \ 甚- しくな つて、 今は赏 本な どで 追 付かす、 自ら 進んで 本屋 を 


漁り、 小說 や、 ぉ伽噺 や、 乃至 脚本 なぞ 云 ふ ものに、 少 から. f 浮 身 を やつした。 

例の 帝國 圖 書 館 も、 其 時分 は 湯 島の 聖堂に あった。 舉校 はまた 明祌 下、 まことに 近所であった から、 

舉 校の 歸途許 りか、 時には 舉課を 休んで まで も、 11 書 館へ 入りび たった ものである。 

又 僕の 父 は、 可な りの 藏 書家であった から、 土藏の 半分 は 本箱で 充 たされ、 その 半分 は 唐本であった 

が、 又 日本 文の 軟 かい 書物 も 無いで は 無かった。 

で、 毎年 夏になる と、 一週間 位 は その 土 W 千 を やる、 これ は 書生 達の 仕事 だが、 僕 はまた それ を樂み 

にして、 賴 まれ もしない のに 手傳 ひながら * その 中で 彼方此方 讚み かじった ies^ も ある。 

それから また 兄の 部屋に は、 澤山獨 乙 書が あった。 兄の 專鬥 は採鑛 冶金 寧な ので、 それ 等の 本に は 無 

論 用 も 無い が * その から、 文舉書 や、 雜 誌の 合本 を 探し出して 時々 拾ひ讀 なぞ もした。 

今 試みに、 當 時の 愛讀書 を擧 げて兑 ると、 西洋 寧 情 * 輿地 誌 略、 水 滸傳、 西遊記、 海底 旅行、 剪燈新 

話、 空中 旅行、 アラビア 物語、 イソ ップ 物語、 八 笑 人、 七 偏人、 其他淨 瑠璃 本 を はじめ、 馬 琴 物 は  一^ 

好きで、 盛んに 讀み 耽った ものである。 

これ 等に よって、 靑年 を、 王- 體 とする 當 時の 讀書界 を 支. 配した もの は * 支那の 典藉 我が 國の化 政 期の 小說、 

及び 次第に 流れ こむ 西歐 の科擧 的な 讀物ゃ • 政治的な 題 村 を- m とする 小説、 それ 等の 飜譯 であった。 

これ 等のう ち、 现友 社の 成立 前後に は、 舊き 傳統と 摸倣 を 汲む 戯作 小說、 舊體の 小說が やう やく その 姿 を 

沒し • 海 彼岸の 思想、 風物 を 喜ぶ 傾向が、 必然に 飜譯の 科 舉小說 を 生み、 青年の 政治的 關 心が それに 加って 
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飜譯ゃ 創作の 政治 小說の 洪水 を 来した。 

それ 等 はもと よりその 文 舉的價 値に 著 眼して、 飜譯 され、 また 創作され た譯 ではない。 リットン、 ヂスレ 

リ ー の 類の 政治的 角度からの 飜譯 や、 ジュ I ル .ヴ ヱルヌ などの 科 學的與 味から 眺められた ものであった。 

科擧 的小說 は. 文明開化の 相 一一 一一：： 葉に、 新しい 社會 組織の 發展を 促す、 モ I タァと 晃られ た科學 への 關心か 

ら惹 きつけられた もので あつたが、 一方 また 政治 小說 が、 それが 飜譯 たると 創作た ると を 問 はす、 何故に か 

く靑 年の 手に 持 たれた もので あったら うか。 

思 ふに 明治 十 年の 役 後、 漸進主義 的な 政府へ 對し、 より 進歩的な 民衆 は 自由 黨、 改進 黨を 組織した。 殊に 

佛 蘭 西の 政治 思想 を K 譯し て、 宣傳 した 自由 黨へ對 し、 平穩 無事な 國 家の 秩序 を 欲する 時の 政府が 烈しい 壓 

迫 を 試み、 彼等の 言論、 集會、 結社の自由 を 束縛した 事 は 首 を 侯たない。 

かくて は 烈しい 暗闘の 彼岸に、 明治 1 一十三 年 を 期して、 開かるべき 國會へ の、 憲政 政治の 實 現に 遠大な 期 

待 を 投げ かけた。 時代 は 政治問題の 熱病 を 病んで ゐる。 民？ i で發 行され る 新 閜雜誌 は 政論に あふれる。 かく 

て小說 も、 现 想に 燃えた 青年 政治家の、 その 身の上に 加 へられた 雷 論の 壓 迫の 一 つの はけ 口で あつたの だ。 

末 廣鐵腸 著の 『雪中 梅』 下 編 (明治 十九 年 十 一 月 版) に、 若き 日の 尾 崎 行 雄の 元氣潑 刺た る 序が 載せて あ 

るの を 見る に、 

身 を nn 億に 現して 隨時 化導の 方便 を 施す。 是れ 菩薩 乗の 所說に 非す や。 今日 吾人の 期す る 所 は 此の 民 

を 化蕩し て、 1： 家の 福利 を^ 進す る に 在り 。 其 職 任 の 廣大 重要なる 豈 に 啻に 佛徒 の 衆生 濟度 の みならん i 


や。 故に 今の 政治家た ろ 者 は 固より、 身 を 千 萬 億に 變 現して 隨時 化導の 方便 を 施さざる ベから ざる 也。 

然ら すん ば 何 を 以て か 三千 年來昏 々睡眠す る 三千 餘萬 の 蒼生 を攪 起し て 、 富强 文明 の 新 世 2^ に 入らし む 

る こと を 得ん。 此の 故に 政治家 は 亦 新聞記者たら ざるべ からす。 亦道德 家たら ざるべ からす。 亦舉- お、 

著述家、 事業家たら ざるべ からす。 特に 身 を小說 家に 現し、 錦 心繡瞎 を、 鏡 花 水 月の 幻 境に 發 露し 以て 

大聲 をして、 耳に 人り 易から しむる 如き は、 今日 我國の 政治家た る 者の 最争： 方便と す。 (後略) 

として、 政治家が. 自己の 理想 や 意見 を、 民衆に 訴 ふる 「最 クチれ 方便」 として、 小說を 取上げて、 その 功利 性 

のみ を 見て ゐ るが、 政治 小說の 創作 態度、 從 つて その 本質 はこれ で 十分 說 明され るで あらう。 

例へ 作者が 政治家で なくと も、 かくした 作爲は その 作品へ 反映して ゐ るので ある。 

ここに 政治 小說 の具體 的な 一 例 を 示す ために、 『政 海 波 翻 梅花 S  (殘夢 道 人 著明 治 一 一十た ヰ刊) の 目次 を 引 

いてみ るなら ば、 

第一章 目 出」 111 の演說 暗に 壯士を 刺戟す 

. 第二 章 自由 樓の实 會壯士 初めて 名 を 1  、はす 

. 第三 章 壯士雨 を 避て 麗人に 避 返す 

第 四 章 麗人 情 を 說て壯 士心を 愛せす 

第 a 章 壯士 衆に 推れ て黨 事に 盡 力す  - 

第 六 章 才女 琴 を彈じ 暗に 少年の 心 を惱す 


17 


景背學 文の 時赏 


第 七 章 壯士舟 遊喑に 奇禍を 招く  • 

第 八 章 報 凶を傳 へて 市街 大に 騒擾す 

第 九 章 佳人の 艷^ 壯士の 怒 を釋く 

竹 ル十章 鐵 窓の 感 懷壯士 空しく 淚を飮 む 

第 十一 章 美人 才女 相 逢 ふて 愁を說 く 

第 十二 章 壯士病 を獄に 臥し 少年 亂を 市に 企つ 

第 十三 章 美人 才女の 艷 古新聞 社長 を 動かす 

. 第 十四 章 新聞社 長壯 士を囹 圍に訪 ふて 努力せ しむ 

第 十五 掌 才女 美人の 專心 遂に 囹圍 の裡 より 拯 出す 

ー篇 はこの 荒 筋に いくらかの 肉を附 し、 皮膚で 覆って 描かれた ものに 過ぎす、 しかして 政治 小說の 一の 型 

であるが、 そこに 概念的と はいへ、 牢獄 や 演說會 * 或は 市街 戰 など 曾ての 小說 より ー歷 新鮮な、 現 實社會 の 

描寫 と社會 的に 壓： 51 されて、 不遇な ろ 著者 を 想 はせ る、 靑年 政治家の、 日 抱く であらう 淡い 夢なる 女性の 

可憐な 出現に 依って、 かすかなる 華 かな 色彩と 杏が、 夏の (せ 闇に 漂 ふ 白粉の 香の 如くして、 それ 等が 若い 請 

者の 心. V. 波立せ たこと と 思へ る。 

それ 等の 作品 は、 もともと 一 一十三 年の 國會を 待つ 民衆の 聲 と呼應 して の 作者の 夢 を 描いた ので あるから、 

この 聲の 熱の 冷めた 頃に は、 自然 消滅す るので ある。 鄭實 二十 年 二十 一年 を 峠と して、 与 心 速度に 解 「おして 行 


つた。 

『明治 文舉 史』 の 著者が 「其の 著 眼と 目的と に 於て 旣に 根本的の 誤 護 あり。 加 ふるに 技術の 點に 於ても 脚色 

は 千遍ー 律 意匠の 變化 殆ど 空しく、 要するに 貪 書生が 立身出世の 夢物語に 過ぎす。 之 を 以て 高く 標 置して 政 

治 小 說と稱 する は 頗る 當を失 ふ。 其 人物 も 性格 偉大 欽 仰すべき 者に 非す して、 屑々 たる 小才 子、 世 渡 上手の 

利 巧者に して、 當 時の 批評家の 所謂 政治 社 會の丹 治郞に 外なら す。 而 して 之 を 叙せ る 文章 修^の 技巧に 至り 

て は 其 缺陷の 最大なる 者に して、 全然 文學 としての 形式 を缺 けり。」 と 言 ふ 如く、 作品と しての 價 値評慣 は、 

今日の 眼から は、 その 比重 輕 きものが あらう が、 時代と 社 會とを 背景と して 考 ふる 時. 全然 否定的に 之 を 退 

ける の は 極論で、 皮相と は 云へ * 槪念 的と は 云へ、 その 描いた 現實は * 一種 新鮮な。 マン チックな 精神 を 作 

品の 中に 見出す ので ある。 

當時、 尙化 政期傳 承の 餘燼 消えぬ、 讀 者の 下卑た 笑 を 買ふ爲 めに のみ 目標 をお いて、 描かれた 作品 や、 あ 

くどい 人間の 情痴の 世界の み 描いた 戯作の 類より、 卑近と はいへ、 理想主義 的た 立場から は、 たしかに 超越 

し、 いくらか 高尙 なる 功利 性 は、 功利 性と はいへ その 方面から 文學 の社會 的價值 を、 自然と 高める 作用 をな 

した 事 を 見逃す 譯には 行かない。 作家が 社會、 讀 者の 意を迎 へんと 自らへ り 下った 永い 時日の 結果， 書かれ 

る 作品 も、 書く 作家 も 一種 社 會の封 e 間 的な 觀 があった が、 この 明治の 十 年代の 末から、 次第に 作家の 地位 を 

向上 させて 行った ので、 その 事に は 政治 小說の 出現 は 意義 を 持った と 云 はねば ならない。 

硯友社 結成の 前後の 文 學界は 凡そ かかる 事情の もとに あつたが.. 一方 ほとんど 時 を 同じく して、 评內 ST 遙 
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の、 新しき 寫實 主義の 文擧論 r 小說 祌髓』 と、 その 具體的 作品と しての 『一 讀 三嘆 當世 書生 氣質』 の 出現 は， 

如何に 文學の 地位 を、 世人に 宣 明した ことか。 

然し 尙世 問に は、 『書生 氣赏』 の 後篇の 緒言に、 著者が 苦笑しながら、 與 へられた 批評 を 集めて ゐ るが、 そ 

れを 見れば この 書 を 目して 陋猥 卑俗 文 學士の 著作に 似す とか、 擧者 はお ほむね 思想に 乏し * 政 を談す るの 

必要 を餘 所に して、 如斯 くだらぬ 戯述 をな す、 實に 賛勞の 極と いふべ し、 寧ろ 攻治 小說 を飜譯 する の 有益な 

るに 如す とか、 三 四 年 以前の 書生の 情 態に して、 方今の 書生の 情 態に あらす * 方今の 書生 何 ぞ斯の 如く 遊蕩 

にして 惰弱な らんと か、 又 本篇に 載る 所 は 悉皆 作者 自身の 經歷 なるべし、 文學士 の履歷 5^ して 斯の 如き 歟、 

誠に 感心な りと いった 類の 誤算と 反動に 滿 ちた 感想で 迎 へた 者もゐ たが、 少數の 心 ある 人々 は、 これによ つ 

て 新しき 文學 の 性質 や、 今後 占む ベ き文學 の 社會的 地位に 深く 思 ひ を ひ そませ てゐ たので ある。 

されば 『きの ふけ ふ』 の 著者の 言 を かるに 「旣に 政治 小 說に覺 めて、 歐米 文學の 絢爛 莊 重なる を 敎 へられ 

て 憧憬れ てゐた 時であった から、 彼岸の 風を滿 帆に 姙 ませつつ、 此の 新しい 潮流に ぎ 水した 春 廼屋の 『書生 

氣質』 が 恰も 鬼ヶ島の 寶 物を滿 載して 歸る桃 太郞の 舟の 如くに 歡迎 された の は當然 であった。 是れ實 に 新 文 

舉の 第一 の 勝利であって、 天下の 靑 年は爭 つて 文學の 成功に 嚮 つて 趨 つた」 のであって、 かくして 『小説 祌 

髓』 『書生 氣質』 は li: しく、 新しい H ボック を 新 文擧の 展開に 劃した ものであるが、 これ 等 は 一面 社會的 必然 

性の あった こと 前節に 述る 通りで ある。 

かかる 必然的た 文學耍 求の 社 會的氣 運の 巾で， 視友 社の 作 も、 この 一 一書の 出現と 相 仏 g 後して 出發 したの 
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であった。 勿論 その 出 發 にこの 二 書との 直接た 關係は 視友社 作家 は 有しない。 然し 等しい 社會 的な 新 文學要 

求の 聲の 中に 出發 したので あった。 

この 氣運は 急速に その 密度 を增 した。 二十 一年 四月 六 n 第 十九 號の 『國民 之 友』 は その 論說に 曰く、 

吾人の 考 ふる 所に 於て は、 日本の 文擧 は、 今や 開發の 最中に て、 時々 刻々 變 化し 行けり。 若し 試みに 四 

五 年 前の 新聞紙 を 採って、 今日の 新聞紙と 比較せ よ、 其 文字、 文句、 文 體の相 ひ 異なる 殆んど 四、 S 百 

年 を 隔てた るが 如きの 思 ひ あらん。 蓋し 今日日 本の 文 舉は實 に 急流 中 を 流れ 行く ものな り。 若し 人 あり 

岸の 上へ に 立ち 現今の 情勢に 無頓 著に て、 種々 様々 の 批評 を爲 さば、 誠に 奇怪 千 萬なる is! も あらん。 評 

を爲す 素より 可な り… (中略) 今日の 文學 は、 ^堝の 中に 在る 曠 物にして、 未だ 何とも 其 形の 附 かざる も 

の なれば なり。 漢文の 要素 あり、 和文の 耍素 あり、 歐 文の 耍素 あり、 俗語の 要素 あり、 軍純體 あり、 複 

雜體 あり、 馬 琴 風 あり、 爲永風 あり、 三 E 風 あり、 坪內風 あり、 各種の 文 體合戰 最中に て從て 各種の 文 

字 文句 皆な 火爐の 中に 跳り 廻れり、 如何に 頼 山陽の 如き 精妙 奇警なる 批評家 ある も、 天 保 時代の 眼を以 

て， 現今の 文章 を 見ば 唯 だ 呆然 茫然 筆 を 着す る 能 はざる べし。 蓋し 今日の 文體 文章 は、 唯 だ 今日の 社會 

に 在る 可き 答 はなしと 思 ふ、 而 して 其 何れが 正しき を 得た る や、 優勝劣敗の 戰 場を經 たる 後に あら ざれ 

ば、 之 を 知る 能 はざる べし。 

と、 いささか 誇張 的ながら も、 社會を 流れる 文學的 奔流の 可成り な 凄まじ さ を 示して ゐ るが、 その 中に 立 

つて、 めいめい C 方向 *v 摸索す る文蔡 者の 様が 客^され ると 思 ふ。 


以 上述る 如く、  ^友 社 成立の 背景と して、 先社會 的な 裏情 も、 明治維新よ リ 生長して、 舊き 封建制度の 後 

始末より- 漸次 新しき 立憲 制度、 國會 開設に 至る 線へ 上昇し 來 つて、 やう やく 新興 日本の 安定せ ろ狀 態に 洛 

著き、 進歩的なる 國 民の H. 不 ルギィ の專ら 注がれた 政治 形態 を 初め、 社會 建設の 實際 的、 直接的 方面からの 

餘剩 が、 ここに 藝 術. 文擧 方面へ も 注がれる 時 を 持った ので あり、 文擧 さへ もす ベて かう した 時代に つき も 

のの、 その 功利 性 を 利用され て、 政治と 結合して 政治 小說 となり、 科學と 結んで 科 擧小說 となって、 ゐ たも 

のが、 やう やく 文舉 へ對 する 正しき 認識の もとに、 反撥して それ 獨自の 道 を 進む やうに なった ので ある。 ま 

たす ベて 舊 きものに 訣刖 して、 新しき 創造への 關心 は、 化 政 期 風な 低調な 文學 態！^、 文 學觀を 次第に 拔 けて、 

一 面 功利 性に よって はゐ たが、 在來 より 高尙な 眼で、 文 學を兑 る 眼 を讀 者に 與 ふる 意味で 功 raif を 持った 政治 

小說の 類より、 進歩的な 讀者を 獲得して、 文 學も文 擧者も 社會に 一 つの 席を與 へられて、 赛心 ここに 進む ベ 

く、 新 文學は その 流る る 前の 渦卷を 見せた。 

視友社 作家 もこの 渦卷の 中に 立ち、 自らの 溝 を 掘って、 マての 大きな 流 を 誘って 行った ので ある。 

註 1 巖ハ公 小波 「我が 五十た や」 七 八 IB ；。 この 書 は 題名の 如く 小波の 自傳 で、 ^友 社 作家との 交渉が 記され 硯友社 を 知 

る 1 資料で ある。  i 
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第一 一章 硯友 社の 成立と その 組織 

一 硯友 社の 成立 

背景の 調和 はととの へられた。 硯友 社の 活動の 舞臺 は、 もはや 彼等の 登場 を 待つ ばかりで あつたの だ。 

硯友 社が その 機 關雜誌 『我樂 多 文庫』 を 公刊す る 事に よって、 社會 的に 進出した の は、 明治 一 一十 一 年の 五 

月の 事で あり， それ 以後 をい はば 公的な 硯友 社と も稱し て もい いので あるが * その 以前 私的な 存在と しての 

硯友 社が、 明治 十八 年の 二月 結成され、 手寫を もって 『我樂 多 文庫』 を 廻覧し、 それが 生長して 十九 年 十一 

月 印刷す る 運びにまで 至った ので ある。 それにつ いて 同人の 一人 故 丸 岡 九 華が 生前 まとめた まま、 筐 底に 秘 

めら れて、 今 は 前 田 曙 山 氏の 藏本 である 『初 蛙』 なる 未刊の 稿本に よって、 この 萌芽 時代の 視友 社、 及び 靖 

寫 された 『我樂 多 文庫』 の 全貌に ついて 知らう と 思 ふ。 

『初 蛙』 は六卷 よりな り、 一 一十 五 字 詰 一 一十 叫 行の 原稿紙 九 kn 一 一十 八 枚、 それに 附錄 として 九 華の 一 一十一 一年 十一 一 

月 十一 一日より 一 一十三 半  一二 月 三十  一 E までの 日記 九十 九 枚が 別に、 一 卷 となって ゐる。 九 華 は その はしがきに、 

此の 一 卷は、 昔 自分が 尾 崎 紅 薬、 山 田 美妙、 石橋 思案 三 君と 視友社 を 組織し * 其 機關雜 誌と して 我樂 

多 文庫 を發 行した 當 時社內 外の 狀況を 書 綴った もので、 其 材料 は、 手許に 保存して る 我樂多 文庫と、 

當時 同人 問 の 往復 文、 乂は曰 記な ど 其他雜 多な 印刷物 やら、 殘 簡零片 などから 記憶 を fl つて 漸く. 取 * 燕め 


たもので ある が經 つに つれて、 事實を 忘れても しま ひ、 材料 も 紛失して ハ仗 不明になる 事が 多い ので、 

ともあれ 現在に 分って 居る だけで も 取纏めて、 後日の 參考 にしようと、 我 面目に 試みた までで ある。 稿 

を 起して 見る と、 不明に なった 蔡も 非常に 多い が、 しかし また 不思議に 昔な つかしい 心 持が 出て、 連鎖 

的に 思 起す 事 もあって 一部 は 現實の やうな、 又 一部 は 夢 を迎る やうな 思 ひで、 此幾 冊が 出來 たので ある。 

旦は稿 成って から 讀 返して 兄る と * 现友 社の 來歷談 とも、 我樂多 文庫の 變遷史 とも、 乂 社中 同人の 逸話 

一 集と もっかぬ、 極めて 散漫た る ものに なって しまった。 昔の 现友社 及 我樂多 文庫 時代に は、 こんな 1# が 

V.  あつたと いふ 一種の 雜記錄 見た やうな ものが 出来て しまった。 もう 少し 整った ものに と E 心った 豫 期に 反 

肚 \ して、 全然 失敗に 終った ので あるが、 然し 是は 自分が 抑 も 初 蛙の 稿 を 思. 立って 筆 を 執り 初めてから、 數 

の \  へ ると 前後 七八ハ 牛に もな つて ゐる。 稿 を 改める 事前後 幾 回、 其 間に は 故人に なった 人 も ある。 又 村 料が 

成  散逸したり してし まって、 後に は 最初の 稿が 却って 唯一 の 備忘 錄 となった やうな 場合 もあった。 

立 とはいへ、 氏 は 明治 文擧 研究者の かなり 硯友 社へ 對 する 誤 傳ゃ思 ひ 逮ひを 指摘して、 

然し 折角 視友 社が 傳 へられ、 我樂多 文庫が 記錄 されるならば、 出來 得る 限り 其眞 相と 事 實を傳 へても 

ら ひたく 思 ふ。 假 初めに も 事 實を取 遠へ 後人 を 誤る やうな 事 は假に 些細な 亊 でも 遺憾 千 萬に 感 する。 過 

去に 起った 一事 一 業の 終始 を 過ちな く 記 錄し傳 へる 事 は、 何事で も 面倒な 事で、 些細な ia^ でも 其 眞相を 

^  捕へ やうと する に は * 案外 面倒な 調 茶 もい る。 意外な 勞苦を 要する ので ある。 先 其 一事 一 業の 起 元 や 沿 

^  ^は 勿論の 事、 それが 成功し 乂衰 魔した 徑路、 加へ て は 經濟的 方面 倫理的 方面、 最後に 政策 的 經營的 方 
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面、 と 云った 様に 各方 面から 観察し、 調^し、 考證 しなければ 其眞 相は傳 へられない。 假に視 友 社に し 

て も、 元來 何の 因 緣で此 結社が 出来た か、 此ー圑 體が當 時の 文壇に どれ 程の 拔藝 的價航 及び 影響 を與へ 

たか * それに 內 部の 經營 方法、 卽 ち經濟 はどうして 居た のか、 又 結社した 同人 間の 緣故ゃ 情誼 や 意氣は 

どんなで あつたか、 最後に 此 一 結社が 他の 一 般社會 及 文壇に 對 する 政！^ 又 交 涉狀態 は どんなで あつたか、 

概耍此 五 項目が、 ある 程度まで 說 明され 諒解され なくて は斷 じて 其眞 相は傳 へられな いので ある。 微々 

たる 硯友社 僅かに 三 四の 青年 同好者が、 偶然に 創造した ものが、 何時の 問に か發 達して 世 問から 一 ^體 

として 認められる やうに なり、 鬼 も 角に 明治 文擧 の勃與 に、 其 一助と なって 幾多 知名の 文士が 此 結社 屮 

から 世に 現 はれた のみなら す、 當時 一般の 文 藝に變 動を與 へた 事， 並に 此 結社が 明治 二十 ニハ やの 暮秋に 

なって 廢滅し て、 遂に 文壇から 形 を 消す 最後 の 命運まで 落 込んで 行つ た眞相 は、 それ を傳 へる に；^ して 容 

易の 業で ない。 旦は 永く 文 墨 の 技 か ら 遠ざか つ た 自分な ど の 到底 企 て 及ぶ 處 ではない の だが、 然し 自分と 

して 之 を 企てた の は、 幸に も 創立 以來關 係して 當 時の 狀況 を目擊 した 記憶 も ある。 旦は 幾多 世 ii に滅 絡し 

た 村 料 を 保有して 居る 便宜 も あるからで、 それ 等 を 取纏めた 此初 蛙の 雜記錄 も出來 たので ある 。…(後略) 

と 記されて ある。 氏の 執筆の 態度 も 察せられ であらう。 『初 蛙』 と は 初 稿が 明治 三十 九 年の 五月であった 爲 

め、 ^段の 意味な く斯く 題し、 更に 錄を 加へ 材料 を 合せて 大正 十四 年 三月 完成され たので、 其 後！： 人で あつ 

た 石橋 思案、 久我龜 石の 兩 氏の 閱 讀を經 たもので 11 卷中 所々 に 石橋 思案の 朱筆の 補正 批評 を 散！：^ する 11 

现友 社の. 創立より 文庫 廢刊 までの 事情、 作品に ついて 內部 的な 記錄 はこれ 以上の もの はない ので ある。 rn 十 


稻田 文攀』 の 明治 文 學號に 速 載され、 又文藝 市場 社發 行の 『復刻 我樂多 文庫』 の附錄 となった 『硯友 社と 我 

樂多 文庫の， E 來』 なる 小冊子 はこの 原本より 一 部 を拔粹 した もので あらう。 

九 華 は. 一?Z 擧 結社と しての 硯友 社の 運動 を、 機 關雜誌 を もった 期間の みに 認め 『文庫』 の 廢刊を もって、 现 

友 社 は 消滅 解消した と 狭義に 解釋 して、 そこで 稿 を 結んで ゐ るが、 其 後 私的な 交際 機關 以上に、 社會的 文壇 

的な 存在と して 硯友社 を客觀 する 著老 は、 後 章に おいて、 展開の IhM 劃の 際述 るが、 此の 期 を ほぼ 同人の 習作 

期と したいと 思 ふ。 而し てこの 習作 期に つ いて は、 主として 『初 蛙』 を 資料と して 記述したい。 

さて、 硯友 社の 成立 を はらむ 時代の 社會 * 文擧の {4.; 氣は 前章に 素描した 通りで ある。 かかる {SM の 濃 かつ 

た 明治 十八 ハ 牛に 硯友社 は その 結社 を 構成した。 それにつ いて 丸 岡 九 華 はまた 次の 如く 述べて ゐる。 

明治 十八 年 は 自分 は 二十歳、 尾 崎 石橋 二子 は 各 十九 歳、 山 田 は 十八 歳、 久我君 は 二十 二 歳であった。 

. さて 此處で 創業 當 時の 模様に 移る が、 ある 日 一 橋舊 高等 商業 擧 校の 後 庭で， 佛語 科の 久我須 之 助 君が 自 

分に 向って、 今度 友人の 尾 崎緣山 石橋 雨 香の 二 氏が 發 企して 文 墨の 會を 起す とい ふ 計 劃が ある。 君も豫 

て 好きな 事 だから 是非 加盟して 盡 力して くれない かと 話した、 先に も 記した 通り 自分に は 其後此 種の 會 

合がない ので、 相手 ほし やの 情に 堪えなかった 時で あるから、 「そり や 有難い。 尾 崎 石橋 二君 は 文 友會凸 

々會以 來の舊 友で 猾更 面白い。 外に 誰が 加る のか」 と 聞く と 「今 一 人 は豫備 門の 友人で 山 田 武太郞 だ」 と 

いふ。 此時分 自分 はま だ 山 田 を 見す、 どんな 經歷で どんな 文章 を 害く 人 だか 知らないが 「書生 同志なら 

結構 だ。 そして 其の 談は いっする のか」 と 聞く と 「令 日の 午後 祌田三 崎 町の 石 野と いふ 下荷屋 で、 僕 も 
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尾 崎 も 同宿して 居る。 山 田 も 石橋 も 皆 来る 普 だから 君 も 是非 來 たまへ」 「よろしい 行かう」 と 其 日 放課後 

に久我 君と 同道して 三 崎 町の 石 野へ 行った。 

九 華が 文中 「其 後此 種の 會 合がない ので」 と 記した の は、 彼が 明治 十六 年頃 發 企して 文友會 とい ふ、 漢詩 

文 を 中心とし 批評 添削の 會を 開き、 毎月 一回 集って ゐた。 尾 崎 紅葉 もこれ に入會 して ゐ たが、 一年 半 程で 解 

散し、 運動、 遠足、 演說を 主旨と する 凸々 會に轉 身した が、 此の 會も 亦廢絕 したので あつたの を 言 ふので、 

かかる ささやかな 會合も 亦 硯友社 成立の 一 暗示と なった と 思 ふ。 

一方、 九 華 等に 働き かけた 紅葉、 美妙 等の 主體の 成立に ついて、 紅葉の 思 ひ 出より 之 を 記さう。 

それに は 紅葉と 美妙の 遠い 交涉 が機緣 となる。 卽ち 明治 十五 年頃、 東京 府の 第二 中擧 に、 紅葉が 入學 した 

時、 彼より 二級 上に 山田武 太郞、 後年の 美妙が さ- 攀 して ゐた。 彼 は文擧 的な 才能 をす でに 惠 まれて、 校內で 

評判の 學 生であった。 亂 暴な 惡戯好 きの 紅葉と iT へて 温厚で 孤獨 的で あつたが、 二人 はいつ か 友情 を 結んだ 。 

話 合って 見る と、 五六 歳の 頃 二人 は 同じ 長屋の 一軒お いた 隣人で、 共に 遊んだ 事 もあった らしく、 かかる こ 

とから 一 曆 親しくな り、 擧校歸 りに も 同じ 道で、 かくて 擧 校外の 交り も 結ばれた。 

しかしながら その 交り も 一 一人が 中學を 出て、 擧校を 異にする ゃ斷 たれた。 紅葉が 大 擧豫備 門の 受驗 科專門 

の 三 田英擧 校を經 て、 豫備 門に 入擧 して 一 一年 過ぎる まで 音信不通であった。 しかるに 紅葉が 1 一級に なった 寺、 

前と 反對に 彼より 二級 下に 美妙が 入學 して 来た。 そこで 再び 舊 交が 温められた。 その 頃 美妙 はすで に 堅 琴 草 

子なる 一 篇を 綴り、 かなり 文章の 修業 を 積んで ゐた。 


次に 紅葉 は その 友人 久我須 之 助に よって、 石橋 思案 を 知った。 彼 も文學 愛好者であった。 

美妙 は 居所 芝から 一橋まで 通學 する の は あまり 遠い ので、 駿河臺 鈴 木 町の 坊城 邸內に 移った。 紅葉 もやが 

て そ AJ へ 寄宿して， 毎日 文擧 談を鬪 はした。 思案 も その 頃、 丸 段 坂 上に ゐた がしば ひば 尋ねて 來 てこれ に 加 

つた。 

美妙 は 外出 嫌 ひで あつたが、 紅葉 は 社交性が あって、 豫備 門の 學 生に 話 合って ゐる內 に、 多くの 文攀 愛好 

者を發 見して は視友 社の 創立の 導火線と なり、 九 華 も かう して 知り合 ひとな つたわけ である。 

その 頃 美妙 は擧 科より 雜書 を耽讀 し、 思案 は 運動に 熱屮 して ゐた。 紅葉 は どちらと もっかなかった。 世間 

では 春の や、 南翠、 篁 村の 小說が 流行して ねた。 それ 等 を 眺めながら、 彼等 も 自らの 細い 筆 を 握った ので あ 

る。 (註 1) 

かくて 文舉 —— とい ふより 筆の す さびの 好きな グル ー プが 集って、 詩と か 俳諧と かに 偏せ す、 小說、 戯文 * 

詩歌 都々 逸、 川柳、 冠 句 付けに 至る まで、 普く 同好の 士の 種々 なる 作品 を 集めて， 隔月 一回 之 を 雜誌體 に 

山 田、 尾崎兩 人が 筆耕 編輯して、 廻覽 し、 その 際め いめいが 批評す る 事に 定め、 雜 誌の 名 は 思案の 發 意で、 

つまり は 文筆の 娛樂で 雅俗 を 併 列す る雜誌 だから. 『がらくた 文庫』 とし 紅葉の 意見で 『我樂 多 文庫』 と 萬 葉 

假名で 書き、 社名 は眞 面目に 永久 を 意味し 旦文 墨の 交で あるから 硯友 社と 決めた ので ある。 編輯の 體 裁から * 

パ說满 を 心 織 筆耕、 戲文新 體詩を 千 紫 萬 紅、 狂歌 川柳な ど を 飛 花 落葉と する 事 を も 定めた。 

かくして 明治 十八 ハ ヰ-,^ 月 二日 を もって， 手 寫本我 樂多文 靡 第一 篇 はなった ので ある。 半紙 半切： K  (横 四 寸； 
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五分 縱六寸 五分) 紙數 三十 一 一葉の 小 本で あつたが， 後年 明治 又學 前半期の 主軸と なる 芽が この 時 地ト： に萌ぇ 

出で たの だ。 その後の 展開 內容を 考察す る 前に、 硯友 社の 組織に ついて 考 へて 見ようと 思 ふ。 

註 1 「新 小說」 第 六 年 第 一 號、 明治 三十 四 年 一 月 一 日發行 所載 尾 峰 紅葉 述 「硯友 社の 沿革」 に據る 。口述筆記に つきもの 

の 幾らかの 誤 P は あると い へ、 初期の 碟友 社の 發生 展開 を 知る に、 彼 自ら 語った ものと して は、 唯 一 の i« 料で ある。 

二 硯友 社の 組織 

その 成立の 最初 は、 單 なる 文擧の 同好者 同志の 結合であった 故に、 別段 組織な どと いふ 政治結社 的な もの 

はなかった が、 重なる 中心 は、 その 發 企^で ある、 石橋 思案 (當 時雨 香 尾 崎 紅葉 (當 時緣 山) 山 ffl 突 妙 (當 

時 樵 耕 蛙 船) 丸 岡 九 華 (當時 桂 堂) 等で あり、 特に 紅葉、 美妙 は その 筆寫 時代 は 編輯 舉 耕に 從 寧した ので、 

更に 重い 中心的 地位 を 自然に 占めたと 見るべき である。 

ここに 中心 をお き、 一般 社友より 廣く 投稿 を 募り、 社中の 評 を 加へ て 誌上に かかげ、 一般の 發 il!!;; 欲 を滿足 

せしめ、 もって 社との 結合 を 密接なら しめた。 新 加入の 社友 は 時々 これ を 紙上に その 姓名 を揭げ て、 他の 社 

友に 知らし むる と 同時に、 新 加入 社員の 社友と しての 意識 を鮮 かにす る 効 s!^ をつ とめた と 思へ る。 卽ち 第三 

號の卷 頭に は 廻覽の 順序 を 示す 一 一十 一 名の 姓名 を 記して あるが、 九 華 は 之に 對し、 擎を 執って 寄稿した 者 は 

く、 他 は愛讀 又は 批評す るば かりであった^ を說 明して ねる。 これ は 十八 年の 九月 發行 であるが、 十八 年 

末の 第五 號には 二十 三 名の 同人 名簿が 卷 末に 附 せられて ある。 十九 年 五月の 第八號 の廻覽 人名 は 十 火 人、 十 
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一 月の 第 九 號には 社員 廿 人の 雅名 調が 載せられ、 十 一 號ー 一十 年 一 月發 行に は、 九 人の 社友の 新入 社に 漣 山人 

の 名 をも兑 出される。 彼 は その 以前 十七 歳の 頃から 讀 |s 、新聞の 寄書 欄へ 盛んに 投書して、 さう した 寨 に關心 

を 持つ 人た ちに は. いくらか 名前 も 知られて ゐ たと 自著 r 我が 五十 年』 に 記して ゐる。 十三 號 二十 年 七月に 

は 十四 人、 十四 號 二十 年 十月に は 十八 人、 同年 十二月 十五 號には 十二 人の 氏名 を 見る。 

印刷す るに 及んだ 後に おける 新入社員 は * 社 規に從 つて {Tc 身の 住所 本名 雅號 を、 横 三寸 縱冗寸 の 奉書に し 

たため 社 幹へ とどける 様に との 规{ えで、 かなり 形式 化し それ を實 行した。 もって 社と しての 組織. V- 鞏 W にし 

たので あらう。 

かくして やがて 發賫 された r 我樂多 文庫』 第一 號ト四 頁に、 硯友 社々 則九條 がの せられて ある。 それ は 九 

華に よれば、 社員の 增 加と、 人 社 手鑌の 問合せの 頻繁 さに 面倒に なり、 紅葉が 一夜、 急ぎ 草した ものと いふ 

が. この頃 ま 速に 發展 をみ せた 社運 を 示す ものと 言 ふべ く、 ここに 明ら さまな 硯友 社の 目的 や、 組織 や、 經 

營 方面の 寨 も 分る から、 すべて を 引用す る 事に しょう。 

硯友 社々 M 

1 本社 は廣く 本朝 文 舉の發 達 を 計る の存 意に 有 之 候 得ば 戀の心 を 種と して 艷 なる 言の葉と ぞ なれる 都々 

1 見る 物 聞く ものに つけて 言 出せる 狂句の 下品 を 嫌 は. f 天地 を ゆさぶり 鬼 祌を淚 ぐます るな どの 不 風雅 

は不 致と も せめて は猛き 無骨 も の の かど を まろめ 男女 の 屮をも 和らく 事 を 主意 と 仕 候 

fflL 按摩 恥に て 讀むゃ 力な 投書 は 一 樹の烟 一 河の 水に いたす 可 候 


1 一 右の、 王 意に 御 左 袒被下 一 臂のカ を 借し 給 はむ との 篤志の 方々 は 男女 老弱 貴賤 を 論ぜす 社員た る 寧 御 勝 

手 次第に 御 趣 候 

三 社員 は 社費と して 毎月 金 十 錢を其 月の 五日 迄に 御 納可被 下 候 

四 入社した ま はむ とならば 社費に 添へ て 住所。 姓名。 雅號 印鑑 を 御 寄 送 被 下 度 候 用紙 は 奉書に て 巾 三 

寸 長五寸  . 

五 社員 は 文庫 發兌 毎に 只 匁 五分に て 一部 進呈 可 仕 其 他い ろ./ \德 分になる 事 有 之 候 得共詳 にせば 1K 機 を 

洩らす のお それ 有 之 候 まま 委細 は 御 入會の 上しる 人ぞ 知る サネ 

六 本社 は 小說の 起草。 劇場の 正本。 小說 の反譯 (潤 筆 は 一 字に つき 千金 づっ 申受 候) 廣吿の 案文。 歌 句 

戯文の 添削 批評 等の 御 依頼に 應じ可 申 候 

但し 建白書の 萆案記 稿 其 外 政事 向の 文書 は 命に 替 へても 御斷. &上候 

七 世の 著作家に して 其 著書 を 本社に 寄せられな は 本社 は 街 談巷說 に 其 批評 を 揭け尙 森羅萬 象に 於て 相當 

の 廣吿可 致 候 

八 全 國の新 閜雜誌 等に て 本誌 を 批評し 其 一葉 または 一 部 を 本社へ 寄 送 せらる るの 勞を賜 はば 本社 は引續 

き 次號を 進呈 可 致 候 詩に 曰く 蝦デ 釣， 蜩テ これ この 所謂に は 無 御座 候 

丸 こま， /-..、 敷 事に つき 御 疑問の 廉は 本社へ 願 ひたし 今回 は先づ しゃそくの 間に合せと 洒落て 條々 如 件 

明治 廿 一年 五月  硯友社 


と ある。 この 社 M は、 半ば 眞 面目に、 半ば ふざけた ものが 見られる が、 硯友 社の 初めての 對社 會的宜 言と 

いふ 意味で、 眞 面目なり、 ふざけた なりに 彼等の 對 社會、 對文學 • 對內 部への 態度 を、 それだけ 明らかに 示 

して ゐる ものであるから、 一 應 ここで 批判して おく 必要が あると 思 ふ。 

第 一條 は 社の 文 擧へ對 する 態度、 目的 を 示す ものである。 

「本朝 文 學の發 達 を 計る」 とい ふ 遠大な 目標、 文學の 優雅 微妙な 機能 を 認めつつ それ故に 品格の ある もの を 

求め、 社友の 投書で も 按摩 同席に て讀む やうな もの は 「一樹の 烟 一河の 水」 となす と、 組 II の 量の みならす 

質に つ いての 關心を 寄せて ゐる。 

第二 條は組 II に 入る 者の 资 格で、 それ はかう した 目的に 關心を 持つ 者 は、 男女、 老弱 貴賤 を 論ぜす、 すべ 

てに 門戶 解放 を 示して、 资格を 問 はな. S 自由 さ を 認めて ゐる。 

第三 條は 社員た るの 義務と しての 負擔を 揭げ、 その 經濟的 基礎 を 固く しょうとして ゐる。 

第 四條は 入社 形式 を揭 げた ものである。 印鑑 や 奉書まで を 指定した ところ、 いくらか 形式的な 重々 しさ を 

示し、 社友と しての 自覺を 持たせ、 一方 社の 權威を 示さう とした。 

第 -A 條は 社員の 權利を 示し、 社員た るの 利益 を揭 げてゐ る。 第六條 は、 社則と いふより， 寧 業計畫 で、 あ 

るが、 一方 政治と 文 學の對 立 を 明かに し、 第七條 はまた 他の 新刊へ 對 する 寄贈 勸吿 である。 

第 八 條は全 固の 新聞 雜誌 社に 對し 批評 を 求め -11 その 事に よって、 全國 的に 我樂多 文庫の 存在 を 知らし め、 

もつ て 新しく 組織の 網を擴 大して 行きた い 目的で あつたと 思 はれる。 これに は 社 幹と して 美妙 齋、 紅葉 山人、 
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S あ 案 外史の 名 を あげ-また 八十 五名の 社員 名 字 盡が揭 げられ、 社友と して. 壇の 先 輩 を あげた 中に 變庭篁 村、 

南 新 一 一等の 名 をみ る。 第三 號の新 加入 社員 一 一十 名 中に 水薩亭 雨 外と して 江 見 水 蔭が 加って ゐる。 彼が 視友社 

に 近づいた の は、 その 頃 小石 川久堅 町の 杉 浦 重 剛の稱 好 塾に ゐて、 そこに たまたま、 すでに 同人であった 厳 

谷 小波が 入塾し 來り、 その 小波の 紹介で、 會員 となった ので ある。 水 隆は旣 に 二十 年 秋 博 文 館の 『日本 之 女 

擧 J など に 小說を 寄せて 居り、 又、 r 我樂多 文庫 J に つ い て、 塾 主 杉 浦 重剛が 手に入れた 同誌 を、 塾 友 川 那邊負 

太郞 より 廻覧して、 一 一人で 入社しょう など 一 度 相談した こと もあった ほど 豫備 智識 もあった ので ある 0( 註 10 

以上 あげた 如く、 その 社友の 增加 をよ く 結合させる ために は 社 幹た る 者の 搖 かかざる 重心 を必耍 とする。 

しかるに 美妙 齋は、 孤立 的な 性格で、 また 思案 はうる さい 事務的な 勞 力に 頭 を 疲らす より、 都々 逸の 一つで 

も 作る こと を 好んだら しい。 かくて その 作品に も 人一倍 精進し 人 を 容れる 度量 も廣 かった 紅葉が、 いっか 自 

然と 社の 頭 目的地 位に 立つ に 至った のであった。 それ はもと もと 政黨 首の 如く、 黨員 によつ て 推戴され たの 

でな く、 その 仕事、 性格、 名聲の 故に、 自然 事實上 社の 指導者. y なって しまったの である。 

評論家 的 傾向より、 むしろ さう した こと を さける * 創作 三昧の 境 致に ひたる 事を好んだ 者が 多かった 硯友 

社 故に、 內部 において 明確な 文藝 上の 意見の 對立も 示さす、 そのめ いめいの 信す る 道 を 歩き、 後年に 及んで 

も、 かって 友人と して 共に 文 擅に 出で た 事が、 自然主義 以後よ くみる 自己 孤 獨の殼 に 籠る 简人 主義の 性 を 

みせす、 特に 山 W 美妙 を 社より 失って 後 は、 彼と ことさら 對峙 する 者 もな く、 或 者 は 頭 首 的な 紅葉に 心服し、 

或 者 は 彼 を 頼るべき 友人と し 馴れたで あらう。 紅葉 も 亦 彼の 作品 「靑 葡萄」 に 見られる 子弟へ 對 する 眞 iSE を 


等しく 同人 一様に 浴せ たで あらう。 かくして 視友社 同人 は、 形式的な 組織 を もって、 その 基礎 を 岡む る 以外 

に、 圓滿な 交際に より、 同人 Si の 融和 を 計った。 それ は 局外者 も 羨むべき 圆滿な 交りであった。 平素の 生活 

一 もさう であった が、 それが また 具體 的に 表れた 例 を 二三 拾って 示す ことにしよう。 

硯友社 同人 は 明治 二十 三年 一月、 桕 集って、 文士 劇 を 催した。 演し 物と して 水 蔭 作 「增補 太平 記」、 柳浪 案、 

水 隆 作 「積 怨切子 燈篛」 「花 競 八 才子」 等 を、 小石 川 水道 町の 黄鶴樓 なる 邸宅で 催した。 その IS 演劇 改良の 聲 

が、 次第に 盛り 上って ゐ たが、 ^にさう した 方面への 積極的 意志 表示で もな く、 半 公開 的な 趣味 的 催し物で、 

友 かたはら 同人の 親睦 を 示した ものであった。 

社 また 二十 六 年の 四月 十二 日， 紅葉、 水隆. 乙 羽、 花 瘦四人 は 東京 を出發 して 當時、 京都 日出 新聞社へ 記者 

の として、 京都へ 行って ゐた 同人、 繳谷 小波 を 訪ねて • 旅 をした。 

組 月ケ瀨 より 芳野 をへ 大阪に 出て、 京都へ 至る 行路であった。 これ を 機と して、 小波 主催の 關西 文舉暂 が、 

綠 京都 共樂 館で 開かれた。 集る 者百餘 名。 中に 祌戶 にゐ た、 同人 丸 岡 九 華 も 來り會 して ゐる。 

- かう した、 長途の 旅の 外、 明治 二十 九 年、 相 州 片瀨に ひっこんだ、 江 見 水隆を 訪ねて、 紅葉、 小波. 思案， 

柳浪、 鏡 花 * 風 葉、 春 葉 等が 數 日の 行 樂を 共に した こと も、 樂 しい 追憶と して 水 隆の著 『硯友 社と 紅葉』 の 

中に 語られて ゐる。 

3 かくて 紅葉 を 盟主の 如くして、 硯友 社の 組織 は鞏 II となって、 發展 して 行った。 後年 紅葉の 死が、 一面 そ 

\ の 後より 來る 新しい 文學 運動の 故で もあった がと にかく 細々 ながら つづいて 來た 社の 命脈 を、 ほとんど え 


だえ に搖 るが したの はこの 反 證と言 ふべき である。 この 關係は あたかも 後年の 『白樺』 に 於け る 武者 小路 實 

篤 * 『新 思潮』 に 於け る 菊池寬 の 如き ものである。 最初 は 同じ 出發點 を 持つ 他 Q 同人より 花々 しい 作品 行動 を 

示し、 その 先、 占めた 作家と しての 社會 よりの 認識、 それに 基づく 地位が、 一種 社會的 勢力 を 作って、 その 作 

家の 背 光 をな し、 その 作家 を 作品 價値 による もの 以上に 評價 させる 場合が ある。 紅葉が その 名聲は 作品 活動 

以上に、 彼の 社交性 を も 一原 因と 見ねば ならない。 そして 生活の 憂 ひなから しむる 確かな 發表 機關を 生涯 持 

つた 事で ある。 これ 等が 他の 同人へ どんな 便梵 を與 へたで あらう。 この 確保した 經濟的 事情が 紅 紫の 地位 を 

他より 一 段と 高めた 察 も 一 面から 言へ ると 思 ふ。 

現代 は、 精神的、 物質的、 ありと あらゆる 物が 販賓價 値と なり、 その 最も 正 當な價 値で 値ぶ みされ る爲 に、 

市場へ 運び ゆかれる 社 會の組 緻 を もった 時代で ある。 以前 は傅受 された が、 決して 交換され す、 贈與 された 

が 決して 購賫 されなかった 德. 愛、 意兒， 科學、 心 凡そ あらゆる ものが、 交易の 目的と なる に 至った ので 

ある。 藝術、 文舉 もこの 例に もれない。 

なる 程、 その 作品 創造 過程に は 純粹な ものが あらう が、 今 ここで 角度 を變 へて 論す る 事 は主觀 的な 作品の 

鑑賞と か 分析 以外に、 經濟的 要素、 商品 的な 見方に よる 文舉 作品に ついて であって、 問題 は 自ら 刖と 知らな 

ければ ならない。 かって 元祿の 昔に 松 尾 芭蕉 は 次の やうな 手紙 を 書いた。 

新麥 一升、 笋 三本、 油の やうな 酒 五 升と 云 は 富貴の 沙汰 也。 蓄麥粉 一重、 小遣錢 二百 文 忝 存參ら せ 候 

水油なくて ねる 夜 や 窓の 月  . 


枕屛 11 むだ 書 致し. 則 御 使へ 相 渡 申 候。 臑半 せんたく 糊 少少と 御 申 付 可 被 下 候。 已上。 

杉 風樣。 おふくろ 様。  はせ を 

口上に かき 落しけ り 土 大„?« 

俳聖と して 仰がれた 芭蕉の 懐かしい 生活、 人？？ 味 を 十分 見られる この 斷片 に、 その 輕ぃ剽 逸な 筆致り.；^ に、 

彼の パン に 代 へられた 藝術 才能 をみ のがして はならない。 とはい へ 彼 はお そらく 未だ 人情 厚き 世に 生れて、 

パンの 脅威に はかられなかった であらう が、 彼の 時代より 更に 去る 事 遠く、 かかる 人情 さへ 消えた、 自ら 食 

ふ 事に 汲々 たる 明治 以後の 現代に、 もし 文擧 作品 を賣 つて 生活せ ねばならない 作家が、 その 作品が 市場に 寶 

れ なかった 場合 は、 陋巷に 窮死す ろより 外 はなから う。 

過去に おいて は 商 品 的 性質が 稀薄であった 藝術 作品が、 かくき はだって 商品 化して 來た 時、 その 市場と も 

いふべき 發表 機關を 固く 把握して ゐ ると いふ 事 は 作家の 强味 である。 紅葉が 硯友 社の 進展に • 他の 同人より 

重んぜられた 理由、 又 一方 硯友 社の 他の 作家が その 地位 を 永く 保ち、 視友 社の 基礎が 固かった の は 一面 この 

發表 機關の 確保の 故と 知らねば ならない。 

鞏间 なる 組織に は 統率者の 强權 か、 組織 を 構成す る 人員の 熱心なる 義務、 服從が 必要で あるが、 經濟的 事 

情の 裘 付が 更に 厚く これに 加 はる 時、 一 繁^となる。 作家に とってよ き發表 機關を 持つ 事 は、 必然に この 

條件 を充す ことと なる。 それ故に、 われわれ は 次に 硯友社 作家の 作品の 發 表機關 について 知らう と 忍 ふ。 

f 江 I 水 蔭 著 「硯友 社と 紅葉」 二 頁。 
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三 硯友社 作家の 發 表機關 

作家 は その 生産した 作品 を、 その 华； 產 過程に 於いて、 S 塔に 創造の 喜びに、 自己満足 する 以外に、 他へ 對し 

て もこれ を發 表して、 作品の 鑑賞 享受 をな さしめ たい 望み を 持ち、 一方 また かかる 作 へ觸れ たい 憧懷 も、 

讃者 としての 人々 の 本質的な 心で ある。 文字 を傳 達の 方法と して 使用す る藝 術. 文擧 は、 赞 つて 印刷術の 發 

明され なかった 時代に は、 書寫 によって この 目的に 添って 少數の 滿足を かちえた。 しかし それ は 恐し ぃ勞カ 

を 費した。 これ は ひとり この 國 ばかりで ない。 片 上伸の 『露 西 亞文學 研究』 の 中に、 その 國の ある 寫字 生が、 

いくらか 詩人 的 素質の あった 靑 年であった らしい が、 彼が 一 冊の 書 寫の勞 苦を果 した 後の 氣持 を、 「花婿が そ 

の 花嫁. V 見て 喜ぶ やうに、 寫字生 は その 寫し 取られた 書物の 最後の 一枚 を 見て 喜ぶ。 商人が 利得 を 受けて 喜 

ぶ やうに、 また 舵 取が 波止場に 着く の を 喜ぶ やうに、 更に また 巡禮 がふる 里に 歸 るの を 喜ぶ やうに、 丁度 そ 

の やうに 書物 を寫し 取る もの は、 その 勤勞を 終る の を 喜ぶ ので ある」 と、 彼の 寫 本の 奥へ い たづら 書した と 記 

して あるが、 かう した 寫字 生の 苦心 もさる 寧ながら、 容易に 手に入り がたい 作品に、 觸れ たい 多くの 人々 の 

渴も當 時 誠に だしい ものが あつたで あらう。 

敏寫 より 木版への 進歩 も 驚くべき ものが あつたが、 更に 進んで 活字の 發明 は、 如何に 文舉 の社會 への #： 遍 

化 を 抉け て、 讀者 大衆 を 喜ばせた 事で あらう。 

明治 十二 年 七月 出版の 『民情 一新』 の 中で、 福 澤論吉 も 近時 文明の 原動力の 元素と して、 蒸 氣船率 、電信、 
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郵便と 共に、 印刷の 効力 を 擧げて * 經世的 角度から 論じて ゐ るが、 明治 十 年 前後 を轉 機と して、 あらゆる 出 

版 物への 活字の 利用 は、 又文學 方面に も 勢 ひ 波及して、 萠芽 期の 明治 文學 のよ き 助產婦 となった 事 は 特筆す 

べきで あらう。 

ここに 幕末より 明治 初年に かけての 印刷 界の 事情 を 見る に、 幕末 長 崎に 於て 本木 昌藏が 和 蘭人に ついて 初 

めて、 歐洲 風の 活版 術 を擧ん で、 明治 二 年長 崎に 活版 傳習所 を 設け、 自ら 鉛版 活字 を 製造した。 

世人 之に： 汗 目して、 遂に 政府の 印刷 局 設置と なり、 築地 活版 製造所の 創立と なり、 次々 に 日本の 出版界 は、 

鉛の 活字 を 用 ふるに 至った。 かくて 元來使 ffl された 木版の 印刷物 は、 より 便利な この 纷の 活字に 應 されて 行 

つた。 印刷 機械 も、 手 刷より 圓筒 印刷機と なり >  進んで 輪轉 機が 動く やうに なって 行った ので ある。 

この 事が 新しき 資本主義 的 企業と 結合し、 印刷工 場が 設けられ、 新聞紙、 雜誌、 單行 本の 發行 出版と なって、 

文 學發展 の 一 動力と なった 事 を 知らねば ならない。 かくて 作家 は、 その 社會 的な 發表 機關 とい ふ 意味で、 こ 

れと 結合し なければ なら なくなった。 發表 機關の 確保と いふ こと は、 作家に とって 第一 義的 ではない が、 文 

學 生産の 上に 極めて 重要な 寧と なった ので ある。 

書肆と 作家との 密接な 關係 は、 德川 時代から も 次第に その 度合 を增 して 来たので あるが、 『文擧 者と なる 法』 

の 著者の 皮肉な 觀察は 次の やうに 見て ゐる。 

書肆の 主人 は 一般に 大企業 家 なれば、 拔山飜 海の 意载込 ありて 著作者 を小兒 同様に 掌 上に 弄び 內 心の 內 

心 に て は 飽くまで も 馬お 5- にして、 好 加減に 棱 なせ ども 表面 は 先生と 呼び て 優遇 等閑に あらす。 


此故は 操 觚者は 貧乏人 なれば 陷 はすに 利 を 以てすれば 必す自 ，5 になる 者と 高 をく くりながら も禮を 文士 

に缺 くの 拙策 を 執らす して 敬して 遠 ざく るの ェ風を 廻らす に 巧みな り。 若し 夫れ 數で こなす 轆轤 細工 的 

著述に 堪能なる 著作家 を 遇する に 到って は、 活版 拾 ひの 小僧 を睨視 する の 眼 を 以て 之 をみ る。 (註 1) 

と、 その 頃 ！ 硯友社 作家の 立 上った 頃、 言って ゐ るの も * 作家と 書肆との 關係を 一面 穿って ゐ ると 言 は 

ねばならない。 

さて 硯友 社の 作家が、 長い 年月に わたり その 地位 を 固く 保った 事 は • 一面から 見れば、 容易に 發表 機關を 

持つ 事の 出来た 故で あつたと 見るべき である。 彼等 は當 初は發 表機關 『我樂 多 文庫』 を 自ら 持つ 事に よって、 

その 作品の 發表欲 及を滿 足せし むる と共に、 一 方社會 的に 認められた。 

その 最初 は 一 一十 一 年 八月 『夏木立』 一 卷 によって、 一 躍 水準より 浮び 出で た 山 田 美妙で、 績 いて 紅葉が 1 一十 

二 年 二月、 吉岡 書籍 店發 行の 『新著 百 種』 に 『二人 比丘尼 色 懺悔』 を 第一 號 として 出し、 彼の 名と 共に^ 友 

社の 名 は 更に 社會 的に 擴 まった ので ある。 

この 『新著 百 種』 について、 紅葉 自ら 三十 四 年 一月の 『新 小說』 誌上に、 「私が 文壇に 立つ に 就て は、 前後 

三人の 紹介者 を勞 したので、 其の 第一が 此の 吉岡 君、 則ち 新著 百 種の 出版元です、 第二 は 文 學士高 田 早苗 君、 

私が 讀賣 新聞に 薦められた、 第三 は 春陽 堂の 主人 故 和 田 篤太郞 君、 私の 新聞に 出した 小 說を必 す 出版した 人" 

其の 吉岡 君が 來て、 毎 號ー篇 を 載せる 小 說雜誌 を 出したい と 云 ふ 話、 そこで 新著 百 種と 名け て、 私が 初篇を 

書く 察に 成って、 二十 二 年の 二月に 色 浸悔を 出した のです、 私が 春の や 君に 面會 したの も、 篁 村 君を識 つた 
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の も、 此の 新著： 白 種の 編輯 上の 關 係からで す」 と 述べて ゐる。 文 擅 進出の みならす、 紅 薬の 文壇 人と して 色 

色の 機緣を 作った ものと しての 意義が 見出される。 

彼 は ひとり 自己の み 進む 事 をせ す、 硯友社 同人 を 推薦す る 事 を 忘れなかった。 即ち 『新著 百 種』 に は、 小 

波の r 妹 背 貝』、 思案の 『乙女心』、 柳浪の 『殘 菊』、 眉 山の 『墨 染 衣』、 乙 羽の 『露 小袖』、 虚心 亭の r 妾簿 命』 な 

ど鑌々 と發 表され、 同人の 進出 を兑， 一方 彼が 讀賫 新聞に 入社した 事 は、 ひとり 彼のみ ならす、 他の 同人 逮 

の 作 品 發 表に 極めて 便利と なった 譯 である。 

硯友社 唯 一 の 機關誌 『我樂 多 文庫』 は 一 一十一 一年 1 月 第 十六 號 まで 自營 して、 鑌刊 した けれど、 翌ー 一月 十七 

號 より 『文庫』 と 改題、 吉岡 書籍 店發 行と なって 每月 二回， 二十 七號で 十月 十六 日發 行の もの を 終刊 號 とし 

てゐ る。 

『我 樂多 文庫』 十六 號卷 末に、 『文庫』 と 改題に ついての 抱負が 「我樂 多 文庫 再度の 大 改良」 として 次の 如 

く 記して ある。 

我樂多 文庫 は 十七 號 (本 月 二十 五日) より 「文庫」 と 改題す 

文庫 は 紙數を 七十 頁 以上と して 紙面 を 改良す 

文庫 は 定價を 金七錢 とす  ， 

文庫 は 揷畫を 高名の 畫 家に 依賴す 

文廊は十七號ょり淨瑶璃滑稽小說物1^^1 「ティル) の 三種 を 加へ 名家の 特別 寄書 を？ S ぐ 
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文庫 は 十七 號 より 小 說 上の 議論 を揭ぐ 

文庫 は 一 派の 戯文 及 新 體詩等 を 精選して 毎號之 を揭ぐ 

文庫 は 古 聞 新報の 攔を 改良し て 小 說早擧 びと もい ふ 可き 古文 逸聞 を揭ぐ 

文庫の 批評 は最 激烈 に 最 公明なる ベ し 

文庫 は 實に我 朝 文 擧社會 小說雜 誌の 海 導師たり 木鐸たり 先陣 者たり 開祖たり 世 ii 後の 雁に して 先の やう 

な 事 を 臆面な くい ひ 觸らす 曲者 ありと い へ ども 色 を も 香 を も 知る 人ぞ 知る 

『文庫』 はこれ 等の 抱負で 刊行され たので あるが、 その 廢刊 となる や、 視友社 系統の 雜誌 として、 二十 二 年 

十 一 月 創刊の r 小 文學』 が あり、 一 一十三 年 四月、 九號 まで 鑌 いた。 績 いて 『江戸 むらさき』 が、 1 一十三 年 六 

月、 同じく 柳浪を 編輯 者と して 發刊 され、 二十 三年 十二月 十二 號 まで 鑌 いた。 その後 『千 紫 萬 紅 J が、 二十 

四 年 六月 創刊、 翌年 四月 を もって 休刊、 硯友社 系の 『詞 海』 に 合流して ゐる。 

この 他、 二十 二 年に 編輯まで すまして 發刊に 至らなかった 『今様 冊子』 が あり、 江 見水隆 編輯の 筒 人雜誌 

『小 櫻緘』 がー 一十 五 年 十 1 月 創刊され てゐ るが、 是 等の 內容 について は 後に 述る ことにする。 

是 等の 小雜 誌で >  最.^5活動したのは、 紅葉より むしろ 殘 りの 同人 達であった。 彼等 もやが て社會 的に 認め 

られ るに 從 つて、 『都の 花』 や 『日本 之 文 華』 等に 夫々 活動の 舞臺を 得た。 乙 羽が 博 文 館に 入って、 主人の 妹 

婿と なり、 出版の 機 務に參 するな どの 便宜 を 得た 外. 各よ るべき 新聞 雜； It に^く 結合され た。 

砠友社 作家の かかる 發 表機關 との 結合 を、 外部に あって 一 人の 道に 煩悶して ゐた田 山 花 袋 は 、常時 を， おみて 


硯友 社の 強味 は、 出版業者との 堅い 結托 であらねば ならなかった。 當時、 出版界に 於て 冇カ 者と 云 はれ 

た 春陽 堂、 博 文 館、 すべて 硯友 社の 自由にな つた。 紅葉が 頭 を 横に 振れば * 何ん なす ぐれた 作家 も、 本 

を 出版す る ことが 出來 ないやう になって ゐた。 從 つて 當 時の 文 擧靑年 は、 その 質に 於て、 また その 氣分 

に 於て、 甚だ 硯友 社と 相容れない ものまで も、 皆な 紅葉の 幕下に 赴く やうに なって ゐた。 (註 2) 

と 一 百って ゐる。 花 袋の 文章に は、 いくらかの 感情 も 籠って ゐる であらう。 かかる 排他的 傾向の 事實の 有無 

は 問 はぬ まで も >  視友 社と 發表 機關の 結合の 固さ は、 かくの 如き ものが あつたで あらう。 

前に も 述べた 如く、 紅 薬 を 盟主と する、 现友 社の ジ アナ リズム への 力、 その ギルド 化が 背景と なって、 生 

活を 擁護し、 その 文學の 生長 を扶 けつつ、 文壇 的に 勢力 を擴 大した 事 は 非常な もので あつたと 思 はれる。 

註 1 三文 字屋 金平 著 「文 者と なる 法」 一七！ 一： H  。著者 は 内 E 魯 庵の 匿名と いふ。 

註 2 田 山 花 袋 著 「近代の 小說」 六 〇 頁。 彼の 「i» 京の 一一： 十 年」 と 並行して， 同書と 同じ 意味で 明治 文 學の空 氣を生 

々しく 描いて 與 味の ある 書で ある。 

四 成立 後の 展開 區劃 

硯友 社の 發展、 展開 を裏づ くる 條件 は、 前章の ごとく 眺められる。 然し この 條 件の 發生 も、 所詮 はよ き 作 

品の 存在と、 その 進展と に相俟 つもので ある。 かかる 背景 を 一 應 頭に 容れ て、 我々 は 现友社 各 作 (豕の 作 を、 

直接 論じて 行く 事に して、 即ち 作品 それ 自體を 主として、 これに 社會^ 情、 文學 上の 時代思潮 をむ てび つけ 
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展開の 跡 を迎る 事に しょう。 

さて、 不斷に 流動 變轉 して ゆく 文擧の 史的な 相 を、 その 飛躍 ゃ沒 落の 節々 によって、 IeM 劃し、 その 時期に 

適した 言葉 を あてて 考察す る 例に 慣 ふので あるが、 二十 年の 短日月の 硯友社 を 展望す るに、 との lEil 劃 はかな 

り 困難で ある。 

硯友社 作家 を 貫く 線 は、 生長の 歩調に 伴って 大體 a マ ンチ シズム より、 リア リズ ム へ の 道 を 基調と する。 

その 文學 思潮の 上に、 様々 な內容 と 形式 を 持った 作品が、 筒 性と 時流に 從 つて 叢生した。 硯友 社の 時代に は、 

作品の 傾向が、 短い 間に かなり 相貌 を變更 して 行った。 文擧 それ 自體 への 深い 省察 を經 なかった 時代で、 譲 

者の 態度 も 作家の 態度 も 落 著いた 著實 性に 淡い ものが 自然 あつたと 見られる。 かかる 場合であった から、 作 

品の 傾向で 區 劃して 述る事 も 出来る であらう。  - 

當時 は、 時代が 新しい 表現形式 をう む 陣痛 期であった から、 硯友 社の 作家の 第一 の 苦心 は 最初 そこに あつ 

た。 この 表現形式と いふ 蔡 もまた 彼等の 展開の 一 觀察點 となる であらう。 

しかしながら 硯友 社の 文擧 運動 は、 前にい ふ 如く 主として、 イズムの 爲の それでな くして、 文檀 登場 及び 

その 文壇 保持の 爲の、 作品に よる 運動と 見る. ベく、 文舉 それ 自體の 展開 は 後から 客觀 者の 觀察を 彼等の 側面 

に 加へ る 事に よって、 その 傾向、 色彩 を 見出される 譯 である。 であるから、 彼等の 展開 を 見る 時の 劃り 方に 

ついて、 硯友 社の 文壇 登場の 過程 を土臺 として ノ與亡 流 轉の様 を 見、 それに 他の 社會 事情、 又 各 作家の 作品 

の內容 * 表現形式の 問題 を 結合 させて 考察す るの が 便利で あらう。 かく 見る 時 * 凡そ 次の 四 期に 分って、 こ 


れを 考察す る ことが 出來 ると 思 ふ。  . 

1 習作 期 明治 十八 年より 二十 二 年まで 

2 進出 期  二十 三年より 二十 六 年まで 

3 活躍 期  二十 七 年より 三十 年まで  . 

4 解消 期 三十 一年より 以後 

勿論、 大抵の 文 舉史の 年號區 劃の 斷 りと 同様、 極めて 便宜 的で、 その 割 期の 接綠 は、 それ 程 明瞭で はない 

ので あるが、 とにかく かう した、 大まかな lEil 劃が 見出される と 思 ふ。 

その 各々 の 時期に 於け る硯友 社の 動向、 同人の 作品に ついて 記述 論評す る is! は、 本書の 最も 主要な 部分 を 

なす もので、 詳しく は、 そこで 述る 事と して、 今簡單 に、 この 四 期の 說 明と、 ここ を 結んで 展開す る 硯友社 

の、 外周 をな す 硯友社 を 含む 明治の 小說の 傾向 を 記して おく is! とする。 

習作 期 11 『我樂 多 文庫』 は 所謂 手 習 草紙であった。 然し * 硯友 社の 周圍に は、 新 文攀の 黎明が 來てゐ た。 

『小説 祌髓』 の、 明治 文擧の 建設 第一歩の 礎石と なった 事 や、 『書生 氣質』 の 新 小說の サン ブルが 出た。 二葉 亭 

四 迷の 『浮 雲』 が 出た。 文 學の價 値の 發 見が、 作家と しての 自尊心 を 持たせた lEff から、 筆の す さび、 逍樂氣 

分 は 一 轉 して 新 文擧 へ の實驗 となった。 

舊體の 戯作 小說、 功利主義 的な 政治 小說等 やう やく 姿を沒 して ゐる 時であった。 純 文 舉の處 女 地に、 試 r=t 

に播 かれた 稲子 は、 時機 を 得た のでの びて 行った。 かくて 硯友社 同人 は、 新しき 文 t1 へ 揃って 登場す 乙。 
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進出 期 ， -1 習作 期、 社 會は歐 化 主義の 峠であった。 それが、 この頃 日术 的、 傳統 的なる ものへの， 省察が 世 

上 を 流れた。 祖國へ 歸れ、 さう して 古典の 尊重 は 古典の 叢書 刊行と なって、 文 學界へ も 影響 を もたらした。 

西 鶴の 研究 i それが 外 國文舉 から ヒント を 受けた 寫實 主義と 結んで とい ふより、 文章、 表現への 關心 とな 

つて、 生れた ばかりの 言文一致の 文體を 放り だして、 この 期の 主流と なった。 

落 合 直 文に おける 和歌、 ！^^岡子規にぉける俳句の正しき反省がぁった。 綠 雨， 篁 村な どの 傳統的 作家 も あ 

つた。 しかし 『新著 百 種』 における 紅葉 を 先頭に 進出して きた、 硯友社 作家の 風貌 は櫬爽 としてね た。 紅 紫 

は 特に 精力 的であった。 

活躍 期 —— 日 淸戰爭 を 挾んで * その後に 連る。 前期より 脈う つた P マン チックな 精祌 は、 いよいよ 盛り 上 

つ て 、 文舉界 にあら はれて は、 最も かう した ものが、 躍動 的 に 表現され る 詩歌の 生命 を 燃し、 小！ において は、 

大衆 的な 浪 六の 世界、 怪奇な 淚 香の 世界への 憧憬と なって、 叉 華やかな 歷史 小說も 描かれた。 

戰爭 後の 好景氣 から、 出版界の 活氣 I！ 戰举 によって 招来され た 文 t やと 社會の 接近 11 かくて 甘美な 戀愛 

三昧より、 深刻な 社會 面に 接して、 かう した 方面に 題材 を 求める 傾向が 文壇の 勢力 を 占めた。 现友社 作家 中、 

柳浪、 眉 山 等が、 文壇 的に 最も 仕事 をした。 紅 薬 は 行 きづまり を 示して ゐた。 

しかしす でに 背後より 若 やかな 作家の 芽が 萠 えて ゐた。 透 谷、 一 紫、 樗牛 などが 短い 生涯に めいめいの 仕 

事を殘 した。 

解消 期 11 より 若 やかな， より 新しい 芽が 硯友社 をつ つんで 應倒 的に のびて 来た。 紅葉 は病忠 のうちに あ 


つて 全 精力 を 傾けて、 大作へ 打ち こんで わた。 しかし、 一方より 進歩的な 文舉 理論 を 持った 人々. まとまつ 

た 作品が 次々 に 現れて 来た。 國木田 獨步、 小 杉 天 外、 田 山 花 袋 ，1 自然 キ義の 波が 次第に おしよせて 來た。 

それ 等に 對 比する 時、 硯友 社の 作家の 古風 さ —— 十 年、 十五 年の 作家 生活に やう やく 疲れて、 方向 を 失った 

時に、 それ 等の 勢力 は 烈しい 壓カを 持った に逮 ひない。 

柱石 紅葉 は、 遂に 病んで 倒れた。 その 攀が 一 蜃硯友 社の 勢力 を 足 許から 搖 るが したに 遠 ひない。 かくて、 

成 約 一 一十 年間 支配した 文壇の へ ゲモ- 一 ィは 彼等の 手から 脫 落した。 

立 以上、 あわただしく 素描した やうた 經過 を、 明治の 前半期の 文 舉史の 間に、 砹友 社は迎 つて ゐ るので ある。 

\ それ は 彼等の 色彩で 過半の 部分 を 彩って ゐる 事が 知れよう。 

展 一 かくの 如く、 その 作品 行動、 從 つて 文壇 的に 占めた 勢力の 興亡 起伏が 見られる 外、 結合の 組織の 輦固性 か 

^ ら 見れば、 大體 二十 七. 八 年 を 境界と して、 前後 二期に 分つべく、 前の 分け 方の^ 作 期、 進出 期が 最も 

劃 \  く 結合され てゐた 時代で、 又、 筒々 の 作家の 側から みると 紅葉が 最も 活躍 を 示した 時代で あつたが、 つづい 

\ て、 活躍 期に 到って、 一 に は 紅葉の 精力の 缺乏 と、 周 園から 起る 攻擊 と、 一方 柳浪、 眉 山の 進出が、 結合 性 

を ゆるめ- 解消 期に 到って、 s 然 主義 勃 輿 以前、 旣に 紅葉の 死が、 土臺 から 硯友 社の 結合 を ゆるめ ほとんど 

解消 同様の 狀 態へ 導く に 至った ものである。 

5 われわれ は  >  この 一品 一 劃に よって、 一 々彼等の 迪 つた 跡 を、 明確に 眺めて 行く 事に したいと 思 ふ。 

4  〈  * 


硯友 社の 展開 


その 一 


習 


乍 


(明治 十八 年 ——- 1 一十一 一年) 


明治 十八 年 二月、 視友 社の 成立より、 『新著 百 種』 において、 先 紅葉が 作家と して 社會 的に 認められる 前後 

まで を、 硯友社 作家の 習作 期と する。 その 間に 彼等の 唯一 の發 表機關 である r 我樂多 文庫』 は、 凡そ 次の 様 

な變 遷を經 たのであった。 

明治 十八. 年 五月- 


手寫本 時代 

印刷 非賣本 時代 

發賫 時代 

文庫 時代 


八 冊 

十六 冊 

十一 冊 


.十九年^^-月 

—一 不 一年 一 一月 

—一 一士 一年 一 一月 

—十月 


明治 十九 年 十 一 月- 

明 治 一  一十一 年 五月- 

明治 二十 二 年 二月- 

これ は雜 誌の 形態、 及び 對社 會的關 係より 見た もので， あるが、 尾 崎 紅葉 は、 更に この 問と 一 部 本書で は 進 

出 期に 入れた 分 を 合して、 九 期に 分って 說 明して ゐ るから、 それ を も參考 として 述べて みょう。 

第一 期、 これ は 最初の 手寫本 時代 を 云 ふので、 社友 は 廻覧の 期限が 三日間であった がその 名が やう やく 世 

間に 知れる と、 入會 者が 多く、 一人 一 m としても 一 冊の 冊子 を 見る に 一 月 も かかる ので、 印刷して 頒布し よ 

うとい ふ說が E 心 案、 美妙、 紅葉の 問に もち 上った。  ュ 


X- 


第二 期、 これ は， 前に 揭 げた 印刷 非寶本 時代の ことで ある。 第一 期 月三錢 かの 會費 を、 十錢 にあげて、 四 

六 版 三. Ml 頁 許りの 雜誌を 作る 計畫 で、 社員 を 募った ところが、 百 名餘も 申込 を 得た ので ある。 編輯 は 紅 薬 

と美 妙が 主として あたり、 出版に ついては 美妙の 緣 故の ある * 神 田 今 川 小路の 金玉 出版 會 社と いふのに 掛合 

つた。 思案 は 庶務に 當 つて 奔走した。 

第三 期、 對社會 的に 進出して、 發寶 時代と なった 譯 で、 定債 を三錢 にした。 印刷所 も 飯 田 町中 坂に ある 同 

益 社に 變 へて、 發行 所に その 眞向 ふの 家 を 借りて、 ここと 定め 社務の 發展を 示した。 

第 四 期 は 第十號 明治 一 一十 一 年 十月 一 一十 五日 發 行の ものから、 一 一十一 一年 一 一月 十日 發 行の、 第 十六 號に 至る 間 

で それまでの ものと 異 つた 所 は、 頁數を 倍にし、 別表 紙を附 けて、 又 別 指の 揷畫を 二 枚 入れ >  三錢 であった 

定價を 十錢に 値上した のであって、 非常な 革新と いはねば ならない。 

第五 期 は 『文庫』 と 改題、 型 を 菊 版に して、 『新著 百 種』 の發行 所吉岡 書籍 店が 引受け、 前の 號數を 追うて、 

刊行され た。 

第 六 期 は 『文庫』 の 二十 三號、 卽ち 一 一十一 一年 七月に、 表紙 を 武內桂 舟の 花鳥風月の 圖に替 へて、 大 刷新 を 

計った が、 十月 發 行の 二十 七號を 終刊と して、 しばらく 硯友 社の 正統 的な 機關 誌は斷 たれた 譯 である。 

, 然し 紅葉 は、 更に 硯友 社の 血脈 を ひく、 その後の 雜誌を 擧げて 次の やうな lEi; 割 を 示して ゐる。 

第 七 期と して、 一 一十一 一^ 十 一 月に 吉岡 書籍 店より 廣津 柳浪を 主筆と して 發 行した r 小 文學』 を 以て、 この 

時期に あてて ゐ るが、 同誌 も 二十 三年 四月で、 九號を 以て 廢刊 した。 
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第 八 期 は.， 二十 三^ 六月 二十日に 創刊して、 年內に 十二 號で 廢刊に 及んだ 『江 戶 むらさき』 の 時期 を 言つ 

てゐ る。 

第九朗 は、 二十 四 年 六月 创刊の r 千 紫 萬 紅』 で、 それ は會員 組織で 出され、 现友社 作家の ためとい ふより、 

新しい 青年 作家の ためで、 社名 も 盛 春 社と して、 紅葉の 道樂 半分に 出された ものであった。 

これが 習作 期に おける、 手 習 草紙から 次第に 發展 して 行った 徑路 で、 この 問に 同人 達の 文 學へ對 する 態度 

も 移り 變 n を 示した ので、 成立の 初めは、 他日 文壇へ 雄飛 せんが 爲の 習作と いふ 意識 もな く、 半ば 遊戯 氣分 

であった 事 を 丸 岡 九 華 も 『初 蛙』 中に 

當時山 田、 尾 崎 • 石橋 君に しても、 自分に しても ^學 生で， 硯友社 我樂多 文庫の 事業 は、 是又娛 樂の意 

味で やって 居る。 誰 一 人と して 文 墨の 技を以 つて 終生の 業と しょうな どと ぃふ考 はなかった ので ある。 

と 一一 一一 C ひ， 石橋 思案 もこ こに、 閱覽 中に 朱點を 打って 注意 を 喚起して ゐ るの は 同感の 印で あらう。 それ故に 

第一 號に 載せられた 思案の 祝辭の 

文運 日に 開け >  月に 進み、 新聞 雜誌は 更に もい はす 百 家の 著書に 至る まで、 和漢 洋の 差別な く、 號を追 

ひ 編 を 重ねて 啻に 棟に 充て 牛に 汗す るの みに あらす。 其 隆盛なる 未だ かって 見ざる 處 なり。 然り といへ 

ども 其 書た る や 悉皆 一方に 偏し、 和 は 和、 漢 は漢、 洋は洋 に 留まりい まだ 和漢 洋 なんでも 皆集覽 すべき 

書な し。 これ 聖 世の 一 缺點、 豈慨 すべきの^ しきに 非. f やと、 何もそう 七六づ かしく いふ ほどの 事 もな 

けれど、 かかる 日 進の 世の中に 剛に 過ぎす、 柔に 流れす、 丁度 程の よい 書物な きを 歎きて 同氣 求む る視 


友 諸子に 相 謀り。  . 

と、 雜 誌の 目的 を誇稱 したの は * 祝辭の 故に 少々 氣 どって 述べた に逮 ひない。 

かくて 娱樂と 習作 を „ ^、ねた 出發 が、 號を 重ねる に從 つて、 嫂 樂的耍 素から、 習作 方面に 重き をお くやう に 

なった。 同じく 九 if が 後に 『初 蛀』 中で 

又 此手寫 本 我樂多 文庫 は、 當時 各自が 作品 を娱樂 的に 唯 編輯した だけの もので なく、 一  々精細に 批評 

し、 論難し •  W に鐵槌 となり、 埘堝 となって、 終始 研鑽 練磨の 道場た る觀 があった。 單 に娱樂 一片で 世 

問 普通の 天狗 連が 鼻 競べ の 村 料で は 決してなかった。 

と 、 前言 を修疋 する やうな ： 一一 一 II 葉 を； して ゐ るの は、 眞摯 なる 態度へ 次第に 移って 行った 過程 を 示して ゐる 

と 思 ふ。 

手寫 本が、 印刷 本と なり、 次いで 一般へ 發賫 する 頃に 至って、 意識的に 文筆 を以 つて 生涯 を 送らう とい ふ 

決心が ついた と 見ら るべき であらう。 公賫 『我樂 多 文庫』 十、 十一 * 十二、 十三の 四號に 連載され た 紅葉の 

「紅 子戯 語」 に は、 その 頃の 同人の 生活の 横顔が 描かれて ゐて與 味 深い ものが ある。 

飯5^町中坂现友社の編輯窒 ！ 見晴 しわる き 二階 八疊の 一 と^、 そこに 居る の は、 tl 栗 頭で 色の くっきり 

と黑ぃ 男、 不作法に 大きな 服へ 鼻眼鏡の 思案 外史、 奥州 訛で、 これ も毬架 頭、 色靑 ざめ：^ の 肉 ち、 風邪と 

いふ 氣 味で， 1^ 染みた 寢 衣の 袷に 薄き たない かいまき を 羽織って、 唐 机へ 倚り 掛り 仔細ら しく" 稿 を 扱って 

ゐる香 夢 樓綠、 その 二人が しきりに 駄洒落 を 飛ばして ゐ ると， ^段に 足音あって 現れた の は. フ 。ック 姿 を 
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ミルトン に、 容貌 をバ ィ n ンに氣 取る 詩人の 丸 岡 九 華で ある。 程なく、 柳 原 仕 立の 背廣の 縫目 髙 なる を 一 著 

して、 前 下りに 藤色の 米 利 堅 帽子 を 被った 山 円 美妙 齋が 入って 来る。  . 

雜誌 r 都の 花』 に關 係した 美妙の 事 を 話して ゐる 所へ、 たそがれ 色の 小袖、 肩 白の 羽織、 博 多 蒂に銀 鎖の 

川 卜； 眉 山と、 スコッチの 乇 I  二 ング、 縞 ズボンの 漣 山人が 入って 来る。 つづいて 紅葉と 月の やま どかが 入つ 

て 来る。 

一 同 は 揃って 雜談 して ゐる 所へ、 小僧が 一通の 手紙 を もたらす。 都々 逸 蘭廢止 勸吿の 投書で ある。 思案が 

その 主意 を說 明す ると * 美妙 は それに 賛成す るが、 月の や は、 別に 都々 逸が あっても 雜 誌の 格が 下り はしな 

いと 反對 する。 紅葉 も 時代 性に 從 つて 廢 止した 方が よから うとい ふの だ。 さう した 意見 を 中心に、 戯文 的な 

話 は 進む ので あるが、 われわれ は、 ここに 描かれた 駄辯、 哄笑の 中から、 いくらかの 未來 への 進歩 上昇の 氣 

配 を かぐ 事が できる と 思 ふ。 

かくして、 次第に 發展 して ゆく 間に、 積極的に 筆 をと つたの は、 その 中心で ある 美妙、 紅葉、 思案、 九 華 

等で、 他の 社員 は、 その 發 表された もの を讀 んで樂 む、 鑑賞 者の 側に 立つ ものが， 大多數 を 占めて ゐて、 發 

行 當時は 大抵 學生 であった ものが、 卒業後 その 志す 職業に ついて しま ひ、 結局 後年 文學界 に、 作.3^Aとして活 

動した の は、 この 中心の 人 々と- 11 九 華 さへ 間もなく 筆 を 投じた が、 それに その後 入社して、 尊 心 精進 を續 

けた 廣津 柳浪、 江 見 水 隆、 大橋乙 羽な どの 少數 でしかなかった。 

紅葉が、 その後 十 年 餘を經 て、 明治 三十 四 年 一 月の 『新 小說』 に 


今 a になって 見る と、 右の 會 n ほの 變遷は 驚く 可き 者で 共內 死亡した 者、 行方不明の 者， 音信不通のお 

等が 有る が、 知れて 居る 分で は、 諸 機械の 輸入の 商會に 居る 者が 一 人、 地方の 判 が 一 人、 法 擧士が 一 

\  人、 ェ學士 がー 一人、 地方の 病院 長が 一 人、 生命 保險會 社員が 一 人、 日本 鐵 道の 驛 長が 一 人、 商館 番頭が 

„  築地 (諸 機械) と、 横濱 (生 絲) とで 一 一人、 漁業 者と 建築家と で 阿 米 利 加に 居る 者が 一 一人 * 地方の 中學 

教員が 一 人、 某 省の 属官が 二人、 大阪 と橫濱 とで 銀行員が 一 一人、 三 州の 在に 隱れて 樹を種 ゑて 居る のが 

IP  ■ 1 人、 石炭の 資込屋 が 一 人、 未だく 有る が 些と胸 L 浮ばない、 先 づ這麼 風に 業 體が逮 つて 25 るので す。 

作  而 して、 後々 硯友 社員と して 文 擅に 立った 1 上 眉 山、 巖谷 小波、 ,S3、 中 村 花 瘦、 渡 部 

期 _ 

に \ 乙 羽、 などと 云 ふ 面々 は、 此の 創立の 際に は盡く 未見の 人で あつたの も 亦 一 奇と謂 ふべき であります。 

於 と 記して ゐる。 手寫本 もって 出發 した 際、 發企 者の 三人が、 各自 手 分して 集めた 約 二十 五名の 社！ lE の經過 

る した 十 年の 時間が、 かう しためい めいの 方向に 人々 を 流し 去った 事に ついて、 暫く 問題 を 離れて、 人生 流轉 

傾 の 相 をし のばさし める ものが ある。 

向 

二 習作 期に 於け る 傾向 

\ さまざまな 形式、 さまざまな 種類の 文學 作品 を 載せた とはいへ、 『我樂 多 文庫』 で 最も 力を入れ たの は、 心 

^ 織 筆耕 簡、 即ち 小說 欄であった。 視友 社の 文擧 運動 は， 小說の それであった 故に、 主として 小說 について 論 

\ する ので あるが 此の 習作 期 は、 すべて 文章に 對 する 實驗的 態度 を もって 終始した。 先 何等 新文舉 とい ふ もの 


の 形式 內容を 見ない 彼等の 摸索 は、 勢 ひ 過去の 文學に ふり かへ つた。 彼等 は その 模倣より 次第に a: 己 を 築い 

て 行った。 身に 近い 過去と いへば、 化 政 期の 作家で ある。 それ 等が 多く 彼等に 作品の 型 を 示した ので ある。 

彼等 は、 自由に その 好む 作家に ついて、 文體ゃ 內容を かりて、 それに ほのかな 時代の 新しい 香 を まぜた。 ，て 

の 例 を 示す ため 一 一三の 作品の 數行を 引いて、 各 作家の 作風と その 生長の 跡 をた どる 事に しょう。. 

紅葉 は手寫 本の 一 號 から 八號に 亙って 「江 島 土産 滑稽 貝屛 風」 とい ふ 作品 を 連載して ゐる。 その 胃 頭より 

引用 すれば、 

爱に芝 浦の 畔に愚 一 一郎、 鈍 太郞. 猪 尾 介と い へる 三人の 放蕩 漢 ありけ る。 年猶 若ければ 定まる 妻 もな 

く、 出金の 賃 居に 一 つの 鍋の 鈸を 安らけ くん „^ ひ、 遊蕩 三眯 滑稽 一方、 己れ の 馬鹿にて 世 を 馬鹿にし、 九 

尺 二 間の 裏 居に 安 じて 金 殿 玉樓を 羨ます、 三年 前の 古棒猶 しめ かへ ざる は、 ュし晏 平 仲の 狐 裘に擬 する 

もの 乎。 三人 共に 揃 ふての 變屈 人、 長屋 中爪彈 きとな り、 誰 一 人名 を 呼ぶ ものな く、 芝 浦の 半 仙人と ぞ 

渾名し け る。  

とい ふ 書 出しで、 この 三人が 折からの 暑氣の 中に あって、 ft 六 ヶ月 分の 家賃 を ふみ 倒して、 一緒に. 江 島 巡 

り をす る 途中の 失敗 を 一丸、 三 馬ば りの 洒落と、 滑稽と で 書 綴って ゐる。 『初 蛙 j の 註に よれば * 石橋 思案と 

池 田 氷山との 江 島 紀行 を モデルに した ものと いひ、 十七 年复 そこへ 遊んだ もので、 紅葉が 以前 親んだ 漢文よ 

り 離れて 最初の 作品であって、 十七 八 歳の 頃の 作で あると いふ。 

すでに 才氣 煥發な 洒脫な 紅葉の 性格が うかが はれ、 それによ つて、 後年の 才氣 ある 作風の 萌芽 を られる 


るが、 績 いて 八號に ■ 春亭鬼 笑の 名 を もって 「僞 紫怒氣 鉢卷レ を發 表して ゐる。  一 

菜の 花に 飛ぶ 胡蝶、 池の 水に すむ 鴛鴦、 いきと しいい としをし たる もの さへ、 さとらぬ が 色の 道 * ま」 

して 若き 身の 情 知らざる べき。 知らぬ が木怫 石佛、 色を是 空と 說 きた まふ 心の 程 こそい ぶかし けれ。 さ 一 

れば昔 茂りた るよ し 原に 鳴 音 寂しき 閑古鳥、 今 はもう し，^ と 呼子 移り 變る 世の中に、 か はらぬ 色 i 

街驊の 北の 一 ト廓、 そが 中に 裹見屋 とい ふ 亡八屋 あり。 小 格子ながら 大門 口の 柳 膝 仲の 町の 花の 顔 あま 

た 抱へ、 お 職の 儘 川と 呼ぶ 當世 女、 ことし 一 一十 一 一 一 突出し は 十五 六の 情 しら 糸の 色に 染らぬ 頃より 起 M 

の 書 方 無心の 言 ひやうな にくれ となく 柿 女郎の 傳授習 ふより なれて …… 

とい ふ 書 出し は、 尙三 馬、 京傳の 世界より うけついだ 香で あり、 洒，： 洛ゃ 穿ち を ねらって ゐる、 紅葉の 態度； 

をし のばせる。  .  -- 

この ー篇 は、 九號に 紅葉 山人、 十一 號に愛 黛 道士の 署名で つづけられ 小 說體の ものと して は 最初の もので 

ある。 公刊 r 我樂多 文庫』 時代に 至って、 彼のと り极ふ 材料に 飛躍 を 見た。 第一 號 より 『文 靡. I にまで 及ん 

だ 「風流 京人形」 は 作 中に、 バイ c ン 詩集 を 愛誦す る靑 年と、 庭 をへ だてて クリケットに 與 する 少女、 キュ 

ビ イド、 聖書、 女 學校內 など、 點景 において 當時 において は、 近代的な 新鮮な 感覺に ふれる もの を 成 風り、 t& 一 

品の 新鮮 味 をみ せて ゐて も、 後半に 筋の 古風な 性向 をみ るが、 尙 當の戀 人が、 戀 愛する に 不具 的な 女性で あ 一 

る ことが おちで、 筋の 與味も いくらか つないで ゐる。 

カル タ會 の輕ぃ スケッチ である 「YCS  ami NO」 も その 題名から 才ば しった 紅葉の 當時 をみ るが、 かくして 


彼の この 期 は その 忙しい 編輯と、 化 政 期の 影響から 次第に 新しい 表現形式へ の 摸索に 滿 たされて ゐた。 

山 田 美妙に ついて 見る に、 紅葉が 一 丸、 三 馬. 京 傅の 流れ を くんだ に對 し、 彼 は 馬 琴 を 崇敬し それ を師 とし 

たらしく 思へ る。 手寫本 第一 號に 載せられた 「竪琴 草紙」 は 英國王 アルフレッドの 傳 を小說 風に 書いた もの 

であるが、 胃 頭から 引けば、 

抑英 倫と 呼 做す は， 佛蘭 西國の 北方に 海 を 隔てし 嶋國 なり、 昔 は 其 民野蠻 にして 取る に 足らぬ 様な り 

しも 羅 馬の 大 將該遨 が 一 度 軍 を 押 進めて 蠻 民と 戰 ひつ 遂に 平定した りしより、 日を逐 ふて 開 行き 後に は 

羅 馬も衰 へて、 統御 昔に 事變り 有れ ども 無き が 如かる にぞ …… 

と 開き直った 筆陣に も、 その 影響が 見られる。 第三 號に 「改號 披露 樵 耕 蛙船戯 稿」 として 「改號 ニ肯曲 

亭馬琴 別 號樵耕 蛙 船」 と 堂々 と 名 乘りを あげ、 社中 を啞然 たらしめ た。 

そ の 披露 を 少しく 長いが 彼の 抱負 を 知 る爲に 全部 を 引用す る 。 

抱負 極大なる かも 蛙 船が 改號。 僅に 敗 鼓の 時 あるに 誇りて、 大日 本小說 家中の 泰斗た る， 曲亭 翁が 名 

號を襲 はんと は餘 り-なり、 止みね/ \耍 なかり と 言 を 一 斥し 去り 給 はん は、 必定 必然なる ものから かく 

て は 諸君 も 未だ 具眼に 非す。 よく 思 ふても 見た まへ かし。 當時 2^ して 幾人の 小說 家出 藍の 名譽 ある 者 か 

ある。 概す るに 殆んど 無き なり。 試みに 明治 以来 新 輩の 操觚 者に て 稍々 世に立つ 人を擧 ぐれば、 曰く 假 

名書魯 文、 曰く 武田 文來、 曰く 岡 丈紀、 曰く 前 島 和 稿、 曰く 山 W 風 外、 rn く 伊藤 專三、 曰く 川上 鼠 文、 曰 

く 魁 蕾 子、 曰く 柳亭 種彥、 曰く 渡 邊文京 • 曰く 宮崎 isi- 柳、 曰く 小 倉 机 友、 曰く 爲永春 江、 曰く 春之屋 朧、 


曰く 矢^ 文 雄、 E く 彩 霞 園 柳 香、 曰く 菊亭 香水 • 其 他 柳條亭 等の 者に 至って は， 之を擧 くるに 遑 あらす。 

而 して 概皆碌 々なる もの、 徒らに 前人の 糟粕を $1" め、 毫も 新機軸 を營む もの ある ことなし。 唯魯 文は頗 

る 好く， 和 稿 稍 巧に * 魁 雷 僅に 艷々、 坪內矢 野殆と 至れり。 然れ ども 未だ 其 堂に入れる を 見す。 要する 

に 自餘の 筆の 如き、 或は 證 口に 長し、 或は 句 倫に 秀で、 或は 放蕩に 逸し、 假名 遣 を 知らす、 小 說廿七 法 

を辨 へす、 文法 を隨ら す、 動辭の 篏轉を 心得す、 古事に 暗く、 近況 を せす、 其 說く處 は 則偷盜 博徒 毒 

婦妖 夫の 傳記" 其投 する 處は则 ち 維新 前後、 動もすれば 幽靈 仙人 を 用 ひ (是は 初 世の 曲 亭翁も 慣用 せら 

れ たれ ども * 盡 いみ じき 僻事に て、 此 翁の 瑕疵 は是 になん 之に つき 論 あれ ども そ は 他日の 便 を 待たん) と 

も すれば 人究 まりて 崖 谷に 陷り命 を 免 かる。 一 般の 趣向 之に 外なら す。 全部の 脚色 呰 似たり。 文明 國の 

詩歌とまで 世に 稱贊 せらる る 小説 稗史の 結構 配布， すべて 右の 範圍內 を 出る こと 能 はざる は、 そ も 

又 何事 ぞ、 唯 作者た る 者の 無 學無識 に 因れる のみ、 かかれば 明治に 純然たる 小說 家の 泰斗て ふ は、 蓋し 

一人 とても あらす。 卽蛙 船が 傲然と 曲亭 翁が 二世た る 所以。 凡此 等の 事 ども は、 やがて 世に も 公布 せん 

に、 今此 文を讀 むに 及 ひ、 若し 當 代の 小 說の、 或は 其 耳に 入る 事あって、 憤懣に 思 ひなば、 誰 にても あ 

れ 余が 盧を 尋ね- 委細の 程 を 詰問せば • 一 々指摘して 與 へん。 そ は 鬼 も あれ 角 も あれ、 蛙 船が 自ら かく 

言 ふ は *  K を こなる 業な から 當 時の 詩人が 卑屈なる を 嘲る の 故になん。 蛙 船 巳に 二世の 馬 琴な り。 SK: の 

曲 亭馬琴 子 は、 必 諸君の 中に あらん、 必 諸君の 外に あら じ。 諸君 乞 ふ 旃を勉 め 希く は 二世の 馬 琴 を壓倒 

し、 明治 小說の 眼目 を 一 新 せられん 事 を。 其當時現在の^^氏を齡倒せんことは刖蛙船が 一 臂の 力、 一 一世 
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馬 琴が 一筆の 勢、 是れ 充分なる 處に こそ、 是 必然なる 事に なん、 鳴 呼 明治 英雄 少なし。 明治 才子 罕 なり 

才子々々。 英雄々々。 甚麼： 爾後の 狀況、 什 麼將來 の 光景。 ^。 

かく 馬 琴への 模倣と、 馬 琴 を 偉大なる 作家と あがめ それに 自己 を 比して、 人 を 呑んだ 彼の 態度の 中には * 

燃え あがる 野心が 藏 せられて ゐ るのに 氣付 くので ある。 彼の 飛躍 も その後 急速であった。 第九號 十九 年 十 一 

月に は、 「嘲 戒小說 天狗」 を發 表し 十三 號 まで 積け た。 九 華に 從 へば 當時、 流行作家で 威張って ゐた 1^ 藤南翠 

をい ましめ たとい ふが、 さう した 作家の 生活 を、 皮肉に 描いた とい ふ點 以外に、 彼が 後ハ 牛に 示した； W 文 一致 

體 への 近似 を もち、 たしかに その 過渡. V 示す 作品で ある 事に 意義が ある。 冒： を 例によって 擧 ぐれば、 

聞 ゆる は出隨 目の 讀 方で 大膽 にも、 テンべ スト を 讀む聲 "ハイル メ  一111 コロ ルド メス セン ゲ 

ル  ワイフ ゥ ォ. I フ ー ジュ… ジュ… ジ ュピテ ー ル 

t-uall,  niruiy  colourleci  Messenger  .wile  of  Jupiter) あ i どうも ヒ 日い テ 。實に シヱ 1" クスビ 1 'ァ翁 

の 筆力 は 凄い もの だ… 感心の 外 はない。 此テ ンぺ ストの 戯曲な ど は 三十 餘 種の 屮 でも 隨分 屈指と いふ 程 

であって …… 通 篇何處 とて 可 笑くない 處 はない テ。 そうく こいつ を …… 翻譯 でもして..：：：，^ ナァ …… 一 

番 世の 屮の 平凡く た 共 を 吃驚 させて やらう か 知らん …… それ もちと 可哀 さう だナ。 何に しろ シ H I 先生 

は 豪 氣な人 だ = と 言ふ聲 のす る 一 室 は 熟 海の 宿屋 鼻高 屋の 二階で、 此 大風呂敷 を 廣げる 先生 は 湯治に 來 

て 居る 自稱 才子、 年 はま だ 三十に 奈良漬の 香の物" 號 をば 意外と 茶漬の 澤庵 押が 利いた 風 …… 

獨 白の 部分 はとに かく 完全で あるが 地の文の 部分 は、 尙 「i ^はま だ 三十に 奈良 潰の」 といった 風の 臭味 を 


傳 へて ゐる。 しかし、 この 文章 は 注目に 價 すると 思 はれる。 一方 また 文中に 機々 の歐 文に 用 ひる == HH 

などの 符號を 使 W して、 新しい 功 架 を あげて ゐ るの だ。 

彼が 以上の 臭味から 拔け 出て、 fpC 文 一致に 成功した の は、 二十 年 十二月の 十冗號 より 十八 號に S つた 「！^:: 

は獨逸 肉 は 突 妙 花の 茨 茨の 花」 である。 

日 はや や 水平線の 領分 を 離れた 身 祝 ひとて、 六尺ば かりの 立 木に も 四 五？ 1 の 影 を 貸して やり * 若草 は 

春雨に 呼 出された の を 忘れぬ 爲か、 綠の 袖に 白玉の 飾 を澤山 着けて 居た。 原は廣 くて 處々 の 木立の 外人 

の 目 を 遮る 物 を 持た す。 木立の 薩 にて 鳥の 聲が 長閑に 聞え て 居た。 原の 片側 は 絶壁で 淵の 深さ は どの位 

あるか 水色が 淸く 凄く 見 へ る 工合 はどうしても 淺く はない やうであった。 向 岸に は 背めし い 城が 控へ て 

居て その 城の 横顔 をば、 日の 光が 厚かましく 睨て IH? るので、 白壁の 高 加 索 色 も、 今日は 薄い 亞米利 加 印 

度 色であった。 其處で 窓の 眼の 玉 もまぶ しさう に晃々 として 居た。  

この 表現 はすで に歐 文脈の 輸入で ある。 美妙の この 新鮮な 試み は、 驚異 を 呼んだ にち が ひなかった。 美妙 

は 自己の 名 を 次第に 世に 喧傳 さるる 一 方 『夏木立 J の 出版に よって、 现友 社中より 最初に 作家と しての 地位 

を 得、 家庭の 1S?^ 情 等で 「情 詩人」 を 最後と して 視友 社の 人々 と 训れて 一 人の 道 を 歩いた。 彼 及び 一一 rr 文 一 致に 

ついて は 後に 節 を 設け て 述べる 事に して、 今 は 他の 作家に ついて 考察 を繽 けねば な ら ぬ 。 

S わ 案 は 第一 號に 「雨 香 散史」 の 名 を もって 「仇 櫻 遊里 Igi 夜嵐」 とい ふ 小 說を揭 げてゐ るが、 之 は 京 体と 馬 

琴 を 交錯 させた 様な 文體 で， その 題が 示す 様に、 題 村 も 在来の 遊里の 情話で ある。 初の 行 をと つて 见れば 
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第一 齣 凶漢 乘醉 提少婦 

佳人 憑攔認 才子 

今 は 昔、 まだ 大 江戸と 呼 做せる 頃 は、 彌 生の 末つ方 茶屋が 軒端に 植 連ねた る、 櫻の 花 も 爛漫と して 今 

を 盛と き亂 れ解說 花と 嬌を鬪 はす。 出る生姜ぁれば入る^1!?荷ぁり。 粹と 不粹の 仲の 町、 浮れ くるわの 

嫖客は 引 も きらす。 三 暦樓上 絃歌 涌く が 如く、 紅燈影 暗き 處 情話 濃 かなり。 …… 

公賫 となっても 都々 逸簡の 主宰者と して • 思案 は尙 古風な 夢 を 追 ふ ものの 如く 見られた。 そして、 その 1! 

小 說は發 表しなかった が、 二十 一年 十一 月の 十二 號に、 「紅 子戯 語」 で、 都々 逸廢 止の 議が 描かれた やうな 結 

から、 さう 決って、 彼 は 「都々 逸 を 送る 文」 なる 戯文 を 草して、 雅趣 ある 都々 逸の 改良 を 計って. Q たのに、 

それ を 卑俗な ものと 心得た 同人 達が、 遂 止めさせ たとい ふやうな le^ を 記して ゐる。 

その後 小說 として は、 二十 二 年 一月の 十四 號 から 「花盗人」 を揭げ 初めて ゐる。 それ は 全然 口語 體で 書い 

てゐ る。 

春 は 花、 何ん となく 物事が 陽氣 になります 昨日まで、 苦虫 を嚼 みつぶ した 様な コヮ ー ィ顏 をした 借金 

取 も 一 夜 明 くれば 夷 様の やうな 一 1 コ く 笑顔 をして 禮に來 ると 古い 話柄 も 今更の 様に 思 はれます 年老で 

さへ 年禮を かこつけに 屠蘇に 浮かれ 出す 時節、 まだから 若い 女 小 供 は 何事 も 手に 附 きません、 耳！^ 木 をち 

ぎって 行き さうな 北風 を 物と もせす 一 一枚 糸 をた ぐる 小 供 は 手の 掌に タコ を こさえ て 達 摩の 樣ナ顔 をして 

うなつ て 居ます、 客 歳の 淺 草市で 新調した 羽子板の 押鎗 にある 姬 御前に 負けぬ 様と 娘 子 は 精 一 杯 身形 を 


着飾って 其 處等中 ハ ネ 廻つ て 居ます。 

といった 風の 表現で ある。 

次に 後れて 入社した 眉 山、 漣、 柳浪、 水薩、 乙 羽 Q 最初 發 表した 作品 を 列まして、 彼等の 影響 を 受けた 先 

行の 文擧が 何で あつたか を 兑 よう。 

十九 年 冬 入社した 屑 山 は、 煙波 山人の 雅號 で. 「雪の 玉 水」 を 寄せて ゐる。 非 費 印刷 本の 十號に 第一 回がぬ 

せられた ので あるが、 『初 蛙』 に記錄 された 十 號は缺 本で、 具體 的に 內容を 示して ない ので 、十一 號の 第二 回 

を 引く。 

花 井 君 何虚へ 行きた まふ r 花見 さ。 r 愚按 する に 花に 引かれて 日 暮まゐ り。 r ォ ホン 御 自分ながら 通 

じまい。 r 大きに ス 然し 其處に 一寸の 差が ある ネ君は 則 迷って 行く、 僕 は 則 悟って。 r 又 味 喰 を 上る よ。 

味嗜を 上る は須 らく 献酬 三 K ュの 間に 於て すべし。 

京 傳ゃ三 馬の 系統と 共に 『書生 氣質』 の 影響 を 受けて ゐ るかの 如く 見ら るるの は、 後れて 筆 をと つた 結 

ではなから うか。 

眉 山 は、 戯文の 寄稿が 多い。 卽 ち公賫 第一 ー號に 「戀」 十 一 號に 「枕の 賦」 十一 一 grw 「紅 紫亭 記」 又 十三 號 

に は 傀儡 堂 思佛の 名で 「猫 戀辭」 等 を 寄せて ゐる。 

非寶 印刷 本の 十 一 號の 新入社員に、 その 名 をみ せた 漣 山人 は、 十一 ー號 一 一十 年 三月に 「眞 如の 月」 を發 表し 

てゐ るが、 彼に は當 時の 新 文學の 刺戟 を、 德川 期の 作 c§ より 一 歷强く 受けて ゐる 様で ある。 
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春 は浮氣 なり、 春 は 人の 若き 時な り >  故に 若き 時 は浮氣 なりと はチト こじつけな 一二 段 法 だが 鬼に^ そ 

うに 逮 ひなし。 Bf^^b差別なく舂情の付き初める頃には寄るとさはるとs^-は女の評、 女 は 又 a;^ の嗶 など 

して 無上の 樂 となす。 淫奔 ぢゃ 不品行 ぢゃを 誹れば 誹る やうな ものの iiii し 免れざる 虚 なるべし。 …… 

かれは デリ ケ ー トな 感受性 を 持って ゐて、 公刊 第一 號には 言文一致 體へ飛 1! して，、 學生 生活 を 背景と した 

戀愛關 係 を 描いた 「五月 鰹」 を 見せ、 眉 山な どが 戯文に 凝って ゐる 間に、 進歩的な 表現 を 試みて ゐた。 卽 ちそ 

の 胃 頭 を 引けば、 

見渡す 限り 物寂しくて 武藏^ の 昔時 を 忍ばれる 傳 通院の 裏手の 眺めの 向 ふの 本 鄕臺は 靄に 立て^めら 

れて其 隙.^ ら. 燈光 がー 丁 ゾ三ッ 仔細ら しく 見えて 居る- M 梅 は油綺 でよ く 見る 様な 景色 此方の 植物園の 森 は 

霞の 中に 半分 隠れて 頭 だけ 黑く顯 はした 處四條 派の 墨鎗 に似て 居る 十日 餘の 月 はは や 半 {1^- までせ り界り 

ちんと 澄まし 込んで 下界と 見お ろして 居る。 

といった 風な 描寫 である。 柳 浪と水 蔭 はすつ とおくれ て 二十 二 年 六月の 『文庫』 二十 ニ號に 初めて 作品 を 

のせた。 

廣 津柳浪 は、 紅葉が 「.i^ 友 社の 沿革」 中に 述べた 所に よると 一 一十 一 たやの 赛、 少年 園の 會が不 忍 池の 長酡亭 

であって、 そこで 相識った とい ふ。 當時柳 浪は博 文 館の 『大和 錦』 の 編輯 主任で あつたと いふが、 次第に 矾 

友 社と 接近し 遂に 同人と なった ので、 すでに 『女子 參政 蜃中樓 J や 『二お もて J 等を發 表して ゐた。 

『女子 參政暨 中樓』 は、 明治 二十 年 六月、 is- 京綺入 新聞に 連載した、 二十 回に わたる かなりな 長篇 で、 十た 牛 
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後の 51 人參 政權述 動を屮 心と しての 構想で、 新聞 小說 的な 通俗 性 は ある けれど、 作 中に あら はれる、 理知的 

な 婦人 參政權 運動 者で ある 女學士 や、 その 從妹 である 唯 感情的な 平凡な 女性 や、 參政權 反對の 新聞記者 • 奸 

悪な 法擧學 生な どの 性格 も かなり 明白に 描き 分けられて、 代の 思潮に 相 ネ&- つて ゐ るが、 在來の 政治 小說に 

見られる、 形式的な ところが なく、 人情の 描寫 にも 入って 一方、 社交の 舞. 踊へ I" の 夕べと か、 演說會 とか、 才 

ベ ラ 女優と か， 社會 面に 新時代ら しい 點景を もたらして ゐる。 

場所 を大阪 にと つて、 その 町々 が あら はれる の は、 作者が、 その 前 商人た らんと して、 大阪 商業 會議 所の 

書記 生活の 一 一年 をお くった 土地へ の 回想が 浮び 上がって きたた めで あらう。 

さう した、 常時と して は * 新しい 題 村の 小說 にも 拘ら す、 男女の 愛情 的 情景の 會 話に は、 淡々 ならざる 化 

政 期 風の 香 をと どめ、 また、 作屮の 人物に ついて、 奸惡な 法 學舉生 を 描いた 事に ついて、 擧 生の 名譽を 傷く 

る ものと して、 實 際の 學 生より 抗議が きたので、 漠然と 某擧 校の 生徒と 修 fi- した 附記が 4- 二回に 記して ある 

事 は、 文 擧へ對 する 時代の 空氣 をし のばせる。 

この 作品の 目的 は、 別に 婦人 參 政への 積極的 意見 を、 柳浪が 示した もので はない *r 序に 蜃氣樓 と 同様 「此 

小說も 之と 一 般で如此出來15^が^來ょぅが出來まぃが^^らぅが無からぅが、女子に參政の權が有ると云 へ ば、 

無い と 云 ひ、 ない といへば かんと 云 ふ。 作^^の意匠も有耶無邪で有るから、 寓意 も 有 郁 無耶の 中に 有る でも 

よし 無いでも よし。 標題に 僞り なし。 うやむやと 筆を撊 く」 と 記して ゐる ことで も 明白で あらう。 かう した 

文章に 馴れた 彼であった から zi; 人と なって、 『文庫』 に發 表した もの も. かなり 巧みな ものである。 「柳 樱」 の 


胃 頭から 引けば 

西ョを 避た 葡萄棚、 甲 州 種の 房 長 々と， 見る から 口 水の 垂る ばかり。 何様、 都の しかも 夢 香洲に 移さ 

れし 程の 菜 報 者. 土臭き 水 呑の 手に も かれし 身が 其 白 さ 11 葉の 映りて 靑 みたる 繊き 手の、 震へ つ …… 

やっと 房に さはった こと を 思 ふ 途端 ((あれ ヱお 師匠 様 …… )) 波う つ 聲 —— 憎 くな し。 … … 

柳 浪の藝 術 家と しての 素質の 優れた 事 はこの 片鱗に も 輝いて ゐ るが、 江 見 水隆の 次に 揭 ぐる 「旅 畫師」 の 

文章と 共に、 文體 上で は、 紅葉が すでに 示した 雅俗 折衷 文の 要素 を 含む もの Q 如く 思 はれる。 

そ も 下なる 景色と いふ は、 絡景 にして 無類な り。 後 は 一 目 千 本て ふ 櫻 林。 花まで^ かね ど 苔づく 枝ぶ 

り、 さすが 名所 だけ 時なら で感 する に餘 る。 前 は吉野 川の 流 を 望む、 鴨の 住みかぬ る 急流と はまこと 溯 

をつ くって 白 布 を 敷け る 形、 もっとも 兩 岸の 茱称畑 は、 黄と 綠の 切續 羽織 を ひろげた る 様に て 

大橋乙 羽 は 始め 二 橋 散 史の號 を 用 ひ、 思案 を 便って 來て 後、 同人の 列に 伍した ので あるが、 その r 文庫』 に 

揭 げられ た 最初の もの は、 二十 三號 二十 二 年 七月の 「こぼれ 松葉」 で自傳 風の 作であって、 口語 體を用 ひて 

ゐ るが、 叙述に 稚拙 さが ある。 次に その 胃 頭 を 揭げる ことにする。 

. 私 は 名 は 花香 薰と言 つて、 三年 前 東京へ 遊 擧に來 た 若者です。 朋友が 私の 性質 を 評して 言 ひます に は、 

君 は 事 を 行 ふに 綿密で ないから * 後に 悔 ゆる 泰が多 いと 言った。 が、 私 は それ を 穿った； 許 語と は 思 ひま 

せん。 何故なら 別に 是と fB つて 後悔した 大した 事 もない。 たまに は 詩 や 文章 を 書いた 後で、 ァ、 此句を 

こうすると よか つたな どと 言 ふ 寧 はあった が、  


といった 書 方で、 主人公と 下宿の 娘の こと を 題材と してなる。  一 

丸 岡 九 華 は 社中の 詩人で あつたが 延舂 亭主 人の 名で 「散 浮 花」 とい ふ 男女 學 生の 生活 を 描いた 小說 ——- 

『書生 氣質』 を 越えない 作品 —ー や 「移 赛濫」 とい ふ 探偵 物の 飜案 小說が ある けれど、 專ら 精進した の は 詩作. 一 

であった。 初期の 『我樂 多 文庫』 に 指 げられ たもの は、 美妙、 紅葉の 分 を 併せて 『新體 詩選』 とい ふ 名で. H 

九 年 八月 上梓され た。 その 成立 は 主として 美妙の ぁづ かる 所で あるから、 後で 彼の 所で 述る 事に する が. 九； 

華 は 「士卒の 夢」 (手寫 本 我樂多 文庫 四號 所載) 「路 易帝斷 頭臺」 (手寫 本七號 所載) 「佛國 革命歌」 (手寫 本 五， 

號 所載) 及び 「リップ、 バ ン、 ゥン クル」 を 寄せて、 新しい 叙 察 詩へ の 試み を意圖 しその 後 も 公資の 一 號 より 

四號に 亙って 「ra: 季の 月」 第六號 より 八號 まで 「狂 ふ 風、 狂 ふ 花」 の 詩作 等 を 試み、 すっと 鑌 けて ゐ れば大 

成すべき 素質 を 見せて ゐ たが、 間もなく 擧 校を卒 ふると 共に 實 業界に 入り、 詩 筆 を 簿記の ペンに かへ たので 一 

あった。 

紅葉 も 「硯友 社の 沿革」 で 「此人 は 小， 說も 書けば 新 體詩も 作る、 當時旣 に 素人 藝 でない と 云 ふ 評判の 腕 利. 

で、 新 體詩は 殊に 其 力 を 極めて 研究す る 所で 百 枚 ほどの 叙事詩 を も 其 頃 早く 作って、 二三の 劇詩な ど さへ 有 

りました、 依 様 我々 と 同級で ありまし たが、 後に 商業 學 校に 轉 じて、 中途から 全然 筆 を 投じて、 今では 高 田； 

商會に 出て an ります が、 硯友 社の 爲には 惜ぃ人 を 殺して 了った のです。」 と 惜しが つて ゐる。 (註 1)  j 

一 

香 夢 樓綠は 「作者 身上 話」 として 一 一十一 年 十一 月の 第 卜 一 號 より、 英國の 作家 サ ー • ゥ才 ー タァ. ス コ ットの 

略傳を 連載 紹介して、 雜 誌に 一 脈の 新鮮さ を 添へ てゐ る。 (註 2)  j 


j 以ト： 述る 如く、 现友社 作家の 生長 は 次第に 文 舉へ對 する 眞劍 味を帶 び、 遂に 擧# 、を 投げて さへ、 创 作に 熱 

^ 中す る 態度 をと るに 至った。 彼等の 努力 は 次第に 世人に も 認められ 『國民 之 友』 はいち 早く，？ の 如き 評 を、 

一 一士 一た や 一 月 一 ー= の 第三 十七 號で なして ゐる。 當時發 行され てゐた 『都 3 花』 (g 號 まで) r 小說萃 錦』 號 

まで) と 併せて 合評した ものである。 『我樂 多 文庫 j は その 時 十三 號 まで 出て ゐ たので あるが、 それにつ いて 

之 を 貶して 謂へば 水の 出花の 道樂 息子 之 を 賞め て 謂へば 胸中 踔々 として 餘裕 ある 若 乎の 才子 達が 相 築 

合して 彼の 最も 淸き 21^ も贵き 戀を專 究專寫 する は 我樂多 文庫な り。 我樂多 文庫 は此 才子 達が 風流 逸 を 

章  弄び 錦 心 繡腸を 漏す 一 つの 機關雜 誌に. L て 誠に 商法 氣 少し、 此頃 都々 逸攔を 取り除き たる は 何故 ぞ。 こ 

5 一 

友  れ ありて は 文庫の 品位 を 下す の 恐れ ある 乎。 將た 世間の 攻 難 に堪へ 兼し か、 さりと は 若手に 似合す 憶-射 

0  未練、 然し 文庫 中 從來の 都々 一 は 名吟 少なし、 之 を 除きた る は 却って 良策と 謂 はん 歟、 文庫の 文 體は總 て 

^  言 文 一 致體 にして 心 は 純然たる 歐洲風 

開 今でも 一 部で はせ 風な 戯作者 氣ど りの 作者で、 書かれた 樣に 先入主と なって ゐる それ も • すでに 發 ii! 當時 

： では、 新鮮な 近代 性の 香氣 にみ ちて ゐ たので ある。 二十 前後の 青年であった 同人 は、 新しい 表現に 腐心し 一 

方、 文事と 戀 愛の 夢の」 致 を 求む る 心 は、 人生、 社 會へ對 する 視野の まだ 定まらす、 さう した 廣ぃ素 村 を 把 

握す るに 小さす ぎる 年少 作家の 例と して、 彼等の 身邊 から 取 村した 題 村 を、 多く 採った ので ある。 彼等 を 取 

指く よき 讀者歷 も、 彼等と ほとんど 同年輩の 靑年 子女であった であらう。 そして、作^1<?と同じ境致にぁって* 

) それらの：^ 品に 滿足を 兌 出した にち が ひない。 


しかしながら 『國民 之 友』 の 批評 子 福 州擧人 はかく、 『我樂多文^^』 が 常時の 雜誌界 に 於け る 地位 を 明示し 

て くれる と共に、 一 方 彼等の 文舉 上の 想念 ィズ ムの不 確立 を 鋭く ついて ゐる。 

や 右し 吾人に 此三雜 誌を以 つて 雪月花に a 立 る こと を 許 さば 吾人 は 我樂多 文庫 を 雪と なし 小 說萃錦 を W 

となし 都の 花 を 花と なさん と 欲す。 我樂多 文庫 は實に 純潔な り。 小 說萃錦 は 實に淸 涼な り。 都の 花は實 

に艷麗 なり。 我樂多 文庫 は 冷淡 淺 俗の 眼より 兒る とき は 多少 非難 ある べし。 然れ ども の 愛 を 知る-甘 

は 純潔と 評する こと を 許すべし。 我樂多 文庫 は あらゆる 小說雜 誌の 先導者に して 小說界 の签林 枯木 を 一 

朝に して 吉野 山と なし 小 說界の 茅 舍陋展 を 一夜に して 玉 殿銀閣 となした るの 功 あり。 然れ ども 其 常に 笑 

ひ 常にお どけて 其 極小 說を おもちゃに し S の觀念 低き が 如きの 维ひ ある は 吾人の 大 に^む 所な り。 

と內容 について いくらかの 不滿を の ベ 最後 に 

吾人 は 終りに 望み 此三雜 誌の 諸 名家に 大聲 注文すべき もの 二つ あり。 曰く 各 小 說家其 信す る 所の 一 定 

の 主 翁卽ち 道德上 の 標準 を定 めて 着 乎せられ よ。 曰く 各 小 說を 起草す るに 當り 其 全篇に 貰 流す る 概念 即 

ち 意匠 を 豫め抱 持せられ よ。 吾人 此三雜 誌 を 一 讀す るに 槪ね 一 定の 主義 豫定の 意匠な きが 如し。 E だれ 吾 

人が 容易に 此三雜 誌に 對 して 賞 辭を呈 する 能 はざる 所以な り。 

と 結んで ゐる。 これ は 正しい 指摘と いふべき である。  • 

この 習作 期の 同人で 誰が 最も 頭角 を 表して ゐ たか、 後れて 入った 水 蔭 は その m わ ひ 出に 次の 如く 記して ゐる。 

来 だ 紅葉 山人が 偉い のか、 思案 外史の 方が 禿れ てね るの か、 サッ パリ 見當 がっかなかった。 共 仲 の 
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中で は、 如何しても山田美妙齋が^^目されてゐた。 それに 巖谷漣 山人が 認められて ゐた。 

「美妙より 漣の 方が 巧い ね。 前者 はキ ザな 處が あるが 後者に は 輕妙洒 脫な點 があって、 淸新 だよ" L 

身び ゐ きで なく  * 實際 その 頃 評されて ゐた。 (註 5 

かかる 一 様な 水準から、 事實 最初に 進出した の は 美妙で ある。 

01 丸 岡 九 華の 晚年 につ いて 田 中 杏村 氏が 「丸^ 九 華氏の ことな ど」 (昭和 二 年 十 1 月 二十 八 nt 發行 第！ 1: 年 一 號 愛書 趣 

味 所載) に 「明治 四十 年頃 前 E 曙 山 氏の 園藝文 の別卷 「花 間 笑 語」 を 出した だけで 外に 新聞 ゃ雜 誌に 花 奔に關 す 

る隨， なぞ 寄せて &た。 明治の 末期 高 田 商 會を退 いてから 何とた く 寂しかった。 倒れ か ゝ つた 向岛茱 塽に關 係した 

が 遂に 支へ きれなくて 解散し、 番 町に is- 京 11 藝商 Z ほ： を 起した が 思 はしからず、 其 後 英^ サ ン 火災 會 社の 代 现 is を經 

瞀 した。」 と 記して ゐる。 

a 2 香 夢 樓綠は 本名 松 野德之 助と いひ、 叨治 二十 二 年 十二月 十六 日 鄕里弘 前で 二十 五の 若さで 死んで ゐる。 柳 m 泉 氏 

「香 夢樓綠 のこと」 (昭和 二 年 七月 十五 日發行 第二 年 第五 號 愛書 趣味 所載〕 に、 彼の 七々 日の 追悼 文集 「手む け 草」 の 

解說 から、 故人の 一部 を 知る ことが 出來 る。 文集に は 硯友社 1； 人の 迫 悼の 詞文も 揚げられて ゐ ると いふ。 「江戶 むら 

さき」 にも 第 1 號と 第三 號に 左の ニ简が 載って 彼の 死が うかが はれる。 

〇 悼 松野綠  笠  靑 

& 5 殘ゃ彼 旅に 病みたり ける を 更に 知らず、 古 園に 仆れ たリ ける も 亦 知らず。 文 K 古 引出して a 墨の 殘翰を 得た リけ 

れ ば. 之に 對 して 一佳の 香 を 焚き * 一同の 志を欧 ふ。 

知、 りぬ 間に 松ば 折たり 夜の 雪 


〇 iSi 松野綠  眉  山 

6 河の 月 を 抱き 青 森の 雪 を 荷いて 花の 都人に よき 土産 せんとい ひ 放ちて 出け る は 葉月の 初な りけ るが 其 人 は故囿 

の 土に 埋もれ 此人は 京華 の ゆ： に 泣いて 空しき 音信 を 軒端 の 風に 恨め ども 巾斐 なし や 

其 ^ の淚 にさむ る 霜夜 かな 

註 ：0 江 見 水 著 「0 己 中心 明ュ 3 文 境史」 五 一:n。 辔 名の 如く 彼 を 中心とす るが、 彼の .％邊 に 近い 硯友社 作家が 多く 描か 

れてゐ る。 

三 美妙の 進出 

美妙が 一 躍 文壇の 籠-おとなり、 硯友 社の 同輩 はおろ か、 當 時の 他の 作家 等も壓 したの は、 明治 一 一十 一 年 八 

月 出版の 『夏木立』 ー卷 によって であった。 收 めら れた 「武藏 野」 「籠の 俘囚」 「花の 茨、 茨の 花」 「柿 山伏」 「魔 金剛 

石」 「仇と 恩」 の 六篇の 浪漫的な 內容と 新奇な 表現 は、 新鮮な 果物の 様な 快 さ を 若い 讀 者に 與 へたで あらう。 

樗牛も ー卷を 評し C 

是の書 載す ると ころ、 意匠 嶄新 にして 文 學亦瑰 奇富麗 を 極む。 其の 景物 を 叙す る や、 盛に 聯念、 iii 繳 

の 巧を盡 して 之 を 修飾し、 切りに 直瑜、 隱喩、 若しくは 間々 活喩等 を 使用して 讀 者の 奇を好 むの 心を樂 

ましむ。 若し 夫れ 其 想に 至りて は、 遂に 『浮 雲』 の渾然 自然に 近き に 及ばざる こと 甚だ 速し。 然れ ども 

美妙の 名是れ より 人の 知る 所と なれり。 (註 1) 
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と 一 w つて ゐ るが， これに 買 ふべき は、 その 表現で あらう。 

今 口、 ほとんど すべての 小說の 表現形式 を獨 占し、 我等に 何等の 奇異な 感じ を 起させ もしない 一一； 一：： 文 一致 體 

の發生 は、 かれ 美妙に 負 ふ 所 多く、 彼と 切り はなして は考へ られ ない 問題で ある。 勿論 それ は 彼 一 人の 獨创 

であつ て 彼 11 或は その 前後に つ. いて 說の ある 『浮 雲』 の 著者， I の 筒 人の 力に のみに よって、 今日の ま H 遍 

化 を 見た とい ふので はない。 彼等に 先行す る氣 運、 彼等の 試み を 織 承し， 更に 完成した 後の 人々 の 力 を 併せ 

ての 共同 事業な ので ある。 岩 城 準 太 郞氏は 『明治 大 疋の國 文舉』 中の 「口語 體文章 の發 達」 において^に は霄文 

一 致の 源流と して、 三 遊亭圓 朝の 講演の 速記 を 指摘す る 評論家が ある。 けれども 美妙 齋ゃ長 谷川 1 一葉 亭の言 

文 一致 は、 圓 朝の 『牡丹 燈籠』 と はまる で緣の 無い 藝術的 作品で ある。 口語 體文 は、 藝術 としての 文 體の名 

であって、 口語の 筆記で ない。 演說ゃ 落語 を筚 記した ものなら、 昔から 少く ない。 鳩 翁 松 翁の 道話 も あれば、 

平 田 篤 撒の 講本も ある。 圓 朝の 『牡丹 燈籠』 を 待つ まで もない ので あると いはれ るが、 すでに 明治 十七^の 

「かなの くわい」 の 設立 や、 十八 年の 「ロォ マ 字會」 の 設立 等で、 社會の 文章 や 一一 rr 葉へ 對 する 關 心が 兑 られ、 

大槻 文彥の 『假名の 會の 問答』 (十五 年) 物 集 高見の 『言 文 一 致.，！ (十九 年) 矢 田 部 良吉の 『羅馬 宇早學 び」 

(十八 年) 田 中 館 愛橘の •『 羅馬宇 意見』 (十八 年) 等の 著書 も 現れ、 また 新聞 雜 誌の 簡單な 論文、 記 ie^ 文 を 一 一 一一：： 文 

一 致で 試みる ものな どもあった。 

评內 沮遙の 『小說 祌髓』 は 色々 な點で 小說の 本質に ついて、 又 方法に ついて、 その後の 小說の 指導 的 役割 

を 務めた が 、同書の 中に 表現に ついての 關 心から 下卷 に文體 論を祸 げてゐ る。 「文 は 思想の 機械な り、 また^ 飾 


なり。 小說を 編む に は 最も 等閑に すべから ざる ものな り。 脚色 いかほどに 巧妙な りと も、 文 をさなければ 情 

通ぜ す- 文字 如意なら ねば 摸寫も 如意に ものし がた し。 支那お よび 西洋の 諸國 にて は 言 文お ほむね 一 途なる 

から、 殊更に 文體を 選むべき 要な しと 雖も 我國 にて は 之に 異なり。 文體 にさ ま， <.\ -の 差異 ありて、 各々 一失 

一得 あり、 利 不利 その 用 ひどころ によりて 異なる 由 あり。 是小說 に 文體を 選まざる ベから ざる 所以な り。」 と 

いって、 傳統 的に 用 ひられた、 雅文、 俗文、 雅俗 折衷 文の 三つの 文體 を擧げ その 得失 を 擧げて 各く を說 明し 

てゐ る。  - 

卽ち、 雅文 體を いふの は 倭 文で、 1^ 柔で 閑雅な 性^で あるから、 婉曲、 常麗な 文. 単に は 適 常して ゐ るが、 

活澄豪 宕の氣 がない とい ふの だ。 從 つて 表現すべき 對象 によって 適不適が あり、 俗文 體は 通俗の 言語 を その 

まま 文章と なした もので、 從 つて 文意 平 2^ であるが、 氣？ m が 粗野で 雄 俗になる 惧れが あり、 冗長に 失する こ 

とが あり、 會話は それでい いが、 地の文に は 不適 當な 場合が あると いふ。 

雅俗 折衷 文體に は、 大別して 稗史 體と艸 冊子 體が ある。 前者 は ほぼ 雅言の 率が 俗言より 多く、 後者 は その 

逆であって、 前者 は n マンス を 表現す るに 適し、 後者 は ノベル を 表現す るに 適する やうに E 心へ ると 大體說 い 

てゐる やうで、 彼の 小說の 文體は 雅俗 折衷 文體に 目標 をお いて、 刖に言 文 一 致と いふ 蔡は、 それまでに 思 ひ 

ついて ゐ ない。 

二葉 亭 M 迷が、 『浮 雲』 を 書く 際、 坪內逍 逸が、 圓 朝の 講談 通り 書いて たらと いふ 注意から、 暗示 を 得て 

書いた こと を 『余の 言文一致. E 來』 に 記して あるが、 その 時 未だ 沮遙 は、 明確た 自信の 上に 立って、 (小した 


のでな く 一  つの 試みと して 漠然 言った のが、 二葉 亭の 實驗 によって 成功した 事が 知られる。 

內田魯 庵 もい ふ 如く、 速記術の 進歩と 印刷術の 進歩が、 圓朝 等の 筆記 を 出版した is^ も、 時代の 文章に 關心 

する 人々 に必 すかう した ヒ ン トを與 へた 事 は 想像 出來 る。 

それ故に、 岩 城 氏の fB はれる やうに 圓 朝の 筆記が、 言文一致の 源流で はない にせよ、 逍遙が 二葉 亭に 忠吿 

した 事から 見ても いくらか さう した 氣運 を、 醸成す る ものが あったら うと 思へ る。 言 文 一 致の 發達は 寫實主 

義小 說の發 達と 伴 ふ もので、 描寫に 完全 さ を 求む る爲に はどうしても， 細密な 部分まで 遺憾な く 表現す る 文 

體を とり 入れ 用 ひねば ならな い 。 

德 田秋聲 氏が 言文一致 運動 を、 小說 の描寫 とい ふ點 から 見て、 それまでの 小 說が單 に 形骸 的な 才筆と か 能 

文と かいふ 點を 見せて ゐ たのに 對し、 言 文 一 致 以後の 小 說は描 寫と言 ふ 立場に 立って ゐ るので、 決して 文章 

を 平易に しょうな どと いふので なく、 寧ろ 反對に 難解で もい いから 氣 分の 微妙 を寫 し、 再現の 目的 を 達しよ 

うと 說 明した 事 は當を 得て ゐる。 (註 2) 

樗牛 はまた 『文藝 評論』 の 「明治の 小說」 に 

古来の 文體は 粗笨に 非 ざれば 緩漫、 未だ 繁紅 九囘の 情理 を曲盡 し、 寸錯 分錄の 精緻 を 描破して、 其の 

眞に 迫り 實を盡 す こと 難し。 して 然 らば、 吾等 は 如何に かして 他の 新しき、 かかる 目的に 適 癒して 遣 

憾 なき 文體を 求めざる ベから す。 一-一一 一：： 文 一 致 體は卽 ち是の 目的に 對 する 一 の 試驗に 外なら ざり しなり。 是 

の 文 體は年 を 追 ふて 圓 熟に 赴き、 今日な ほ 小說の 一 文體 として 生存し、 國 文の 範圍爲 に 一 II？ の 廣袤を 加 
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と 「 一 の 試驗」 で 「 一 文體 として 生存」 する 如く 見て ゐ るが、 リア リズ ム がすべ て の文擧 作品の 基調 をな 

すべき ものと 信じられる 立場から、 その 爲には その 時代の 社會の 言語と 小說 作品の 文體と は、 一 致と 行かぬ 

まで も 一 つの 近似 を 保って ゆく ものと 思 ふ。 その 事 は 一面 文擧と 社會の 接近、 ； M 會 S 內部 への 浸潤と 見なさ 

れる。 小說の 表現が、 かく 接近して ゐな いとい ふ 事 は、 作家の 特^な 意圇 による 物の 外 社 會と小 說文舉 が 遊 

離して ゐる ためで、 文 學の價 値が 社會に 認められす、 社會の 全てが 小說文 舉を受 人れ るまで 發 達して ゐ ない 

とか、 小 說文舉 が あまりに 藝 術の 爲の藝 術に りすぎ たと か、 とにかく 小 說文學 の齊遍 化が 行 はれて ゐ ない 

時 起る ものと 思 ふ。 

さて 問題 を もとに 戾 して、 明治の 十 年代の 暮は、 すでに 歐洲 文化 を吸牧 した 日本の 社會 も、 文化 程度 を 上 

昇 させて、 時代に 適する 文擧、 社會 的な 新 文 擧を耍 求し、 そのための 新形式の 試み は、 時代に 敏感な 人々 の 

試むべき 事で、 二葉 亭ゃ 美妙が かかる 方面の 輝け る先驅 者で あり、 つづいての 硯友 社の 人々 がその 同伴者で 

あり、 より 完成へ と 志した 人々 であった ので ある。 それ故に、 言文一致の 創 成 者が 二葉 亭 であった か、 美妙 

であった か 爭ふ事 は 大した 問題で ないで あらう が 一 應 調べて みょう。 

內田魯 庵 は r きの ふけ ふ』 の 中で 、『浮 雲』 の 第一 篇の 出た のが 二十 年 七月で 美妙の 『夏木立』 は 二十 一年 

八月で， その 中の 「武藏 野」 より 尙 以前に 『浮 雲』 が 早く 出た と、 時期の 問題で 二葉 亭を あげて ゐ るが、 しか 

し 美妙 は それより 以前 十九 年 十 一 月に 部分的に 一一 E 文 一 致の 傾向 ある 「嘲 戒小說 夭 狐」 を發 表して ゐる。 その 


點 から 言 ふと 美妙が 先驅 する ので あるが、 魯庵は 又 文脈から 云って、 美妙 は 韻文 家で 乂 戯文の 才が あり 花や 

かに コ ッ テリと >  故と らしい 厭味の ある 從來の 文章の 臭味が 拔 けられなかった けれども >  二葉 亭は馬 琴、 近 

松を讀 んでゐ たが、 大 體漢擧 育ちで、 文舉的 嗜好 も 亦 漢文で あり、 その上 何事 も 極端に 走る 性格で あつたの 

で、 根本的に 歐文 的であった とい ふ點 から も、 一 一葉 亭 により 先 驅的な 名 譽を與 へ てゐ る。 

しかし 丸 岡 九 華 は 『初 蛙』 の 中で. 石橋 田れ 案が 美妙の 晩年の 病床 を訪 ふた 際の 言葉と して、 一一 一一 1: 文 一致の 談 

をした について 

子は此 創作 は 自分で はない。 世間で は 自分で あると 言 ふが 實は當 時 一 一葉 亭四迷 氏から^ 承した もので 

あると 言った と 其 後 思案 子が 自分に 話された。 當時ー 一葉 亭は どんな 文章 を 書いて- それが 所謂 言 文 一 致 

の 創作 體を爲 した かそれ は繼 承した とい ふ 山 田 自身で なければ 何人も 今 は 知らぬ。 

と 言文一致の 創始 を 美妙 自ら 否認した 事 を 記して、 この 蓽は博 文 館 鍵 行 『美妙 叢書』 の卷 頭に も 「美妙 君 

自身で は、 ーー目 文 一致の 創始者 は 二 is^ 四 迷 君で、 予 ではない。 どうか 機會が あったら、 此の世 間の 誤 謹 を；. 

して 置いて くれと、 其 晩年 親しく 僕に 吿げ たが、」 と 思案 も 記して ゐる。 

一 「初 蛙』 では 「嘲 戒小說 天 狐」 について 語った 察に なって ゐ るから、 さう すると 『浮 雲』 發表 以前の ニ紫亭 

から、 何等かの ヒント を 得た 事と なる。 魯 庵の 『きの ふけ ふ J 中の 「二 薬亭四 迷の 一生」 中に 美妙と 二葉 亭 

は 親た ちが 役所で 同僚で 竹馬の友だった が、 中頃 交際が 絶えた ので  一 w 文 一 致 問題に ついて、 相談 をした ので 

ない とい ふ襄を 記して あるが、 「繼 承」 の 意味 を、 かく 直接 談話 や 草稿に よろ 啓示と 兑す 『浮 8 による 暗示 


で、 前記 「嘲 戒小說 天 狐」 は 美妙が 苦心して 言文一致 を 創ら うとして ゐ たの を、 初めて 「花の 茨 茨の 花」 に 於 

いて、 その 二 作の 間に 二葉 亭の 『浮 雲』 が 出現した 1611^ により、 はっきり 方向 を敎 へられた 事が あつたの を、 

思案が 聞き そこなった か、 或は 別に 魯 庵の 知らない 面會の 期が あつたか とせねば ならぬ。 

とまれ、 美妙 本人が、 最初の 人と して 二葉 亭四迷 を 推すならば、 それが 最も 確實な 事で あらう。 そこで 結 

局 は 同じ 事 だが 魯 庵の 時期に よる 說を 修正し、 一 一葉 亭を言 文 一 致に 於け る 最初の 人と 推さねば ならない ので 

あらう。 

然した とへ 二葉 亭 からの 暗示に よって 「花の 茨 茨の 花」 を 書いた にせよ、 その 以前から 如何に、 美妙 は そ 

の 事に 苦心して ゐ たか、 丸 岡 九 華 は 次の 如く 記して ゐる。 

當時 (註 明治 十九 华頃) 自分が 駿河臺 の 子 を 訪問した 時、 月 も 日 もい つで あつたか 忘れた が、 子は頻 

に外國 文の 例 を 引いて、 日本で も 「言」 と 「文語」 との 調和の 出来ない 害がない。 何とか 工夫したら 出 

來 さうな もの だ。 日本の 文で は會 話に あらざる 限り 一 句の 語尾 を 「であった」 「口 は 沈んだ 月が 出た」 

「日 は 雲 を-:: 山 かかって 居る、 月 は 今 海に 沈みつつ ある」 などと 動詞の 過去、 現在 、未来の テンス を 現 はす 

時に、 ぶっきらぼうに 言 切って それ を 文章と して 讀む時 は、 いかにも ぞんざいに 聞え るの が 因る。 され 

ばと 言って 「nl は 出て 来ました」 「月 は 今 沈み かけて 居ります」 と 言 ふと、 ぞんざいに は 聞えない が、： 

だら しがな く 長くなる。 「でした」 「で ございました」 を 止めて * 何とか 文章の 語尾に 品位 も あり、 語勢 

も 緩ます、 莊 重嚴肅 優美 輕快 どんな 場合に も適當 する やうな 書 方 は あるまい かそれ を 今考 へ て cjj ますと 
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話した ので、 自分 はかね て新體 詩の 方で 「言」 と 「文語」 と を 調和 させて 見やう とい ふ考を 持って 居た 

時で あるから、 子が 此 議論に 非常に 與味を もって、 それ は 子の 言 ふ 通り 外國で 「言」 「文」 差別な く 詩に 

も 文章に もな つて 居る ので あるから、 日本で も 出来ない 答 はない。 それ は 是非 研究して ごらんなさいと 

勤めた」 

これによ つて 美妙が その 頃獨自 苦心して ゐた樣 がよく 分る。 かくて は 一 一葉 亭 と共に 先 驅 者の 名 は 輝く であ 

らラ。 

誠に 石橋 思案の 『美妙 叢書』 に 記す やうに 「斯 くまでに 言文一致 を 我が 文壇に 普及せ しめ、 現今で は 文章 

とい ふ 文章 は、 殆ど fpE 文 一致に 限る といって 可い 程に したの は、 其の 初め 美妙 君の 手に 依って 移植され た萌 

芽が、 今や、 累々 たる 果實を 結んだ ので、 言文一致が 我が 文壇に 貢献した 効 架が あると すれば、 我我 は 突 妙 

君の 功勞を 忘れる 譯には 行くまい。 其の 菜實の 愈々 大 いなる を 見て、 益々 其 培養 者の 勞苦 を^ぶ ので ある。 

憶 ふ、 美妙 君が 世間 嘲罵の 矢 表に 立って、 言 文 一 致の の 旌施を 高く 揭 げられ た當 時の 武者 振の 勇まし さは、 

今でも まざく と 目に 睹 える やう だ。 世の 霄文 一 致の 文章 を讀 み、 言 文 一 致の 文章 を 作る もの は、 美妙 Ilf; の 

先見と 文 勳とを 思 はねば なるまい。 此の 一 事 だけ は、 美妙 君に 就いて 何事 を 語らす とする も必す 記して 後代 

に傳 ふべき ものと 信す」 と 言った 事 は 共に 認めなければ ならぬ 事實 なの だ。 

一方 覇氣に 燃えた 美妙 は新體 詩の 方面に も、 その 才を發 揮して ゐた。 明治 十九 年 八月 紅 言； r 九 華と 合著し 

た 『新體 詩選』 第一 版に 載せた 自序が 雄 辯に それの 意氣を 示す、 「 ！ 五六 年 來我國 に 現れた る 物の 內 にて、 


か の 和 か 鞠 歌 か 、 さらす ば M 洋文擧 の 直譯 に 非す やと， 訝 る 迄に 氣韵無 く 、 而も 文法 謬り たる 新 體 詩よ り 優 

れる 事、 5 一 d 一  等の 比な らん や」 とい ふその 頼む 所强き 自信 、「俗曲 改良の 美事 もやう やく 初 まるべき 折からな 

るに、 此顷は 世に 新 體 詩の 勢力 も 稍 熾なる ものから、 かの ダリ ノスの ペリ クルス 頻に 歌曲 を獎勵 して、 もて 

國 民に 美術の 識を 得さし めし 共 如き 結 5^ を 得べき 方法の 一 端す こしく 現れた る嘉瑞 なりと 思 ふうれ しさに、 

翠 くまた 鞠 めきた る …… 和譜 めきた る …… 直譯 めきた る 物 ども 全く 跡 を 絶え 廣美 M 佳の 新體 詩の あら はれ 

なん を 願 ふの あまり」 との 抱負。 そこに fpc 文 一致への 摸索と 同様の 情熱 を 示して ゐる。 作品 は 「隅 E 川 花 兑」 

卽ち 

來て 見れば 武藏 の國の 江戸から は 

北と 東の 隅 田 川 歌仙 樓 の埋れ にし  ， 

其 さへ あるに 大比 叙の 高峰に- ける 兒樱 

花盗人に 盜 まれて 憂し や 一 一八の 春 かとよ 

彼岸 樱に 行きたり しそれ を 思 へ ば玆 もまた 

そぞろ 昔の事 ども を 忍ぶ 岡と いふべ けれ 

に 初って それより 起る 感傷 を 述べた もので、 當時 十五 歳であった とい ふ 彼の 才能の E 十發 が：： られ る。 それ 

に行燈 にたと へて 世相 や 諷刺した 「行^」、 今 で も兒意 が 歌 つ て ゐる 有名な 「戰景 大和魂」 烈火 の 屮寶錢 から 御 

朱印 をと り 出す 武士の 蔡蹟を よんだ 叙 isss 「大川 友右衞 門」 を發 表して ゐる。 彼 は 九 華に よれば、 お 詩作 をつ 


づけ 第二、 第三の 集 を 出したい 希望が あったら しく 思へ る けれど、 言 文 f 致への 熱中から、 自然 詩作 方面 を 

離れて 行った の e ある。 

かくて 前に 述べた 『夏木立』 による 美妙の 躍進 はやう やく 他の 同人より 離れて ゆく 傾向 を 示した。 『我樂 

多 文庫』 第五 號 における 「情 詩人」 の 休載の 反面に 美妙 は、 より 專 心すべき 方向へ 進んで ゐた。 『以良 郤女』 

に 『都の 花』 に 彼 は 嬌兒の 如き 精進 を 示した。 

『我樂 多 文庫』 休載に ついて 卽 ち公賣 本の 五號 (一 一十 一 年 八月 十日 發行) に は • 「劇 性の リウ マチスに かか 

り 執筆 致し かね」 と あり、 六號 (八月 二十 五日) に は 「病 氣の處 愛讀の 貴婦人 令嬢より 本社へ 宛繽々 御見舞 

被 下 候 段 本人に 申 聞候處 朝鮮人 參を 戴き 候 程 喜 入り 青ざめた る顏 にて -1 ット笑 ひ 候 其凄サ …… 併し 同人 事 

も 逐日 快方に 趣き 候 得ば 不日 全快 之 上 精々 勉强 仕り 紙面に て 御 報恩 可. &と 呻りながら 申： 115 候」 と あり、 七號 

(.f^ 月 十日) に は 「美妙 齋 儀病氣 快方に 赴き 候 まま 次號 より 執筆. F 仕と 申 居候」 と あり、 九號 (九月 二十 五日) 

にも 「美妙 齋 儀本號 より 執筆 可 仕 前 號に御 披露 申 上 置候處 時候の 不順に ゃ病氣 未だ 全 愉不仕 此度迄 は 御不沙 

汰仕 候——ぢ やに 依て 次 號には 筆に 換を 掛けて …… 武士に 一 一言 は厶ら ぬ… 武士？—. ト 自身に いきみ 居候…」 

と 毎 號申譯 の 廣吿を 掲げて ゐ るが、 遂に 九號 以後に は その 廣吿 を揭 げす、 かくて 遂に 硯友 社より 第 十二 號以 

後 社 幹の 名 は 削られて ゐる。 

この 當時 について、 紅葉の 追憶 を 三十 四 年 一 月の 『新 小說』 より 引きたい。 

所が 十三 號の 發刊に 臨んで、 硯友 社の 爲に 永く 忘るべからざる 一 大變 jer が 起った、 其 は 社の 元老た る 山 


田 美妙が 脫 走した のです、 いや、 石橋と 私との 此 時の 憤慨と； K ふ 者 は 非常であった。 何故に 山 田が 鼎 足 一 

の盟を 背いた かと 云 ふに、 之より 先山 田 は 金 港 堂から 夏木立と 題す る 一 肶を 出版し ました、 是が 大喝 釆- 

で歡迎 された のです、 此頃軟 文 學の好 著と 云 ふ 者 は 世 問に 地 を拂っ て 無かった、 (書生 氣 質の 有った 外に) 一 

其 處へ山 田の 淸 新なる 作物が 金 港 堂の 高尙な 製本で 出た の だから * 讀書社 會が震 ひ 付いたら うと 云 ふ も 

のです、 因で、 金 港 堂が 始て 此の 年少 詞 人の 俊才 を識 つて、 重く 用ゐ やうと 云 ふ 志 を 起した ものと 考へ ： 

られ る、 此時金 港 堂の 編輯 は 中根淑 氏が 居た ので、 則ち 此 人が 山 ffl の詞 才を識 つたので す、 其と 與に 一 一 

方 に は 小 說雜誌 の氣 運が 日增に 熱して 來 たので、 此際 何か發 行し やうと 云 ふ 金 港 堂 の 計畫が 有った ので 一 

すから、 早速 山 田へ 密使が 向った ものと a える。 

此方 は 暢氣な もの だから 那樣 事と は些も 知らない、 山 田 も亦氣 振に も 見せなかった、 けれども 前に も 言 j 

ふ 如く、 中 坂へ 社 を 設けてから は、 山 W は 全く 社務に 與 らん 姿であった から、 社の 方で も 山 W の 平生の 

消息 を審 にせん と 云 ふ 具合で、 此の 隙が < お 港 堂の 計 を 用る 所で、 山 E も 亦硯友 社と 棘であった 爲に金 港 

堂へ 心が 動いた のです、 當時 は實に 憤慨した けれど、 考 へて 見れば 無理の 無い 所で、 而 して 此 間の は 

硯友 社の ヒストリ ィ から 云 ふと 大いに 味 ふ 可き 一 節です よ。 

其 內に金 港 堂に 云々 の 計畫が 有る と 云 ふ 事が 耳に 入った、 其 前から 達筆の 山 田が 思 ふやう に 原稿 を 寄來！ 

さんと 云ふ怪 むべき lilMW が 有った ので、 這は捨 置き 難しと 石！ S と 私と で 山 田に 逢に 行きました、 すると 金 一 

港 堂 一件の 話が あって、 硯友 社との 關係を si ちたい やうな 口吻、 其 は {且 いけれ ど. 文 靡に 連載して ある 一 


小說 の續稿 だけ は 送って もら ひたいと 賴ん だ、 承諾した、 然るに 一向 寄來 さん、 石橋が 逢 ひに 行っても 

逢 はん、 私から 手紙 を 出しても 返事が 無い、 もう 是 迄と 云 ふので、 私が 筆 を 取って 猛烈な 絶， 交狀を 送つ 

て、 山 田と 硯友 社との 緣は 都の 花の 發 行と 與に 斷れて 了った のです、 ^目して 待って 居る と、 都の 花な 

る 者が 出た、 本 も 立派 なれば、 手 揃で もあった、 而 して 卷 頭が 山 田の 文章、 憎むべき 敵ながら も 天晴書 

きをった、 彼の 文 軍 は 確に 二三 段 進んだ と 見た、 さあ 到る 處 都の 花の 評！^ で、 然も 全盛 を 極めたり し 我 

樂多 文廊も 俄に 月夜の 提灯と 成った。 

ここに われわれ は硯 友社對 美妙の 交渉の 凡その 輪廓が 見出され ると 思 ふ。 

脫退 以後の 美妙に ついては、 本論と 離れる 故、 論す る 限りで ない が、 その 門出の 花々 しさに 似す • 忽ち 流 

星の 如く 消えて 行った。 その 原因 を 內田魯 庵 は、 『きの ふけ ふ』 の 中に 次の 如く 六條に まとめて 擧 げてゐ る。 

一 あまりに 早く 認められ 事 

二 表現の マンネリズムの 飽かれ た 事  . 

三 創作と 評論 を 俊ね た 事 

四 諸方 面に 手 を 出 すぎた 事 

五 孤立 的であった 事  . 

六 戀愛的 過失 

九 華に よれば、 彼は嚴 格な 家庭の 祖母と 母と に、 小鳥の 如き 愛撫の 中に 養 はれ、 家庭の 殼 にと ぢこ もり、 作 


家と しての 最も 必要な 修業で ある 現 實社會 へ とびこみ、 それに 觸れる 事が なく、 概念に よっての 創作 態度が * 

創作の 泉 を 涸れし めた 事 も 記して ある。 彼の 作品の 浪漫的な 上昇 もこの 事 を 示す が、 孤立 的な 態度 も 一 面 彼 

の 地位 を 失 はしめ た 事が、 集圑 として 視友社 を 論 やる 立場から 見れば 知られる が、 これ は 彼の 爲に惜 むべき 

であった。 眞に 天才 的な 偉大な 作家 は 問題と せぬ。 彼等 視友社 作家 群の 場合、 彼等と 共に 美妙 も 歩いて ゐた 

ら、 後年の 彼の 悲慘を 見なかった であらう。 彼よりも、 作家と しての 素 I 只 をば 少く 持った 人が、 说友 社：！ 人 

として、 集團の 中に 共に あった 爲に、 永く その 地位 を 失はなかった 事 を 氣附く 時、 自ら その 選んだ 道と いへ、 

美妙 は 不幸な 道へ 歩み 入った 事と せねば ならぬ。 この ある グル ー ブに 入り、 その 爲 然 刺激 を 受け 努力す る 

とい ふ泰は 鷹々 見る 例で、 たと へば 『白樺』 の 優れた 作家 志 賀直哉 さへ も、 後年と も すれば 怠惰な らんと し 

た 彼 を、 武者 小路 實 篤の 激勵 により、 奮起した 事 を 自ら 認めて ゐ るので ある。 

紅葉と 美妙と、 その後 何 かの 交涉 のあった *J は、 紅葉の 『十 千 萬 堂 日錄』 巾に 所々、 美妙の 名が 表れる と 

ころで もうかが はれる。 卽ち 三十 四 年 二月 二十日の 條に 

やや 雪 催。 午前 十 一 時 美妙 子 来訪の 爲に 起さる。 自園 飼養の 相 鴨 一 羽 持參。 明 進 軒に 請 じて 會 食後 五 時 

近く 迄 懷舊談 と 未来の 望 等 を 語る。 同 子の 强記可 驚。 往事 を 語り 出で て、 予の 詩な ど 暗記す。 又 竹 越 三 

叉の 仲裁して 五 千圓只 取に せし 魂瞻 阿部 ジン トウの 突 丈夫に して、 國 ISf 探偵の 大功 を 奏し 黄海 海 戰に與 

りて 有力たり し を、 人の 爲に 毒殺 せられし 察な ど 聞く。 頗る 拔 藩に 耐 へざる 者 あり。 歡を 罄す甚 し。 

と ある。 恐らく 紅 紫の 病 を 聞いて 見舞の 鴨を携 へて、 曾っての よき 敵、 よき 友 を 訪問した ので あらう。 文 
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壇に 占める 地位の 對象を 離れ、 出發 の 日 の 夢 を 省み て 耽った 二人の 感慨 を、 はっきり 想像で きる ではない か。 

紅葉 は 翌日、 美妙の 見舞の 品 を 料理して、 食べて 「寒の 內とは 味 劣れり」 と 彼らし い 批評 を 加へ てゐ る。 

三月 十三 日に 「美妙 子より 浮世 延期の 狀來 る」 と ある。 それから 季節 は 秋に 入って、 十月 八日、 今度 は 美 

妙が 病んだら しく、 「山 ffl 美妙 子へ 問 病の 手紙 を發 す」 と ある。 時間 は 青春の 曰を懷 しみ、 すでに かっての 憎 

しみの 感情 は 消え 握手した 一 一人の 姿 を 見る。 しかし 時 旣に遲 きに 過ぎた ので ある。 

美妙の 晩年に つき 九 華 は、 

明治 四十 二 の暮に 再度 思案 子 を 訪問し、 同 子に 原稿の 周旋な ど 賴んだ 事から、 き 分と も 再度 面會の 

機會を 得た。 此時 は實に 二十 餘年 振の 面會 で、 見 遠へ る 程瘦衰 へて、 髯 など 蓬々 とし、 全く 昔日 紅顏の 

美少年ではなかった。 其 零落の 姿 は 身に 泌 みて 氣の毒 であった。 

當時 思案 君が 周旋され た 共 作お 伽話の 原稿 は 頁數が 足りなかった ので、 幸に 自分が 起稿して あった 两藏 

お伽話の 舊稿 を贈與 し， 一 冊に 纏めて 出版した 事が ある。 此 お伽話の 一 冊 は、 恐らく 山 田 美妙と して 最 

後の 出版物であった らうと 思 ふ。 又 思へば、 山 田が 明治 十九 年に 最初の 出版物と して 新體 詩選 を 出した 

時 は此と 紅葉と 自分との 三人の 合作であった。 然して 氏が 最後の 出版物 も、 氏と 自分 二人の 合作で あつ 

た 事を考 へ れば 不思議な 因緣 とも 思 へ る。 

と 零落の 日の 美妙が、 寶れ ざる 原稿 を懷 にして、 かって は 驕慢に 見下した、 舊 友と 會ひ、 舊友等 も 溫ぃ心 

で 之を迎 へた 様 を 思 はせ る 事 を 描いて ゐる。 (註 3) 


然し それ 等 は 後の 赛で、 ただこ こに 硯友 社の 作家が、 結社 中に あるか 否 かの 結 が、 作品の 發表 作品への 

精進に、 どんなに 影響した かの 實例を まざまざと 見せる ので ある。 

前に 戾 つてと にかく 美妙 一 人の 進出、 その 脫退 は、 發芽 期の 社に とって 大打擊 であった に 違 ひない。 『我 樂 

多 文 靡』 の廢 刊に關 して 紅葉 は 三つの 原因 を あげ、 「一 は 印刷 费の 負債 二 は 編輯と 會 計との 事務が 煩雜に 成つ 

て 来て、 修學の 片手 業に 餘 るのと、 三 は 金 港 堂の 優勢に 壓れ たため」 と： 一一 一 1: つて ゐ るが、 この 三ば 美妙の 編輯 

する 『都の 花』 に壓 倒された 事 を 意味す る。 美妙 は 今 かへ つて 味方 を嚼む 白い 牙であった ので ある。 とり 淺 

美 一 された 紅葉 初め 他の 同人の 美妙への 憤激と 羨望が、 ますます 結束 を かため、 自ら も 進出の 野心に 燃えた の は 

妙 察する に餘 りが ある。 我等の 考察 はかくて 次期、 彼等が 如何に 進出し、 その 作品に 精進した か、 その 作品に 

ついて 考察し 世評 を考 へるべき である。 脫退 以後の 美妙に ついては、 その後の 硯友 社と して は 最早 關 係ない 

事 だから これ を 省略す る 事に する。  - 

出 

註 1 樗牛仝 集 第二 卷文藝 評論 「明治の 小說」 111 五一 頁。 

^ 註 2 德 E 秋驟 述文學 普及 會 講話 叢書 第一 編 「明治 小說 文章 變遷 a-」 四 二 頁。 

\ 註 3  .W 田 美妙の 生涯に ついて、 その 晚 年の 日記の 紹介 饉 田良_ 平氏の- r 类妙齊 日記に ついて」 (S- 波：！： 本文 gs- 講^ 附錄 

「文 學」 昭和 七 年 1 月 新 資料 紹介 特輯) 及び 同氏の 「美妙 齋 .人. 小說」 (「國 語と 阈文 i.」 昭和 六 年 六 *七. 八月 號 所載) 

1  に具體 的に 描かれて ゐる。 


第 四 章 硯友 社の 展開 その 二 

一進 出 期 (二十 三年 —— 二十 六 年) 

美妙 を 失った 硯友 社に 於て、 他の 同人 逹は尙 ほとんど 同一 列に あつたが、 作品、 編輯 IE! 務 等で 最も 努力し 

てゐ たの は 紅 紫で あり、 彼に とって、 同じ やうな 努力 を 緩け て ゐた突 妙 は 誠に 好敵手であった らう。 その美 

妙は鮮 かに 巢 立つ 鳥の やうに、 社から 飛 去った。 とり 殘 された 紅葉の 心 は 浦いた であらう。 

紅葉の 記錄 によれば >  毎號 すでに 三千 を 刷って ゐた 程， 社會 的に 勢力 を擴 大したと はいへ 『我樂 多 文晦』 

は 未だ 半ば 私的な 機關雜 誌と しての 存在で ある。 更に 普遍性 を 持つ 社會 的な 發表 機關 で、 積極的に 進出して、 

作家と しての 地位 を 占めねば ならない。 

かう した 時、 吉岡 書籍 店の 『新著 百 極』 の 計畫が * 紅葉 初め * 同人の 作品 發 表の 機關 となった 事 は、 彼等 

を 如何に 喜ばせた 事で あらう。 主として この 叢書が、 紅葉 を 初め、 他の 同人 達の 作家と しての 地位 を 確固と 

して 社會に 印象 させた ので ある。 

吉岡 書籍 店の 主人 は、 吉岡 哲太郞 とい ふ 理科 大學 の化學 を奪攻 した 现擧士 であって、 大學を 出てから 暫く 

出版業 を經營 して ゐた 間に、 この 叢書 も 刊行した の だ。 

彼 は The  student とい ふ 英語 雜誌 を發 行した とい ひ、 それが 又 日本人の 手に 成った 外國 語雜 誌の 最初で、 


當 時の 英語の 學生は 凡て 愛讀 したと いふが、 かう した 敎 養の ある 幾らか 進歩的な 出版 家であった らしい。 

『新著 百 種』 も 初め 單に 小說 ばかりでなく、 政治、 ェ藝、 美術 等の 色々 な 方面に 著 眼され、 又た とへ 小說の 

量 を 多く するとい つても、 现 友社審 門と は^らぬ 計畫 であったら しいが、 その 第一 號 として 出た、 紅 一 ^おの 新 

作 『一 ー人比丘尼^51擬悔』 が、 非常に 評判と なった ため、 何時か硯友社の機關的な^^在になったとぃふ。 

卽ち 公賫の 『我樂 多 文庫』 十六 號に、 それにつ いての 廣 吿が褐 げられ て あるが、 それによ つて、 その 意向 

がう かが はれる から 引用しょう。 

新著 百 種 は 歐洲に 行 はるる 「某氏 文庫」 の 制に 傚ひ雜 誌の 價を 以て 書籍 を 買得る の 良 方な り 

新著 百 稱 は 1  母 月 五日に 發刊す 

新著 百 種 は 定慎兪 十一 ー錢郵 稅三錢 にして 紙 數は百 頁 以上と す 

新著 百 種 は小說 政治 美術 ェ藝 諸般の 新著 を 廣く諸 大家に 乞 ひ 一 冊讀 切と なして 發刊す 

新著 百 種 は 方今 小説 雜 誌が 一 部に 數種を 揭げ加 ふるに 發 兌の 日を隔 つるが ゆへ 讀 をして 殘簡斷 編 を 見 

るの 遺憾 あらしむ る 通弊 を矯 li- する ものな り 

新著 百 種 は 京 祌田乘 物 町 三番 地吉岡 書籍 店の 發刊 なり 

新著 ぼ 種 は近來 無比の 製本 美裝 にして 發刊す 

新著 百 驢 は 三月 五日 を 期して 第 一 號を 發刊す 

とい ふので、 錢 後に 紅葉の 『二人 比 尼 ft 懺悔』 の 廣吿を 記して ゐる。  一 


かう した 雜 誌の 缺點を 補 ひ、 しかも 單行 本より 手輕に 入手で き- 書架に 飾る にも、 出来れば 一 揃 ひ を 並べ 

る讀 者の 心理 を ねらった やうな 方法 は 出版界 も 刺激した らしく， これと 前後して かかる 叢書 風の 出版 方法が 

流行して ゐる。 たと へば 次の 如き ものが ある。 

『文 舉 世界』 は、 春陽 堂から 發 行され 全部で 十一 一 撒 一 一十 四 年 三月 創刊で あり、 『小 說聚芳 十 種』 も 同じ 所 か 

ら發 行、 創刊 は 同年 二月で ある。 

これ 等に 比し 單行本 的で 體裁 もよ く、 價も 高い が、 同店から 二十 三年 ra 月より 發 行され た 『新作 十 二番』 

も 叢書 的 傾向 を 持つ。 

その後 『聚芳 十 種』 とか 『小 說百家 選』 とか 『明治 小說 文庫』 とか かう した 形式の 出版が 多く 出て ゐる。 

『新著 百 種』 は、 かかる ものに 先行した が、 その 計畫が 刺激 を與 へた こと は 想像で きる と H わ ふ。 

いまこの 中に 見出される、 同人の 著作 目 錄を擧 ぐれば 次の 様で ある。 

二人 比丘尼 色 懺悔 第一 號 紅葉  二十 二 年 一月 

一 紅 葉  二十 二 年 六月 

f 案  二十 二 年 六月 

小 波  二十 二 年 八月 

柳 浪  二士 一年 十月 

杠 葉  二士 二 年 三月  一 


風雅 娘) 

f 第三 號 

乙 女 心) 

妹 背 貝 第四號 

淺 菊 第六號 

巴 波 川. 新 桃花 扇號外 


墨染楔 

露 小袖 

妾 薄命 

山 吹 塚. 

離れ 鴛； 

ば ァ や! 


第九號 

第十號 

第 十一 號 

第 十三 號 

第 十七 號 


眉 山  二 ±1 一年 六月 

乙 羽  二十 三年 十月 

虚心 亭  二十 三年 十一月 

九 華  二十 四 年 二月 

一花 瘦  二十 四 年 八月 

一 小 波  二十 四 年 八月 

かう した 著書 を 次々 に 『新著 百 種』 の 中に 持った 硯友 社の！： 人 は、 旣に 以前に r 國民之 友』 の 批評に 依つ 

て 述べた やうに、 文 舉界に 於いて は、 認められて ゐた 事が 分る が、 ここに 當 時の 進歩的な 文擧者 『小說 祌髓』 

『書生 氣質 J で 名のあった IT 內 逍遙の 硯友社 一般へ 對 した 筒 人 評が、 『新著 百 種』 第一 號の 序と して 書かれて 

あって そこに 進出の 直前の 様が 見られる。 

近 ごろ 批評家な にがし 君 我樂多 文庫 を 評して 文壇の 梁山泊と 言 はれき、 げ にや、 及 時雨 は艰 して iSI か 

に は 今 はま だ 知りが たけれ ど智多 星の 智、 武 行者の 勇、 其 文章の 上に 炳焉 たり。 就中 (人の 己に 廣く知 

れる 美妙なる 美妙 君 を 除く として) 艷麗 にして 古雅なる 紅葉 君 は 龍 田 川の 昔 を^ば しめ、 縱 横にして 濉 

滯 なき 思案 外史 は眞に 思案 外の 神託 ありて 常に 其 筆 を 導く かと 思 ふ、 漣 山人の 輕 くして 精妙なる 諭 か 春 

漣の 如しと 霄 ざらん， 眉 山人の 得意の 調 格、 也 有 か 許 六 か、 紫 女 か淸女 か、 - おきが 如くして 澀 きに 流れ 

す、 艷 あるに 似て にかた よらす、 美人の 眉 か、 遠山 か、 山 か 眉 か 眉 か 山 か、 おぼろげな ろが なかく 
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なり。 扨 又 九 華 君の 筆の 跡、 花 は 紅葉に 似たり と は 僻目な り、 紅 紫と 花の 相 遠 あり、 紅葉 は ひそみ 花は膽 

太し、 七重に 八重に. 臾 出る 姿、 勇まし、 面白し、 心地よ し、 香 夢樓綠 J;^ ，の 筆、 おちついて 長闹 なり、 濃 

かき 香 夢の 心 持 は 斯う か、 此筆 にて 優なる 筋 を かかれん に は、 讀-ォ 新綠の 蔭に たつ て杜隨 をき くの 思 ひ 

すべし、 それに 麻溪 君の 詩才 * とりたてて は 言 はす も あらなん 「！ 美人」 を かいまみし 人 は 知るな り、 

梁山泊と いふ 評 はいつ はらす、 よくも かくは 揃 ひし もの かな、 此ぁ ひだ 鶯村 君の 寮に て 初めて 諸君に 見 

ゆる 事 を 得つ、 夫 ゆ ゑに 世 辭を言 ふに は あらね ど 眷て或 人の いひし と 異なり、 道樂に 小說を かかる る 人 

と は、 予は 露ば かり も 思 ふ 能 はす、 視友 社の 人々 は 滿身都 是小說 たり、 我 文舉の 未来に とりて 頓母 しき 

人々 のみ、 其賴 母し き 人々 を 爪牙と し 又 他の 諸 名家 を も 一 一陣 三 陣に備 へさせて、 此 たび 「新著 百 種」 を 

出す は 元来 何人 かと いふに 是 また 宠 利の 人に あら す 我 文事 に 忠實 なる 友人 鴛村吉 岡 君な り 、 斯文の 未來 

賴母 しからす や。 

これ は 序と して 書かれた ものであるから、 さう した ものに 有 勝ちな 修飾 的 筆致 も 幾らか 見出され、 兼ねて 

友人 吉岡 氏の 新しい 計畫 への 祝 ひの 氣 分からの 感情 も 知る 事が 出来る。 

然し、 概して 箇々 の 作品の 印象 短評 も妥當 性が 認められ. 沮遙も 现友社 作家に 關心を 持って ゐた 事が 知ら 

れる。 これに 就て、 丸 岡 九 華 は 「鬼 も 角も當 時の 北 斗と して、 世人が 瞻望仰 敬の 的と なって 居る 春の 屋先 生か 

ら此 褒詞を 辱く した 吾々 は、 自身 冷汗が 出る 程 恐縮 はした が、 又 一方に は 世間に 對し此 上 もない 難 有い 紹介 

で、 後進 を 誘導 獎勵 された 御 趣意 を かたじけなく 思 ひ奮勵 努力し なければ ならない 大 責任 を 感じた。」 と 『初 


^』 で、 感謝の 思 ひ 出 を 新に して ゐ るが、 是れ はやが て、 すべての 同人の 氣持 でで もあった であらう。 

逍遙が 序文 で 、 「道樂 に 小說を かかる る 人と は予は 露ば かり も m 心 ふ 能 はす、 现友 社の 人々 は滿 身都是 小 說な 

り、 我文舉 の未來 にと りて 頼 母し き 人々 のみ」 と書ぃた^*は、 文字通りに 逍遙の 信念で あつたと 兌る 以外に、 

逆說 的に、 彼等の 將 來へ對 する 自重、 精進への 希望が 含まって ゐた とも 見ら るべき ではなから うか。 それ 故 

にこ そ 同人の 中には 背に 冷汗 を 流し、 改めて 奮勵 努力の 決心 をつ けた 者 もあった と 思 はれる の だ。 

元来、 硯友社 同人 中、 右 橋 思案、 川上 眉 山、 丸 岡 九 華 は、 坪內 逍遙と 師弟 關係 にあった。 明治 十五、 六 年頃， 

三人が 本 鄕の進 文學舍 に通舉 して ゐた 頃、 當時 まだ 大擧 生であった 逍遙が、 英文の 授業 を やって、 マコ レ ー 

著の ヮ ー レ ン • ヘス チ ング傳 などの 講義 を 行った のであった。 

九 華 は それにつ いて 「三人が 此 師弟の 關係 ある を 先生 も 知って 居られる ので、 且は 先生に かぶれて 其薰染 

から 小 說に筆 を 執り、 文 擧の道 を迎る やうに なった 事 をし ほらし く 思って、 特に 此 好意 を 示された とも 考 

期 \ へられる。」 と 坪內 逍遙との 關係を 明記して ゐる。 

『我樂 多 文庫』 の 成立 等に ついては、 勿論 ほぼ 相 前後して 出た、 评內 逍遙の 『小說 神髓』 『書生 氣質』 と は 

\ 何等の 相 闘した もの はない が、 同人の 中には、 かう した 明治 文擧 の先驅 者の 血脈が、 細い 絲を以 つてつな が 

れてゐ るの が 認められる。 

^  \ かくて、 かかる 有力な 紹介 を 以て、 公的な 發表 機關を 得た と 同時に、 二十 二 年 十二  2-、 紅葉 は 高 田 早苗の 

い 紹介で、 饗庭篁 村の 後 を 受けて、 文壇 的に 勢力の ある 讀賫 新聞の 文 藝簡を 擔當 する ことにな つた。 


新 si 的 iiil 一 I。 黨函は il た 紅葉 を 出し i、 藝み 

よら..，、 他の 同人 ことっても 利す る 所 多かった は 知るべき であらう  a,,- 

； ^.ui、 義 彼の 『I 枕』 『重糧』 『一二 人妻』 『1』 『むら |『| 恨』 『に S 

sfrsl』 等 Isf 初め、 き 他擎の 作品 は 夢 f if 乍れ！ _。 ；.. 彼つ の ま；^、 

r ナ リズムと 結合して、 大衆 的 lil 得して 行った。 そのこと は 彼の 作品 理解の 一 つ S となる？ 

3 要な 事實と 云 はねば ならぬ。  、 

is 『小羊 漫言』 中 「明治せ 一年 豪 上の 出来事 I」 の、 三月の 條に 記錄 して 。 

『我 樂多 文庫』 改良して 『文庫』 となる 文壇の 梁山泊 總出、 西 g§ たき ソロく 世間に ひひく 

この II 錄 にも、 Is か I 向と、 一 面內部 的に 彼等が 棄 Q 化 政 sas まら 飛躍して、 

この 期 蓴ら西 鶴 研究、 それよりの 影響 圈內 にあった 事が 窺 はれる。  。 

視友 社に はこの 他、 尙機隱 の 必要 を 認め、 次 節に 揭 ぐる やうな、 謹 を 以て i を扶 けて ゐる 

二 『ト 文學』 『江戶 むらさき』 『千 紫 萬 紅』 の發行 

i は 『11』 を、 ntl 『il 垂 ^u^: 

半ば 私的な 籠 謹 を この 期に 持った。 紅葉の 「視友 社の 沿革」 に 示した、 社の 第 七 期 f 八 期 ぎ 
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之に あたり 『小 文擧』 『江戸 むらさき』 『千 紫 萬 紅』 の 刊行が この 具體 化で ある。 

この 刊行に は、 凡そ 一 一つの 目的が ある やうに 思 はれる。 卽ち、 旣に 習作の 意義 を 超越して、 一 面 『新著 百 

種』 で 進出した 彼等のより 文壇に 執した、 實際的 活動の 土臺 たらしむ る 事と 共に、 一方 いくらか 水準 を 異に 

する 同人 及び 新人の 爲に備 へた 發表 機關の 意味で ある。 次に 順次 その 內容 形式に ついて 述べ て 行かう。 

『小 文學』 は. 明治 廿ー 一年 十 一月 二十 一 日發 免、 珍しく 週間で ニ號 (十 一 月 一 一 十八 曰) 三號 (士 一月 五日) 

四號 (十二月 十二 日) 五號 (十二月 十九 日) 六號 (十二月 二十 六日) と發 行され てゐ るが、 七號に 至って 二 

月 十三 日に なり 調子が 狂って、 八號 (三月 十三 日： r 九號 (四月 十日) で 休刊と なる。 

菊 版で 表紙 も 本文 同様の 印刷紙 合せて 十六 頁の 小冊子で 武內桂 舟の 揷鎗の 加つ て ゐる分 も ある。 發行兼 編 

輯 人名 儀 は 星 常 平、 發行所 は 下 谷 151! 初音 町 四 丁目 十一 一番 地 小 文 擧發行 所定 價 一 冊 1 ー錢五 厘と なって ゐる。 

編輯の 體裁は 聯珠 (小 說攔) 寸錦 (感想 評論) 餘香 (古典 文例) 薰心 (詩歌) 鐵槌 (批評) 等の 欄に 分け 

て ある。 

この 雜誌は 社外よりも 原稿 を 集めて、 廣く 文壇 的 交涉を 持た うとして なるやう だ。 例へば 淡 島 寒月の 愛 鶴 

軒 西 跡と、 幸 田 露 伴の 蝸牛 露 伴の 合作 「井原西鶴 を fj? ふ 文」 ( 一 號ー ー號) —— それ は 內田魯 庵が 不知 庵主 人の 

名で 以てして、 一 、二 號に鑌 けた 「日本 小 說の三 大家」 (京 傳、 三 馬， 西 鶴を稱 して ゐる) と共に 西鹤 流行 を 

反映す る ものであるが、 さう した 寄稿 を 受け、 他に 石橋 忍 月の 「獨逸 戯曲の 種別」 (ー號 より 四號 まで) 宫崎 

湖處 子の 辦體詩 「洪水」 ( 一 號、 三號) 等が あるが、 結局 は視友 社で 固まって しまった。 小說 の、 王なる もの 關 
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東 五郎 (紅葉) 賽相如 (柳 浪) 情囚 (乙 羽) 等が あり、 珍しく 淡 島 寒月の 愛 鶴 軒が 「け ふ あす」 とい ふ 「年 

に 一度 師走の 大掃除 塵に まじ はる 町內の 繁昌、 笑に 春 を まつ 商人の 煤拂」 とい ふ 前書から して 西 鶴 風の 小說 

の 寄稿 を 第六號 になして ゐる。 

第一、 ニ號 0 「鐵 槌」 で戀川 綾町の 名 を 以て、 他 誌に 對 して 形式 內容 T ベて にわた， リ、 妄評して 最後に、 

「新聲 の は、 又舊 聲の舊 にして、 しがら み 草紙 は ひからび 草紙なる を 妄評 無罪」 と 云って ゐる。 堂々 たら ざ 

る 態度で、 より 新しき もの を 目標と する もの へ對し 自ら を 擁護して ゐる ことになる。 

第 四號、 第五 號に 「小說 家 秘密 文法 猫の 卷」 とい ふ 題で、 戯文 調で， 當時 流行と 兒ら るべき、 二葉 亭、 篁 

村、 嵯峨 の屋、 紅葉、 思 軒、 東海 散 史>  露 伴、 南翠 の文體 批評 をして ゐる。 

この 中， &葉 について は 「紅葉 山人の 文 を 得ん と 欲せば 風呂敷に 天狗の 面 を 包み 懐中な し 涎 をたら しながら 

口 をき く 心 持 あるべし 山葵と 辛子 を 一 時に なめて 口直しに 11 神 を 食 ひ 絡 句して だまるべし 此處が 成田屋 —I 

引と 掛聲 されるな り」 といった 風な 調子で ある。 

その 內、 露 伴の 條に 「當世 盲目 千 人 西 鶴々々 と 葱 を 食って 牛肉 を 賞る 奴等の 詮議 やかまし けれど 西 鶴 は 高 

價 から 文庫に 出た る 愛 鶴 軒 を 身代りに すべし それ を 三拜 してての 字 さへ 使 ひこな せば 直と 西 鶴 _擻 の 名人と： K 

はるべし」 と. S ふ 章句 も、 西 鶴の 文學界 流行 を 如實に 示して ゐる。 

以上 『小 文學』 について、 大體 主要な 內容を あげた 次第で ある。 

『江戸 むらさき』 は 菊判の 雜 誌で 第 一 號 及び 終刊の 十一 ー號の 十四 頁 を 除いて、 毎號 十八 頁の 片々 たる 體 裁で 
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ある。 創刊 は 二十 三年 六月 二十日で、 毎月 五日、 二十 1W 發兌 となって ゐる。 この 月 二回の 發行 曰は嚴 守され 

て、 十二月に 至って 初めて、 五日 發 行が なく 二十日 一回 發 行され、 第 十三 號の 一月 五日の 「初. f り」 の豫吿 

を揭 げた まま、 終刊と なって ゐる。 (尙 ほこの 雜 誌の 發行 期日に は、 かなり 誤植が ある やうに 思へ る。 例へば 

第六號 二十 三年 十月 四日 印刷 同年 同月 五日 出版と あるが、 五號が 八月 十九 日印 刷 二十日 出版、 七號が 九月 十 

九日 印刷 九月 一 一十 日出 版 だから 當然 六號は 九月 四日 印刷 五日 出版で なければ ならす、 八號も 十月 十四 H 印刷 

同 五日 出版と、 出版が 印刷より 前にな つて 居り、 九號が 十月 十九 2^ 印刷 二十日 出版 だから 十號は 十一月 四日 

印刷 五：：： 出版で なければ ならぬ のが 十月 四日 印刷、 同 五日 出版と j 月 前に 返って しまった 誤植と しか 思へ ぬ 

誤り をして ゐ る。) 

編輯 人 は 廣津直 人、 發行所 は 牛 込 區北町 ra: 十 一 番地の 硯友 社で あり、 定價は 一 部三錢 である。 

編輯の 體裁は 心織錄 耕、 飛 花 落葉、 千 紫 萬 紅、 森羅萬 象、 街頭 巷談な ど 『我樂 多 文庫』 に慣 つた 各 搠を設 

けて ゐる。 

この 雜 誌で 漣 山人が 小說 「秋の 蝶」 を 七號に 休んだ 外 十一 號 まで 連載して、 最も 力作 を發 表して ゐる 事に 

なる。 その他、 創作 酮 ともい ふべき、 心 織 筆耕に は、 紅^の 「わかれ 蚊帳」 (一 、七 號) 「文な がし」 (十 號) 

柳浪の 「草 餅寶」 (五 號) 水 蔭の 卿 本 「濘標 佐々 木 盛 綱」 (六-七 入 A- 十 一 號) などが 載せられて ある。 眉 

山 は 「下駄 辭」 ( 一 號) 「百味 譜」 (九號 十號) などの 戯文 を揭 げてゐ る。 

次に 號を 追うて、 砹友 社の 成長に 资 する もの を 取って、 說 明して 行きたい と 思 ふ。 
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第一 號に 「當世 文壇 十 傑」 の 投票 を 「愛に 指名すべき なれ ど 一 己の 私： は 面白から ねば 寧 投票 を 以て 公論 

に 決せん とす 好 文 有志の 士女 願く ば 高見 を 示されよ」 と、 讀者 大衆の 批判に よって、 當 時の 作家の 地位 を 探 

らうと 試みて ゐ るが、 第三 號に その 結果の 發 表が なされて ゐる。 編輯 部內 での 公平 さは 期待すべく もない が、 

凡その 様子が 知られ、 以て 硯友社 作家の 位置が 知られる から 擧げ てみ よう。 

得點の 順に 並べる と 次の 様になって ゐる。 

八十 點 美妙、 露 伴、 紅葉  ， 

七十 點 南翠、 篁 村 

六十 點 逍遙 

五十 點 柳浪 

四十 點 鷗外、 嵯哦舍 

三十 點 三昧、 學海、 思 軒， 漣、 二葉 亭 

一 一十 點 忍 月、 眉 山 

十 點 香 雪、 得 知、 思案、 愛 鶴 軒 

以て、 文 學界に 於け る 紅葉 * その他 硯友社 作家の 位置 を 凡そ 測定す る 事が できようと 思 ふ。 また 折々 社員 

の 新著 を 紹介し * 之 を 江湖に 吿げ 一方 自らの 進出の 過程 を 示して ゐる。 まとまつ たもの を擧 ると、 第三 號に 

W 墨染樓  新著 百 種九號  眉 山人 
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(10)  (9)  (8)  (7)  (6)  (5) 


ゆ 劍客  新著 百 種十號 近 刻 水 蔭 

ゆ 媒介 人  日本 之 文 華 十三 號 漣 山人 


^  _洛 椿  東京 中 新聞  柳浪 

信 夫 指 . 新著 百 種 十 一 號近刻 乙 羽 庵 

伽羅 枕  讀寶 新聞  紅葉 

此 ぬし  新作 十 二番 近 刻 紅葉 

朝日 川  都の 花  水 蔭 

振分髮  中 新聞  黛 子 

長 恨 歌  中 新聞  山 花 子 

第 八 號には 次の 如く 揭 げられ て ある。 

S 此 ぬし  新作 十 二番  紅葉 

g  ^菊  國光  虚心 亭 

ゆ 風流 狂言 記  1= 本 之 文 華  眉 山人 

^ 破 色紙  都の 花  乙 羽 庵 

@ 檜 木 笠  都の 花  水 蔭 

ゆ 新擧士  日本 之 文 華  漁 山人 
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^ 繪姿 

g 劍 客. 

g 露 小袖 

^ 紅 鹿 子 

^ 白面 鬼 

W 令夫人 

め 光淸寺 


束 京 中 新聞 

讀寶 新聞  水 蔭 

新著 百 種 近 刻 乙 羽 庵 

金 港 堂小說 叢書 近 刻 水 蔭 

近 剥  紅葉 

近刊  漣 山人 

近刊  思案 

近刊  fi 山人 

かくして、 この 內 部の 宣傳 は、 これ を客觀 する 時、 文壇 的に は 彼等の 勢力、 その 作家 的 位置の 進出 を 示す 

ものであるが、 一方 彼等 は 外部 勢力に 對 しても、 所々 に 短い 文章 を 以て、 對抗 的な 氣勢 を擧 げてゐ るが それ 

は 主として 街頭 巷 說の攔 に 於いて 行 はれて ゐる。 (el) 

第 九號、 第 十號に は、 その 頃 初めた 俳句 研究の 「むらさき 呤社」 の咏 句が 揭 げられ て あるが、 それ は^の 

『視友 社と 俳句』 の 章に. 於て 述る ことにし たいと S ふ。 

『千 紫 萬 紅』 は 同じく 菊判で あるが 『江戶 むらさき』 の 本文 同様の 紙 を そのまま 表紙と したに 對し、 これ は 

別に 表紙 を 設け、 しかも 表紙の 一 部に， 英詩 や、 俳句、 漢文の 章句 を 赤 刷に して、 毎 號變へ て揭げ るな どの 

意匠 を こらして ゐる。 創刊 は 二十 四 年 六月 十！ w 發 行で、 二十 五 年 四 DT 終刊して ゐる。 


一 ャモ つ-^ 
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この 雜誌は 紅葉に よれば、 若い 作家の ためとい ふが、 成 春 社と いふ 結社の 名で 出されて ゐる。 創刊 號に規 

約が あるので、 左に 揭げる ことにしよう。 

成 春 社 規約  . 

第 一 條 -! 目的 木 社 は 毎月 壹回 (十日) 文舉專 門の 雜誌千 紫 萬 紅 を發刊 し， 左の 諸 項に 分て 文舉を 研究 

する 者と す。 

小說 臺帳 短篇 俳文 韻文 戯文 小品 漫錄 俳句 新著 論評 古文 

新 刻 特に 街 談巷說 の 一 顯を 設けて 文 舉界の 景況 を 報 導す。 

第一 一條 1 . 入社 文舉篤志^|<?は何人を論ぜす入社することを得。 

第三 條 —— 入社 票 入社 せんとす る もの は 左の 入社 票に 記入の 上 本社へ 差 送る 可し。 

第四條 ー— 社費 社艮は 入社の 時贰 ヶ月 分 前金と して 金 貳拾錢 を 納め、 其 後 は 毎月 金 拾 錢を其 月 五日 迄に 

前納す る ものと す。 

第 五條 i 頒布 (千 紫 萬 紅) は 一 切社眞 外に 頒布せ す。  ， 

第六條 ！ 寄稿 社員 は隨 意に 寄稿す る こと を 得。 

第七條 -—— 牧納 社費 は 一 切 郵券 代用 を 許さす、 爲替は (東京 市 牛 込 郵便 支局) 宛に て 送る 可し。 

第八條 11- 格外 社員に て 定規 外の 雜誌を 望む もの は 一 部 金 八錢の 割にて 仕拂ふ 可し。 

第 九條. I 見本 見本に 限り 五 厘 郵券 一 一 トー 一枚に て 送る ものと す。 


96 


第 十條； —支社 本社 は 支社 を 適宜の 地方に 置く。 

第 十 一條 —— 本局 本社 は假 本局 を 東京 巿牛込 一 R 北 町 四十 一 番地 江 見水隆 方に 置く。 

第 十二 條—， —役員 本社 は 左の 役員 を 置く 

主 筆 

編 輯 

仝 

仝 

有 ^ 

これで 知られる 如く、 組織的な 意圖が 見られる。 创刊號 に は、 思案の 「わが 戀」 紅葉の 「子細あって 業物 

も 木刀の 事」 水 蔭の 「百 八燈」 眉 山の 「女 八景」 漣の 「今辨 慶黉」 など を 主として^ 友 社 同人の 作 を 揭げて 

ゐ るが 別に 作文 課題と して、 「賈 婦怨」 「西 鶴 翁 書-像 贊」 「にくき もの」 等 を 社員に 廣く 募って、 雜 誌との 關係 

を 密接なら しめよう として ゐる。 

思案の 「わが 戀」 は五號 にわた つて 連載され たもので、 言文一致 體で、 一人 稱の 形式 を かって 女擧 生との 

戀愛を 描き、 在来の 遊戯的 傾向の 一 倍强 かった 彼と して は、 新しい 倾 向の 作で、 『江戸 むらさき』 に 於け る 漣 

山人の 「秋の 蝶」 と 等しく この 雜 誌の 生んだ 力作と 云 ふべき である。 

封 文壇 的の 記 iss^ として 三號の 「街談 巷說」 に 桐の や 主人の 名で、 古今 集の 序 を 校した やうな 「六 家 撰」 な 


石橋 思案 

巖谷 漣 

江 見水隆 

F  t  pi お 

尾 崎 紅葉 
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る 題の ものが 揭 げられ てゐ る。 それ は その 19 の 文 擅の 一流 作家 を 批評した ものと して、 戯文 風ながら、 興味 

が あるので 左へ 揭げ てお かう。 

竹の やの 主人 は詞 かすかに して 始終た しかなら す、 いはば 秋の 月 を 見る に曉の 雲に あ へらむ がごと し。 宇 

治山の 僧 喜 撰に や 似たら む。 

鷗外 漁史は 其心餘 りで 詞 足らす、 调 める 花の 色なくて に ほひ 殘れ るが ごとけ む。 在 原の 業 平に や。 

南翠 外史 は詞ェ にて 其 さま 身に おはす、 いはば 商人の よき 衣き たらむ がごと し。 文 屋康秀 とい へき 

露 伴 子 は 心 は 高く て 其 さまい やし、 薪 負へ る 山人の 花の 蔭に やすめる とや 云 ふべき。 大 友の 黑 主なるべ し。 

紅葉 山人 は あはれ なるやう にて 强 からす、 いはば よき 女の 惱 める 所 あるに 似たり。 小 野の 小町 にゃあら む 

美妙 齋の あるじ は 其 さま は 得た れど赏 少し * たと へば 綺に畫 ける 女 を 見て 徒に 心 を 動かさむ がごと し。 僧 

正遍 照に こそ。 

また * 同じ 號に大 阪で山 田 芝 適 園が 雜誌 『葺分 船』 を發 行す るに ついて 卷 首へ 送った 紅葉の 序言が 揭 げら 

れて ある。 それ は 紅葉の 聲 望の 擴 がり ゆく 様 を 明らかに 語って くれて ゐる。 (註"") 

第 四 號には 社員 新著 紹介が のせられて ある。 前に 擧 げたと 同じ 意味で 記して おきたい と 思 ふ。 

ばァ や！  (新著 百 種 第 4- 七號) 漣 山人 

ぬれ 浴衣  (讀寶 新聞)  仝 

當世少 氣質 (博 文 館 近 刻)  仝 
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寶の山  (少年 文舉第 六篇) 眉 山人 

藤 かつら  (都の 花)  仝 

野 試合  (文擧 世界 第 七) 江 見 水 蔭 

片破月  (東洋 新報)  思案 外史 

信 夫 指  (仝 上)  乙 羽 庵主 人 

離れ 鴦  (新著 百 種 第 十七 號) 中 村花瘦 

谷間の 雪  (都の 花)  仝 

一 一人 女房  (仝 上)  紅葉 山人 


かく 同人の 具體 的な 作品に よって、 一 種の 示威 を 行 ふと 同時に 第五 號に は內田 不知 庵へ 對 する 反駁 的な 記 

事を揭 げてゐ る。 「111 一 裝朿」 とい ふ 題で、 筆者 は 硯友社 浪人と なって ゐる。 

「內田 不知 庵の 批評 は 時流の 戯驢 罵詈 を脫し 老成 着 實の眞 面目 を 以て 聞え たるに 近事 厘 匿名の 黑 装束して 

皮肉 的の 罵詈 を 放つ ごとし」 と 『國民 之 友』 で 江 見 水 陰の 「野 試合」 の 評 中に 硯友社 を 目して 豆腐と いった 

事 を 取上げ 「豆腐と は 或は 氣骨 なしの 意 か、 善哉 君 見て 氣骨 なしと いふ 可な り、 ，g なしと いふ も， 肉な しと 

いふ も i^I 可な り、 然れ ども、 一悟 說破 的、 見 立 謎々 的の 評言 は、 批評の W 面目に あらす と は 君の 常に 口にす 

る 所なら す や、 戯譃 冷笑 熱 篤 は 君の 常に 目して、 批評の 祌聖を 汚す とい ふ 所に あらす や、 现友社 は 烏 合の 衆 

とい へど も、 君が 一 言の 「えらい」 を恭 うして 得々 たる ものに あらす、 また 何ぞ 「豆腐」 の 洒^ を 受けて 戚 
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々焉 たる ものなら む や、 「豆腐」 にして 尙饜 かすむ ば 「雪花菜」 とい ふ も 亦 in 受 すべし * 唯 願 ふは氣 骨な き 所 一 

以 「豆腐」 たる 所以 を 丁寧 親切に 誨 へられよ、」 とい ひ、 やがて 「君よ 黑 装束 は 刺客 水 破の 服に して 大將の 料 一 

にあら す、 家 重代の 緋威ゃ あらむ、 一 子 相 傅の 打 物 や あらむ， 今日 を 一 世の 酸と 着飾りて、 高 聲に名 乘を揚 一 

げ、 塹際 近く 乘 出して、 鬼 や 角 もー攻 攻めて 御覽 あるべし、 何なりと も 御所 望 次第、 祉矢、 暮 大 鏑矢， 一 

或は 石火矢、 石榴 彈 近頃 無 iE^ 徒然の 折から 好き 御 慰み かとも^ ぜられ 候」 と 正々 堂々 の 筆陣 を 望んで ゐる。 ； 

かう した 勢 を 持った が、 第六號 はすで に、 編輯に も 倦怠 を兑 せて 五十 頁、 -パ十 頁を數 へて ゐた 紙數も 半ば 一 

の 1 一十 八 頁と なって ゐる。 その 最後に 主筆 思案が 尾 濃 震災地 旅行 中編 輯撸 任の 紅葉が 腦 充血に 權 つて 發行延 .1 

期した の を、 社員の 催促が 烈しい ので 意に みたぬ のに 抂げて 印刷した 旨の 廣吿が 出て ゐる。 かくて 翌年 四月 

休刊、 後 は 視友社 系の 武田樱 桃、 山 岸 荷葉、 山村 水郭の 『詞 海』 を 代 送して ゐる。 (註 3) 

これ 等に 於て、 最も 努力した の は、 紅葉より むしろ 他の 同人 達であった。 この 他 江 見 水 蔭の 『小 樱絨』 と 

未刊行の 『今様 冊子 J が あるが、 それ は 他の 章に 於て 述る 事と する。  一 

ml 例へば 第二 號に 「一句 浮城 物語 を 評す」 とて 矢 野 龍溪の 著作 を 「奥 さまの ロ樂 やく やさ くら 茶屋」 と 評し、 又 同一 

じ 所に 「小說 の 稀颜」 として、 金箱 小說、 反吐 少說 •  月 雨 小說、 三 H 月 小說の 名で、 當 時の 小說 0 倾向 —— 貫 IHI 

なき 小說、 下手な 飜譁. 小 說* だらだらと 冗長な 小說、 何等 主眼な く  ひっきの 小說を 夫々 一 ie つたので あるが —— そ： 

れへ對 して 皮肉な 指摘 をして ゐる。  一 

f 「浪華の 山 E 芝 通 II 夙に 浪華 文學. 付 興の 志 を 抱きた るに、 時機 始て 熟して、 こ、 に r 葷分 船」 發 行の 舉 ぁリ。 不 W 
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遙に其 後に 附 して、 亦 微力 を 致さる こと を 約し、 その 壹號 の卷 首に 一 言す ご との 前書で 「 一 葉の 荣分船 浪華 を 出で 

渺々 たる 詞 海に 泛 ばむ とす。 風に 操り 浪を 凌ぐ は 芝 迺園か 水 馴掉の 力な リ。 紅葉 は 山人、 溪 流の 淺 きを 知れ ど 江 海 

の 深き にくらし。 風 n 水神の に 驚き. 夜雨 鰌 魚に 魂拟， 南無 や 讃畋の 象 頭 山、 金， 半の 惡太郞 とは疊 水練のから 威 

張、 この 所 命 は 托して 舟 M にあ リ。 沈まば 諸共. いでく 行く 所まで つ V はしれ。」 との 序 を 贈って ゐる。 雜誌 r 葷 

分 船」 は 二十 四 年 七月 創刊 • 十二月 六號で 終刊。 更に 二十 五 年- 冉刊 して 二十 六 年 二月 迄に 十號を 出して ゐる。 大阪 

に 於け る 文學雜 誌の 初期 時代の 代表的な ものである。 

註 3  r 詞海」 は 二十 五 年 三月 創刊。 成 珠社發 行。 その 六お 十五 日發 行の 五號 に、 「本社々 務 整理の 爲 「千 紫 萬 紅」 暫時 休 

刊致 候に 付、 社費 旣納の 諸君 は當 「詞 侮」 代^. &上候 間、 不惡 御了^ 被 下 度 候、 尙不曰 一千 紫 萬 紅」 の 色香 共に 昔に か 

へって 一 き はめで たき 所 を 御 目に 相 掛可申 候 也 成 ij^ 社」 と いふ 廣告 が揭 げられ て ある。 

三 紅葉の 作品 

r 新著 百 種』 第一 號の 『二人 比丘尼 色 谶悔』 は 紅葉の 習作 期の 作品に 比して * 色々 の點で 飛躍 を兒 せて ゐる。 

彼 はこれ に 就いて、 同書 中に 「二人 比丘尼 色擬悔 なる、 例の 九 華、 香 夢樓、 思案、 麻溪、 漣. 眉 山 等 わが 机 

を とりまき、 一一 一一 c 葉より まづ 大口 を あいて 笑 ひ、 雨 紅葉、 若氣 のいたり からまた く 好色の 書 を 著 はす か。 喝 

爾等 鞘の 塗で 兼 光 か 竹光 か。 判斷 がなる か。^ も 色 懺悔 を 13 にして 妙齢の 比丘尼 一 一人が 山中の 庵室に 奇遇し、 

^を 語りん 7^ 墓な みあ ふと い..^ 色。 一字 ー淚の 大著 作 即ち 是と、 薄汚き 原稿 を さし 出せば 手に たも 觸れす 

腹 を 抱へ、 扨 も企圖 のし ほらし さよ。 心根の ふびん さよ。 茶番狂言の 飯 炊 場 か、 情なから うか 悲しから うか。 
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尺八に 似た 火 吹 竹。 いかなる 音 を やいだ すらむ。 雨 性 諧謔。 爾ロ善 篤。 なぐり 書の 滑稽 もの 或は 怪我の 功名 

に、 見ら るろ も 出来る や も 計られす、 爾が 悲哀 小說 —f- 盲人が 染 小袖の 是非。 其 器に あらす して 是を言 ふ は 

間違へ るな り •：：• 」 云々 といって、 身邊 のから かひに 對 しても 「淵 を 素通りして その 底に 蚊 龍の 棲む を 見る 

か。 林 を 一 目して その 奥に 栴 擅の ある を 知る か」 と 力んで ゐる けれど 作品 發 表に 際して 起る 反響に ついて、 

作家の 內 心に 持つ 杞憂 は、 戯文 的な 結果に も 窺 ふ 事が 出来よう。 

「此 小說 は！ 者 自ら 記す が 如，^  に 偶然 會 つた 一 一人の 尼僧の 語り 3s3.fmJ^ ハ 

5,3^33^ とい ふ義 ^ 入 情 を からませた 簡單な 筋 で は あるが、 1 ^ねた I ーム y 純： ii 力 S1 

に、 浪漫的 I を！ «愁 を 誘 ふ" それ と共にそ^^ くに ふさ はしく、 彼.^ 試みた 表^上の 苦心が 人目 を ひいた の 

で— ユ^ rs: に 曰 ふやう、 「文章 は 在来の 雅俗 折衷 を かしから す、 一一 一一 II 文 一致 この もしから， f で、 色々 氣を 揉みぬ 

いた 末、 鳳 か 鷄か—— 虎 か 猫 か、 我に も判斷 のなら ぬか ^ る 一風 異様の 文體を 創造せ り。 あまりお 手柄な 話 

にあら すと いへ ど、 これで も 作者の 苦勞 はいかば かり、 それ をす こし は 汲 分けて、 御 評判 を 願 ふ」 とか 「對 

話 は淨瑶 璃體に 今時の 俗話 調 を 混じた る ものな り。 惟る に * これ を 以て 時代 小說の 談話 體 にせん との 作者の 

野心」 と、 言 はで もの 寧 を 記して あるの は * 今なら きざな 自己 宣傳と 見えて、 變に 見られる が、 當時は 時代 

のせ ゐ として、 むしろ 正直な 彼の 4111. 白と 見て * その 苦心 を 買って いいと 思 ふ。 

その 世評 を 得た 所以 は、 岩 城 氏 等 も 言 ふ 如く、 社會 的に は歐化 主義より 國粹 主義への 反動 期で * 文事 的に 

も 國文學 への 反省が 古典 研究と なり、 文體 上より 西 鶴 研究と なり、 世上 一般に 言文一致の マンネリズムより 


倦み はてて、 他の スタイル を のぞむ 慾 望が、 この 紅葉の 古雅な 表現に 滿 足した ので あらう。 

いま その 文體を 示す ために 『色 懺悔』 の 書き出しの 數行を 引かう。 

SIS は そ も 如， 可な らん。 片山里の 時雨 あと。 晨 より 夕まで。 昨日 も 今日 も の烈 く。 ある ほどの 木々 の 

葉 I— 峯の 松の み殘 して 11 大方 吹洛し ぬれば。 山 は面瘦 せて 哀に。 森 は 骨 立ちて 凄し。 

茶の 煙 だに 擧 らば。 山賤も 知らぬ 谷 陰に 誰が すむ 庵ぞ。 かくて 尙捨 難き 浮世の 面影の こす 菱垣。 疎に 結 

ひ繞 し。 竹 は 蝕み。 繩は 朽ち たれ ど。 枯 蔦の 名殘 惜しく 縫れ る ま&に 倒れ もやら す。 二 本の 黑木を 入口 

の標に 茅葺の 屋根 は 歳に 黑み。 落 懸る檐 風に 傷 はしく。 風情 は 月にば かりの 破 壁。 强くは 蹈れぬ 竹緣。 

切株の 履脫 より 左に 三尺。 其處 in 見の。 水 ほどに もな く 絶えせ ぬ I 下。 閼伽 桶に 滴る 音の。 やうく 幽に 

疎に 成り ゆく は 樋の 口 凍る にゃあらん。 夕 暮の風 寒し。 

實際 かう した 文體 への 腐心 は * ひとり 紅葉に 於いて 見られる ばかりでなく、 坪內 逍遙の 『小羊 漫首』 の 「明 

治 廿ニ年 文 擧界の 風潮」 に記錄 される ごとく、 一  つに は その 頃の 文 攀界の 風潮で はあった。 

それに は、 やう やく 雜誌 向の 短篇が 書かれ、 文章に 推敲 を 全篇 的に 及ぼす ことの 困難な 長篇 より、 精力が 

全體 的に 及ぼ せられる 短篇に 作家が 力を入れ たこと や、 S 率に スト オリ ィを讀 む 以外， 世人が 文章に ついて 閥 

心 を 持った ことが、 作家 自身の 自重と 相俟って 文章の 彫琢に 注意 を 促した ことが 原因す ると 文萆 そのもの Q 

範園內 で 言 はれる こと は、 いささか 狭義な 解釋 では あるが、 一 應 その 點 でうな づ かれる。 

すでに 前に も 述べた やうに 『小說 祌髓』 下卷 3 文體^ にも、 逍 逯は难 乂體、 俗 义體， ま 俗 折^ 义體の 得失 


を あげ、 作家の 文體 への 關心を 促して ゐ るが、 二十 二 年に 出た 高 田 早苗の 『美" 1 擧』 今 村長 善の 『文章 哲攀』 

などの 著書 も、 かう した 方面 へ の 關心を 更に 作家へ 持たせた こと は 知られる であらう。 

この頃の 文章 確立の 關心， その 摸索 は、 その 專 門 の雜誌 さへ 出して ゐる。 二十 三年 十月 十五 日に 束 京 文章 

專修會 から 出た、 講 篛錄 風な 雜誌 『文 則』 は その 一 例で、 一 一 十九 日に 第 一 一版、 十 一 月 十七 日に 第三 版 を 出し 

てゐ るので も 文 窜へ對 する 世間の 强ぃ關 心が 知られる。 

その 發 行の 主旨 を 見る に、 文章 は各國 共、 國民 性に よって、 たと へば 歐米人 は 分析 力に 長 じて ゐる ために、 

文が 精密で、 支那 は 想像力に 富んで ゐ るから、 形容が 巧みで、 日本 は 名山 勝 水の 間に 包まれて ゐ るから * 文 

が 優 笑 閑雅で ある。 それで あるから、 今 ここに 優美 閑雅の 文體で 形容し 難い 狀態を 最も 巧みに 形容し、 天地 

の 微妙 を 最も 精 微に寫 生したら 文章の 能 が畢 るで あらう、 ここに この 會を 設け 『文 則』 を發 行す るの はか 

うした 目的であって、 今日の 日本の 「文體 の紛雜 せる のみなら す、 體 格の 不安 全なる は、 廢 病人の 如く、 用 

字の 不適 當 なる は 圓整方 抦も啻 ならす、 今日に して 之れ を 救 正せ ざれば、 文擧の 災厄 遂に 底止す る 所な から 

む而 して そのこれ を 救 正す る は、 文學者 その 人の 責任に あらす して 何ぞ や」 といって ゐる。 

しかし 「和漢 洋 三文の 美 を 折衷して 將來 の國文 を創定 する は、 固より 容易の 業に あらす、 唯 その 方法と し 

て は、 三文 同 有の 性質 を發 揮し、 その 中に 就き 美 處長處 を 取りて 之れ を融 化せし め. 加 ふるに 歳月の 力と 同 

志の 赞 成と を 以てせば、 漢文に あらす、 歐 文に あらす * 完全なる 一種の 文 則 を發兑 し、 純 乎た る 國文を 一定 

し、 以て 彼の 造化の 秘を發 揮し、 造化の 文章と その 優劣 を (1^ ふに 至らん も 或は 期し 難き に は あらざる なむ。」 


開 展の社 友硯 章 四 第 


104 


と 結んで ゐ るので あるが、 かう した 目的から、 日本、 支那の 古典の 解釋、 漢文 和譯、 和文 漢譯 • 歐文 和譯， 

文法 修辭 學、 文 話 批評、 文範な ど揭 げられ *  i 洛合直 文、 三 島 中洲、 森鷗 外、 內田周 平な どが 執筆して ゐる。 

かう した 一 般の 風潮の 中に 於いて、 『我樂 多 文庫』 時代の 化 政 期と 現在との 交錯より、 上昇し 行った 紅葉 は、 

元 祿文學 へ 一 先吸牧 すべき 養分 を 見出した の だ。 箇 人的な 感情 問題で も、 言 文 一 致 を 美妙に 先んじられた 彼 

の 進路 は、 新なる 道 を 開かねば ならない 氣 持が 働いた と 思 はれる。 

紅葉の この 苦悶 を 九 華 は 『初 蛙』 にこん なに 描いて ゐる。 

自分 は此 色熾悔 起稿 中に 幾度と なしに 遊びに 行った、 當時其 苦心の 狀況を 見て、 友達ながら 身に 沁み 

て氣の 毒に 思って、 あれまで せす ともと 思った 事 も 度々 で、 今 もま ざ/ >\ と 其 容姿が 目に 殘 つて Is る。 

色饞悔 第一 回の 山里の 寂しい 草庵の 有 樣を寫 した 條下 など、 僅に 半 頁ば かりで あるが あれまでに 書 上る 

に、 幾多の 參考書 を讀み 幾多の 實地を 調べに 廻った 事 か。 目！ Hi 國分寺 逢の 郊外の 廢 寺な ども 訪ね、 其 他 

武器 甲胄の 調べな ども 園 書 館 遊 就 館に も 行き、 書いて は 書 直しく、 其 原稿な ど 幾度 書 改めた 事 か 想像 

も 出来ぬ。 或る時 自分が 朝 十 時 頃 訪問した 時に、 机に 向って 居た 子は兩 方の 目の 端 を眞黑 にして 居る。 

どうしたの だと 聞く と 昨夜から 徹夜して 書いて 居た。 目の 端の！ lil; 黑 なの は 「怨言の 卷」 を 書 直して、 餘 

り 悲しくな つたので 淚が 出た の を 掌で 擦った からだ。 手に 墨の 付いて 居る のに 氣が 付かなかった の だと 

話した。 

それ は、 いやしくも 藝術的 良心の ある 作家なら、 常に 誰でも 經驗 する、 又せ ねばならぬ 苦心と いへば 苦心 


だが 戯作^ 氣分を やう やくぬ けた 彼の 時代に あって は、 尙 珍奇な 事に 見えた ので あらう。 

凝り性の 彼の 性質と 加へ て、 新 文體の 實驗、 新しき 出發、 美妙と 競爭 心な ど 交錯して 彼 はいよ いよ 苦心に 苦 

心 を 重ねた に 遠 ひない。 藝術 上で ——- 他の 仕事 もさう であるが • よき 忠吿 者の あると 同時に、 よき 競爭 者の 

あると いふ 事も當 人に とって、 その 生長の 上に 利す る 所が 多い。 紅 紫 は その 意味で 惠 まれて ゐた。 その 進出 

に は 美妙に より、 大きな 刺激 を與 へられた 事 は、 彼の 戰意を 強烈に したに 違 ひない。 

紅葉の この 期の 作品の 傾向 を概觀 して 兑 ると 表現 -—— 文章の スタイルの 上の 苦心と * プ a ットの 構成の ェ 

夫 を、 創作 上 最も 重要視して ゐる 様に 思へ る。 筋の 與味、 ，てれに 相應 しい 文 奪の スタイルで、 請 者 を 魅しよ 

うとい ふ 事が、 彼の 作品への 態度に 第一 の 心 構であった やうに 思へ る。 

われわれ は、 それ を具體 的に 一 々の 作品に 通して 見て 行かう。 

先， かう した 意義 ある 『色 懺悔』 に 次ぐ 作品 『やまと 昭君』 (二十 二 年 三月 起稿. 七月 脫稿、 文靡自 十九 號 

至 二十 三號 所載) は、 アラビア ン. ナ イツの 「商人と 鸚賴の 話」 の飜 案と いふ。 

紅 紫が 如何に 巧みに これ を飜 案し たかを 示す 爲、 さまで 長くない から、 その スト オリ ィを 知る ため、 ァラ 

ビアン. ナ イツの 譯文を 次 に 引用して、 相互 比較し ようと m 心 ふ。 

アラビア ン. ナイ ッは旣 に、 永峯秃 J 樹の 『暴 夜 物語』 (明治 八 年 五 月刊) に 初って、 初期で 最も 完成した と 

云 はるる 井上勤の 『全世界 一大 奇書』 (明治 十六 年刊) 等が 出て ねたので、 紅葉 も 之に 親しんで ゐ たと m 心 はれ 

る。 紅葉が. これ 等の 譯 本に 據 つた か、 英譯 によった か 不明で あるか、 今 は 唯 スト オリ ィを 知る ために- 手 
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近な 中央 公論 社 版 『千夜 一 夜』 (昭和 四 年 十 一 一 月刊) を 利用す る ことにする。 

商人と 鸚 踏の 話 

ある 商人が 美しい 妻を娶 つた。 眼 鼻 だち のととの つた 可愛らしい、 一 點 非の うちどころ のない 女で あつ 

たので、 男 は 妻に 對 して 一方なら す 嫉柘を やき、 いろ./ \ に 工夫して は 決して 家 を あけない やうに して 

ゐた。 が、 ある 時、 どうしても 旅に 出なければ ならぬ ことにな つたので、 烏 市場に 行って 金 枚で 雌の 

鸚鶴を 一匹 買 求め、 それ をお 目附 役と して 殘し ておいて、 留守中の 出来事 を歸 つてから 聞き出さ うとし 

た。 とい ふの は、 この 鳥 はな か/ \ 怜悧 で、 見たり 聞いたり した ことなんでも よく 憶えて ゐ て；^ して 忘 

れる ことがない からだ。 ところが この美し い 細君 は ある 若い ト ル コ 人と 戀に陷 つて ゐて、 それが 毎 曰々 

々訪ねて 來る。 細君 は 細君で 晝 はいろ くな 御馳走 を 出して もてなし、 夜 は 一 緒に 寢 床に はいると いふ 

風であった。 

さて 商人 は 長い間の 旅行 を 終って、 やう やくの ことで 歸 つて 来たが、 歸 つて 来る 早々 鸚鶴を つれて 來 

させて 留守中の 妻の 素行に ついて 問 ひ 質した。 鸚 鶴が 答へ るに は、 「あなたの 奥 機に は 男のお 友 だち が あ 

つて、 お 留守の 間中、 毎晚 一緒にお 過し になり ました。」 そこで 夫 は 恐ろしく 一お を 立てて 胸の すくまで 妻 

を 打擲した。 女 は、 これ はきつ と 女 奴隸の 誰かが 吿ロ をした のに 遠 ひない と 疑って、 皆の 者 を 呼び集め 

一 々誓 を 立てさせ てき. ひしく 詮議した。 すると 一同 は. 誓って 秘密 を {寸 つた けれども、 鸚郎 だけ は 守ら 

なかった とい ひ 「現に この 耳で あの 鸚^が 吿ロを して ゐ るの を 聞きました。」 とい ふので あった。 そこで 


女 は、 その 夜 女 奴隸の 一 人に 命じて、 鳥籠の 下に 小 SI をす ゑて、 ごろ，. 挽き 廻ら させ、 又 一 人に は 鳥 

籠の 屋根の 上から 水 を かけさせ、 次の 一 人に は 磨いた 鋼鐵の 鏡をぴ か/, \- 光らせながら 烏 籠の 前 を 右に 

左に 駅け ま はらせた。 翌る 朝、 友 だち の 宴 會 から 歸 つた 夫 は、 早速 鸚想を 呼び寄せて、 留守 屮 にどん な 

ことがあつ たかと 訊ねた。 「おゆるし 下さい、 且那 様、 昨夜 はどう も 一 晚屮 ひどく 眞喑 で、 雷鳴が 鳴る、 

電光 はする とい ふ 騒ぎで、 何 一 つ 見え もしなければ 聞え もしませんでした。」 と 鸚鵝が 答へ た。 しかし、 

丁度 夏の ことだった ので、 主人 は 不思議に 思 ひ、 「おい、 だが 今 は眞夏 だぞ、 雨が 降ったり 雷鳴が 鳴った 

りする 時ぢ やな いぢ やない か。」 「でも、 ほんとうにお 話 申 上げた 通り、 この 眼で 見た ので ございます。」 

主人 は隆に 仕掛が あらう と は 知らないで、 非常に 腹 を 立て、 では 妻の こと も 出 鱒 目 をい つたの かと、 い 

きなり 鹦^ を 籠から 摑み 出し、 力任せに 地面に 叩きつ けて、 一思 ひに 殺して しまった。 それから 數 HI 過 

きて 女 奴 識 の 一 人が すっかり ほんとう のこと を白狀 したが、 男 はどうしても それ を 言 じょうと はしな 

かった。 けれどもとう /-\ 妻の寢 室から 若い トル n 人の 情夫が 出て 來る ところ を 見つけた ので- はじめ 

て それと さとり、 矢庭に 劎を 引き 祓いて 頸筋 を 斬りつ け、 その 場で 殺して しまった。 それから 不貞の 妻 

も 返す 刀で 成敗した。 かう して 二人の 男女 は 不倫の 罪 を 負 ふて、 「永劫の 焰」 (地獄) へ墮 ちて 行った。 鹦 

^は實 際に 見た まま を 正直に 話して くれたの だとい ふこと を 知って、 今更 殺した こと を 非常に 悔いた が 

追つ かなかった。 

アラビア ン. ナ イツで は、 商人で ある 主人公が、 『やまと 昭君』 では 老 ひたる 家老 卯 木 兵 HH? となって ゐる。 


開 fis の 社友 章 四 第 


108 


そして その 筋 も 卯 木 兵馬が、 留守中の 若き 妻 一葉の 動 靜 を、 その 一 W 薬を覺 えて ゐて、 、王 人が 歸 つて 來てか 

らも 留守中に 愛人と 交した と 信じられる 妻の せい 會 話の 眞似 をして ゐる驟 鵜の 一一 一一 1： 葉で 探り あて、 遂に 嫉妬の 

餘り女 を 殺害す るの だが、 實は その 會話 は、 疑惑の 當人 である 彼女の 情人の 話した 言葉で なくして、 主人の 

實子雪 之 助 の 母と 語る 他愛 もな い 一一 一一：： 葉 を 鸚鵡が 覺 えて ゐ たので ある。 

かう した 筋に 巧みに 代置して、 そこに は 刖に飜 案 臭味 もな く、 それ を 『色 谶悔 j の 手法で 描いて あるが、 

共に この 情景の 描寫 に相應 しい ものである。 

明治 一 一十一 一年 十一 一月 十日 出版 「小説 群芳」 第 一 の 『初 時雨』 は、 『文庫』 を 初め 其 他 へ 、 この頃 發 表した 短篇 

其 他 を 集めて ゐ るので 輿 味が あるから * 見て おきたい。 

初めの 「跋馬 骨」 は 婚期 を 失って、 二十 六に もな つた 老嬢の 心境 を 描いた もので、 西 鶴 風の 文脈 を 持つ が、 

將來を 夢み て は 「枕に つけば 架空の 世界に 身 は うろつき、 妄想の 現象に^ は 迷 ひ、 初 k 月の 伊香保の 谷の 音、 

歌舞伎 座の 電氣 燈、 鹿 鳴舘の 舞踏室、 風月 堂の 新婚 菓、 夜き の 鳳 梨、 兩親 安增の 顔、 悟氣 のい さか ひ、 巴 里 

の 公園、 二 頭 立の 相乘 馬車 >  それから 共へ と 思 ひ 移り、 夜具 跳の け、 露 夜中に 鏡 をと り 出し、 また 寢 粉 を 

しな ほし」 とい ふ 風に 新しい 時代への 感覺を 光らして ゐる。 自分より 才 劣り、 容貌 醜き 友達が よき 人に 嫁ぎ、 

今やう やく 定 つた 人 は、 七 年 前 刻 緣の紅 獎 に、 情の 言葉 を 佛蘭西 文で 書いた かっての 愛人より 劣って ゐる。 

然るに 今考 ふれば、 あのよき 人を斷 り、 あの人に 劣った 人に 嫁ぐ の だ —— さう 云った 筋で 短いながら >  まま 

ならぬ 人生の 一 齣 を 描いて ゐる。 


「江戶 水」 は 『文 靡』 ニ十四、•^^-號へ报げられたものだが、「ぃづれも樣ごぞんじ、 江戸の 水 は 本 丁 庵 三 馬 家 

\ 傅の 資藥、 外に， は 類と 眞似 のない 代物。 それと 知りつつ 不量見に も、 かう も あらう かと その 筆意に 做 ひしが、 

似ても 似つ かぬ まっかい なにせ 物。 誠 や 式亭の 筆勢 は 一流 江戸前、 古今 獨 歩の 文中 虎  >  はて 及び もね Hie^ だ 

ス。」 とい ふ 前書で、 郊外 散策の il の 一 一人の Ef- の 洒落とば す 會話を 描いた ものに 過ぎぬ。 

「ロ惜 きもの」 に は、 ^；^のーロ、  f」 策の 折 過ぎ行った 俥 上の 麗人、 その 人 はかって 寺小屋の 祈 同席して 舉ん 

\ だ * 幼馴染で あり、 今 は 人妻で ある、 そこでし ばし 耽る It 傷 を 描いて ゐる。 . 

紅 一 「文盲 手引 草」 は 『文庫』 1 一十 六號 にも 兑 える ものであるが、 歐 文より 輸入して、 當 時の 文章に 用 ひられた 

葉 様々 の符號  ！？ し- ： 11  ***** 等の 說明、 币法 を解說 した ものである。 

0  ノ 「變 山賤」 は 『文庫』 二十 七號 所載であった もの、 筋 は 都より 山 Sfl に、 蕨と りに 來た 令嬢が、 ふと 山路に 迷 

乍 \ 

\ ひこみ、 物音に 驚いて 走らう として、 足 を とられて 倒れた の を、 樹 から 下りて 來た 山男が 抱き起す うち 誘惑 

品  . 

にかられ る。 「苦痛の 齒 がみす る 顔 を …… 苦しから むと も 思 ひやら す、 つく， A\ となが めて， にやり と 笑 ひ、 

メ 顔の 色、 緻密なる 肌理、 すべて 珍ら しく、 これ 一 生の 思 ひ 出 又と は ある まじと、 爪 長く、 筋 くれ 立、 木 脂に 

\ 染し 招に て、 しながら、 すべく とせし 顔 をつ いて 兑、 なほ 深 入して 朱唇 を ひねり、 指^^にっく紅を、 嬉 

しさう に兑て —— (せて、 TO: 邊を ま はす」 とい ふ 風な かなりに つきつめた 描寫 をして、 やがて 直 い 肉 體を背 

I に 山 を 下る ので あるが、 途中で も 誘惑に かられる の を、 彼女のお 伴の 爺 や 下女 達が 必死に さがして ゐ るのに 

\ 出會 つて、 やう やく 自らの 心 を 責めて は、 念 佛を唱 へて 自らの 邪道に 墮 ちなかった 事を甚 ん だとい ふので あ 


開展の it 友 m 章 四 第 


110 


つて、 山男の 誘惑に ひかるる 邊、 かなり 巧みに 描かれ、 初期の 好 短篇で. 最後に 戦せられ た 幸 2 露 伴の 一? ば も 

大變 にせ 寸 上げて ゐて、 最後に 「特に 此篇に 感服す る は、 此篇の ごとき は、 日々 夜々 行 はれ 居る 大 普通の 事に 

して、 評者の ごとき も 此山賤 たる を 免れす、 否 或は 評者に 山 賤の名 を 負 はせ たる 乎 を 疑 ふ ほどな り。 そ も そ 

も 亦 著者 は那邊 より 此山賤 をと り 出し 來り しか、 E 心 ふて 此處に 到れば、 此篇は 道德觀 念の 一助 たるべし、 1  お 

名文なる 哉。 自ら 山賤 たらざる を 自白し 能 ふ勇氣 ある 人に あら ざれば、 此篇を 嫌 ふ あた はす、 噫奇 文なる 哉」 

と 推賞して ゐる。 

次に、 その 前半 を 『百花 園』 に發 表した が * 後半 共に まとめて  一 W とした、 二十 三年 一 月 一 日出 版の 紅葉 

叢書 『南無 阿彌 陀佛』 一 篇が ある。 

初に 「著者の 書翰」 として 

拜呈。 先日 御物 語の 顚末、 少々 愚意 を 加へ、 ((南無 阿 彌陀佛 )) と 題し 四 回に 綴り 候、 事 實相遝 の 廉も有 之 

候へ ども、 小說 なれば と 御 見 ゆるし 被 下 度 候。 起稿 中 われながら 幾度 か 喑淚に 咽び 申 候。 他人 すら かく 

の 通りに 候へば、 貴兄が 當 時の 御 胸中、 嘸 かしと 御 推察 申 上 候。 出 之 助^の 身の上い か ビ御處 g 被 成 候 

や、 ぉ梅樣 臨終まで 氣に 懸けられ、 くれぐ の 御 侬囑を 御 引 請な され 候 御 一言、 行末 か はらす 御 盡カ被 

成 候 はむ こと、 千 僧の 供養に もま さり、 成 佛被成 候 はむ と存 候。 ^封 一 冊 入御 覽候。 餘は拜 顔の 上^ 樓 

.  尾 崎 紅 紫 

上野 兼 次郞樣 


とい ふ 書簡の 序が あり * 以て モデルあって 制作され た 如き 形式に なって ゐる。 

お 梅と いふ 少女、 繼 母の ため 苦しめられ、 親族 さへ 繼 母の 側に つき 彼女に は 唯一 人、 乳母の よしが 味方で 

ある。 そこ は 大阪の 話であって、 やがて^ 母 は 永年 親んだ お 梅と 別れ 東京へ 歸ら ねばならない。 東西 所を異 

にして、 折々 病床に あるお 梅に 便り をよ こす。 その 代擎 がお 梅の 甥の 兼次郞 ！ 序の 書簡の 宛てられた 11 

で、 いっか 手紙の 後書に 兼次郞 が、 乳母が 色々 世話になって、 と 書き、 彼の 親切な 心情 を 示した ことが、 病 

床のお 梅に 響いて、 見ぬ 人 同志に 戀 愛が 起る。 

お 梅に は. E 之 助と いふ 弟が ゐる。 お 梅の 病が篤く なって、 丁度 その 前寫眞 欲しと いって やった 返審 を、 危 

篤の 間に 待って ゐる。 寫露 と藥 がと どいて、 「一 口 含ませ、 さしだす 手に 寫眞を 握ら すれば、 ふっと 0 を あき. 

ほほえみて、 口 を 動かし、 寫眞を 抱し め、 その 儘 寂滅 * 花 は 散りけ り。」 と ある。 

墓地 を 歩いて ゐて、 ふと 新しい 墓に、 泣く づれ てゐる 女が ある。 仔細 あり 氣で、 その 理由 を 尋ねる と、 そ 

れ がその a 母の よしで この 物語 を 作者に 語って くれたと 書 出しに ある。 

乳母と その 仕へ る 女との 忠義な 關 係， それ は 封建時代から よく 取扱 はれた 題材で あるが、 前半の この 古い 

題材 を、 後半 遠い 距離 をお いて、 見ぬ 人への 愛情な どに、 幾らかの 新味 を 見せて ゐる。 

此 等の 初期の 作品に 於て かって 過去に 題 村 を 求む る 浪漫的な 物語に 相應 しい 筆致 も、 現 寳社會 に 下って、 

その 題材 をと る 時、 華麗 さ を 消した、 落 著いた 方向に その 表現 も轉 向す る。 以前 身 邊の舉 生 生活 等より 拔け 

きらなかった が、 年と 共に 題材 上の 現 實社會 も擴大 されて くる。 かくて 二十 三年 一 月發表 『拈華 微笑』 は、 
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皮肉な 人生の 一 齣 を 描いた まとまった 短篇で ある。 

一人の 平凡な 下級 官吏 を 主人公と し、 毎朝 通勤の 路上に 會ふ俥 上の 令嬢への 顔見知りから、 次第に 戀 愛に 

おちゆく 心理の 變遷を 描き、 或 日 彼が 母と 妹と を 連立って 墓參に 行く と、 偶然 その 墓地に 彼女 も、 老母と 夫 

らしい 男と 從 女と 連立って 來てゐ た。 すでに 結婚の 身と あきらめ、 翌朝から 路上で 知らぬ顔に 行きす ぎた。 

後日 役所の 噂に 課長の 娘が、 見 染めた 男が ゐ たが、 先日 墓地で 妻と 同伴だった のに 失望し、 丸 山と いふ 翳師 

へ緣づ いたと いふ 事であった。 何 心なく きま 流して ゐ たが 或 日、 退廳の 折、 かっての 令孃の 俥の 紋と 同じ 紋 

の約臺 が、 ■ 七つ も 續 いて ゆく のにき ひ、 氣 がかり で 尾行す ると 一軒の 家に 入った、 標札 を 見る と羅馬 宇で、 

MARUYAMA と 記して あった。 とい ふので あるが * まとまった もので、 筋の 興味 を ねらった 紅葉の 態度が 

分る。 かく 筋 を 記せば 作爲の 跡が あまりに 著しく 見える けれど. 彼 は それ を氣づ かせぬ 様に 努力して 双方の 

交涉を 巧く 書いて ゐる。 

この 他 現實の 世相に 題材 をと つた 短篇に、 二十 三年 二月 發 表の 『猿 枕』 が あり、 それ は 「すさまじ きもの」 

「あさまし きもの」 一 ー篇 よりなる が、 共に 色愁 に裏づ けられて 前者 は 質屋 通 ひする 女學 生、 後， おは 美貌の 妹 を 

g として 私塾 を 開 いて ゐる靑 年の 事 を 書いて ゐ るが、 同じ 擧生 生活と いっても、 前期の 作品の 表面的に 學生 

生活 を 書いた ものより 裏-向へまで、 深められた 觀 察に 氣附く 。以前の もの は 表面的な スケッチに とどまる の 

だ。 一方 それと 共に 「すさまじ きもの」 の 書 出しの 

男 者 も 大晦日 は 恐し とい へり。 三百 六十 四日が 間、 天に も 地に も 縫 ひし 濫褸、 今日 只  一 m に 出て. 此 
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夜の 十二時 は 尋常 G 薄暮 ほどに も 思 はれす、 商人の 店に は 洋燈. の 數を增 し、 高 張に 景氣を 添へ て >  丁稚 

も 居 眠らす、 買手 もまた 夜 深 を 厥 はすして、 黑豆、 昭五萬 米、 調へ に 今 19 行く 女房の 家の 有様。 さ こそ 

と 思 はれて 氣の 毒な り。 

とい ふの は、 西鹤の 『世 問胸算 £』 の 歳晩 風景の 描寫 など を 思 はせ て、 彼が 表現 上の 摸索が 必然 內容 へま 

で 影響 を 受けて 来た 如く 思 はれる。 

その他、 維新の 時流に 押 流された 武士が、 腕に 覺ぇ ある ままに ml 官 となった が、 蚊帳 もない 彼は贫 

苦に 困 じて ゐた。 しかし 西南の役に 出かける に 際し、 時は泰 であった が 念願の 蚊帳 を 求めて、 妻に 與へ 出兵 

する が、 遂 それが かたみと なった とい ふ 貧苦の 生活 を 描いた 二十 三年 六月 發 表の 『わかれ 蚊帳』 や、 栃木の 山 

里の 溫 宿の 美しい 娘に 一 夜の 契 を 結んだ 旅人に 對 して、 その 娘 は 男に 觸れ ると 業病の 出る 身體 であった の 

で、 愛しながら 許す にしの びす その 现 由の 書 置を殘 して、 どこかへ 姿を隱 したと いふ 一 一十三 年 十一 一月 發 表の 

『巴 波 川』 など、 小さいながら 定石 的な 構成 を 持った 短篇 小說 である。 

然し 長篇風 ものに なると * 筋の 興味 を もって、 誘って ゆく うちに * いっか 藤然 たる 作 爲の跡 を 露出す る も 

のが 多い。 明治の 年號 より 一 つづつ 年上の 紅葉の 若さに よって は、 構成 力の 缺乏、 それに 又 化 政 期 以後の 單 

に 筋の 展開に のみ 直き をお き、 性格 描寫、 心理の 解剖、 或は 人生へ 對 する 態度、 批判 精祌 といった ものに 別 

に 心 をと めなかった 讀者を 相手に * 作^も かかる ものに 明確な 自覺 もな く、 しかも 發 表する もの が 新 問 紙 で 、 

それ は 翌日の 紙面 を 期待させる 贩賫政 に 依って * 作- 跅も &然 翌日へ 通じての 讀 おの 興味 をよ び 起す こと を 
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意識 さ せ る ものであった 事から、 かう した 小說 のす きが 自然 あら はれで る も ので も あ つたら う- 

か かる 長 篇の例 は、  華族の 娘で は あるが、 淫蕩な 又 奔放な 性格の 娘 ゆかりが、 その 家の しとやかな 小 問 使 

美 代の 嫁いだ、 もともと その 家に 出入して ゐた 男と、 自分から 進んで 積極的に 關 係して 子まで なすので ある 

が、 美 代の 計 ひで 溫泉 地で 子供 を 産み、 その子 を 美 代 は 犠牲的に 自らの 子と して ひきとる 筋 を 書いた、 一 一十三 

年 五月 發 表の 『夏 瘦』 に 於いても 示されて ゐ るが、 この 作 は 筋に 大した 破綻 を 見せない けれど、 そこに 人情本 

的な ヱ 口 チックな 展開 を. 王. 眼と して ゐる。 『二.^, R』 の 1 篇 「おぼろ 舟」 は 二十 三年 三月 發 表の.. S であるか 

その 筋 は 母と 自己と 二人の 窮境 を 救 ふため、 年若い 女が、 妾と なった が、 ii もな く 男の 消息が 不明と なった。 

その 情愛が、 いっか 戀愛 的に 變 つて ゐた爲 に、 彼女 は 思 ひ 惱んで 死んで しま ふ 徑路を 描き、 他の ー篇 「むき 

Hi 子」 は 『きの ふけ ふ』 によれば フランスの 自然主義の 主唱 者 H ミ，' ル • ゾラの 『彼の 傑作』 の飜 案と いふ 

が 自己の 藝 術に 苦心す る畫 家と、 彼のた めに 肉 體を賣 ると 同様な 觀 念で 貧しい家 のために、 衣を脫 いで、 モ 

デルの 役に 行った 少女が、 次第に 双方 愛情 を 感じて、 遂に 最後に 至って 結婚す る 徑路を 描いた ものであるが、 

この ー篇で 興味の あるの は * 畫 家の 狂氣 的な 苦心の 様が、 生動 的に 描寫 されて、 一面 文筆の 机に、 同じ 様な 

苦心 を 以てよ つて ゐる 紅葉の 姿 を 鬆 させる ことと、 モデル 商 賫に對 する 古い 時代 觀 念の 反映 を 示す ことで 

あらう。 

裸體 になる をはづ かしがり、 容易に 衣を脫 しない、 畫 家のう ちへ 行っても、 實 家へ 逃げ 歸 つたり する 少女 

が、 いよいよ 衣 を 脫ぐ邊 りの 描 tHW は 又 巧みで ある。 


女 一 人 部屋に おいて 畫家 は裸體 になった 知らせの ベ ルの 鳴る の を 待って 外に 立つ。 長湯の 女 三人 ほど も 待 

つたと 覺 しき 頃 鈴の 音が 微に 響いた。 畫家 はさて こそと 胸 は 躍る が、 わざと 落着き 貌に、 悠々 と 戶を閲 くと、 

白い 裸像が 立って ゐる。 紅葉 は それ を 「時なら ぬ 雪 ー圑— 1^ れぬ 紅梅の 苦と 見し は、 わす かに 色 づける 乳房 

なり。」 ん 描いて ゐる。 

『二人 女 J の 主人公 は 共に、 貧しい家に 生れた、 しとやかに 美しい 女で、 初め 不本意ながら、 家への 犠牲的 

な 精神から、 一人 は 妾に、 一人 は 妾 同様な 思 ひ をして モデル 女になる が、 しま ひに は對 手の 男に、 純情 を 示 

す 徑路. V 描いた もので、 肉 體 的な 世界から やがてに 浮き 上る 淸淨な 香が して ゐる。 

また 二十 三年 七月 發 表の 『戀 の蛻』 に は 幼馴染の 少年少女が ゐ るが、 少年 は 遠國に 奉公せ ねばならす、 た 

また ま國 許へ 呼び 歸 されて みれば 父の 死の ためで、 遂 出家 を させられる。 儈 となっても、 愛 戀の情 絶ちが た 

く、  二人が 會 つて ゐ るの を 發 見され て は、 師の 僧に 叱られ、 少女 と^れて 遠國の 山寺へ 修業に 行かねば なら 

なくなつ たと いふ 可憐な 悲劇 を 描いて ゐる。 

春陽 堂の 「新作 十一 一番」 で、 一 一十三 年 九月 發 表した 『此 ぬし』 —— それ は 貧しい 自炊 生活の 大舉生 を 見 染めた 

隣家の 娘が * 大學 生の 弟を傳 手と し、 その 兄た 舉 生に 意 を 通じる が 男 は 一向 肯ぜ ぬ。 大擧 生が たまたま 弟と 

戯れに 吹 矢 を やって、 その 飛んだ 矢の ため 隣の 女 を 怪我 させて、 そのi^^^に娘の意をくんでは、 結婚す る やう 

になった とい ふ 筋で ある。 この 他 新婚の 旅先に おいて、 昔の 戀 人であった 女に 思 ひがけな く會 ひ、 その 誘 ふ 

ままに ひかれた 男が、 ひそかに 女と 會 つて ゐる所 を、 その 昔の 戀 人の 主人で ある、 獨 逸人に 發兑 され、 ビス 
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トルで 射殺されよ うとして 男 は危く 逃げ かへ り、 何 |ej も 知らす 心^して ゐた 新妻に、 ；^化をぃふとぃふ突飛な 

『花ぐ もり』 も、 共に あまりに スト ォ リイの 興味 を ねらった 感 がする。 (註り. -) 

二十 五ハキ 五月 『紙き ぬた』 の 中で、 發 表された >  『紅白 毒 饅頭』 は 物質 慾と 性愁 との 惡 奥に みちた 邪宗 門 玉 

蓮 敎會の 內部を 描き. その 暴露 的な 作品で ある。 

敎會の 主旨 は 幽玄 高 妙の 理窟 を 離れて、 俗談 平 話の 間に、 善を爲 よ， 惡を爲 なと 誨 ふるに あって、 利益と 

いへば、 家內 繁昌. 息災 延命. 其 外 一切の 諸 願 成就と あって、 神 體は審 かで なく • 古びた 軸に 煤けた 文字が、 

光明 玉 蓮と 書かれ、 古 金襴の 袋に 歛 めて、 說敎 日に はこれ を 持 出し 禮拜 せし むる もの だとい ふ。 

かう した、 時代の 信 敎の自 s と共に 輩出した であらう 邪教の 一 つ をと り卷 いて， その 社殿 を 利用して、 そ 

こ を あくどい 男女 交歡の 場と して ゐる樣 を， 具體 的に 描いて ゐ るが、 かく 社會の 一面への 紅 薬の 視野の やう 

やく ひろがり ゆく 様 を 見せて ゐる點 注意すべき 作品と 思 ふ。 

つづいて 二十 五 年 十一 一 發 表の 『三人 妻』 はかなり の長篇 である。 

維新 以後、 機 を 兒ては 千金 を摑 み、 擡頭し 來 つて 今 は 日本で も その 名 を 知らない 人 はない とい ふ资 本家、 

葛城餘 五郎 を、 r 三人 妻』 の 主人公と する ので あるが、 榮 趣の 果 に， 情痴の 世界へ 入って、 先、 當時柳 橋で 評 

判の 高かった 藝者才 藏に會 つて 執心す るが 彼女 は なかなか 應 じない。 それに は 他に 男が あるので、 これ を 知 

つた 葛 城 は、 他の 藝者を トリックに つかって、 その 仲 を さかせて、 自分の ものと してし まひ、 女 を 向嶋に 住 

はせ る 0 


葛 城と 同様に、 維新の どさくさ まぎれに、 富 を 作り、 悪辣な 方法で 純 商と 呼ばれる 身分と なった * 雪 村 素 

六 は、 やはり 隅 田 川 ほとりの^ 莊に、 十二 人 もの 美女 をお き 来客 を もてなす。 そこでお 角と いふ 女 を 知り、 

この 女に 執心した 葛 城 はこの 女 も 亦 自分の ものと して 紅梅と いふ 名で 愛する。 ぉ才の 職業的に 洗煉され たと 

ころ、 紅梅の 素人 的の 初々 しさ、 二つながら 好 もしく 葛 城 は 心を滿 たして ゐた。 

かう して ゐる うちに 彼は鄕 里へ 亡母の 十三 年忌 故に 歸 つた 折、 若い 頃した つて ゐた 女の 娘お 艷を兄 出し、 

無理に 東京へ つれて 歸 つて、 その 女 も 妾と してし まった。 

かくて 春に なって 花見の 會に 妻に も 三人の 顏を會 せて みた。 葛 域の 妻 も 三人の 性質 を見拔 いて 「紅梅 は溫 

乎と して 內慧 く、 閨 中に 手 ありて 情 も 相 應に深 かるべし。 お 才は俠 にして 張强 く、  K に 我儘なる 所 弄ぶ に 面 

白 かるべし。 ぉ艷は 無垢なる 生娘、 唯 優しくして 實 ある を取抦 とす。 銘々 の 役割と いへば. ぉ才は 酒の 酌、 紅 

梅 は 床の ロ說、 ぉ艷は 茶漬の 給仕」 と 批評して ゐる。 かくして ゐて も、 紅梅が もっとも 愛， され、 ぉ才は 本心 

から. 葛 城 を 愛して ゐ るので ない が、 それ を 聞く とさす がに 心滿 たざる ものが ある。 たまたま 歌舞伎 鹿で 以 

前の 愛人に 出會 ひ、 ふたたび 交り を績 けて ゐ るの を、 周圍 から 警戒され てゐ る。 

ぉ艷は 娘った。 愛されて ゐる 紅梅 は、 その 事 を 羨む がお 才に はさう した 根性 もない。 • 

ぉ艷は 男子 を 産んだ。 ぉ才は 他の 家に おしこめられた。 紅梅 はお 才 のかくな つたの を、 表で は 驚き * 裏で 

は 喜んで ゐる。 そして 奥方に とり 入って、 今 はお 艷 のみ を 邪魔者と して ゐる。 そして、 ぉ艷と 奥方との 問 を 

さかう と 試みて ゐる。 
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葛 城が 病んでも ぉ艷 には會 はせ ない。 死後 やう やく 葛 城の 妻の 怒が とけて、 紅梅 は 暇 をつ か はされ ぉ才は 

前の 男と 一 緒に なり、 ぉ艷は 本家 へ ひきとられた 1 . と いふ スト ォ リイで あるが、 一 一十 六 歳の 紅 薬と して は、 

三人の 女の性 格 も ある 程度まで 描き わけ、 富豪の 家庭生活の 內部 も， 時代相 を 見せて 描いて ゐる。 

紅^に とって、 初めての 力作で、 金 錢の欲 sni と、 情痴の 欲望と 交錯し， 不本意ながら 男に 從 つた 女の その 

相手へ、 何時か 服從 して 行く 徑路、 そこから 滿た ない 心 を 他へ 寄せる 心 ——- それが めいめいの 女の かっての 

生活から、 必然的に 生れる やうに 描かれて ゐる。 

績 いての 『男 ごころ』 は鼬屋 瀬兵衞 一家の 三代に 亙る 物語で、 後で 述 るが 紅葉の 「金 錢」 「戀 愛」 「結婚」 

「敎 育」 といった ものへの 見識 をみ せ、 三代に 1 る 各 時代 時代の 進歩 性 を も 作屮の 人物に みせ 、構成の 複雜を 

かなり 手際よ く處理 して ゐ るのに、 彼の 構成 力の 進展が 窺 はれる。 

卽ち、 强愁な 高利 貸の 鼬 尾 瀨兵衞 に、 信 助と お 類と いふ 子供が ある。 信 助 は、 凡庸で は あるが、 お 類 は 親 

に 似す 誠に 美しい。 お 類 も 早、 嫁入の 頃で、 日頃 强 慾から、 世間より 輕 蔑され てゐる 父親 も. 今度 こそ、 い 

い 婿を迎 へて、 世 間 を あっとい はせ て やらう と考 へて ゐる ところへ、 彼の 片腕と なって ゐる 手代の 野 川に よ 

つて、 公卿 華族 東 山 公恒を 知った。 東 山 は、 相場な どに 手 を 出し、 破産 同様の 身の上で、 しかも 妻 を 死別し 

たと ころであった。 

門閥に 喜び、 費用 一 切 こちら もちで 瀨兵衞 は 東 山に 娘 を 嫁に やった。 瀨 兵 衞 はやが て， お 京と いふ 孫 を 持 

つた 喜び もい くば くもなく 息子の 11:15 助 を 失 ひ、 さきに は 妻 も 失った 身で、 氣カ 失せて ゐ るのに 名 Is を 進む る 


へ が 「無き 命 は藥の 及ぶ ことに あらす。 今更 高 金 出して 醫者を 呼ぶ は、 盜 人に 追錢も 同じ 事。 構へ て、 無駄に 

\ 錢を つか ひて、 病人の 氣を 傷む るな。 我 はかくまで 大事に 思 ふ金錢 を、 いかに 我物に なりたれば とて、 滅多 

に は 費す まじき ぞ、 鬼 角 は 二 代 目に て 滑る る 身上」 と 注意し、 葬禮も 質素に 行へ と 遣 言して 死んだ。 

\ 第一 代 はかくて 過ぎた。 公恒 は遺產 を、 お 類の 持參 金の 五 千圓 と共に 銀行に 預け、 昔と ちがった 儉約 第一 

\ に暮 して ゐる うち、 かりそめの 病で お 類 も 死んだ。 公恒は 片瀨の 幽靈が 出る とい ふため 安い 費 家 を 求めて、 

お 京と 乳母 を 相手に 暮 すので あるが、 月日 は 流れお 京 も 十五と なると、 儉約 第一 の公恒 はも はや 要らぬ 費と 

紅 \ 乳母に も 暇 を やり、 陰氣な 家に、 二人 寂しい 生活 を 送って ゐた。 

葉 一 お 京の 十七の 日、 公恒は 突然死んで 行った。 遣 書に 資產六 萬圓の 明細書と、 東京に 春 山多賀 とい ふ 自分の 

の 從 妹が ゐて、 それに 一 子 ある 故 これに 顿れと 書いて あった。 第一 一代 はかくて 過ぎる。 多賀 とその 息子 千 之 助 

作 ( 

\ もやって 來た。 お 京 は 千 之 助に 好意 を 持つ が、 千 之 助 は 鄙びた お 京 を 何とも 思 はない。 しかしお 京 を 都へ 伴 

品 

つた 多賀は 色々 敎 育して やる ので 彼女 も 日々 に都會 風に 染 つて 行った。 

\ 公恒の 三年 忌 も 過ぎ 母親 は 千 之 助に、 お 京との 結婚 問題 を 話す が、 承知し ない。 そして は 遺產に 目の くれ 

て ゐる母 を 失望させる。 

\ 千 之 助 は、 彼の 勤めて ゐる 銀行の、 副 頭取の 娘 妙 子と 相愛して なる からだ。 しかし それ も. 千 之 助の 母と 

m  \ 副 頭取 夫婦に 反對 され、 結局 母の 希望 通りになる やうに なった。 

一 かくて、 いよいよ 結婚の 日と なった 所、 突然お 京 は 恐し くれ 蒼 ざめ ra^ て、 不快ら しくして ゐた。 それでも 
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箱 根へ 新婚旅行の 旅に 出發 したが、 汽車 中で 行方不明 になった。 そこに 居る に 違 ひない と， あてに した 乳母 

の 家に もゐ なかった。 

かう した 三代に N る スト ォ リイで あるが、 最後のお 京の 心境の 變化 について、 あまりに 突然で、 何らの 理 

由 も あげてな く、 それまでの 徑路 に、 伏線 的な もの もな く、 千之助と妙子との問题を知ったためとも^=?へ られ 

す、 實 に突發 的で、 三代に S る重警 的な 構成 を こ はして ゐる樣 に 思 はれる。 それまで 稜み 上げた、 三代に 互 

る 構成 を もてあました 感が あるが、 大 陸 文學 風の. 大きい 構想 は 認めねば ならぬ。 

これ 等の 作品で 見られる、 物質 欲が、 或は 性欲と 交錯し、 或は 並行して 作品の 中 を 流れて、 その 中に 常時 

の社會 に、 多かった であらう 物質 欲 一 偏の 人々 を 示した 所， 紅葉の 作品の 一 つの 特徵 をな して ゐる やうに 思 

はれる。 

しかし 『三人 妻』 の 葛城餘 五郞、 雪 村 素 六、 r 男 ごころ』 の 鼬 岸： 瀨兵衞 など、 一 つの 作 中 人物の タイプで、 

同型の 中に 入って しま ふ 人物で ある。 

ただ 『男 ごころ』 一 篇 中には. 三代に わたるう ち、 時代の 流れと 共に、 三代 目の 千 之 助の やうに * 物^ 欲 

のみに あこがれぬ、 そして いくらか 精神的な 戀愛 を、 そこから はなれて 求めよう とする 者な ど あら はれ、 時 

代の 流れに 伴 ふ 新しい 展開が 示されて ゐる。 そして 年齢に よる 金錢 への 執著な ども、 いくらか 概念的で は あ 

るが、 バルザックの 小 說に表 はれる 人物 を 思 はせ る ものが あって、 紅葉の 若さで よく 書け たと へられる。 

ト： に列擧 した 諸 作品 は、 元 綠と化 政 期の 作品の 影響と * 明治に 生きて その 空 氣を吸 ふ 彼との 交錯と も 言 ふ 


ベく、 落ちついた 彼 一箇の 藝 術の 境 致、 それより 生れ 出る 作品と いはれ えぬ 混沌た る ものが ある。 

\ 『三人 妻』 の 主人公が 男で あり、 明治の 生んだ 肉欲 一 偏の 單 純な 人間で あるに 對し、 それ 以上 稱祌 的な、 江 

戶の 所謂 「粹」 と 「義理」 を もって 貫いた 作品が この 期に ある。 卽ちそれはニ十•^^-ハ+の 『伽羅 物語』 である 

が、 それに は 分限者 廣您 が、 遊女 初 梅 を 無理に 請 出した が、 女に は淺 とい ふ 馴染の 客が あった、 それで 後々 

も その を こがれて は 病んだ。 廣您 もた うとう 女の 願望に ほ だされて、 女と淺と食はせ^p事にする。 所が 當 

の 淺は竹 紫 浦に 鹽 木の 小屋が けで 住む 現在の 有樣 だとい ふ。 彼 は 女が 「黄な 物の 思 ふま まある 內は 情の 水 は 

紅 上す まし、 味 淡くて おもしろ からね ど、 親 持 なれば 勘當. 家 持なら ねば 分散の 後から が、 眞 情の 見所 見せ所」 

葉 i とい ふ 時、 身を隱 したので ある。 女が 金 を 手紙に 添へ て 贈っても 「我 もむ かし は 大盡の はしくれ 腐りても さ 

一 る もの は 貧 ひがたし なほ 又 契りし 遊女に も あれ 川 竹の 勤 は 其 B その 夜の 客 こそ 夫 なれ」 と 受取らぬ。 廣您 

乍 >  , 

< も わけしりの 男、 女 を淺の 所へ つか はす Is^ にした。 

ん i 

さう して、 二 年 も 立たぬ 問に 廣您も 落 ぶれの 身と なった。 生きる ために は、 五月の 菖蒲 寶を する 事 も あつ 

た。 その 或る日 落ち かかる 軒に、 蚊柱 立てて ゐる の もとに 一人の 比丘尼が 訪ねて 來た。 それ はかっての 初 

： 一 梅で あり、 聞けば 淺も たうとう 亡き 身と なった とい ふ。 尼と なった かの 女が 庵室に 居ても * うるさく 言 ひよ 

る 男が ゐる。 しかるに 風の 便りに 今 您の落 ぶれた 身の上の Iss^ をき き、 昔日の 義理に、 言 ひよ る 男に その 身 を 

m 寶 らう 專を 約して、 金 を もら ひ來 つたので あった。 しかし 您 はこばんで 「明日 は 亡母の 命日に も あれば、 ま 

\ た 尋ねて 来て そちの 讀經を 聞せ よ」 と 一一 E ふと、 尼と なった 初 梅 は 微笑して 「落魄ても 粹は粹 め、 情深い 事 言 
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ふて. この 比丘尼 を 地獄へ 墮 さん-との 惡洒洛 か」 と 隠した 吸 筒 を ひねって、 別離の 杯 を 差した。 それ はかって 

惣の 贈物で、 金 蒔 檎の小 杯であった -11 とい ふ氣 持の いい 江戶 ツ子 好みの 作品で ある。 作品の 調和、 その 渾 

然とした まとまり は、 彼に おいて は、 短篇 か、 かかる 浪漫的な 過去の ，界に 自ら をお いて、 過去の 世界 を 描 

いた ものに 多く 見出され るの だ。 

同じ 傾向 を 汲む もので その 前に、 二十 四年發 表の r 伽羅 枕』 ー篇が ある。 それ は 佐 太夫と いふ 花魁 をキ： 人 

公と して、 西 鶴の 『一代 女』 に旁緊 とした 情 生活の 繪卷物 を 展開 させた ものであって、 それ は、 西： i 摸倣の 

香の 高い 一 篇 である けれど、 さすがに 近代的な 筒 人性 を 多分に 含ませ、 時代 的に 前述の 『伽羅 物語』 より 以 

前の 作品で あるが、 作 中の 時代が より 若い 爲で なく、 西 鶴 を 中心として 考 ふる 時 は、 その 理解の 淺 さの 故に、 

かへ つて 彼 紅 薬の 住む 時代の 签氣が 混じた もので あらう。 『伽羅 枕』 ひ 主人公 は * 幼名 をお 仙と いひ 父 は 旗本 

で <^ お 仙 は その 京 在勤の 折、 祇園の. ¥ ^の i, に 生れた 子で あつたが、 養家 先の 衰運 を 救 ふ爲、 十ニの時^^3原 

へ 賫られ る。 純潔であった^ 5^ 環境に なじんで は 次第に 「淺 ましく も 太夫 を 帝王 ほどに 思 ひ 込みて、 漆 

の ごとき 泥水で 眞逆倒 落ちて 歡 び.」 十四の 霜月 七日 「この 日が 一 代の 大 邪淫、 大 妄語、 大 殺生、 大食 楚、 世 

間に あらゆる 惡 業仕盡 にの 發端」 で、 かねての 大願が 成就して、 里花大 夫と 名乘 り、 大阪 一 の 分限者 iiw 水の 

隱 居の 揚 詰に^^^ S33.3i。 十六で 遂 その 老人に 身請けされ たが、 老人が 死んだ ので 家へ 歸 され、 又 問 

. ^く ^ 戶^ J ^となる。 しかし，.^ の 侍が、 紫水晶の 製造に Isus^, 死んだ ので 遂に 狼 女が， 永せ 

<s たかった 實父 を： i^g、 彼 も 亦 死んで 居る。 彼女の 腹 代りの 姉が さる 大名^いで ゐ ると 閱き、 色々 手 


段 を 作って、 義姉と 路上で 會ふ機 Is を與 へられた が、 それ も 人事の 様に、 單 にしら じらしく も 籠の 中より 目 

禮 され あった。 姉の 櫬 勢と 己が 現在 を 比較して、^.^ 石^^なら す や，.^ 111^ 見守 の 娘な 

らす TysT? なり、 反，， 抗 的な 氣 持と なり 「これまでの 萬 事 末 凶なら ざる はなく、 末々 の 辻占 惡 けれ， 

ば、 正路の 立身出世 は覺 束な き 察な り。 凡そ 人間に 生れながら、 良 かれ 惡 かれ 其 名を唱 はれす して 土に 返る 

は蠅の 夏に 坐れ て 秋 つる 如し。 芳名 を 傅へ すば あられぬ 名に て^れ 世に 知られ、 其に て 姉に も む 

も 面，， 白か^^ T:3ys^,^-< 生觀 から、 「不治の 不具と なれる から は、 大 不具と なりて 世 il を 氣味惡 からす 

べき ぞ， と惡 魔：^:^ f^i^ び、 吉原— に 身 を 沈めて、 佐 太夫と 名乘 つた 譯 である。，  . 1 

それからの 彼女の 歩く 道 は、 自己に 則した 只 一 筋であった。 彼女 は 強い 自我に 生きた。 「俠」 を もって 貫い 

^;-大盡とぃふ全身疣の男も^^^持故に抱ぃた。 それ，^ 知りつ つ 盜賊を も 抱いた。 然し 「カづ くなら ば 

紛の執 (湯、 切身に 何にも あれ 此 意地 を 挫ぐ に 足らね ど、 義理と 情に は 脆く して 人 一 倍の 泣蟲」 とい ふ 彼 

だった。  ,  

かくて 波瀾の 多い 半生 を 二十 八まで 送り、 最後に べらべらと 顔の 崩れた 癩病 人の 召使と なり、 かって 自己 

のな， J, め惡 業の 消滅の 爲、 その 病人へ 手 篤い 看病 をして、 黑髮を 切り、 今 は 六十 ニ歲、 二 錢三錢 を 仇 費せ す 

同 向す る 身と い ふの である。 

『 一 代 女』 と共に、 一 人の 女性の 沈み ゆく 運命 を 描いた もので あり、 素性 も 西 鶴の は 「母 は 筋 こそな けれ、 

父 は 後 花 阐院の 御 時、 殴 上人の 交り 近き 人の 末々 J と似た血をひく^!<?でぁる。 然し その 沈み ゆく 原 0 が 『1 


代 女 J では 境遇と 共に、 本人の 盲目的な 「性」 の 本能が 强 いのに 對し 『翻羅 枕 ，一 の 主人公 は周圍 への 反逆 心 か 

らの 一 つの 人生 觀 とも いった もの、 そして、 自我 意識の 鮮明 さに、 近代的な 影 を 見る が、 結末 は 結简傲 底し 

得す、 攝悔の 生活に 安住して ゐ るのに、 彼女の 弱さ i- そして 作者の 弱さ を 結局 意味す ると も E わへ るが —— 

それ を 示して ねる。 

この 外 二十 四 年 八月 發 表の 『二人 女房』 では、 役人に 嫁いだ 美貌の 姉と、 職工に 嫁いだ 美しから ぬ 妹と を， 

對照 させ かへ つて その 生活が 前者が 不幸で、 後者が 幸であった 事 を、 テ I マと して ゐ るが、 『二人 女房』 で與 

味の あるの は、 その 時代の、 作の テ ー マが、 大抵 富豪に 金錢 によって、 ひきつけられて 行く 女性の 運命 を. 

情痴の 世界に 浮ばせながら 書いた ものが 多かった が、 これで は 富豪と いふ ほどで はない が、 社會的 地位が、 

上 暦 的に 見られた ものへ 對 して、 下署 的な ものとの 對照を 示して、 精祌 的な 幸福 を 後者に おいた 點 であると 

共に、 表現形式の 實驗 において である。 

この 前後の 作品 は、 大抵 西 鶴の 影響 を 受けた スタイルが 多い のであって、 たと へば、 その 代表的の ものと 

して 『伽羅 枕』 の 胃 頭 を 引けば 次の 如くで ある。 

またしても 女物 l^i.- 京 は 女 藤の 名所、 とりわけ 祇園 島 原 は 其 粹を萃 め、 二十 四番の 風吹絕 えす して、 

千 紫 萬 紅の 亂 、に は、 東夷 もお のづ から 其 色に 浮かれの 一節、 骨太の 手に 扇 拍子 を 習 ひ、 魂 忽然と ろと 

ろと 鴨 川の 水に は 金の 鈍る こと 奇妙な り、 延鏡 借りて 見よ、 小 鬚に 愧 かしき 年齢して しげ しげなる 揚 

屋 がよ ひ、 これ も 交際と * 名 はいかに とも 附 けらる る ものな り、 と 同 擇の陰 言 も 聞 流して 浮世 はと かく 


, 醉醒の 水 野 石 見守と 云 は、 江戶趣 町半藏 門外に 人の 知る 旌本 なりけ るが、 此 地に 在勤 中 祇園 町 束 井筒 抱 

への 藝子小 鶴 を 我物に して、 淺 からぬ 馴染に 綺情は 更に 盡 きね ど、 役目の 年 果て 近々 の 別離と いふに、 

\  杯の 數 はおの づと 減りて、 歌へ ど 彈ど樂 まざれば、 小 鶴い ぶかし みて 仔細 を 問 ど 語す。 

いま 西 鶴の 文章の 特徴の 一 つ は、 てにをは 拔き、 卽ち 助詞の 省略で、 そこから 語と 語との Si の 冗長な 感じ 

が 失せ、 生彩と 彈 力の 氣が 溢る る こと、 例へば 次の 如き ものが ある。 

難 波 橋より 西 見渡しの 百 極、 數千 軒の 間 九甍を 並べ、 白 土 雪の 曙を楚 ふ。 杉ば への 僚 物 山 もさながら 動 

杠  きて、 人馬に 付けて 送れば 大道 癱き 地雷の 如し。 (日本 永代 藏) 

葉 一  お 夏 淸十郞 に 思 ひっき、 それより 明暮心 をつ くし 魂 身の 中に 離れ。 五 人 女) 

の 

_ この 「西 見渡しの 百 種」 とか、 「白 土 雪の 曙 を 奪 ふ」 とか、 「お 夏 淸十郞 に 思 ひっき」 といった 助詞 拔 きの 

乍 ゾ  * 

, 表現が、 「一 一 十四 番の風 吹 絶え. f して」 や、 「魂 忽然 とろとろと」 といった 表現 を よんだ。 

また 西 鶴に は、 ぼつ 切れの 斷敍法 や、 名詞 止の 句法が あって、 著しく 短句 法が 特徵 をな して ゐる。 長短の 

一 章句の 交錯. 照應 リズム あり、 光と 影 を 作って、 妙 章 をな して ゐ るので ある。 

一 我れ 化して 死し、 また 化して 生じ、 母 は 今の 都の 若 後家、 西 洞院の 一 つ 前と、 浮世の 立つ 名隱れ 無し。 父 

は 一 代 とて、 子の 初聲を 聞かす， 取投 婆の 手より 直ぐに、 襁褓に 卷 きながら 六角堂の 門前に 扮 てられ、 鹿 

^  安四 の 憂き 秋、 夜の 霜. 朝の 風に 傷み、 限りの 知る る 命 を， 不思議に 喰ひ殘 して 有りけ る。 (好色 一 一代 wfo 

一 萬寶 帳， 雞" 奴の 沛は、 日本 第一 の大湊 にして _§國 の 商人 爱に 集まりぬ。 上 問屋、 下問 屋數を 知らす、 客 
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馳走の 爲め蓮 葉 女と 云 ふ^を 持へ 置きぬ。 (好色 一代 女) 

これらの 短 章の スタイル を 前に 揭 げた 『伽羅 枕』 に 比する とき ノ ての 文體の 近似 を 容易に 見出す であらう。 

また 紅葉に よく 見る、 作 中 人物の 外貌、 顏ゃ 着衣に ついての 綿密な 說明的 描き 汽 をり をり 文章 中に 挿入し 

て ある 處生訓 的 短 章 i # 句と いふに、 少々 間の びの して ゐる ものであるが II それ 等 は、 西 鶴から 得た 餘 

り 功果の 乏しい 影響で あると 思 ふ。 

さて n 一人 女房』 において は. 部分的に は尙 雅俗 折衷 又の名 殘り をと どめて ねる が、 所々 に 言文一致への 

接近 を 保って、 變 化の ある ものが ある。 例へば 胃 頭の (一) の 

芝 露 月 町の 藤の 湯と ある 長 暖簾 を 推 分けて。 (淺 くと も淸き 流の 杜若) と。 出端の ありさう に 鎖れ たる 

女子 二人。 いづれ も 長湯に 磨け る M 色 は と 赤く。 對の高 島 口に 髮飾も 同じ 好み。 年長けた る 方 は。 

容貌 優れて 麗しく。 十九ば かりなり。 iSr 二 歳 も i 少と 見えた るが。 女子に は 厚 肉 過ぎて。 色 さへ 白 か 

らす。 額の 左に 寄りて。 簿 けれども 三日月 狀 の刽痕 あり。 

との 表現 を (六) の  t 

子 を 見る こと 親に 如か. f といへ ど、 子 を 見損す る も 親に 如かす >  女親 はお 銀の 容色 をば。 たしかに 宣 

價の 五倍 も 買 冠って ゐて。 お 銀 ほど 美しい もの は。 世 問に 二人と は 無い ものの やうに 想って ゐる。 これ 

までに 數 度の 緣談 も。 母親が に 立って 毛 嫌 ひ をして。 彼で もない 此 でもない と^ 壞 した。 とい ふの 

も 。暴竞 お 銀を寶 にし 過ぎて。 慾 を 乾かした からで は あるが。 また 一 概に愁 ばかりと も 謂 はれぬ。 


とい ふ スタイルに 移動して 行き、 又會話 を、 

「あの 帶で よければ « 事に しょうか。」 

「貸して くれれば 私の 方 は 可い けれど。 お前が 窮るぢ やない か。」 

「私 や 構 やしない。」 

「構 はない！ そんなら 後生 だから 然してお くれな。 其 代お 禮 をす るよ。 そら 彼の 海鼠 絞の 半掛 を。」 

「屹度？」 

「屹度 さ！」 

とい ふ 風に、 日常 語 を 用 ひて、 ^行に して ゐ るの も、 r 伽羅 枕』 など、 すべて 從來、 . 文章の 中に、 次の やう 

に 混入 さ、 せて ゐ たものと 異っ てゐ る。 

小 鶴 は 別て 親しく、 姊と 頼みし 右 龍 を るより 幼子 を 突 付け、 これ 見て 下さん せ、 水 野 様に 生 {E:r どれ 

どれと 抱 取りて、 なるほど 爭 はれぬ もの、 口頭から 頭の あたり はお 前 を 其 儘。 今 も、 宋 gi の 人形 抱へ て、 

世話 燒け ぬか はりに、 樂 みなき 此身 こそ 恨めし けれと いへば、 わが 胸の 中 は それならで、 勤の 屮の 赤子 

は 荷物と 今 も 今と て 其 を 案じて 氣の結 ぼる る 折から。 …… 何に しても 苦勞の 絶えぬ が 浮世。 姉さん 蜇機 

から 音信が ありまし たか。 されば、 今：！： で 八月 餘 りと いふに、 ゎづか 二通の 手紙、 いろいろ 家に も 用！；！ 

溜り たれば 我ながらうる さきほど 狀を 出せ ど、 いつもい つも 片音 信。 

かかる 點 から 新しい 轉 向の 意 篛 を r 二人 女房』 に 見出す 次第で ある。 
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紅葉が 西 鶴の 文章 を舉ん だ機緣 は、 淡 島 寒月に よって 之 を 示された に發 する。 寒月の 人となりに 就て は. 

幸 田 露 伴の 「淡 島 塞 月 氏」 (早稻 田文舉 明治 文學 it ゆ 第五 號 大正 十五 年 四月 一 日發 行) に大 體を傳 へて ゐ るが、 

それに よれば 若き 頃 は 文明開化 主義者で、 やがて 日本 趣味へ 歸 つた。 美術、 文學、 隨筆、 雜 書に 廣く通 じ、 

文 舉は德 川 期、 美術 は奈良 朝まで 通曉 した。 ^も 巧み、 檀林 風の 句作 もし、 自己流の 禪を やり、 原人 土器 採 

集に も 與味を 持ち、 一生 を 通じて 「氏は餘り有るの聰明を^^しながら、 それ を 濫^せ す、 おとなしく 身 を 保 

つて、 そして 人の 察に も 立 入らぬ 代りに、 人に も 厄介 を 掛けす、 人 を も 煩 はさす、 來れば 担ます、 去れば 追 

はすと いふ 調子で、 至極 穩 かに、 名利 を 求めす、 ただ 趣味に 生きて、 樂 しく 長命した 人であった。 しそして 大 

正 十五 年 二月 廿 三日 七十 歳で 永 逝した とい ふ。 

露 伴と 共に 紅 薬が 西： i を擧ん だの は、 この 風流 趣味の 人の 書棚より、 めいめいの 立場で 攝 取した の だ。 

この 事情 を 內田魯 庵の 「綠隆 若 話」 に 引用しょう。 

西 鶴が 正しく 明治の 文 學史に 影響 を M (へたる は爭 ふべ からす。 紅 露 以下の 文擧は 畢竟 元祿 復興の 紀ー兀 

を 開きし なり。 而 して 其 復興の 起源 を尋 ぬるに、 本と 愛 鶴 軒 書棚の 故紙 堆 裏より 来る。 愛 鶴 軒 は 淡 島 氏、 

名は寳 受郞、 今 は 向島 弘. 1 寺の 境内に 住す。 初め 淺草森 川 町に 在りし 頃 中 西 梅花、 尾 崎 紅葉， 幸 ffl 露 伴 

諸子 運々 其廬を 叩きて 文 詩 を 談ぜ しが、 之より 先き 明治 八 九 年頃 淡 島 氏 は 小川 町の 古本 店 某 方に て 古書 

一 とから げを購 ひし 中に 偶然 西 鹤の置 手紙 を發 見したり。 豫て 京傳、 彥、 馬 琴 等の 隨筆 にて 其の 名 を 

記憶せ しかば 日夕 繰返し 繰返し 飜讀 して 終に 自づと 其 妙趣 を 理解し 其の後- 1, お 用 一 代 si- と讀 むに 從 ひて 


愈々 獨 得の 趣味 ある を 喜び 花晨 ぉ夕暂 らく も 離さす 之と 親み しが 此時西 鶴 ある を 知る もの は 極めて 少か 

り气 

勿論 饗庭篁 村 氏 等は旣 に涉獵 しつつ ありし が 唯 元 の 珍書と して 愛翫 せし に 過ぎす。 之 を文學 上の 慣値 

ある ものと 認めし は 卽ち愛 鶴 軒な り。 愛 鶴 軒 は實に 明治に 於け る元祿 復興の 祖 なり。 (註"") 

この 淡 島 寒月より 告げられた 西 鶴の 文體を * 首 文 一 致の 風韻な く 雅趣 乏しく、 とも すれば 卑近に なり 勝ち 

な 時代に * 樗 牛の 「明治の 小說」 中に 言 ふ 如く 「婉曲 暢逹 にして 而も 遒 勁に、 文字 淺近 にして 而も 餘韻 ある 

は、 尤も 社會 的、 はた 平民 的の 事物 を直寫 する に 適する」 ものと して、 明かに 自覺 して か、 或は 文體 摸索の 

上さう した 自覺 もな くして か、 取り上げた のであった。 

露 伴に 於て は、 その 筒 性から、 主 觀の强 ぃ燃燒 によって、 圭角 ある 文章の 上に 消化され て 行った が、 紅 太 

に 於て は、 文體 より 自然 內容 にまで 入って、 文體 はおろ か 作品 傾向、 その 題材のと り 方まで、 强く西 鶴の 影 

響 を 受け、 彼の この 期の 主なる 作品 傾向 を 形成す る に 至った ので ある。 

以上、 この 期 紅葉に つ いての 傾向 を具體 的に、 その 主要なる 作品に ついて 素描した ものであるが、 これ を ま 

とめて、 大體の 展開、 傾向の 上から 見る と、 その 描く 世界 は、 都會の 一面で あり、 そこに もつれ 合 ふ 情痴の 

問題で あり、 すでに 述る やうに 構想と 現に 最も 力 を 入れた が、 それに また 極めて 微溫 的な 社會 批評  常 

識 的な 戀 愛觀、 人生 論 的 口吻 をまぢ へて、 有力な ジ アナ リズム を 通し、 小巿 Hi- 階級の 愛 M すると ころと なつ 

たものと 考 へられる。 
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しかし 又 紅葉 を 愛する 者、 ひとりさぅした譲^|<;ばかりでたかった。 文擧 への 憧憬 を 持つ 若い 人達に も 彼 

の 文名と 才能 をした つて、 近づいて くる 者が あった。 泉 鏡 花 は その 優れた 一人であった。 彼の 「初めて 紅 

先生に 見えし 時」 の 一 文 は 「此の 記 は 其の 當 時故鄕 なる 友の もとに 送りし ものの 一 節な り。 今 ことさらに 修 

1^ せす、 見ん 人、 宵の を さなき を わら ふなかれ。」 と 後書して あって、 明治 四十 三年 二月に 發表 された もので 

あるが、 當 時の 氣 持が 生々 しく 見られ、 一面 紅葉の 姿が うかが はれる ものが ある。 

東京 牛 込 横 寺 町 ！ 尾 崎 —— 冠木門なる 御名 札 を あ ふぎて、 先づぉ 住居 は 知られたり。 實に此 門 に參 

らん 事、 積年の 望みな りければ、 其 儘 心なく 容易く は 入り かねて、 我に も あらす 小 房り して、 用 も 無き 

小路に 折れ、 と ある 杉垣の 袖に \ィ みしが、 何時まで 恁し てあらん とて、 衣服の 襟 を 縫 ひつ- -、 见 €： して、 

門 の內を 二三 十步、 又 格子 戶の 潜り ぁリ、 靜に 開けて 立 向 ひ、 慮外ながら、 御免下さい まし、 と 中し し 

に、 返褰は 無しに、 奥の 方より 跫 昔して、 年老いた る 女性 出で 給 ふ。 先生 は、 と 伺へば 居ります が、 と屮 

さる、。 少々 お 目に かかりた う 存じます。 然 らば 待 たれよ、 とて 引つ 返されつ。 やがて これへ 通らる ベ 

し * と玄 翻の 次の 室なる 八疊へ 通されぬ。 予は 其の 端に 長り て、 一六 氏 筆， 雅俗 折中と ある 額面 を 仰ぎ 

ける 時、 以前のお 年寄、 煙草盆 を 出されつ \、 一服して 待 たるべし、 まだ 寢て 居ます、 と 微笑まれぬ。 

此時此 日、 空 晴れて、 小春 日の 朝 うらら かに、 庭樹の 稍に 雲 もな く 風 爽に天 澄みぬ。 明治 二十 四 年 十月 

十九 日 午前 八 時 三十 分。 

南 向の 緣 側に、 楊子 使 ひた まふ 音せ しが、 しばらくし：」、 隣の 茶の 室の 襖 を 半ば、 半身 を 差し出されし 
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美しき 御 方 あり、 後に 知りぬ、 令 閑よ。 しとやかに 御會釋 ありし が、 立ちて、 ぉ緣の 障子 を 開けて、 此 

方へ、 と 導き 給 ふ。 謹みて 從 へば、 梯子段 を 指して 二階へ * とお 敎 あり。 其の まま 茶の間へ 引返さる。 

金澤の 公園なる 榮螺 山の 如き 螺旋の 段 を、 ぉづ /\ と 上りし が、 貴き 机 を 前にして、 意氣な 火鉢 を 膝 許 

に、 紅葉 先生、 お ハヰは 二十 三 四と 拜 しぬ。 五分 刈に して 緋の 羽織の ゆきり、 しく も え 給へ り。 予は威 

に 打 たれ 頭 を 低れ て、 此御 方に、 あの 媚 しき 色 S 悔 あるに 驚きぬ。 然 りながら 威嚴 たに 威厳の 可 恐し か 

らす。 巾し やうな く 敬愛すべき 御 口許 ぞ懐 しき。 さて 怪 む： 予は年 十九 歳の 今日の 今、 初めて 温容に 接 

せるな り。 勿論 日に日に、 都 大路 も 境遇に より 蜀 道の 嶮を 走る 時 も、 モシ ャ それ かと 仇 人 を さへ あこが 

れつる こと 幾度 か あり たれ ど、 見えし は 初めてな るに、 何となく 御 面 顔、 心のう ちに あり/ \ と 初見 參 

と は 思 はれす。 憚り 多き 事ながら、 夢に と 見し に 變らせ 給 はす。 憶 起す、 故鄕 にて 色 城 悔を讀 みし 時よ 

り- 我 日本の 東に は 尾 崎 紅葉 先生と て、 文豪のお はする ぞ。 と 崇敬 3 に 夜に 止む 能 はす。 また 風雅 娘に 

接して は、 相 見ん 思 ひの 切な さに * 玉の緒 も ゆるぎつ  >、 夜半 仄暗き 雪の 灯に、 愁然と して 遠き 其の 百 

里の 彼方 を 仰ぎに き。 三た び 紅子戯 語に 接せる 時、 覺 えす、 爪立って it と 起ちし、 魂 は そぞろに 飛んで、 

硯友 社の 空 にゃあり けん。 さて 上京せ し 共の 夜 一夜、 神 田 山 本 町の 知合の 二階へ 宿りて、 明けな ば 東雲 

の 雲を衝 きて、 橫寺 町に と 思 ひしが、 事 は 心に 遠 ふかな。 かビな ふれば 其より こ. --に 約 一年、 其 問の 經 

歷は、 わが 友よ。 君の 想像 恐らく は、 其の 實際を 誤ら じ。 然 りと 雖も、 冬の 月.. • 花の 雨、 僅ば かり も 浮 

世の 態 を兒覺 えし は、 麻布の 霜の 味 t,- 漉な り、 h 野の 淚の 袖な りけ り。 
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また 明 神 坂の 鉈 住居に も、 五軒 &の 落魄に も- 或は 由 比ケ濱 のさ すら ひに も、 片時と 雖も 忘れ ざり し は、 

先生に てお はします。 奇なる 哉、 心 凝って 幻に 描きし を、 今 まのあたりに 見えし ぞゃ。 そぞろに 淚 さし 

ぐみ ぬ。 (註 4〕 

かくて 鏡 花 は、 紅葉の E: に 入った 譯 であるが、 この頃 田 山 花 袋 も 又、 一人の-文 學の に 惱んで 紅^ を 訪れ 

たこと を 『東京の 三十 年』 に 「紅葉 山人 を訪 ふ」 とい ふ 題で 書いて ゐる。 「かれに ついての 最初の 印象 は、 好 

い 感じであった。 いかにも 江戶兒 らしい 快活な 城府 を 設けない 話し 振、 若い 文學 書生 を も^に 侮り もしない 

態度、 歡く とも^の 動搖 する 心を靜 める に 十分であった。 かれは 西 鶴 を 話し、 近 松を談 し、 つづいて 今 Y 新 

聞 紙上に 書いて ゐる 作の 話 をした。」 とい ひ、 話 は 外 國文學 に 飛んだり して、 終りに 花 袋 は 「かれの 蝥澤な 生 

活、 何 不足ない 生活、 いかにも 大家ら しい 鷹揚な 生活、 ことに 美しい 菊 子 夫人が 私の 吸と 心と を 強く 刺^し 

た。」 との 感想 を 述べ、 自らの 暗い 生活と 對 比して、 奮勵の 念に 燃えて、 歸 つて 行った 事 を 記して ゐる。 

紅葉 はかくて すでに、 硯 友社內 部に 於ての みならす、 より 廣ぃ文 學界に その 勢力 を 占めて ゐ たので ある。 

註 1 「梁の 傑作」 と は、 ゾラの 畏篇 "〇cuvlv> を 指す ものの 如く 思 はれる。 

JJf。2 「花ぐ もリ」 は 令： 集に は 彼の 作と なって ゐる が、 初 は 『千 紫 紅』 の六號 二十 §： 年 十二月 十 口に、 上、 屮ニ 章が 出 

て ssp* これ は杠 菜と 河 桐 葉の 合： とたって ゐる。 

f 內田魯 庵 『文藝 小品』 巾の 「綠蔭 話」 (^"明；^ニ十三年十 一 月！ Ji-S: ュ i 二十 §： 年 六月 £ に 執^し 多く 之.；^」 

に 載せし もの〕。 


註 4 鏡 花 仝集卷 十五 所載。 この 他 同 卷には 「紅葉 先生の 追憶」 ハー 一一 十六 年 十一 =0 「紅 薬 先生の 玄 關桥」 (W 十二 年 九 B) 一 

等 あり、 鏡 花 S! らを 語る と共に、 必然 紅葉の 一面 を 語って ゐる。  * 一 

四 その他の 同人の 作品  ， 一 

前に 述る 如く、 山 田 美妙に 次いで、 紅葉が 最も 華々 しく 進出した のであった。 

『文庫』 は. 吉岡 書籍 店の 手に 移って は >  『我樂 多 文庫』 の 延長と いふ 以外に、 半ば 公的な 性質 を帶ぴ て、 社 一 

同人 以外へ 對 しても、 折々 寄稿 を 依賴 する やうに なって、 『我樂 多 文庫』 時代の やうに、 全部 を 私有す る こと _ 

は 許されない。 『小 文舉』 『江戸 むらさき』 『千 紫 萬 紅』 等の 發行 も、 曾ての 『我樂 多 文庫』 ほど、 旣 にかう し， 

た si おな 發表 機關 を、 彼 自身と して は、 必要と せぬ 紅葉の， それへ 對 する 專 心的な 熱中 を 見ぬ こと は當然 で、 

かかる 機關雜 誌へ、 專ら 努力した の は、 一歩 遲れた 眉 山、 水 蔭、 思案 等の 方が 度が 強かった。 

他の 同人 も、 先に 美妙、 今 は 紅葉の 進出 を 見て は、 焦燥の 氣 があった に逮 ひない。 それ を 几 ハ體 的に 示す も 

のに、 石橋 思案 を 中心に、 漣 山人、 川上 眉 山、 丸 岡 九 華 を 中心とし、 旣 に先驅 した 紅葉 を 顧問と して， 明治 

二十 二 年に 『今様 冊子』 とい ふ雜 誌を發 行しょう として、 編輯まで すました が、 印刷す る 運びに 至らな かつ！ 

たとい ふ事實 が. 九 華に よって 示され、 それにつ き 『初 蛙』 に轉寫 された ものに よって 兑れ ば、 その 卷 頭に 紅 一 

葉の 一 文が 載せられて ある。 

文中、 旣に 先輩 的な 彼の 態度と、 併せて 同人の 作品 一般への 批評が 窺へ るから、 、王耍 な 部分 を 左へ 引いて 


. I- 此の 主筆 は 思案 外史。 まづ 御身から 參 らうす。 我 今 此處に 面々 の 癖 を あげて、 一 々筆 罵 せんとす。 

これ 至極の 聞 事な り。 外史の 文 を屬 する、 遊戯 半分の 癖 あり。 いは ゆる 小說 をお もちやに する もの、 も 

と 遊戯 半分 Q 小說 なれば、 文章に 氣が のらす、 見る もの はお 鳥目 を とられて.' 小馬鹿に ま はされ るの 思 

ひ あり。 その また 文の 氣韵を 見る に、 山 東 庵 京 傅が 狂 訓亭爲 永の ド テラ を 引かけ たるが 如し ：… 如何。 

漣 山人 は 其 文嬌痴 にして 十二 三の 小娘が 人形 をね だる 姿 あり。 此人 折々 遊戯 半分 主義 ありて、 看官 をお 

相手に 釵事 をす るかと 疑 はる。 人に よりて 此 あどけなき 處が 感吟 だと 喜べ ど、 人に よりて はも どかし か 

ろ も あらむ。 是薪翁 種彥が 本卦還り をしたら、 こんな もの かと は 如何。 春 亭九華 は、 其 文 堅き に 偏し 理 

窟 めくが 多し。 異見 小 說とは 一 言以 つて 之 を掩ふ 可し。 何ぞ 和らがざる。 何ぞ碎 けざる。 亂舞奉 酒の む 

しろに 水晶の 念數を 爪ぐ る大德 とい ふ 形な り。 烏 亭焉馬 蓑 笠 翁の 直德 をき て へヱン ッへュ ンッと は 如何。 

眉 山人 は 文章の 艷麗 をのみ 主として、 生息 子の 聲靑 黛を懷 にす るが 如し。 濃 かなる 心情 は どこ へ お忘れな 

された ぞ。 脂粉ば かりで 美人が 出来る ならこの 電頭の や、 e 鍋、 なんで 三年 わが 家の 薪烟 にくす ぶらん。 式 

亭三 馬が 横 井 也 有の 文臺に 倚る に 似たり 如何。 してして 和 殿 自らの は …… 。止みなん かな 止みなん かな。 

素人の 一 中節當 人ば かりが しぶくて、 何 をい ふやら. i 'る やら 俗 土の 知る 事に あらす。 

この 思案、 漣、 眉 山、 丸 華の 四 詞宗、 われ はかく 悪口い ふ ものの 銘々 人氣 あり 最負 ありて、 二十世紀の 

文壇に 立 はだかり， 金釆 をと つて 進め 進 めをやる 株た リ。 されば 今より 千： 求 萬 馬の 問 を往來 して、 身 を 


一  金鎖に 固む るに は文庙 一 つのみ にて は 父の 兵書 を 見る のた ぐ ひ、 あつ ばれ 一 匹の 剛 者.. 緋威龍 頭と なら 

一  むこと 心 元な し。 いで や —— いで やとて、 いつの 間に か密々 の 評議 を 遂げ、 紅葉が 高鼾 を 伺 ひ 逸 I： 十く も 

一  馬 物 具の 用 意して、 川 を 渡し 山 V- 越え * 數百 萬の 大敵 を、 彼 こそ は 烏 合の 勢よ、 一 揉に 揉 つぶせと. 大 

法螺 を 吹なら し、 えいえい 聲を あげて 責 かけたり。 

\ 紅葉の、 この 批評 的な 序文 は、 一面 穿った ものであるが、 おに 擧 げた 『新著 百 種』 第一 號に报 げられ た、 

そ 评內沮 遙の硯 友 社 同人 一同へ 寄せた 厚意 ある 序と 關述 して 考 へる 時、 これに は あまり 冷たい ものが ある。 

h,  \ ここに は 親しい 友人^の、 無遠慮 さがあった ので あらう か。 それにしても、 世 的な 發表 機- 1 に、 かく 露 

の メ 骨に 書く の も、 E 心 ひやり がない やうに 考 へられる。 或は 華々 しく 進出した 紅葉 自らの 嬌慢な 心境に 基く 故で 

人 あったら うか。 それ も 紅葉の 日頃の 人格から さう とも 思へ ない。 

の \ 恐らく 『文庫』 一 つのみ では 物 足りぬ と、 紅葉に は 初め こっそりと、 「いつの にか 密々 の 評議 を 遂げ、 紅 

^  \ 葉が 高鼾 を 伺 ひ」 結成され たこの 計晝 へ、 それまで 常に 自ら 最も 主 耍なー 人と して、 集 園 結社 を 結んで 來て 

S 心から 硯友 社の 發展 のこと を 思って ゐた 紅葉が、 だしぬかれた 事 を 不滿を 感じた 感情が、 この 序の 內に 籠つ 

j てゐ ると 兑る のが 至 當と思 ふ。 『今様 冊子』 は發刊 されなかった ため、 九 華の 記錄 がなければ、 忘却され たで 

あらう。 事 實在來 の 明治 文擧史 に社關 係の ものと して この 名 は 見出されて ゐ ない 故、 新しき^^！！^として特に 

g 記錄 してお きたい 。『今様 冊子 J が 遂に 發刊の 運びに 至らなかった の は、 これ を計畫 した 同人 逹 にも、 紅 紫の 氣 

5 持が 分った のと、 又 一方 吉岡 寄籍 店の 『新 I 劣 百 種 J の 計 書が、 彼等に も 割り あてられ * 溢れる 野心の 放水路 


となって、 彼等 V： 滿 足させた 现由 もあった と 思 ふ。 

この 意味で も、 一 つの 硯友 社の 危機 を 救った ものと して 『新著 百 種』 の 發行は 意義 を 持った ものと 思 ふ。 

かくて、 他の 同人 もこれ を 踏臺 として、 次々 に 文壇へ 進出して 行った ので あるが、 次に 順次 これに 揭 げら 

れ たの を 主として、 各人の 傾向 を 見ようと 思 ふ。 

まづ、 第三 號の 石橋 思案の 作 『乙女心』 を るに、 序と して、 「此 小說は 「ナ ンダ」 を 主眼と す (ナ ンダは 

何 乎な り 疑問の 詞ー讀 して すこしも 譯が 分ら. f そこで 作者に 向って ナンダと 尋 ぬる 處が 主眼)」 などと ふざけ 

た 言葉で、 紅葉の 「淚を 主眼と す」 を、 茶化して ゐ るの だが かかる 戯作者の 風が 一番 彼に つきまとって ゐる。 

さて その 筋 は、 東京で！ S 學 修業 中の 靑 年の 周圍の 『書生 氣質』 風な 生活 を 最初 描き、 一方 鄕里 では 資 母と、 

後に は その 青年に 嫁ぐべき 義妹が 待って ゐ るので あるが * 母が 重病と いふ 報知に 接して、 青年が 周章と 鄕 s 

へ歸 省した。 村の 道で たまたま 一 人の 田舍 臭い 娘に 會っ て、 よく 見る と 彼の 許嫁の 女であった とい ふので、 

深 い 反省 もな い 、 表面 を 輕く書 流した もの で 、 彼 は從來 の 境 致 に 安住して 、勉强 を 怠つ て ゐ る 如く 思 は れ る 。 

漣 山人の 『妹 背 貝』 は 第四號 として 出た が 春 * 夏、 秋、 冬の 四 章に 分れ、 自序に も 文章 中に 様々 の歐 文に 

見出される 符號 をと り 入れ、 文の 妙味 を 助けた と 記して ゐる。 かかる 形式 上の 工夫の 新 さと、 作品にまで、 

彼 自らの 藝 術への 憧憬が、 霧の やうに 吹きつけられて ゐ る所與 味を惹 く。 

卽ち 「春」 の條 では、 少年少女の 日に 於て、 少年の 繪畫 製作への 執着 を 語り、 二人が 成長した 六 後の 「夏」 

の 海で、 少年の 兄が、 弟の 愛人で ある 彼女へ 愛着す る 事 を 描き 「秋」 に は、 翳學校 人擧を 家中より すすめら 
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品 作の 人 同の 他の そ 


れ ながら、 緣畫 への 執着から 入 學試驗 に 失敗して、 それ 等の 結果から、 兄の 奸計に 乘 つて、 主人公 は^ <：55 へ 逃 

避す る 事 を 述べ、 「冬」 に は、 その 女 は 兄と 結婚す る を强 ひられ、 その 事 を 新聞で 知った 主人公 は. 失意の 

結 栗、 更に 放浪 をつ づける ので あるが、 結婚 を 嫌って 一 足お そく、 彼の 後 を 追って 鎌 倉へ 來た女 は、 彼の 居 

ない のに 失望して、 一 人 鎌 倉の 海へ 投身 するとい ふ 一 篇の 趣向で ある。 

作 中の 人物 も、 かなり 描き 分けられ、 また 初めの 幼き 人達の 描 寫も、 後に 小波が 少年少女に 興味 を 持ち、 

彼等の ための 文舉 制作に 入って 行った 率 を、 思 ひ 合 はされ 興味が ある。 

彼 は 自ら この 作品に ついて、 『我が 五十 年』 中に 次の 如く 記して ゐる。 

私が 『妹 背 貝』 を 出版す る 頃まで は、 未だ 父 も 長兄 も； 14 の 希望 を 許して ねなかった。 そこで 私 は その 

不平 を訴 ふべ く 『妹 背 貝』 に 托して、 主人公 は 其の 戀の 遂げられぬ 爲に、 遂に 自殺 するとい ふこと にし 

た。 勿論 この 『妹せ 貝』 は戀愛 物語であった。 主人公が 戀を 遂げす して 自殺す ると 言 ふの は、 取り も 直 

さ. f 若し 私の 希望が 容 れられ ないならば、 私 は 死 を も 猶ほ辭 する もので ない と 言 ふ、 意氣 込を寓 した も 

ので ある。 

『妹 背 貝』 に感 する、 若々 しい 情熱の 霧 は、 この結果で あつたの だ。 しかし、 その後の 漣 山人 は、 小說 作家 

としてより、 寧ろお 伽 作家と してへの 轉向 をと り、 よりその 方面で 名 をな した。 

彼が それに 興味 を 持つ に 至った 動機 を、 自ら 述る 所に 依れば、 小擧を 卒へ訓 蒙 舉舍の 怠惰なる 畢生で あつ 

た 頃、 獨 逸へ ゐた 彼の 兄より、 オット ー の メヱル へ ン集が 送って 來た。 彼が その後お 伽噺に 興味 を 持って、 
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f こ 之 を 以て 立た うとす るに 至った の も * 全く この 本の 賜物であった こと、 彼は實 にこの 本から 世界お 伽 

噺の幾 篇かを 得た こと、 それ 等の 事から * 「此本 を 見る度に、 地下の 兄に 感謝 せざるを得ない。」 と 『我が 五十 

年』 中に 追想して ゐる。 

思 ふに 彼 以前、 眞に兒 童の ために、 純 粹な氣 持で 書かれた 文學 が、 我が 文舉 史上にあった であらう か。 明 

治に 入って、 海外 文學の 輸入に つれて、 イソ ップ や、 ガリ バル 回 島 記 や、 ァラ ビヤン *ナ イツ 等が 飜譯 された 

が、 兒童 とい ふより むしろ、 青年の 讀 者を對 象と して ねたと 思 ふ。 

かくて 二十 四 年 『少年 文擧』 第一 篇 として 出た. 漣 山人の 『こがね 丸』 は、 明治時代に、 純 粹に兒 童の た 

めの 文學の 創作と して、 最初の 光榮を 持つ ものである。 

今日の 正しい 兒袁 文擧の 方向 は、 懷 しい 童心の リアリズムへの 道で あると 思 ふ。 空想的な 天女 や 妖精の 秕 

界 もさる ことながら、 魅力 はより 科擧 的な 現實 世界が 强 いらし い。 もはや 兒童 たち は、 餘 りに { や： 想 的な 世界 

へと いふより、 むしろ 現實の 不思議な 解決 を. 理智 的な 乂科學 的な 物語 を 通して 知りたがる か、 彼等と 同じ 

年頃の、 他の 兒童 たちの 經驗を 知りたがる らしく 作品の モチ イブ も そこに 中心 をお かれる。 

さう した 眼から 『こがね 丸』 を 見れば、 筋 も複雜 で、 單純な 少年少女の 頭に は 難しく、 文章 も 亦 難^で あ 

つて、 題材の 取扱 ひ 方 も、 動物の 人格化 的な 方法で、 黄 丸と いふ 犬が、 鷲郞 とい ふ 犬と 共に、 父の 仇で あ 

る金阵 とい ふ 虎と、 聽 水と いふ 狐を復 II する、 殺伐な 仇 討 物語であって、 陳腐な 又强 すぎる 刺戟が、 兒 意へ 

悪影響 を與 ふる 惧れの ある 作 品 であるが、 かかる 作品に 渴 してね た當 時には、 喜び 迎 へ られ たので あらう。 


これ は當 時、 『しがら み 草紙』 による 評 壇の 雄、 森路 外の 序を揭 げてゐ る。 

奇獄小 說に讀 む 人の 胸の み 傷めん とする 世に、 一 卷の穉 物語 を 著す。 これ も人眞 似せぬ 一流の こころな 

るべ し。 歐羅 巴の 穉 物語 も、 多く は 波斯の 鸚鵡 冊子な どより 傳 はり、 その 本源 は 印度の 古文に ありと 云 

へば、 東洋 は實 にこの 可愛らしき 詩形の 家元な り。 あはれ ここに 染 出す 新暖經 • 本家 興の 望 を 達して、 

子子孫孫まで も卷を かさねて 榮 えよ かしと 云 ふ もの は、 鷗 外漁史 森高湛 なり。 (註 1) 

かう した 鵾 外の 序 も、 この 叢書の 社會的 普遍へ 幾らか、 當 時として は 功 は 持った もので あらう。 

その他の 现友社 作家 も、 紅葉 は 『二人 椋 助』、 水 蔭 は 『今 辨慶』 、眉 山 は 『寶の 山』 など 書いて ゐ るが、 その 

後 專ら、 開拓^と して 精進した の は 小波で、 遂に その 第一 人 T 〜となった 譯 である。 

『一 一人 椋助』 は ァ ン デル セ ンの 童話 「大 クラウスと 小 クラウス」 の飜 案で あるが、 原作の 美しい 浪漫的な 

夢幻 性が 洗 ひお とされ、 殘酷 性が 目につい てこれ また、 兒 意の ための 物語と して は、 失敗の 作で、 篇中 三、 

m 筒 所も殘 酷な 殺しの 場面な ど餘 りに 極端で あり、 作の 動機、 目的が 兒 童の 純眞さ を、 痛く 傷つけ てゐ る^ 

『こがね 丸』 以上で ある。 

善人で は あるが、 愚鈍な 大椋 助が、 常に 惡 人ながら 惡 賢し ぃ小椋 助に あざむかれ、 利 慾に 迷って 四 疋の馬 

を 殺し、 實母を 殺し、 遂に 自ら を 殺す、 荒唐無稽な 物語で あるが、 幼童の 物語と して は 害になる やうな 書き 

方 をして ある。 

かく 初期の 作品 は、 餘り幼 宜へ與 ふる 感化な ど考 へす、 筋の 奇條 さ、 それより 惹く變 態 的な 興味 一方 をね 
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ら つた 感が あり、 本 當に幼 衆 そのものの 氣 持を考 へ、 純 ぼ： さへの 關心を 持った の は 後々 の 事で ある。 

し かし 小波 も 最初 は、 はっきりし た 執-: 情 を もって、 少年の ための 文擧の 開拓者と なった 譯 ではない を 『我 

が 五十 年』 に 自ら.？ 5- の 様に 記して ゐる。 

有體 に自狀 すると、 何時か 情熱が 消耗して しまって、 人情本 位の 物 を 書く のが、 何だか 馬鹿馬鹿しい 

樣 になった のであった。 之に 反して 少年 文舉は 漸く 世間の 注目 を惹 き、 ra^ は 筆の 上 許りでなく 口で も 之 

を 話すべく、 所望され る 様になって 来た。 

彼の 時と 共に 變 化して 行った 態度が 見える。 彼 はこの 期の 終り、 二十 五 年の 暮 * 京都へ 行って その 地の 京 

都 日出 新聞に 入社した。 そして、 そこの 新聞に 『ああ 京都』 『男の 心』 『血』 などの 小說を 連載す るかた はら、 

博 文 館の 『幼年 雜誌 J への 少年 物の 寄稿 や 『日本 昔噺』 の 執 攀を續 けて ゐた。 そしてお 伽噺 作家の 小波の 道 

へ 一歩一歩 進んで ゐ たのであった。 

少年の ための 文 擧は、 かかる 作家の 出現と、 社き 的に 見て は、 教育制度の 整頓に よって、 少年の 智識の 向 

上、 ^發、 これに 對 する 少年 雜 誌の 發 行と 相俟って * 進歩して 行った と 見るべき である。 

次に 廣津 柳浪 について 見よう。 『新著 百 種』 の 彼の 『殘 菊』 は、 肺 を 病む 若い 女の、 自らの 病苦と 子 a- へ對 

する 惱みを 述懐す るの を、 一人 稱の 形式で 書いた ものであるが、 すでに 心裡の 暗い 陰影 を 持つ 風景に、 彼の 

後年に 見られる、 喑ぃ 傾向の 作品へ 通す る 一脈の 流れ を 汲む 事が でき やうと W 心 ふ。 

彼の 其 後の 作品に も、 喑ぃ 宿命 を 主題と し、 またなら ぬ 浮世 を 描いた 『五 枚 姿緣』 や、 「美人に は 善 報 あり 


惡 人に は 惡報 あり」 との 定律が 破られて、 现義に は 晦き母 を 持ち、 一 點の惡 意 も 持たぬ のに、 夫に 死^し- 

娘に 生^し、 母より は 虐待され、 さう した 結 5^ 强迫觀 念に 襲 はれて、 狂人と なった お 秋と いふ 女性 を， 王 人 公 

とする 『狂 美人』 にも， その 一 脈に 觸れる ものが ある。 

弋橋乙 羽の 作品 は、 jjg 期より いくらか 進展 を 見せて ゐる。 『新著 kn 種』 の 『露 小袖』 は、 旗本 篠崎 主人 一 家 

の沒洛 と、 そこに 出入す る、 實 直な 小間物屋の 番頭 五平が、 篠 崎の 死後、 その 妻と 娘 を 自ら ひきとって 世話 

し、 後 その 娘と 結婚した が、 事業に 失敗して は、 放蕩 三昧に 耽る やうになる。 しかしながら. i 、な 化と いふ 可憐 

な 子供が あつたた め * 一家の 風波 も牧 まった。 お 花 は 生長の 後、 紫屋 とい ふ 金 持の 家の 娘の 遊び相手に^ は 

れる 事に なった。 五平 はやが て 亡くなり、 その 妻 —11 かって は 旗本の 一 人 娘 も、 淺 草の 本願 寺 境內の 珠數寶 

となった とい ふ スト 才 リイで、 卽ち 維新 以後の 沒 T 洛 して 行く 武士階級、 それに 交り 町人 階級の 姿態、 時代の 

空氣を 自然に 作者 は 描いて ゐる。 

その後の 作に は、 戀 愛の 三角 關係を 題材と した ものが 多い。 

『京屋 娘 J では、. B 風な 淸元 や. 踊の 遊藝に 馴れて ゐた 京屋の 娘のお 番が、 相弟子の 男と 愛しあって、 彼女 

の 許婚の を 嫌 はしく 思 ふやう になる。 許婚の 男 S 妹に 久 米と. S ふ 少女が ゐ るが、 彼女 は 新時代の 敎 育を受 

けて ゐ るので、 何時かお 香 も 彼女の 感化に よって、 キリスト 敎を 信じたり、 新しい 敎育を 受けたり して、 新 

しい 少女に 生れ 變っ たやう になる と * ここに も新舊 過渡期の 社會を 背景と した、 少女た ち の 横顔が 兑 られ る。 

『小夜 衣』 は. 新內 流しの 女の 饿悔 話と して、 書かれた 物で、 矢張り 少女の 頃 は、 自分の 通って ゐる 針の 颠 
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匠の 家の 息子と 戀 仲で あつたが 、家で は 他家へ 結婚 させよう とする。 その 愛して ゐる sf- は 肺 を 病んで 女の 名 

を 呼びながら 死んだ。 彼女 は 遂に 家 を 飛び出し たが、 汽車 中で 一緒にな つた * 藝 人の 群の 中に 入り その 生活 

に 馴れて、 しらす しらす 墮_? ^して 行った とい ふので ある。 

三角 關係 といへ、 自然主義 以後の 作品に 多く 見る、. 一人 を 二人で 爭ふ 際の、 爭ふ者 同志の 苦悶、 或は 爭は 

れる 者の 苦悶と いふ、 筒 人 筒 人の 立場と して は 描かれす、 多く は 家庭の 强權、 その 束 による 苦悶であって、 

箇人 意識の 弱い、 封建時代の 傳統の 強い 時代相が、 彼の 作品 を 通じて 眺められる。 

『霜夜の 蟲』 に は、 割に かかる 束縛に 關 せぬ 山間の 樵 夫の 家に、 養子と なった 下男が、 そ Q 主人の 娘で、 今 

は 自らの 妻で ある 女よりも、 峠の 茶屋の 娘に 心惹 かれて、 山 を 越えて 會 ひに 行かう として、 雪崩に 壓 しつぶ 

されて、 死ぬ 寨を 描いて ゐ るが、 ここに 示される 作者の 意圖 は、 三角 關 係の 惱み でもな く、 それより 起る爭 

闘で もな く、  S 然の 威力で もな く、 犟に 下男から 養子と なる 頃の いきさつ や、 死後 殘 された 娘への 同情な ど 

が 主眼で あるら しく、 それ 故 この 作 を 深めて ゐな いので ある。 『貧の 病』 に は、 病 母 を 養 ふ 若い 姉弟が ある。 

姉に はかって 戀人 があった。 その 男に は 曾って、 亡き 父が 恩 を かけて おいた が、 今 は 音信不通 になって ゐた。 

姉弟の 母が 亡くなつ たため、 殘 された 二人に 同情して、 ある 邸から 引 とられる 事に なって、 そこへ 行って 兑 

ると、 行方不明であった 姉の 戀 人が、 偶然 その 邸の I 耳と なって ゐ たの だ。 失望の 悲 みに、 姉"： は その 邸から 

さまよ ひ 出て ゆく 事 を 筋と して ゐる。 三角 關 係と いふべき 程で もない が、 富の 支配に 戀愛 も、 恩篛も 捨て去 

られ て、 そのため 苦しめられる 弱^ を 描出して ゐる。 


- かく 概して、 乙 羽の 作：： g に は、 時代の 横顏を 描出して、 一種の 理想主義 的な 氣品 を、 仄かに 感. f るので あ 

るが、 彼 は その後 二十 七 年 博 文 館に 入り 在来の 渡 邊姓を 改め 大 橋の 姓と なり， 次第に 文筆 を 離れ、 寫眞 技術 

ノ と 出版 裹務の 方面に 活動す る やうに なった ので、 その 專 心的な 小說 はこの 期に の..^ 見られ、 その後 彼に とつ 

\ て は 第二義 的の ものと なって、 生長 を 見なかった 次第で ある。 

ノ 乙 羽 は 後年 小說を 離れても、 紀行文の 巧 みさを 稱 せられて ゐ るが、 旣 にこの 頃から、 その 萌芽が 窺 はれる。 

そ 一 その 一 例と して、 一 不 三年 四月 二士 一日、 同人 石橋 思案と 共に 、東北 地方 を 旅して 書いた 芭蕉の 『奥の 細道』 

の 風な 「奧州 旅日記」 の 一節 を 左に 引用しょう。 

也 バ  , 

の バ 二十 三日 同鈑 坂に 泊る、 朝より 小雨 降りて 午後に いたりて 霽る、 此處福 島 市の 停車場より 三 あまり、 

同  奥の 山の端に 沿 ひし 市街な り、 人家 四 H 百ば かり、 溫泉 あれば いと 娠 はし 宿所 を. 1 井と いふ、 崖に より 

の  建てた る 三歷の 高殿に て、 山に 對ひ、 水に 臨み、 景色 尤もよ し、 此 家の 前 を 流る る を剃髮 川と いふ、 谷 

作  川 なれば 水の 勢 ひいと 激しく、 川 を 隔てて 彼方の 山の 麓 は >  隣村よりの 通路と おぼしく、 未だ 晴れ やら 

\ ぬ 樹問樹 間の 煙の 中より、 小 荷駄 馬の 鈴の 音響き て、 問 慣れぬ 奥州 訛りの 馬子 唄、 與 あり、 見る見る 前 

峰の 雲 消えて、 獨 りし 流れ 漸 うに 澄み 行けば、 水 青う 砂よ く 見えて、 剃 髮川は I 莨に 年若き 尼法師の、 月 

代 仲び しとて、 剃刀 あてし ばかりなる 腦 天の、 いと 翠々 したる やうな り、 下の 方に 鐵の釣 橋 ありこ を 

^  圃內 有名の 奇觀 なりと 稱ふ. 川 を 挾みて 雨の 岸に 高樓建 連ね ある は、 いづれ も溫泉 宿な り、 夕陽 西の 山 

一  の fro て 落ち、 炊 煙 水に 沿 ふて たなびく さまなん ど、 え も 云 はれぬ 景色 なれば. 散歩すべし とて、 晩餐の 
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仕度 促が し 立てて 湯に 浴る に、 溫度低 けれど、 衣 着し 上に むくむ くと 暖かに なりぬ、 はや 食事の 膳部 調 

へしと て、 持て 來しを 見れば、 尺に も餘る 香魚の， M 燒に 極々 の 取合せ 物な り- 此魚は 前の 川に て^し も 

のに やと 問へば、 左な りと 答 ふ、 その 味 ひこと に 美 なれば、 予 いたく 赏稱 へて、 貧べ を はるに、 石,^^も 

また 額 を 撫でつつ、 江戸の 人 は 小判 嚼む初 松 魚に 誇れ どもし かも、 奥州の 石高 道に 萆鞋 喰の 痛 さ を 知ら 

ぬ ものに は、 この 味 判る まじと 云 ふ …… 

川上 眉 山 は、 この 期に、 作品 は ともあれ 誠に 意氣 軒昂たる ものが あ. 0/  二十 四 年 十月 十 火 日附、 江 兒水隨 

宛の 書簡に 之 を 見れば、 

半夜、 鶴 鳴 を Sg いて 立って 舞 ふ。 柬晋の 英雄の 境遇 して 誰の 邊ぞ。 見られよ 明治 文 擅の 淺猿 しき 事、 

群小 八方に 割據 して、 取 止めな き 譫語 をい ふ。 其 譫語 丁 U して 取る ものな し。 世 を 擧げて 群雀 噪々、 維 

新に 近き； 大地と はい へ 又 悲しから す や。 され ど此 時な り、 天 喑矛を 横へ て、 戰 場に 躍り 出で、 陣笠 首の 

雜兵 ばらた 蹴散らして、 宇內を 呑む もの あら はるべき なり。 大詩 家の 出る は 今。 大文 傑の 出る も 今。 や 

るべ し。 やるべし、 乘 取るべし。 大勇 華！ 大野 心！ 扶桑の 野 を 席捲して、 天下に 覇 たるべき 勢 を 以て- 

墨 は 瀧の 如く， 筆は稻 妻の 如く やらなければ だぞ嘘 だぞ。 

君 山河に 枕して、 rai- してい かなる 感慨 ぞ。 天 沓々 たり、 S 悠々 たり、 明月 兩心を 照らせ ども 未だ 其、. ：3 を 

知らす。 

そこに は、 婦女子 向きの * なよ やかな 筆 を 走らせて ゐた 初期の 態度より 飛躍して、 溢る る 創作 欲， 藝術的 


野心が 焰の やうに 燃え 上って ゐる のが 見られる。 

\ 『新著 百 種.』 で發 表した 『槊染 櫻』 は、 お 房と いふ 可憐た 少女が、 尼になる までのい きさつ 11 卽ち 彼女 は 

吉 川と いふ 醫學 生に 馴れあって ねたが、 火事に 會 つて 彼女が 逃げて ゐる所 を、 野と いふ 5;- に 救 はれる。 星 

\ 野 は 最近 失った 妻の 面影 を、 お 房に 見出して、 彼女へ 烈しい 愛情 を 注いだ が、 お 房に とって は 恩人と はいへ、 

\ 贫 ての 吉 川への 愛情 を 忘れる 第が 出來 す、 その 意向に. 應 じない。 3^ 野 は そのため 發 狂して、 吉川を 刺した^ 

そ で 自ら を 殺す こと を、 流麗な 華で 描いて ゐる。 . 

f 一  この 筋で も 知らる る 様に、 同じ 一一； 角 關係を 主 题 としたと は 云へ、 乙 羽に 見られぬ 氣 性の 烈し さは、 結局 作 

の ^!^眉山の心の裡に€:攻する氣性の烈しさを、 反映せ しめて ゐ ると 思 はれる。 

この 作 は、 二十 三年 四月の 發表 であるが、 その ギの 秋、 恐らく 失戀 であらう が、 煩 して ゐる漣 山人 を 慰 

の ノ める 手紙に 『II 染櫻』 の 星 野に 反映した、 彼の. 積極性が 見られる ので、 次に 揭げる ことにする。 

^  —— こぼす 事 勿れ。 歎く 事な かれ、 此時 誠に 虎穴な り龍腮 なり、 今 1 ト握 にして 虎子 を へし。 珠玉 

品 ^ 

を 得べ し。 ただただ 心氣 をして .M 輪、 氣海、 丹 ffl* 腰 脚の M に充 たしめ， E 鼻を眞 向に 振 かざして、 

\ 迪突戰 する に 於て は、 本望 成就、 得度 成 佛疑ひ あるべ からす。 

\ 當 時の 眉 山 は、 なほ 人生 苦. 生活苦に も 馴れす、 華やかな 前途 を 夢み て は、 藝術 至上 主義 を 奉じ， この 世 

g  \ の恭 風に、 愛用の 黄八丈の 袂 長き 羽織 をも輕 やかに、 Es- てぬ 麥を 追うて、 市街 を濶 歩して ゐ たの だ。 (註". 0 

^ 彼が 次お に 世 を 知り、 その 苦^の 味 をな めて ゆく につれ、 彼の 如かた 哄笑 も、 內心 ゎ髮 i^v-rm す 反射的 
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な 行 として、 苦惱の 中に 藝 術に のみ 生きようと、 もがいた の は、 この 期の 終り、 二十 六 の 父の 死- それ 

から 捲き 起され た 家庭 の 紛糾な どが、 感受性 の强ぃ 彼の 心 を 强く搖 つた 頃に 初 まるので ある。 

その 前、 二十 五 年 十一月 £ 蔦紅葉』 一 卷を 出して ゐ るから、 ー應 それ を 見たい と 思 ふ。 これ はかなり の 長 

篇で、 先人 魚 師匠と 仇名され た、 茶の湯 師匠 を 看板に 女 を とりもつ 中 宿を營 む、 森 山 かつと いふ 女が ある。 

大坂 生れの 藝 者ト： り、 幾人 かの 男と 男の 間 を 渡って 今の 商寶 である。 そこにお 愛と いふ 娘が ゐ るが、 親に 似 

合ぬ 優しい 純な 女で ある。 この 中 宿に、 出入りの 久藏 を案內 に、 鷲 尾泰ー が來 た。 泰ー は 高官の 息で • 世 1^ 

に 通じた 常世 男、 それでもお 愛の 純情に 强く心 を惹 かれる。 お 愛 も泰ー をした つて 遂に 二人 は、 上 州の 溫泉 

へ 行った。 十 n も樂 しい 日 を 送って ゐる うち、 泰ー が病氣 になった。 道具屋の 常 八と いふ 男 は、 鷲 尾 家に 出 

人して ゐ るので あるが、 偶然 上 州の 宿で 泰 一等 を發 見し、 之を歸 京の 上 驚 尾 家へ 吿 げたので、 泰ー の 母 政 子 

は 驚いて 上 州へ かけつけた。 病床の 息子 を兒て 驚き、 お 愛のお となし いの を 表面ば かりと 信じ 一 一人の 問 を 割 

いて、 泰了ヒ 連れ 歸 つた。  • 

お 愛の 母 かつ は、 それ を 利用して 手 切 金 をと つた。 お 愛 は 泰ーを 忘れ 兼ね、 手紙に 悶々 の 情 を 託した が、 

途中で 政 子の 手に 渡り * お 愛 母子の 共謀で 誘惑して ゐる 察と 信じた。 政 子 はこれ 等の いざこざ を 避る に は、 

轉 地に 若く はなしと、 京都まで 泰ー と出かける^^^にした。 

京都に は 親類 先の 陶器商 吉田新 六が ゐて、 三人の 子供が ゐる。 長女 は 幾 代、 昨年 女舉 校を屮 Z た、 才 ある 當 

世 女、 その 下に 妹と 弟が ゐる。 幾 代と 泰ー は 幼い 頃會 つた if は あるが、 隨 分と 昔の た。 政 子の 京都 行に は 


幾 代と 泰ー の 結婚に ついて、 內心考 へて ゐる 事が ある。 二 入 も 京都の 滯 在中に 仲よ くな つて、 婚約 は 成立し 

た。 たまたま * 泰ー が樱 井と いふ 舊友を 尋ね、 その 近隣の 花輪と いふ 東京 人の 別莊 にこの 頃 美人が 來てゐ る 

とい ふ 嘴 話で、 雙 眼鏡で 兑 ると、 驚いた 事に は、 その 女が お愛であった。 花輪と は 東京で 泰ーも 二度 ほど 會 

つた 事 も ある。 お 愛 は 花輪の ものと なった と泰 一 は 思 ひこむ。 

東京へ 歸 つた 泰ー はお 愛から、 恨みと 執着の 意 を こめた 手紙 を受 とる。 花輪の ものに なった くせにと 思つ 

てゐ ると、 たまたま、 植木 職人の 仙 太から、 變 つた 話が あ. ると 出入 先の 花輪 家に 起った 話 を 聞く。 

それ は 花輪の 當主時 雄に ついて で、 彼 はさる 藩の 國 家老 花輪 紐 負の 養子と なった の だが、 もともと 輕 負に 

は 姉妹の 娘 あり、 姉の 君 江と 結婚すべき であるのに、 時 雄 は 妹 菊. 江 を 愛し、 遂に 娘の 子 を 生ませた。 君. y は 

病死し、 時 雄 も 許されて 菊 江と 結婚し、 官を辭 して 美術商と なった が、 その後 子供が 生れない。 

かって 許されぬ 間に 生んだ 子供の 現在の 事 を 思 ふて ゐる うち、 人より 菊 江の 生寫 しの 娘の ゐる 赛、 母 は 茶 

の 湯の 師匠で しかも 大阪 者と 聞いて、 十八 年ぶりに きってみ ると 果して、 自分の 娘であった。 

KS の 話 を泰 一 は 仙 太に 聞いて 色 蒼 ざめ 後悔の 心が しきりに 湧く。 

一 日 花輪の 家で 觀 菊の 宴が あり、 泰 一 の 家に も 招待 狀が來 た。 所用の 父に 代って 泰ー が 出席せ ねばならな 

い。 彼 は そこでお 愛に 心苦しい 對面 をした。 お 愛 も泰ー がわ ざと、 彼女から 去って ゐ たので ない 寨を 知り、 

幾 代との 結婚 をす すめ、 - 情 絶ちが たき も 別れようと 云った。 

その後 政 子 は 京都より 送 0 來 つた 新 問で" 幾 代の 案に ffl 遠した 不 行 を 知った。 敎 師と關 係して 姙 つたこ 
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とさ へ あると いふ 記事で ある。 

かくて 一年す ぎ、 鷲 尾 家と 吉 田家の 結婚 SI 題 は 破談と なり、 十月 十五： n 紅葉 館に 驚 尾 參事官 夫婦 萬 歳の 聲 

が唱 へられ、 初 契 月の 車窓に、 泰 一とお 愛の 二人が 兑られ たとい ふ 筋で、 西 鶴 風な 華 致で スト 才 リイ を 追つ 

て は、 流麗な 维を 走らせて ゐる。 

眉 山 の 長篇 構成 の 力 * を 知る と共に 人生 の 苦しみ を 味 はぬ 置し き H の 作た るとの 意味で、 初期の ものと し 

て 注意す るに 足る 作品で あらう。 

やがて 二十 六 年 四 發 表の r 白 藤』 に は、 一家 を 支 ふる 主人 を 失った 妻子 二人が、 父の 生前 親しかった、 

すべての 人々 から 北 n かれて、 家 は 賫られ て 落 ぶれ 行き、 長屋に その 曰暮し をす る、 そして は髮の 毛まで 資る 

やうな、 困 翁な 目にあって ゐた。 たまたま 夫の 命日に、 墓參に 行けば、 そこへ 一人の 純士が 同じ 墓に 參詣に 

來る。 その 人 はかって 亡夫の 厚意で、 まさに 破滅しょう とする 身 を 救 はれて、 外國へ 渡り、 成功して 歸 つて 

来た 人であった。 

しかるに 恩人 は旣に 死んで ゐ るので * 彼 は 遣 族で ある この 妻子 を、 再び 以前の 邸宅 を 買って 住ませる こと 

にす る。 すると 蟥の 甘き につく やうに、 一度 妻子 を 見捨てた 人々 が、 馴々 しく 近づいて 來 ると いふ、 利に 集 

り、 不利に 去る 人情の 輕薄さ を 描いて ゐる。 

それに は たどたどしい 中に、 切々 人に 迫る 實感が あるが、 恐らく 彼 自ら^の あたり、 かう した 世 眺め 

て、 そこに 次期に 述る 社會觀 とも 云 ふべき もの を、 抱かす に は ゐられ なかった ものと 思 はれる。 


その 前 * 眉 山 は、 學 生の 頃、 橫井也 有の 『鶉 衣』 や、 森 川 許 六の 『風流 文選』 など を耽讀 したと いふが、 

石橋 思案 編の 『眉 山 美文 集』 に牧 めら れ たものに、 『鶴 衣』 との 聯想 を 直ちに 導く ものが ある。 その 一 、二の 

例 を擧げ てお かう。  . 

春 は樱 鯛， 秋 は 紅紫鲋 とや。 浮世の 箸の いそがしくて、 口に は 孝 を 忘れぬ 人心、 此 ひも じがり いつの 世 

にか 止むべき。 

新 川に 酒の 流 絶えす、 宇治に 茶の 堙 消えす、 餅は宫 城 野より ぞ さる 人の 浮 名 を 流しけ る。 

山の手に 玄雪 といへ る 男が、 ひと 3 俳諧 を 論じて、 茶 は 其 姿な り、 餅 は 其 情なり、 酒 は其與 なり、 茶 を 

皮と し、 餅 を 肉と し、 酒 を 骨と して、 風雅 は  一 口の 中に ありと いひし が、 彼 は 鼻の もとの 宗匠に や。 

茄子の 嶋燒 鮒の 雀燒は あれ ど、 雀の 給 鍋 はなし、 山の 芋の 蒲燒 もな し。 

松 江の 鱸 はいかなる 味の しぬ る や。 これに 仕 を 巾 返へ せし 人 も ありと か。 鰹の 初 聲に布 子 を 飛ばす と は 

いかに。  - 

河豚 汁に 命 を 落す 人 多し、 され ど 其 人の 喰 ふ 前に 遺言 はな かりき。 

これ は 眉 山の 「百味 譜」 の 一節で は あるが、 也 有の 「百 魚譜」 を 見れば、 

人 は 武士 柱 は 檜の 木魚 は P つ こよみ 置け る、 世の 人 Q  口に をけ る、 をのが さまざまなる 物す き は あれ ど、 

此魚を もて 調味の 最上と せむ に咎 あるべ からす。 絲 かけて 臺に 居た る、 男ぶ りさへ 外に 似るべく もな し。 

しかる を もろこしに は、 いかにして かこと に 賞^の 沙汰 も 聞へ や、 是に乘 りけ る 仙人 もな し。 されば 爽 
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三郞殿 も、 他の 葉 武者に は 目 も かけす、 ただ 是に こそ 釣 もたれ 給へ、 木 龍 を 隣の 司と いふ は * 食 味なれ 

たる 理屈に して、 さは 是を 料理 せんと 擧び たる 人 は、 むかし 愚なる 名 を もこ そと どめた る。 

とあって、 强ぃ 影響 を 示し、 また 眉 山の 「擂 古木 辭」 は、 やはり 也 有の 「招 鉢傳」 との 相 關を思 はせ る。 

擂 古木 辭 

尾 上の 松と い へ ば 千代の ためしに も 引かる べきに、 野 山の 杉と い へ ば祌 さびた る 姿と も 見ら るべき に、 

山椒と 名乘れ ば田樂 の 香 を 飽か るべき に、 何とて 身 を あらぬ ものに なして 、 臺 所に 下 主 奉公 の 檑 古木と 

は 生れ 出で けん。 されば 歌人に は 捨てられ * 詩人に は 疎まれ、 胼胝の 手に かかりて 騷 がしく 一生 を 送り、 

何 ひとつ 譽 めら れ たる 仕草 も 無くして、 さがな き 口の端に 擂 古木 野郎の 引 事 も わりな し。 そもそも 歳の 

市に はは かなき 價を 待つ 身と なりてより、 主 を擇ぶ ほどの 能 もなければ かん ぼやつ したる 內儀 にも 遣 は 

るる こと を 願 ひ、 穢 くるしき 水 仕 女に も 身 を 任 かす こと を 厭 はす、 檔 鉢の よしあし を 問 ふに も 及ばで 其 

夜より ぞ、 くすぶり 勝の 臺 所の 隅に、 a 庖丁と 流 元の 佗住居 を 定めぬ る。 それより 引窓の 朝 ぼらけ に 身 

を 起して、 萬 雷の 響に 鍋の 耳 を 驚かす、 折に 唐辛子の 花 を 散らして は、 談 林の 錦 を 今に 傅へ けん。 共し 

ほらし さは 心に しめながら、 よしなき 女 夫い さか ひの 得物と なり、 さて は 茶^狂言の 物 笑と なる 身の程 

のい かにった なき ra^ 報ぞ * 更 行く 夜半の 棚の 下 まかりて、 婢 女が 居 眠の 傍に つくねん と靜 かなる 時、 蟋 

蟀 ばかり ぞ 一 しほの 鳴 音 を 絞りけ る。 

とい ふの は、 まさに *  ： . 


備 前の くにに ひとりの 少女 あり。 あま ざ かる ひなの 生れながら 姿 は 名高き 富 士の俤 にかよ ひて、 片山 

里に 朽 はてん 身 をう きものに や 思 ひそみ けん。 馬 舟の 便に つけて、 遠く 都の 市中に 出で て、 しるよ しあ 

る 店先に しばした づき を もとめけ るに、 師走の 空い そがし く、 木の葉 を さそ ひ 盡す比 は 世 を 煤 掃の ふる 

きをす て、 物み な 新 器 を 求む るに つれて • ある 臺所 によき 口 ありて、 宮 仕の 極が てら、 招 木と 問へ しも 

とに、 うち 合せの 夫婦と はなり ける。 

そ \  云々 の 招 鉢の 傅 記と 照應 して ゐる。 

の \ かくて 眉 山の 俳文に 得た 洒脫^ 麗の 文脈 は、 ひとり かかる 文章に 於ての みなら や、 彼の 小說 表現 を も 浸し 

の i てゐる ことが 知られる と 思 ふ。 

同 一 その他 中 村花瘦 は、 『新著 百 種』 に 『離れ 鸯』 を發 表して ゐ るが、 特異な 筒 性 を 示さす、 つづいて 『舂夏 秋 

の 一 夂 AJ に、 「馬 士」 とい ふ、 飼 馬と 離れる 馬子の 氣持を 描いた ものが あって、 愛と いへば 男女の 間の みが 取材 さ 

作 れた 中に、 變 つた 題材で は あるが、 それほどの 深刻 さもない。 

その後、 次の 期に 屬す るが、 便宜上 ここに 述れ ば、 一 一十 七 年 一 一月の 『明治 文庫』 に收 めら れた 短篇で 見て 

も、 等しく 思案の 作品に 見ら るる 古さが ある。 

「俄 長者」 では、 貧しき 左官が 或日老 佾に賴 まれて、 山寺の 床下 を 掘って、 瓶 を 埋めた。 彼 は目隱 しされて、 

S 連れられて 行った ので、 その 位置 を 知らなかった。 相 變らす 貧乏暮し をして ゐ ると、 誰もね ない 山寺が あり、 

\ そこに は此 頃まで 强 欲な 坊主が 住んで ゐて、 氣 味の 悪い 噂 さへ あると いふ 話で 獨 りうな づく所 あり、 左官 は 
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^ 進んで 住む ことにした ところが 忽ち 金 持に なった とい ふ單 純な 興味 一 遍の ものである。 

S  \ その他、 幼友達の 娘を戀 して ゐた 男が ゐ たが， その 女が 遠い 長 崎の 男へ 無理に 嫁がねば ならない の を 苦に 

して、 男が 古風な 戀患ひ を やる の を、 友人が 可哀 さう に 思って、 仲を圓 くお さめて、 その 女 を もらって くる 

とい ふ 「狂 蝴蝶」 にせよ、 出来の よかった 舉 生が 戀人を 持った ばかりに、 お 心け だし 身なり を 構 ふこと に 汲々 

として ゐ るの を、 彼の 愛人が、 昔 通りに なさう と、 わざと つれな くす ると. 男は發 憤して 勉强 しだす。 そし 

て 卒業の のち、 戀 人の 家へ 行く と、 ひどく 愛想が よくて、 お 互の 氣 持が 分って、 W び戀 愛が 成立 するとい ふ 

「合歡 花」 にせよ、 また 貧しい 母子の 生活 を 描き， そこへ ひょっこり 外國へ 行って ねた キー 人が 歸 つて 来て、 一 

家 は 幸福に なるとい ふ 筋の 「片時 雨」 にせよ、 夫に 背かれた 妻が、 家 を 出て は 女綺師 となり" その後 一度 夫 

に會 つて 恨 を ー百 ふが、 なほ 彼女 は 操 を 守って、 生涯 獨 身で 暮す こと を吿げ ると いふ 他愛 もない 筋の 「破鏡」 

にせよ、 すべて 表現に も、 內容 にも 古い 殼を. 睨し ないで、 ちぢこまった 印象し か與 へない。 

その後 通俗な 新開 小說 など 書いて ゐ るが、 平凡な 作家と して、 この頃の 硯友社 同人に、 その 名 を 連ねて ゐ 

たに 過ぎぬ。 

內田魯 庵 は 『きの ふ はふ』 中に、 花瘦 について 次の やうに 記して ゐる。 

花瘦も 亦硯友 社の 一人であった。 一生 不自由 をして 名 を 成す 遑が 無い 中に、 夫妻 相糗 いて 不慮の さ i 患に 

犯され、 一と 月經 たぬ 間に 夫婦と も 黉 した 極めて 不幸な 作者であった。 が、 本来が 三 馬 iJl 丈 系統の 戯 

作者 肌に 出 來てゐ た 男であった から、 如何なる 苦痛 も 心配 も此 男に は 少しも 煩悶 を與 へないで、 いつも 


月夜に 米の 飯で 暢氣 に暮 し、 貧乏に も 借金に も 一向 怯げ すに， 執達吏の 應接 など は 手に入った もんで、 

借金 取 も鶯の 聲と濟 まして ゐた。 夫 故、 眉 山が 情權 者と 折衝す るに 方って 誰よりも 相談 對手 とした は此 

男で、 世帶を 疊んだ 時に 身の 廻りの もの を 预 けたの も此 男の 家なら、 放浪から 歸 ると 直ぐ 賴 つたの も此 

男の 家であった。 (紅葉が 『金色 夜叉』 を 書く 時 高利 貸の 知識 を 得た の も 亦花瘦 からであった。) 

これから 察すれば、 作品より 性格の 面白い、 戯作者 風の 作家であった らしい。 尙 俳諧に 通じ 社中から 宗匠 

と 仇名され てゐ た。 そして ュ ー モラ スな 存在 を 硯友社 同人の 中に 占めて ゐる やうに 思 はれる。 §) 

江 見 水 蔭 は 『新著 百 種』 に その 著箐を 出さなかった。 しかし 讀寶 新聞に、 次々 に. 短篇 を發 表して ゐ たが、 

その後 自ら 『小 櫻械』 とい ふ 窗人雜 誌を發 行し、 自己の 作品 を もこ こに 發 表した。 

創刊の 一 一十 五 年 十 一 月 三日の 猇の卷 頭の 發行 大意 を 見る と、 

1K 地の 間に 潜む 處の突 を 面白く 唄 はむ とす。 これ 第一 の 目的な りと 雖も、 次ぐ に 吾 聲の餘 響 をして 江 

湖の 風潮 を 震 励せ しめむ とする 野心 も あり 斯の 如く 希望 大 なり * 只 恐る 微力 其 實踐を 過 まらむ を。 

と ある。 かかる 目的から 彼の 詩 味の ある 短篇の 發表、 及びより 世 問の 進出 を意阖 し、 それと 共に 彼の 周 固 

の 人々、 殊に 若い 田 山 花 袋 はこ こに、 その 處女作 時代の 作品 を祸 げてゐ る。 (註 4) 

水 蔭は旣 に、 その 暖 村の 觸手を 八方へ 擴げ、 脚 木の 創作 を も 試み、 後年の 多作への 傾向 を 示した が、 特に 

目立って、 藝術 家の 惱みを 描く こと を 好んだ 如くに 思考され る。 

二十 二 年 六月 『文庫』 の 『旅 憲師』 に 初る この 傾向 は、 『lf 折 竹 J に 於て は、 勞倒 者と なった^ 魄の 小說家 
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と、 その 妻の 陋巷に 於け るつつ ましい 生活 を 描き、 『畫師 の 妻』 に は、 怠ける 主人 を勵 まして * 搶筆を 握らせ 

ようと 努力す る 彼の 妻の 苦心つ <  描き、 『盆燈 籠』 に は、 詩人が 彼に 託されて ゐる 亡友の 子供が、 將來 詩人と な 

る 希望 を 持って ゐ るのに 對 して， 詩人 は 詩人た るの 辛 さを說 き、 寧ろ 時代に 適した 軍人に なさう としても、 

その子 供 はな ほ 詩人た らんとの 希望 を 捨てす、 それ 故 詩人 も 遂に 之 を 許す とい ふ 筋 を 描き， 『病 畫師』 に は、 

藝 術の 道と、 戀 愛の 道との 交錯から 涌く、 苦悶の 中に ある 畫家を 主人公と して 描いて ゐる。 

我等 はか かる 短篇 を 通じて、 水 蔭の 若 やかな 藝 術への 憧憬， 危惧、 執着 • さう した 青年 作家の 持つ ナイ ー 

ブな氣 持が うかがへ て與 味が ある。 この頃 は 彼 は 未だ 通俗 性の 塵埃に も 塗れす、 純粹な 意欲の 內 にあった 事 

が 知られる。 

最後に 『新 體詞選 J  r 我樂多 文庫 J に、 浪漫的な 詩 を 見せ、 詩人と して 名のあった 丸 岡 九 華 は、 前に 記す や 

うに 方向 を轉換 して、 斷 然と 詩作 を絕 つたこと は 他の 幾人が ー篇 一作、 或は その 姓名の み を 『我樂 多 文庫』 

にと どめて、 消え去った 人々 を 籠め て、 この 數 人の 目覺 しい 進出と 對 比して、 一種の 感慨 を もたらさざる を 

得ない。 人の 世の 優勝劣敗の 相、 まして 作家の それ こそ あわただしい 限りで は あるが、 硯友社 は、 その 生誕 

後 六、 七 年に して 旣に * その 足 並 は 或は 速 かに、 或は 鈍く 亂れ 初めて、 多くの^5^伍者さ へ出して來た。 

此の 期に おいて、 硯友 社の 結社の 第一 目的であった、 文章の 習練 娛樂 より 變遷 し、 文壇 登場の 目的に 置き 

換 へられた その 目的 を、 完全に 爲し 終へ てし まった のであった。 而 して 作品の 倾向 として は、 表現形式の 摸 

索から、 題材 內ぉ 方面に も 進展 を來 したと 一一 一一 n へる ので ある。 


ここに 彼等の 燈を、 讓 する 資料の 一 つが ある。 二十 五 年 一一 H 三十 曰發 行の 『棄 現在 著作 廳內』 と 

いふ 小冊子で、 その 頃 I した 六十 五 g 著 作ま、 雅號、 本名、 I. 著作 を擧 げてゐ るが、 髮社作 ま 

を 探せば、 次の 如く 擧 げられ て ある。 

〇 乙 弱 庵主 人  渡邊 又太郞 

〇 住所 京 橋 新 富 町爱丁 ほず-番地 野 村方寓 

〇 著作 露 小袖 (新著 星) 〇 逢 娘 (震 新聞) 〇 霧の 蟲 (小 謹書) 0 小夜 衣 |( 都の 花) 

〇 虚心 亭主 人  岡 田 朝 太 

〇 住所 小石 川區原 町百參 恰^ 地 

〇 著作 妾 薄命 (新著 百 種) 〇 雛鶴姬 (國 光) 

0 花瘦  中村胜 

〇 住所 祌田區 表 祌保町 S 难地 

〇 著作 谷間の 雪 (都の 花) 腐 儒者 (おどけ 草紙) 

〇 紅葉 人  尾 i 太 

〇 住所 牛 込 151： 横 寺 町 四 拾 七 番地 

〇 著作 新 色 聚芳& 種) 〇 戀 の山賤 (文 靡) 〇 夏瘦 (春陽 堂) 〇 此 ぬし (新作 十二 桥) 〇戀 のぬ けが 

ら c 都の 花) 〇 二人 女房 Ic 同上) 
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〇 漣 山人  巖谷 小：^  . 

〇 住所 翅町區 平 川 町 五丁目 或 拾 六 番地 

〇 著作 妹 背 貝 (新著 百稷) 〇 かた 糸 (文舉 世界) 〇 黄金 丸 (少年 文學) 〇 ぬれ 浴衣 (讀寶 新聞)  一 

〇 思案 外史  石橋 助三郞  ， 

〇 住所 小石 川 i5i 金 富 町 五 拾 番地 

〇 著作 乙女心 (新著 百 種) 〇 京 鹿 子 (小說 群芳) 

〇 水 蔭  江 見忠功 

〇 住所 牛 込 區北町 四拾壹 番地  • 

〇 著作 輕 月 (小說 叢書) 〇 花守 C 都の 花) 〇 石橋 山 脚本 GM 寶 新聞) 〇 野 試合 文舉 世界) 〇 蛙 ぎら 

ひ (おどけ 草紙) 

〇 眉 山人  川 上  亮  _ 

〇 性 所 本鄕 i5i 舂 木町貳 丁目 四 番地 

〇 著作 墨染樓 (新著 百 種) 〇 黄菊 白菊 (文庫) 〇 寶の山 (少年 文學) 〇 藤 かづら M( 都の 花)  一 

〇 柳浪子  廣津直 人 

〇往 所 牛込1^?1矢來町參番地字中ノ丸_.^:"拾貳號  一 

〇 著作 殘菊 (新著 種) 〇 いとの みだれ (聚芳 十 種) 〇 紫斑々 (都の 花) 


尙 r 新著 百 極』 を機緣 として、 畫家 武內桂 舟が 硯友 社に 近づいて、 その 同人 格と なった。 紅 紫 は 「现友 社 

の 沿革」 中に 「武 內と識 つたの は、 新著 百 種の 搏総 を顿 みに 行った のが 緣で、 酷く 懇意に 成って 了った が、 

其 始は畫 より 人物に 惚れた ので、 其 頃 武內は 富士見 町の 薄 闇い 長屋の 鼠の 巢を 見た やうな 中に 爐 つて 居な が 

ら 太平 樂を抒 ベる 元氣が 凡でなかった。」 と 記して ゐる。 桂 舟 は 其 後揷输 方面から、 同人の 作品 を扶 けて 共に 

硯友 社の 一 員と して 歩いた。 

01 『こがね 丸』 の 序 を © 外 にもら つたに つ いて、 小波 は當 時 の 樣子を 『我が 五十 年』 中に 「こ の 『黄金 丸』 を 出版す 

るに 就いても、 その 序文 を 依 紐す るお に、 は 特に 森 歸外君 を 訪問した。 但し その 前に、 5^ は 生意氣 にも 鵰外 君の 

向 ふに ま はって 『しがら み 草紙』 で 公に した 同 君の 飜譯 を、 下手 だの、 ちがって るのと、 喧嘩 を賣 つて 怒らせて 

居た の だから、 今 ：史.：：： 分 勝手た ，ぱ 文 を 依賴に 行く なぞ は、 大いに 氣が 咎めて ならなかった。 併し 森 君 は 案外 心に も 

掛けず- 快く 其書齊 に. 通して、 丁度 來 合せた 賀せ鵝 所 君と 一 緒に、 壽 司ゃビ 1 ル の 馳走 をして くれたが、 r ハ 、 ァ君 

が 山人 か い！ 隨分 乃公に 惡 まれ 口 も 利 いたが  <w! つ て见 ると 惯 くもな いね H。 せし い、 少；^ 文^ は而. d いから、 

序文 は 私が 書 いて あげよう。」 と 云 ふやうな 事で、 材料に 付ても 何かと 注意 をして くれたが、 其 所 へ 又 母 《*: も 出られ 

て 「貴方が 健さん かい？ 何歳 だ。 二十 二？ 篤 次 (一一： 木 竹 二君) と 一 つ 違 ひだね ェ」 など  >-、 まるで 親 频の靑 書生 Q 様 

にあつ か はれた が、 其 時の 溫愦は 今 だに 嬉しく 思って 居る。」 と 書いて ゐる。 

ず 內 E 魯庵著 『きの ふけ ふ』 巾の r 硯友 社の むかしの 惊出」 屮 0 「川上 山」 の條。 

K0O 紅葉 は 「硯友 社の 沿革」 屮に花痩にっ ぃて、「此人は我|{多文^^の第ニ期の©旣に入社して！^たのでぁるが、 文^ 
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には誊 いた 物 を 出さなかった。 俳諧 は 社 巾の 先輩であった から、 戲に 宗匠と 呼んで ゐた。 祌 田の 五十 稻 荷の 裏に 住 

んで、 庭に 古池が 在って、 其畔に 大きた 秋 mtss が 茂って 居た ので. 告が 無理に 蔣 の本宗 ぼに して 了った のです * 前 

名 は 柳 園と 云って 中央 新聞が 創立の 顷に處 女 作 を 出した 事が 有る。 其に 繼ぃ では 新著 百 種の 末頌に 離鴛资 とい ふの 

を 書いた が、 那が名 を 成す 端緒で あつたかと 思 ふ。」 と 云って ゐる。 

f 『小 樱械』 第一 號には 江 貝 水 藤 は 「流水」 と 巴 波 山彦の 名で 「篝 火」 の ニ篇の 小說、 田 山 花 袋 は 「秋 社」 を發 表し 

てゐ る。 毎號、 水 藤と 共に 花 袋 は 小 說を發 表して &る。 (雨中 m  (二、 三 、四) 特に K 號の 「小 詩人」 は 第五 號を ほと 

ん どこ の 一 篇で うづめ てゐ る。) 眉 山に 思想 的 影響 を與 へ た、 黑川文 淵が 詳論 をニ號 一一 ー號 M 號に 書いて ゐる。 この 發 

行事 情 は 江 貝 水 蔭 著 「自 已屮心 明治 文壇 史」 一六 九 頁 「初陣の 小 櫻絨」 に 詳しい。 

五 硯友 社と 俳句 

1 むらさき 吟社 

紅葉 を 初めと して、 硯友 社の 同人が、 俳句の 結社 むらさき 吟社を 作った の は、 明治 二十 三年の ことで、 紅 

葉が 堀 紫 山と 共に、 自宅 を 出て 本 鄕森川 町に 一 一人の 共同生活 を 營んだ 頃であった。 

紅葉が 俳句 を 初め、 同人 達に も それ をす すめた 動機に ついては、 江 見 水 蔭が 『自己中心 明治 文壇お』 に 紅 

葉の 說 として 「俳諧 は 實に觀 察が 鋭く、 寸 句で 非常に 力の 强ぃ云 ひ 廻し をす る。 之 は小說 家と しても 學 ぶべ 

し t -、 移して 以て 文章 を 練る に 適す」 といった やうな 目的に おかれた。 


卽 ち文葷 修業の 方便と しての、 句作であった 事が 知られ、 談 林の 風 を 學んだ 彼等の 傾向 は、 舊 派の 沈滞の 

殼の 中に、 一 筒の 新鮮な 風 を 起した が、 別に 正 岡 子規の 如く、 當 時の 月並 宗匠 等 11 春秋 庵 幹 雄、 老鼠堂 永 

機、 雪中 庵 雀 志、 夜 雪 庵 金羅、 怯 峰 園 等 栽 等で 代表され る 人々 へ の 反逆の 匁 を さしむける 意志 もなかった。 

彼等が 談 林の 風 を 寧んだ こと は、 西 鶴の 小說 研究が、 當 時の 彼等の 動向であった から、 西 鶴が 師 として そ 

の 風に 親んだ、 そして 最初 その 句作から 彼が 出發 した 西山宗 因の 句作 態度に、 同じく 心惹 かれて 行った ので 

あらう。 

江 見 水 蔭の 『自己 屮心 明治 文壇 史』 に、 むらさき 吟社 第一 回の 課題 「樱」 と 「田螺」 の 同人の 句が、 揭げ 


られて あるから、 それから 引用す る lE^ にす る。 

挨拶に 何と 云 はう ぞ初櫻  漣 

鄙歌 や 或る 山寺の 初 櫻  水 蔭 

ゆるせく 霧！ i の 家に 初樱  眉 山 

物 言 はば 一枝 を きらむ 櫻 花  柳浪 

末社に もこ ぼれ 錢 ある 櫻 哉  九 華 

腰の して 老も若 やぐ 樱哉  虚心 

劍拔 いて 風 きりまくれ 家 櫻  紅葉 

叔齊が 手 を 出して 見る W 螺哉  眉 山 


開か ■i  o 肚友 SB 章 四 第 


160 


なきもの を 泥中の 珠 田螺 哉  紅葉 

籠に 入れて 飼へ る ものなら 啼 田螺 漣 

打って出て 同じ 枕の 田螺 哉  柳浪 

維の 屮に聲 ありと 見れば 田螺 哉  眉 山 


いま 公賫 された 『我樂 多 文庫』 を飜 してみ るに、 狂句、 都々 逸、 狂歌の 類 は 見出され るが 俳句 は 指げ てな 

い。 『小 文 寧 J にもない。 むらさき 呤 社の 發會に 於て、 初めて 俳句 を 作った 人が 多かった の-であらう。 然し 互 

選の 際 は、 議論 百出、 夜の 更ける の も 知らぬ ほどで あつたと、 水 蔭 は 書いて ゐる。 さう した 情熱 は 紅葉に 於 

て 最も 明かに 見ら るる 如く、 句 境の 進展 を 見せた。 

むらさき 呤 社の 記錄は 『江戸 むらさき』 にも 揭 げられ て ある。 卽ち 第九號 (二十 一一 S '十月 二十日 發行) に 

「むらさき 吟社 月次 集」 として、 

〇 十 印 

初秋の 聲ゃ 夜す がら 背戸の 竹  金淸 

初秋 ゃ巿も 淋しき 寺の 鐘  泰突 

初秋 や ふりむく 顔の 風 あたり  f 維 白 

初秋に 捨てた る戀を 思 ひたり  波 南 

〇 十 印 
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句 m と 社友 59 


男と や 裸 百 の 角力 取  愛龜 

倾 城に 名の 似て つよし 角力 取  行淸 

山 Mi  く 海 白く して 角力 取  桑 弓 

草と 露 風に 相撲 を 取たり けり  雪 軒 

〇 龍^ 寺 萩の 菓子 箸 を 人に 贈る とて 

紅葉 焚く は 上戸な りけ り 萩の 箸 梧 井 

〇 失 题 

楓 とも 花と もっかす 葉 鶴 頭  Mm 

晝顏に 露 もよ しなき 夕 かな  岸 柳 

〇 知人の 誰彼 殘 りなく 風邪をひきけ るに 

鐘 町の 若殿ば かり はさる 氣 もなければ 

花の 山風の すき 間 もなかり けり  洲美 

〇 骨 法師と いへ ろ 男が 戀に亂 れて命 も危け 

れば 

水の面に 蝶々 あぶなし 花 Q 影  松ヤ拔 

同 じく 十 (十 一 月 五日 發行) 褐 載の 分 を 擧る。 
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〇 十 印 

いなつま や 大海原 を 二つ 

稻妻 ゃ破戶 きり 裂く- 乂寸 五分 

稻妻ゃ 闇 をた ちわる 一 ト刀 

稻妻 にけ つま づ いたる 梟 か な 

稻妻ゃ 刀 根の なかれ を 一 文字 

稻 妻の 松に ぶっかる 尾 上 かな 

〇 十五 印 

稻妻は 十 方 世界に 切 火 哉 

〇 十 印 

其 色 や 手に はち ぎれ ど 蕃椒 

〇 十五 印 

蕃椒 空 家の 庭に 淺り けり 


t、 

J  ノ 

T ィ 

共 


笠 

瘦 

因 


ぺ lit 


廷 春 


§) 


『江戶 むらさき』 に は、 この 二回の 例會の 句の 外、 所々 の 「飛 花 落葉」 榍に句 あり、 叉 獅子 庵 支考の 「俳諧， 

道」 など 揭げ て、 同人の 俳句への 關心 を、 如實に 示す ものが ある。 同じく 『江 戶 むらさき j 十號 に、 花瘦の 

俳號 で、 紅葉の 「新居 吟」 が揭 げられ て ある。 初期の 彼の 傾向 を 示す ものと して 左に 示したい。 


111 

うら 枯ゃ庭 は ともあれ 臺所 

麁 食 

初 蛙 は 噂に 聞きて 豆腐 かな 

野 g ハ 

朝 炊 や 睡氣覺 しの 雁の 聲 


友 一  寡， 居 

n  ^  戀 なくて さびしく 立てる 案山子 かな 

と.  樂事 (紫 山人 同居) 

俳  下戶 同士 圑粉 はどう ぢゃ 后の 月 

句  憶 家 

母の 文 寢冷氣 遺 ふ 夜 塞かな 

歌 もな し 森 川 町の 秋の 暮 

§  二 秋 聲會と 紅葉、 小波 


やがて この 關心は 積極的と なり、 ひとり 文章の ための 目的から 飛躍して、 俳句 そのものの 研究と なって 明 
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治 二十 八 年 十月 • 秋 聲會の 創立と なった ので ある。 主なる 八  として は、 角 田 竹 冷、 岡 野 知 十、 伊藤 松 ■:- ナ、 

森 無 黄、 川 村 黄 雨 それに 視友社 側から 紅葉、 小波が 參 加して 活動して ゐる。 

この 時に 至って、 旣に 他の 佐々 醒雪、 大野 洒竹， 笹川臨 風 等の 筑波 會、 1^ 岡 子規 を 主と する 0： 本 派と 共に、 

月並 宗匠 等の 舊派 へ 對抗す る 新興 俳壇 の郧 かしい 存在と さへ なった ので ある。 

秋 聲會は 一 一十 九 年 十 一 月 三 R 『俳諧 秋の 聲』 を 創刊し、 これ を機關 誌と して 活動 をつ づけた。 以下 毎月 五日 發 

行， 第六猇 (三十 年 四月) より 十 E 發行 となって ゐる。 そして 第 十 號は九 號 の (七月 十日) より 飛んで 十 月 五 m 

發 行で 終刊と なって ゐ るが 四 六 版 和紙 綴ぢの 感じの い い 小冊子で ある。 创刊號 の 紅葉の 「發刊 之 文」 を：： ルれば 

俳諧 久しく 衰 へたり と雖 も、 人 問は戀 無常の 古の 哀を盡 し、 地 は 山水 生 植の姿 を 改めす、 天象 は 二 句よ 

り 萬^に 鑌 きて、 月 は 定座を 長へ に、 春 は 長閑に 霞み、 秋 は 寂しう 雨 降る 夕、 斯ノ 道の 好キ人 ども！！ 雨 窓 

の燈 下に 會 して、 亂 呤の假 初に 戯れし も * 彼 は 風 調の を かしきに 遊び、 此は姿 情の 新しき を搜 るな ど、 

いづれ か 一 ト癖 無き は あら ざり ける を、 すねもの どもの 迭に棄 て かたく や、 其 夜の 奈良茶 一升に 百年 風 

雅の義 を 結びて、 秋 聲會と は 折から 庭前の 興を感 する ままの 名に して、 微衷 は 道の 滅亡 を 前途に 憂 ひ、 

私に 志す 所 は 明治の 俳諧 を與 さむと なり、 されば 月並の 會 席に は 各 吟才の 自在 を 振 ひ 工夫 を 宿題に 费し 

て は、 偏に 虚實の 妙 用 を 明むべく、 さし も述 衆の 俳 腸を敲 いて 凡そ 萬 餘章を 得る に 及びて、 歳兹に 順せ 

り、 時 や 到れる 哉、 世上の 俳 風 漸く 變 じて、 古池の 燭れる も 知 新の 波を揚 ぐるに 似たり、 抑 も 秋 聲會の 

此擧 ある は、 今にして 始めて 說 くべき は說 き、 學 ぶべき は！！ より 舉ば むと、 心 を 向上の 一 路に 行脚の 門 


お 月 上. B  ^ 


一一 一一 a 


を出づ るな りけ り。 我 治 道の 風士 幸に 此志 を納れ て、 道の 爲に 一宿一飯の 助力 を吝 みたま は ざれと 云 雨 

明治 二十 九 年 十一月  十 千 萬 堂  紅 葉 

紅葉の 文に 成立と 目的が 明かに 描かれて ゐる。 『俳諧 秋の 聲』 十 號 (三十 年 十月 五 • 日) で 第一 期の 運動 を 打 

切って、 機 關雜誌 型 態より 博 文 館の 『太陽』 紙上に 進出す るた め 「改刊 の辭」 が 載って ゐる。 卽ち 「わが 「秋 

の聲」 の 世に 鳴 出で し は 去年の 霜月に して、 玆に 十月 を經 たり、 抑 も 此會は 去々 年の 秋 を もて 興り、 始めは 

f 跣に 呤徒 五六の す さびに 過ぎ ざり し を、 遠近 傳 へて 句 を 寄せ、 交 を 求む るより、 同人 于 野の 志 は 動きて、 此 

H 刊の集 は 成りけ り、 雨の 後 俳諧 益 興りて、 面目 維に 新に、 蕉風 終に 競 はすして 新派の 流轉 た斗ケ なり、 秋聲會 

は此 時に 遇 ひて 更に 第三の 進境 あるべし と、 一 小冊子の 狹 きを 出で て、 普く 世間に 大路 歩し、 凡そ 歌 はむ と 

する 者 は鶯語 蛙聲も 十七 字なら しめ、 苟も 十七 字の 調 は盡く 秋の 聲 たらしめ むと て、 此號以 筏 我 俳壇 を 「太 

陽 紙上に 高く 築きて、 ますます 淸長を 振 ふべき 便りと すと 云 雨」 と 記して ゐ るの だ。 

俳句 以外 紅葉の 文章 を この 各號中 求む るに 「發刊 之^」 (一 號) と 「ひ 男」 (第 四號) とが ある。 後者 は胼 

男と いふ 語 を 使った 俳人 をせ めて、 これに 似た 卑俗な 造語 を 咏んだ 三十 餘 句の 例 を 示した もの だ。 

次に 小波 は 次の やうな もの を 書いて ゐる。 

「靜屋 川 記」 (第一 ー號) 俳文 「題 神 易 堂」 (第三 號) 「俳諧 を さな 心」 (第 四號) 幼童に 自ら を 託して 幼き 句 をよ 

める もの。 「俳諧む かし 噺」 (第 六 • 七號) お 伽 作家ら しく、 自ら 昔噺 をよ み 入れた 句 を解說 した もの。 

次に この 十 冊 を 通じて、 咏 まれた この 二人の 句 を 拾 ひ、 凡その 倾向を 知りたい と 2 心 ふ。 (徘 號は號 数) 
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秋 雨 

足 袋 

若 菜 

雀 子 

悼 梅 逸子 

雉 子 

春 寒 

躑 躅 

彼 岸 

握 飯 

牡 丹 


秋雨の 庭に 灯と もして 

貧 厨に 葱 嚼む晝 の 鼠. 5 

に 足 袋 

ひし 野 

貧しく 


炭 

青 


握 

牡 


し 


の 

き 


め け 


丹 さ 


梅 ほ 

に 良 

醋 を 

叱 り 


こ 

ら 

寸. 


の 

ご 


る 

力 


な 

影 


な 


き 

る 彼岸 哉 

け 


る 


0 

ラ 


な 


な 

な 


夜 

や 


月 

は 

0 

隱 Rp 哉 


りけ りー 


岸 

人 の 通 行 


な 


紅 葉 (1 ) 

？) 

(2) 

(Co  ) 

(3) 

(4) 

(4) 

(5) 

(5) 

(5) 

(5) 

(G) 

(G) 

(6) 

(？) 


蠅  睡 足りて しはらく 蠅と 相對す  (7) 

洗鲤  晝 中の 盃 取りぬ あら ひ鋰  (8) 

時鳥  時鳥 あつら へ 向の 寢覺 かな  (8) 

納凉  門す、 み 人に 来られて しま ひけり  (9) 

柘榴  柘榴 古り て 一斗の 花 を 落しけ り  (9) 

炎天  炎天 や 誰か 子 はたしの 放 飼  (9) 

香  戀衣 起きて は 茶 を 振 ひけり  (9) 


これが 『秋の 聲』 に 載せられた 彼の すべてで あるが、 從來に 比し 著しく 本質的な 進境が 見られる。 「葱」 

「蠅」 「洗 鲤」 は 秀句で ある。 特に 眼 立つ の は 季題の 故 も あるが、 動物 をよ み 込んで 生動の 氣を 見せて ゐる事 だ。 

(葱、 若菜、 雀 子、 雉子、 蠅、 時鳥、 炎天、 畏の句 中に 見られる) 然し 談林 風な 滑稽 さ を 持つ 「春寒」 「握飯」 

の 句 は 彼の 出發 をう かが はせ る。 

其 後 を 通じて 紅葉の 句の 缺點 を、 滑稽 を ねらって 现窟 つぼい (例 間違うて よい 風の くる 大暑 哉) 川柳 狂 

歌 趣味 (例 買 初の 細君 吝 きめで たさよ) 古人の 句の 換骨奪胎の 失敗 (其 角の 「鬵の 身 を 倒 まに 初音 かな」 を 

「鶯の 身 を 林 中に さかさ かな」) 書 卷の氣 を 街 ふ (例 鯉 釣 や 呂尙が 妻の 行々 子) 變 調の 失敗 (例 泡^^ぉ瓶を 

鈹 して 涼 床に 人 呼ぶ 頻也) 等擧げ て、 中村樂 天 は その 著 『明治の 俳 風』 の 「尾 崎 紅葉」 中で、 小說に 比し 俳 

句の 上の 彼 を 全然 否定して ゐ るが、 少々 それ は 酷評 過ぎる かに 思 はれる。 (註 2) 
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紅葉 は 後年 句作 以外 編 i 者と して、 『俳諧 名家 選』 『俳諧 類題 句 築』 『俳諧 新潮』 等 あり、 文舉 活動の 一 部 を 


成し てゐ る。 

次に 小波の 俳句 を 拾 はう。 

露  沃野 千里 露 萬 斛の朝 かな  (1) 

慕 紅葉  蔦紅葉 小 猿の 尻の ま きれけ リ  (1 ) 

木 鬼  木 鬼 法師 鐘撞く 人に 親め り  .  (2) 

冬 雨  犬の 子の 厨に 寢 たり 冬の 雨  (2  ) 

書初  眞揩は 武士の 兒 な らん 攀初  (3  ) 

氷  薄氷の 晝 まで 殘る轍 かな  (3) 

暮遲  鶴の 庇に 鳴いて 暮遲し  (4) 

悼 梅 逸子 散に けり 其 時 梅の 薰り けり  (4  ) 

蕨  山 はへの 字 蕨 はの- M 子く 哉  (5  ) 

春寒  春 塞の 市に 何人 か 火 を 失す  (5) 

鞭韃  ふら こ- -ゃ鸚 鶴 もやが て眞似 をす る  (G  ) 

行 雁  行 雁の 腹 を 見 上る 廣野哉  (6) 

春雨  春雨 や 居る かとい へば 居る とい ふ  (6) 


握飯  握飯 蟹に 振舞 ふ汐千 かな  (G) 

牡丹  紅 は 富み 白 はたう とき 牡丹 かな  (7  ) 

_  靑簾  糊 賣を呼 ふや 小 窓 の あ を 簾  (7  ) 

蝙蝠  泣く 兒 にあれ の& 様よ 蝙蝠よ  (8) 

競馬  武 士 の つ れ な る 儘 に 競 馬 か な  (8  ) 

I  S 瘦  夏 瘦 のじつ は EH を 病む 男 かな  (y) 

碟 

友  汙  地謠の 何れも 汗 をぬ ぐ ひ あへ す  (Co 

社  蕉實  芭蕉の 實其 葉の 陰に ひさく かな  (9) 

と \  秋の 句  糸获の 頻りに こん ぐら かる や 風  (W) 

俳  居 眠の 顔へ 線香花火 か な  ) 


句 彼 は r 明治の 俳 風』 の 著者が 「素直で 無理 をし ない」 のが 彼の 特徵 だとい つて ゐる やう、 穩 かな 俳 風で あ 

る。 然し 彼に も 矢張り、 「蔦紅葉」 「握 敬」 「蝙蝠」 「線香花火」 の 句の やうに、 滑稽 味への 關 心が ある。 

その他 硯友 社中 眉 山の 句に は、 艷麗な 印象的な ものが あって 巧み だと 思 ふ。 試みに 『眉 山 美文 集』 中の もの 

から、 秀句 を拔 いて 示して おきたい。 

§  春  陽炎 や 鞍に 着せた る 笠の 上 

城跡 を 指 ざす 方ゃ揚 雲雀 
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夏 


秋 


夢 をのせ て 睫 \ ^に 蝶の 狂 ひ 哉 

牡丹 花 白く して 月の な き 夜 か な 

蛇の 殺されて あり 夏 木 立 

ふり かへ る 野路よ 一村 花 蒲 

大原ゃ 蚯蚓 鳴く 夜の 星の 數 

柿の 實の ころがりて 子の 寝に けり 

塵 塚に 扇の 骨 や 秋の 暮 

骨柴の 炭に もなら ぬ 寒さ 哉 

埋火ゃ 隣 は 土ォの 鐘の 聲 

紅葉 を 主として であるが、 視友 社の 明治の 俳句の 展開に 占める 地位 も、 彼等の 小說が 

舊 きものと、 新しき もの， y の 間に 介在して、 過渡期の 橋梁 を 築いて ゐる やうに 思 へ る。 

明治の 俳句が、 正 岡 子規に よって、 全く 革命され た 事 は、 人々 の 認める ところで あるが、 子規 以前の 明治 

前期の 俳壇 を 支配した、. 天 保 風な 墮 落した、 低調な、 形骸 的な そして、 生命の ない、 理窟ば つた 月並 宗匠の 

俳句 を、 あたかも 貞鬥の 法式 拘泥 を、 自由 圓 滑な 談林 派が 破って、 そこにな ほ 遊戯的な 氣 持は淺 つて ゐ たに 

せよ、 芭 焦の 3 具の 俳諧の 道への 橋梁 をな したと 等しく、 同じく 談林 風な 俳諧から 出發 した 紅葉 等の 俳句 運動 

1—— それ は 初め 單に 文章 道の 琢磨と いふ 目的から 取上げられた もので あつたが、 そこより 出で て、 遂に 子規 


冬 

以上 槪說 する 如く _ 

さう であった やうに- 


の 虞に 生命 ある 俳句の 道へ つながる * 橋梁 をな して ゐ ると. 言へ よう。 この 意味で、 視友 社の 俳句 運動 は S せ 

すして、 明治の 俳句 史の 展開に 再 批判 さるべき 重要な 地位 を 示して ゐ ると 言 はねば ならない。 

註 1 この 悱號 について、 江 見 水 藤氏の a 接 著者に 語らる る 所に ょリ、 分明せ る もの を舉れ ば、 桑 弓、 愛 亀、 行淸、 は 

小波。 梧 井、 洲美、 松葉、 波 南、 花瘦は 紅葉、 羅白は 眉 山と いふ。 

註 2 中 村 樂天著 「明治の 俳 風」 叨 治 一 1; 十八 年 九月よ リ翌ハ や 十 まで m 京 二，： ハ 新開に 「俳汝 南」 と 超し 辔ぃ たもの を 四 

十 ひ ヰ 九月 ー卷 とし 粗 山 書 はよ リ 刊行。 紅葉 以下 主たる 俳人 二十 氏に ついての 評 論集。 


第五 章 硯友 社の 展開 その 一一 I 

一 活躍 期 (二十 七 年 —— 三十 年) 

硯友 社の 作家 は、 その 表面に 表 はれた、 進出のへ U の 運動と して. の 華々 しさ は、 寧ろ 前期に： られ たで あつ 

たらう が、 作品の 文 學的價 値 ある もの を 出さう との 努力、 その 結果の 作品 の^の 上から 見る と. この 期に 於 

いてより 活躍し、 套鬪 して ゐる。 

進出 期の 活躍 は、 血氣旺 んな靑 年の 行動の 如く 表面的で あつたが、 此の 期 は それが 沈潜して 堅寳 なる もの 

となった ので ある。 たと へ 紅葉 は 前期の 飛躍 を 見せぬ どころ か、 沈滞の 觀 が事實 あつたの であるが、 彼 以外 

の 同人 中には、 それぞれ 獨自 的な 存在 を 示した 若 も ある。 それ 故说友 社全體 として 眺 むれば、 この 期に 活躍 

を 示して ゐる。 また 紅 太 とても、 決して 自ら 自己の 境 致に 安んじて ゐ るので なく、 より 眞實 に、 內面 的に 自 

己 凝視 をつ づけ、 やがて 沈滞の 域より 更生し ようと 試みて ゐ たの だ。 

さて この 期 を 論す るに は * 國家 的に、 社會 的に 波澜を 起した 二十 七、 八ハ ヰの 戰 役の 文舉界 へ與 へた-直接 ii 

接の 影響 を 述べない 譯には ゆかない。 

戰爭 以前の 文舉 界へ對 して、 二十 六 年 五月 三日 第 百 八十 九號の 『國民 之 友』 の 論說は 『文 舉社會 の 現狀』 

と 題して  _  :_f  ■  I  '  ,^  I  ■ 


舞姬 細君の 時代 は _ (々の 如く 去り， 探愤小 說鐵道 小說の 時代 は來れ り。 四 五 年來、 時なら ぬ 卷を粧 ふた 

る文界 は、 寂 々然として 枯 枝に 烏の 留るを 見る のみ。 萬 物 iir な 發生 期と 閉塞 期と あり， 知らす 今日は 是 

れ 閉塞 期なる 乎。 眠る は 起きん が爲 めな り、 休自 (する は勞作 せんが 爲め なり。 吾人 は 今^の 閉塞 期に 在 

りて 將に來 る 可き 發生期 ある を 疑 はす。 堂々 たる 文 擅の 一 一三 君子、 如何なる 消息 を 世間に 漏らさん とし 

つ- - ある 乎、 人 は傳ふ 所謂る 文界の 先輦， 諸氏- 汲々 として 修養 を靠 とすと， 五： 人 は 其の 然 らんこと を 望 

む。 11 

と 抽象的に、 新 文 學の發 生 を 期待して ゐ るが、 之を當 時の 鋭き 批評家 內 M 不知 庵 は 『今日の 小說 及び 小說 

家』 と 題して、 同じく 『國民 之 友』 (二十 六 年 七月 三日 第 百 九十 五號) に、 

今の 小說 家が 小說を 著す や、 もと 確信せ る大 主旨あって 之 を 表現 せんと 欲する にあら す。 た 多少の 

文才 を 弄ばん とする より 日常 耳目に 觸 る、 事實を 述作す るに 過ぎ ざれば、 若し 冷酷に 評せば 引 札の 發逹 

したる ものにして 或は 叙事詩と 呼び 或は 抒情詩と- 稱 する は 少しく 誇大に 失する の感 あり。 HK 等の 所謂 小 

說家は 胸中 抱藏 する 思想 ある に あらす、 況んゃ 自然界 の 眞现を 具象的 に 說明 せ ん が爲 に 人^5^-を唱 ふ の 理 

に 於て は 更に 悟る 處 なく、 些々. た る 文才. I 引 札 を 書く に 熟達す る 手腕 を 以て 新聞 雜報 の 小說を 綴れば 

小 說の能 18^ 終れり と爲 す。 渠等は 文章の 道樂 者な り、 此 故に 渠等は 小說を 目す るに 遊戯 文字 を 以てす。 

此 故に 渠 等は輕 浮なる 文字 を陳 ねて 漫 りに 奇巧を 街 ひ 俗眼 一 時の^ 釆を博 すれば 以て {# 突 上の 價條 あり 

と爲 す。 何ぞ 謬れ るの^ だしき、 詩 霞の 迷惑：^ 上な かるべし。 
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と 沈滞の 根源 を、 作者の 深奥な 思想の 缺 乏に歸 せしめて ゐる。 彼の 評論が 主として、 砠友 社の 作家に あて 

られた 事 は、 重ねて 彼が 『lw び 今日の 小 說家を 論す』 中に 

吾人 は 今の 小說 家が 相應の 伎倆と 相 應の舉 識を具 ふる を 信す、 其 手腕 も 其 識見 も 亦：^ して 文化 文政の 

作者 以下に あらざる を 信す、 然れ ども 同時に 今の 小說 家が 餘 りに 冷 靜を缺 き 質 實を缺 き 自重 を缺 き精勵 

を缺 ける や を 疑 ふ。 若し 夫れ ：The  style  is  the  mail-- の 語 をして ぼ： ならしめば、 今の 小說 家が 餘 りに 

其 人 を 暴露し 過ぎた る ほど 文 を 作る に 細心 鎭密 ならざる を惜む *  , 

とい ひまた 

心意の 修練 卽ち 思想の 涵養 は 文擧の 原動力な り、 之れ なくん ば 文學は 死物な り。 戯作者の 心 を もって 

文擧^ の 名目 を 胃す は 是れ沐 猴の冠 着けた るに！； じ。 『人 氣』 の 前に 稽首 禮拜し 『世俗』 の 封 mli となり 

『風流』 三昧に 耽り 『通 J と 『粹』 とに 隨喜渴 仰し 而 して 西 歐 大家と 雁行 せんと 欲する も豈 得べ けんや。 

と、 r 國民之 友』 (二十 六 年 九月 二十 三日 第二 &三號 ) に 貢って ゐ るので 察しが つく。 彼の 評論 は • 现友社 

作家の 弱點 のみ を 誇大に 見て、 歐洲 文學の 1K 才的 作家の 事蹟 を讀ん で、 直ちに 當時新 文擧も 萌芽 期であった 

日本へ その 考案 を もどして、 不滿を もらした 點を 見出す が、 たしかに 一面 を 貫く 鋭い^ であった。 

硯友 社の 作家 は、 "M 期より 此の 期の 轉 機に 於て 全く， 行きつ まって ゐた。 そのね らふ 文 學の素 村の 世界 は 

狭く、 然し 深く は 進み 得ぬ 故に、 作品の 變化を あらしむ るた め、 文 一一： 十の スタイルの 上に 於ての みの 苦心が 多 

かった。 紅葉 は 彼の 文擧に 持つ 世界 -1! 情痴 を 中心とした 世界 を そこに 現れる 人物と シ ー ンの 上に、 能 ふか 
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期躍沽 


ぎり 腐く 採って 描きつ くした 様に m 心へ る。 だが 描く 態度 は、 いっか 技術的に 習練した 地に 间定 しかけた ので 

あった。 彼のみ ならす、 他の 作家 も その 儘で は 全く 行づ まり さう であった。 

かかる 折， 彼等 を 離れた 動く 現 實社會 では、 國を あげての 戰は 起り、 そして、 苦しみながら 日本 は 勝った 一 

のであった。  一 

戰爭 11 そして 戰 勝の 國民 精神の 上に 及ぼす 影響 は、 記す 必要 もなから う。 勝利の 感激、 利益 は 暫くの 疲： 

れが 恢復す る や、 やがて 國 家の あらゆる 文化 現象 を 豊富 に 飾る。 直接 間接 に 文學も そ の 影響 の 色 を 何等か の 

彩りに おいて、 塗られない 譯には 行かない。 

さて この 戰爭 以後の 文擧に 就て 述る 前に、 他方 このうつ り變 りの 前後、 卽ち 二十 五 年頃より 戰爭 前後まで 

に發 生し、 现友社 作家 を壓 迫した とい はれる 大衆 的な 傾向 文 舉——卽 ち 村上浪 六の 所謂 撥髮 小說、 黑岩淚 香， 

の 探偵 小說、 鑌 いて 讀賫 新聞で 募集した ので、 一般の 氣運も 知らる る 藤 史小說 について 少しく 考察し、 硯友 

社 作家と の關係 等も考 へて みょう。 

これ 等の 文 學の發 生の 原因 は、 マ ン チックな 精祌を 基調と する 社會 思想と、 在来の 小市民の 戀愛 些事 を 

主な 題材と する 小說 への、 反撥 心理の 合流した もので はなから うか。  一 

卽ち、 讀者心 现 として、 その 讀む 作品 に 平^ の 自己の 生活 に 似た 面影 を昆 出す 事に よ つて 身に つまされて、： 

共鳴す る 場合 も、 反對に 現在 憧れながら も、 求め 得ぬ 世界 や 人物 を 作者に より， まざまざと 見せられての 同 

感も ある。 
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埒內 逍遙が、 小說の 主眼 は專ら 世態 人情 を 描く ことと し、 寫實 主義の 立場から、 ノベル を 尊重し， これに 對 

比すべき 例と して、 口 マ ンス的 傾向の ある 馬 琴の 作品 を、 勸善 徴惡の モラル を 含む ものと して、 高く 評價 しな 

かった ことが、 その 作の 目標と しての 道德 性の 强調を 否定す る ことに 於て、 ロマンスと いふ 文擧 形態 を さへ 

含めて、 否定され たやうな 結 になり、 これが 雜 誌と いふ 發表機 關の狹 さと 結びつき ！ このため r 新著 kn 

種』 や 『文舉 世界』 『新作 十 二番』 などと いふ、 雜 誌と 叢書 的な 單行 本の 中 間 形態の ものが 發 行され、 幾分 こ 

のみたざる ものの 袖 ひの 役割 を した けれど 11 尙スケ ー ルの壯 犬な、 視野の 廣ぃ、 作家の 奔放な. ：4： 想 力の 

豊かな、 構成 力の 逞しい、 a マンスの 形態の 發展を 阻害し、 その後の 文舉を 狹路に 導いた 點は、 かう した 口 

マ ンス的 作品 を耍 求す る讀者 階級に、 不滿を もたらし たこと も考 へらるべき！ 5$實 であらう と 思 ふ。 

かう した 氣 分が、 一面 彼等の 心理に 現世に 求め 得ぬ 夢 を、 束縛され た 現世 を 絶って， 卽ち規 帳面な 型に は 

まった 世 問から、 定軌を 逸した 奔放な 生活への あこがれが、 やう やく 明治の 新政 下の 泰平に 馴れた 人々 のう 

ちに あつたと 思 ふ。 

かくて その 心现 は、 或は 浪 六の 描く 三 ：！； 月次 郞吉 流の 力 を 唯一 の 武器と して 馳驅 する、 自由 生活 者の 憧， ま 

を it- み、 或は 單 調な 日常より 特異な 生活への 期待 は. 淚 香の 翻案す る 怪奇な 情景と なり、 また 現世の 烦 しさ 

より、 寬 かに 華麗な 過去の 世紀への 漂流が、 『瀧 口 入道』 風の 歷史 小說 への 愛 著 を 生んだ ので あらう と、 考へ 

られ る。 

高山 樗牛は 『明治の 小說』 で、 從來の 小說の 反動に 加へ て、 浪 六の 描く 人物が、 國民 性に 調和した 人物で 


あつたと いふ 專を 指摘して ゐる。 俠 客の 持つ 浪漫的な 性格 を 指した ので ある。 

この if は 今日の 文 擧界の 例で も 明らかにされる。 今日の 所謂 大衆 小說 が、 文舉 史的に は 自然主義 以後の 箇 

人 主義 的 作品 i 作家の 心境 小說、 私小説への 反動と も 見られ * 又 3 心 想 的に は、 現在の 束禪 せられた 生活よ 

り劍 なる 武器が 唯一 の權 力と なり、 その 前に は 一切 他の 權カ、 富 も、 位階 も 破る 事の 出来た 時代への 追慕が、 

世紀末 的た 刺戟 を 欲する 心理と 交り、 現代人の 與味を そそる ので、 樗牛 がかって 浪六物 、歷史 小說を 評した、 

現世に みたぬ 心より 懐古 的と なった 一方に、 軍に 過去への 憶-侵 は、 それ を 通じて 消極的に、 未來 への 自. E を 

のぞむ 心 を 反射す ると 思 ふ。 

次に 良」 ハ 等の 乍 品が、 一 ^'視友社作家を歷倒したとぃふ^^-は、 とりもな ほさす 多くの 讀^ を 现友社 作家よ 

り 奪 ひとった とい ふ 事に、 讀 者を屮 心に して ふれば 首へ ると m 卞 r 今日で も 大衆 文學が 現代の 讀者 層に 謎 

倒 的 勢力 を 占めて ゐる とはいへ、 今日で は屮 SKn 山ゃ大 佛次郞 * 直 木 三十 五の 作品 を讀む 人々 と、 菊 池寬ゃ 

三 上於菟 吉の每 日の 速 載 小說を 待ちわびて ゐる 人々 と、 是 等を輕 蔑し 『新潮 J や 『改造』 『中央 公論』 へ 載る 純 

文 擧乍品 * その 人達の 單行 本を讀 む 人な どあって、 讀 者の 範 圍は廣 く、 且各々 训々 の讀 者の 曆を 形成して ね 

るので あるが、 明治 二十 年代の 中頃 は、 讀 者の 程度 ゃ範圍 がかな り 一様に 制限され て * それほどの IhC 域 もな 

かった ので、 讀^！^の興味の推移も、 鮮明に 分った のであった らう。 

然し、 それにしても その 評の 如く、 あまりに 誇大に 者へ て はならぬ と m わ ふ。 何故なら 『三 H 月次 郞亩』 の 

讀 おに は、 紅 紫が 多く 持った であらう 人の 讀者 はむかぬ もので あり. また 發 される 新 問が、 浪六は 多く 
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『朝日』 淚香は 『萬 朝 報』 で 紅葉 等 は 主として 『讀 赍』 であった ので、 單行本 は^として 、新聞の 購譴^ を屮 

心と した 立場から も かく 一一 一一：： へ るので ある。  . 

しかしながら、 とにかく にも 時代の 要求に みたされぬ 或る もの を： i 陷 として、 硯友社 作家の 作品に 見られ， 

その 爲 かかる 倾向 的な 文學が 一 時勢 を 得た の は寨實 であった。 かかる 折し も 日 淸戰爭 は 起った の だ。 

この 戰爭 そのもの は、 文舉 者へ 如何なる 影響 を與 へた か。 

國 民の 與 亡の 危機 を はらんだ この 大察 件に、 常時の 文擧者 は 何等の 批判 を も 加へ なかった。. 文舉の 發生當 

時の 人生、 社會 生活との 深い 交涉 も、 時代と 共に、 それ 等と かけ 離れた 場所へ Q 逃避 を 能事と し、 象牙の塔 

にこ もり 神秘な 心 霜の 世界 や * 自然の 中に さまよ ひ、 官能の 世界に 耽溺し、 日 々に 動く 社龠ゃ 人生の 專 件に 

直接 關係 する 事 を さけ、 動く 現 實社會 より 超越す る を、 藝術 家の 誇と した 察實 は、 かかる 國 家的大 IE! 件の 极 

本に 觸れる 事 を さけた ので ある。 

しばらく、 ふり かへ つて 戰爭 を题 村と した 作品 を 忍 ふに、 過去の 日本 文舉に 現れた 軍記 物 は、 盛^ 必滅の 

ことわり を 一； 小す 美しく も 哀し い 繪卷物 をく り ひろげて * そこに 充 つる 哀 歡の餘 滴が、 讀者を 魅了した の で あ 

らう けれど、 現在に おいて は、 表現 描寫の 技術 はしば らくお いて、 多く その 背後に ひそむ 作家の 社 會觀ゃ 批判 

の 立場が 批評家の 問題に される。 戰爭 肯定 か、 戰爭 否 定か。 すな はち 前^ は國家 主義、 帝國 主義の 立場から 

であり、 さう した 愛 W 心の 發露 であり、 日露 戰爭 のうんだ 『肉彈 J の 如き 作品 を 言 ふ。 後者 は 人道、 王義、 國 

際 主義， 社會 主義 的 作.： の發 表する 反戰的 イデ 二 を もつ 作品で ある。 然し • かかる 立場よりの 作品 は 極 近代 


的の もので、 かかる 意識的な もの を、 E 淸戰 (サ當 時 望むべく もない が、 第一 戰爭に 關心を さへ もたなかった 

その 時代の 作家 を、 

王師 海 を 越えて 西に 動き、 一 國を擧 げて國 家 的 精 祌の大 運動 を兒 るに 至りし 時 も、 二流 以下の 作家に 

成れる 淺 近なる 戰爭談 Q 小 ノ數を 省きて、 一 人の 愛！； 義勇 を唱 ふるもの あら ざり き。 啻に 是の 如き 詩人な 

かりし のみなら す、 戰 爭に關 する 著作 を 出す もの を 貶して， 際物 師と： 一一 一：： ふに 至って は、 吾等 は 殆んど 言 

ふべき 所 を 知らざる なり。 是の 千載 一 遇の 時機に 臨みて、 一 人の アル ント 無く キヨ ル ネル 無し、 恨蔡な 

ら， f とせむ や。 

と 樗牛は 「刚 治の 小說」 巾で 非難して ゐる。 樗 牛の 「淺 近な ろ戰 爭談 I とい ふ 評 を 受けながら * この 問、 

一人 硯友 社の 江 見水隆 は 戰爭を 題 村と した 作品 を 書いた ので ある。 それ は 主に r 中央 新聞』 に發 表された 極 

めて 短い もので、 七 八十 篇 にも 達し、 後 『水 Is 艇』 『速射砲』 の ニ卷に まとめられて ゐる。 氏 は 創作 態度に つ 

いて 『自己中心 明治 文壇 史』 中に 

自分 はキヮ 物の 軍事 短篇 小說を 『電光石火』 の總名 題の 下に 『中央』 へ 連載し 出した。 一 口 一  編讀切 

が 原則で， 長い もので も 四 五 回であった。 實際 自分 は 筆 を もって 劍に 代へ、 國 難に 殉 する だけの 意氣は 

持って ゐた。 (從 軍記 者と して 行きたかった が、 この 電光石火が 當 つた 爲 めに、 大岡 社長 は 自分 を 動かさ 

なかった。) 素ょり戰ハ^！-のキヮ物小說 ではぁるが、 併し文藝品として取极 へる15^^を 心掛けすにはゐなか 

つた。 
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とい ふ。 戰 場の 一 シ I ン、 出征 兵士の 家庭 等 を • 新聞の 雜 報に やや 文學 的な 香氣を 添へ て 書いた 是 等の 短 

篇に、 作品と しての 藝術慣 値 は 見出される 暂 はない が、 文舉の 社會的 効用の 方面から 見る と、 常時の 支配者 

のために 多くれ 役割 をと げたので あらう。 水隆 のこれ 等の 作品 は、 されば 文學の 社會へ の 積極的な 働き かけ、 

社會 との 握手の 角度から 幾分の 價値 はおけ る もので あらう。 

かかる 性向の 作家の 常と して、 水隆 はやう やく 凡ての 作品に、 イイ ジィ • ゴォ イングな 筆 を かり *  ^^方而 

の 通俗的 作品に 入って しまったの であるが、 とも すれば 懐手して、 動く 社會 現. ぽへ、 その 本源への 探求に 積 

極性の ない、 東洋 的 文人 臭味 を- 作家の：^ 心地よ き 安：^ 所と して、 大きい 掌の 把握 力、 生々 しい 生活力 を缺 

く 作家 の 中で、 か うした 文人 臭味 を いさぎよ く淸算 した ところの 意義 は 認めら るべき であらう。 

日 淸戰爭 の 勝利 は、 更に 日本の 存在 を、 ^界的 舞臺に 明かな 卿 光で 浮き出した。 地球の II 々との 交渉が、 

國際 資本-王 義糾 織の 圈內に 入り、 在来の 水準 を 引 あげてな された。 

外 園との 連絡 —— 海運業の 發展 は、 この 戰役を 段階と して 非常な 發展を 見た。 卽ち 日淸戰 役に は 三十 萬の 

大軍を 大陸 へ 輸送した ため、 闕 內の 船舶で は 不足な 程で、 日本 郵船 會社は 外 國船を 購入し て この 急 需に應 じ、 

軍事輸送に 盡し W せて 內地 近海の 海運の ため 社外 船舶 も 著しく 增 加した。 

それ故に 一 一十..； - 年に 四十 五隻 * 六 萬 四千 一 百 五十 七顿 であった 郵船き 社の 船舶が、 一 一十 七 年に は 五十一 一隻、 

八 萬 六 千 一 百 八十 ニ噸、 是に 政府の 購入 拂 下船 三 萬顿を 併せて、 十 萬噸を 越え、 二十 九た やに 於て は 俄然 汽船 

は 八 Is 九十 九隻、 三十 七 萬 三千 五 百 八十 八顿に 及んで ゐる。 


これ 等の 船舶 は、 平和 克復の 曉、 海外 航路の^ にあ てられた。 卽ち 二十 九ハヰ 三月、 曰 本 郵船 會社 は當 時の 

優秀 船 土 佐 丸 を歐洲 航路 第 一 航海に 送って、 雨後 毎月 一 回の 發航 とした。 

第 九 議會の 航海 獎勵 法、 造船 獎職 法の 可決 二十 九 年 三月 その 發布 は、 この 氣運 をい よいよ 高め、 3 本那船 

は： 年 五月、 资本赍 八 百 八十 萬 圓をー 一千一 一 百萬圓 に增资 し、 歐洲 航路 を 毎 一  一  HI とし、 新に 大船 十一 ー楚を 造り、 

別に 米 濠 一 一 航路の ため 六隻を 新造し ようとし、 同月 洋 汽船 會社 も米阔 航路 を 目的と して 资本金 一 千 萬圆を 

な 一 以て 起った。 海運業の 發展 を具體 的に 示す lef は、 一に 日本の 國際的 地位の 上昇して ゆく バロ メ— タ ー を 示す 

\ に 外ならぬ。 かくて 又物貨 同様 あら ゆ る 文化 現象の 、 各國相 互 の 輸出 輸入に よっての 交流 を 示す に 外ならぬ。 

ひいては 新しい 海外 文舉 のより 旺盛な 輸入が、 この 國の 文壇 を 刺戟した こと を 示す に 外ならぬ。 事實 二十 七 

\ 年 十 一 月 發會式 を擧 げた 「帝！： 文舉」 の 海外 騷壇 や、 一 一十 九 年 創刊の 『めざまし 草』 等に これ を：^ 映して ゐ 

\ る。 國際 的な ものが、 傳統 的な ものの 上 を 更に 濃い 色で 掠めて 行った。 さう した S 氣が視 友 社 作家 を 包んで 

J.  \ きた。 

註 1 『開^五十年史』 屮近藤廉1^?-述 「海遝業」 に據る。 
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一 一 觀念 小說. 深刻 小說の 考察 

日 淸戰爭 の 後の 社會の 新氣運 は、 前に も述る 如く 文學の 上に も^ 及す る。 此の 期に 於て は、 視友社 以外に 

も、 ますます その 筒 性 を 輝かす 作家、 露 伴、 一葉 等 を 主として 新しい 作家が 存在し、 新しい 芽 生、 たと へば 

『文 擧界』 の 群な どの 生長の 過程が 見られた。 

その反面、 二十 六 年 古河 默阿彌 逝き、 二十 七 年 假名 書魯文 逝き、 二十 九 年末 廣鐵腸 逝いて、 古き 時代の 人 

物 は 生命 的に も 消え ゆきつつ あった。 

かくして、 主として 視友 社の 作家 等 を 中心とし、 着々 築き 來 つた 文 舉の價 値が、 いよいよ はっきり となり、 

叉社會 の發展 が、 文學耍 求の 聲を 益々 旺ん ならしめ てゐ たので ある。 一方 出版 事業への 投資 は， 二十 八 年に 

は 『帝 國文學 J 『太陽』 『文 藝俱樂 部』 『文庫』 等の 創刊と なり * その後 績 いて 『めさ まし 草』 『世界の 日本』 

『新 小說』 r 新著 H 刊』 『靑年 文』 『ほと- - ぎす』 『日本 主義』 『中央 公論』 『江湖 文學』 r 新聲』 など 刊行され、 

文學界 の新氣 運と 呼應し • これ を扶 けた。 

かかる 汪洋 たる 新氣 運の 背後に、 前述の 如き、 狭き 情痴の 世界に のみ 題材 を 求め、 深く 极本 的現實 への 探 

求を缺 き、 單に 表面的 スト ォ リイの 興味と、 文飾の 變化 のみへの 關 心に 對し、 最早 次第に 上昇し ゆく 讀者階 

級の 飽食と 不 滿の狀 態に あった こと * これ 等に 對 する 尊 門 的 批評家の 指摘 等より、 心 ある 作家 等 は 反省 をな 

しつつ あった。 そして 戰後 間もなくして 新しい 展開 を 示した。 
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察せの 說小刻 深 《1)1：小 念觀 


それ は從來 の小說 より、 より 人生派 的であった。 從 つて 華やか さより 暗 さへの 傾向が あった。 明白に して、 

時に あまりに 作爲 的な 作の アイデア があった。 從 つて それ を 語る に 急で、 長篇 より 短篇 形式が 多くあった。 

しかし 從來の 外形 投寫 的寫實 主義が、 內面 的と なり 心理的と なり、 性格 描寫も 巧みと なり、 本 的な リア リ 

ズム への 道へ 通じて ゐた。  . 

然して 是 等の 作品 を 描いた 人達が、 期せす して 硯友 社の 門より 出で た。 川上 眉 山、 廣津 柳浪、 そして 紅葉 

門下の 泉 鏡 花で ある。 

眉 山、 鏡 花の それ 等の 作品 は、 作の 持つ 觀 念より、 それが 作の モティ フ となった 爲、 文擧 史家 は 観念 小說 

とい ふ 名稱で 呼び、 柳浪の 作品 は、 人生 社 會の悲 慘* 深刻なる 一面に 題材 を 求めて、 別に アイデアあって 描 

くに あらす、 题 村的關 心に よって 書かれた ので、 悲慘 小說. 深刻 小說と 呼ばれて ゐる。 

さて m 心 ふに、 简々 の 作家 は その 生きて ゐる當 時の、 外部 的な 環境、 指導 的 理論 を こめて ジ アナ リズムの 波 

に 作用 さるる 所が、 幾らか あると はい へ、 その 作品の 展開 を 軍に 外部 的な 事情， 「社會 の 聲に應 じて」 など 一 

言 で、 作品の 出現 を說 明し 盡 さるる も の で は 勿論な いの だ。 

作家が 同じ 時代の 他の 作家の 試みない、 他の 作家と 異色の ある 傾向へ 進んだ 事 は、 必然に その 作家の 箇人 

的 特異性 —— それまでの 境遇、 先天的 或は 後 一大 的に 作られた 性格が、 重大に 關 係して ゐる事 を 知らねば なら 

ぬ。 それ 等の 事情で、 他の 作家より 一 暦 時代へ 敏感で ある isJ も あり、 他の 作家と 異 つた 傾向へ 轉向 する。 

作家と， して 出發 した 當時、 それほど 目立った 差異の ない 现友 社から、 かかる 異色の 者の 出た は、 その 简 
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性に 歸 せない わけに は ゆくまい と 思 ふ。 

眉 山に おいて、 柳浪 において、 又 鏡 花に おいて この 理 S を 容易に ID- 出し 得る と 思 ふ。 

川上 眉 山 は、 その 頃 前期の 浪漫的な 華やかな 夢が 破れて、 傷まし い 社會の 嵐に 吹き さらされて ゐた。 前に 

fpic ふ 如く，  二十 六 年の 父の 死後、 家庭の 紛糾 は 過敏な 性格の 彼の 感情 を搖 さぶ り.、 精祌は 暗くな つて 行った。 

『きの ふけ ふ』 の 著者 は 記して ゐる。 

其 頃 眉 山 君と 余と は 家が 近かった ので、 月に 一 度 や 一 一度 は 互に 往来した が、 文擧の 話より は愤權 務 

の 法律問題に 熱心であって. 恁ぅ いふ 負 债は辨 償の 義務が ある だら う 乎と か、 恁 うい ふ 督促 は怎 うして 

切拔 けたら 宜 からう 乎と か 一一 一一 I： ふ やうな 咄が 多かった。 今で は 其 事情 は 忘れて 了った が、 道德 卜： に は 何等 

の 責任 も 義務 もない 夢にも 知らない 愤務を 俄に 脊負 はされ て、 眉 山 は 其辨償 方法に 苦んで ゐた。 

かかる 生活苦、 社 會苦を 嘗ての、 生ぬるい 甘美な 生活から ー變 して 味 はされ た 眉 山の 心を惹 きつけた 人々 

は、 もはや 同じ 道程 を 十 年 歩いて 來て、 たと へ 作品の 實驗に 於て は樣々 に 苦んだ とはいへ、 人生の 軌道 は餘 

りに 滑らかに、 W りすぎ た硯友 社の 人々 でな く、 その 若い 熱情と 奔放な 行動に、 いくらかの 華やかな もの を 漂 

はして はゐ たが、 人生と 藝 術に 虞 摯な 態度で 苦んで ゐた、 それ は 島 崎 藤 村の 『春』 に具體 化されて ゐる やう 

な、 一 「文 擧界』 の 群であった。 

眉 山 は その 同人 馬場 孤蝶に、 二十 八 年 十二月 二  cn 附、 次の 様な 一節 を 含む 手紙 を 送って ゐる。 

此頃は 祌經も あやしく 過敏に なり 候て 物 狂 はしき やうな る 折 も 候、 回ば かり 被くべき 長篇書 出し 候 
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へど 氣に 入ら. f 候て た 筆を投 する のみに 候、 與 も乘ら す、 情 も 涌かす た^い やで く  z,-.^  く實 

にしゃう が 無く 候。 自信 はいよ く 薄くな り 希望 はます. （- 消え か \ る のみに 候、 或 時 は 子供の やうな 

肝 瘤 を 起して ぢれ て/ \ 八方 八 ッ當 りに だ \ を こねき つ て 手 もつ けられぬ やうに 周 W の もの を 困らせぬ 

き 候 …… 想 海の 一 怪光 は 何とて 予 にかくの 如き 煩悶 を與 ふる か、 今 は大霜 そのもの を 敵視す る やうに 相 

成 候、 いっそ ダイナ マイトで も 頭へ ぶつ っけてこな/^ になっ てしまひたく候。 (註1〕 

と、 彼の 弱い 精神に のしかかる 重壓、 それから 起る 焦燥と 苦悶 を 書き、 あくる 年 二月 二十 三日に は、 尙次 

の やうな 章句が 書き送られて ゐる。 

あ、 目下 僕の 一身に ついては 風雲 轉た 急で あるに、 筆 下に こんな 閑日月が あると は、 僕も隨 分明 問の 

多い 人間で はない か、 本年 一 月の 初めから こっちへ かけて 僕の 計畫 した 種々 の 事業 は 過半 壞れ てし まつ 

て、 今 は何處 へどう して 何うな るの だか、 自分に も 殆んど 分からぬ ので ある けれども、 安心して くれ 給 

へ。 僕 は何處 まで も 世俗の 外に 超然たる 事 を 決して 失 はぬ つもりで ある。 

僕 はね、 此五 十日ば かりの 問 浮世の 中 を 駄けづ り 廻って 種々 雜 多な 人々 に會 つた、 世 問に ろくな 奴等 は 

居らぬ。 燕尾服の 狼、 大禮 服の 紹. 目 鏡 を かけた 厥、 シルク 帽の 猿、 飽 持つ 鼬- 紫 衣 まと ふ锂、 宛然 動 

物 園の 中 へ 立った やうな 感 をした、 そして 最後に つまらぬ 下らぬ 淺 猿い 世の中で あると いふ 意 をい よい 

よ 強めた。 今更で は あるが 世 は 偽善 僞德偽 誠の かたまり である、 彼等 は 何故に みえ をす るか、 何故に つ 

くら ふか、 何故に 面 を 拭 ふか、 不思議な 程で ある。 
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と 自らの 內 部の 憂驟は ー變 して、 外部 社會の 虚偽 を 憎みつつ、 自ら は 超然たる 地位へ 立た うと 欲し、 僅か 

三、 四 年 以前まで は、 ただ 藝 術の 麗しい 花園への み 僮 情した 彼 は、 かくて は 

f、 これにつ けても 君 を 思 ふ 世間 君の 如きよ く 幾人 か ある。 僕 は 君 を 得た 審を 若し 神と いふ ものが 

あるならば 實に 神に 謝さねば ならぬ。 相 別れて より 早く 旣に H: を隔 つ、 再會 また いつを 期すべき や。 

と 友情への 懐し み を 寄せて ゐる。 

かくて 箇 人的に 見て かう した、 周圍 の社會 —— それ は そこ を 構成す る 大きな ギャップ を 持つ 機構の 板 本へ 

まで は、 認識の 眼 は 及ばなかった が —— それへ 對 して、 自らの 不幸 を醯 しだし、 壓迫 する ものと して、 自然 

發生 的な 一 つの 觀念を 抱いた に 違 ひない。 ここに 我々 は、 彼の 所謂 觀念 小說 を、 單にジ アナ リズムの 傾向に 

引かれて とば かり a る 事 を 許容し 得ない、 本質的な 動機 を兑 るの だ。 

眉 山 は 『文 舉界』 の 人達と 近づいて >  より 文學 への 眞摯 さに 觸れ たが、 その 頃 『文 舉界』 の 人達の 親し か 

つた、 女流作家 として 名のあった， 樋 口 一  葉と も 知己に なった。 一 葉 は 眉 山の 最初の 印象 を、 明治 一 不 八ハ+ 

五月 二十 六日. 日 「水の 上」 に 次の やうに 記して ゐる。 一 紫の 筆に 描かれた 眉 山の 姿と して、 興味が ある 

から、 記して おきたい。 山 は 馬場 孤蝶、 平 田 禿 木に よって、 初めて 一 薬に 紹介され た譯 である。 

馬場 君、 平 田ぬ しつれ 立て 川上 眉 山 君 を 伴ひ來 る、 君に は はじめて 逢へ る 也. としは 二十 七と か、 丈 

たかく 色白く、 女子の 中に も か 、るう つくしき 人 は あまた 見が たかるべし、 物い ひて 打 笑む 時頓の ほど 

さと 赤うな る も、 男にば 似合し からね ど、 すべて 優形に のど やかなる 人な り、 かねて 高名なる 作家と も 
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おぼえす 心安げ にお さな びた る さま 誠に 親しみ 安し、 孤蝶 子 のうる はしき を 秋の 月に たと へ ば、 眉 山 君 は 

春の 花なる べし， つよき 所な く艷 なる さま 京の 舞姬を 見る やうに て、 こ \ なる 柳 橘 あたりの うたひめに 

もた と へ つべき 孤蝶 子の さまと はう らう へ なり、 君の 名 を 聞 初し はも はや 四 年 かほと/ \ 五 年に も 成る 

べし、 參 りよる 折 を 得が たくて 御 近 けれども かくう とくは 過ぬ 萬に 心隔. f 物語 をた び 給へ とて 打と けて 

かたる、 來月 あたり 合 綴の もの 春陽 堂より 出さん はいかに などい ふ、 小說 中の 人物の こと、 世 問の 事 

我 どち が 業の くるしき IST 朝寝なる 事、 自だ 落なる 事、 正直なる 事、 損なる ことな ど 語り 出る に 極みな し 

と 記して、 淡々 たる その 日の 記錄を 止めて ゐ るが、 それより 半歲を 過した、 翌年の 一月に は、 

この頃 世に あやしき 沙汰 聞え 初ぬ、 そ は 川上 眉 山と 我れ との 間に 結婚の 約な りたり とい ふう わさ 成り、 

岡 やきと いふ ものお びた ビ しき 世 なれば 傳へ. （-て 文 界の士 の 知らぬ もな しとい ふ、 ある もの は傳 へ て 

尾 崎 紅葉 仲 立な りと さへ いふめ る、 ある もの 紅葉に かたりた るに 高 笑 ひしても しさる 攀 さだまらば 我れ 

媒 しゃくに はかなら す 立つべし とい ひしと か、 よみ うり 新聞 新年 宴會 の 席に て 高 田 早苗 君 は 眉 山 が 肩 を 

うちて この 仲 立 は 我れ 承らん とた はぶれ しと か、 こ 、にかし こに 此 沙汰 かしましければ いつしか 我れ に 

も 聞えぬ る を、 あやしき は 川上ぬ し 知らす が ほ を 作り 給 ふ 事な り、 この 人の 有さ まあ やしと おも ひし は 

過ぎし 八日の 夜 われに 寫眞給 はれと てこば む をお して 持 行し 事 ありき、 母君 も 國 子 も ひとしう いなみし 

を、 さらばし ばし かし 給へ、 男の 口より いひ 出 づる事 つぶされん は 心 わるし とし ひてい ふに、 さらば 五 

日が ほど をと て かしつる 其 is:^ 眞 をば さながら 返さす >  人 結婚の 事 をい ひて 君 は 一 藍^？；と其ゃく有るょし 
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誠に やとと へば、 そ は 迷わく の 事い ひふら す もの かなと て 打 笑 ひ 居る よし， 八 曰の 夜の さま は ほとんど 

物く る はしき やうに^ をい からし 面 を 赤め て、 なに 故 我れ に は ゆるし 給 はぬ にや、 我れ をば さまで 仇な 

る ものと おぼし 召 か、 此 しゃしん 博 文 館より 賞 は、 に 事 は ある まじ けれど あやしう 立つ 名の 苦しければ こ 

こに 參 りて かくい ふ を猶、 君に はう とみ 給 ふに や、 男子 一 たびい ひ 出た る 事 このま、 にして え や はやむ 

べきと て、 つく 息の すさまじ かりし 事、 母君 かげに 聞て 胸 をば 冷し 給 ひしょし、 我れ に 妻の 中立して 給 

へや、 此十五日を限りにして其返|6^-聞度しぃかで/\などせまられたる事ぁりしが、 それ こそ H ナ 5 合せ 

て あやしき 靠 一 つなら す、 文界の 表面に この頃 あやしき 雲 氣 のみ ゆる は 何もの、 下に ひそめる ならん、 

眉 山 排斥の 聲 やう/ \ 高う 成りぬ。 

この 日記に よって 見れば、 眉 山が 一葉に 寄せた 友情 以上の 積極的な 愛情が うかが はれる。 かって 前期に 述 

ベた 女性へ 對 する 遊戯的な 關 心から 離れて、 理智 的なる 女性へ の 關心も 彼の その 頃の 心境 を 示す ものと 考へ 

られ る。 然し 理智 的な 一葉 は 情熱に も 溺れえ す、 冷靜に 自ら を まもって ゐ るの だ。 

次に 廣津 柳浪の 場合 も、 彼 はもと もと 暗い 性格 を 持って ゐた。 コ不 一年に 書いた 『を さなき ほど』 に 幼時 

長 崎に 生れて より、 筑 後の 小 村の 親戚に 託されて ゐた 頃の、 剛情な 性格 を 持った 自己の 思 ひ 出 を 兑られ るが、 

その 頃から 他の 硯友社 同人の 多く は 都會に 生れて、 苦勞を 知らす のびのびと 生長した のに 比して、 流轉 の^ 

活を 多く 經て は、 そこに 人生の 苦しい 半面 も 十分 味った に逮 ひない。 

卽 ち- 文化 元年 六月 八日、 長 崎に 生れた 彼 は、 + 歳に みたす して、 兩 親の 膝下 を 離れ、 漢舉 修業の ために、 
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他鄉に 赴いた の を 初めと し、 しばしば 住 地を變 へて、 明治 七 年上 京、 或は 軍人た らんと して は 期 を 逸し、 暨 

師 たらん として は 自ら 病み、 遂に 商人た らんと して、 大阪に 赴いた が、 それ も斷 念して 明治 十三 年 再び 上京 

した。 

かくて 農 商務省の 官吏と なって、 窮屈な 官吏 生活に、 裏面に おいて は 放縦な 五 年の 生活 を 送りつつ あった 

が、 明治 十八 年 二十 五 歳に して、 それさへ 辭 して、 放浪 ニ华の R を 送った。 

すでに 十六 年 五月に 父 を 失 ひ、 一 In: おいて 母 を 失った 彼 は、 人生 無情と 觀 じていつ か 一一 ヒ リズム 的な 氣持 

もしの びよ つたに 違 ひない。 

彼が、 處女 作と もい ふべき 『女子 參政暨 中樓』 を發 表する 前、 旣に かかる 流 轉の世 を 眺めて 來た ^1 は 記憶 

さるべき であらう。 

その子 息廣津 和郞は 『柳浪 傑作 集』 (大正 四 年 版) に 父に ついて 序して 曰く 「彼 は 青年の やうに 人生 問題に 

惱 んでゐ る。 彼 は 所謂お となに なれない。 彼 は あきらめと いふ ifi! を 知らない。 彼 は 世間と 妥協す る蔡を まる 

で 知らない。 彼の 服、 彼の 頭、 彼の 神經に 觸れる もの はすべ て 彼に 堪えられない。 嫌惡 すべき ものの やうに 

思 はれる。 11 彼 は 障子 に 靑ぃカ I テン を 掛け て 日光 を 遮 つ た喑 い 部屋の 中で 孤獨な 六 年 を 送 つた。」 と 文筆 

を拋 つた 後の 生活 を 書いて ゐる。 彼の 晚 年の 生活で あるが、 もって 生涯 的な 性格の 一 面が 見られる とも m 心 ふ。 

かくて 柳浪 とても、 田 山 花 袋の 『束 京の 三十 年」 中で 評する 如く 「一方 『深 酷』 とい ふ 世^の 評語に 欺れ 

て、 わざと 心に もない 誇張 を やる やうな」 傾向が、 後年 はいくら かあつた であらう が、 その 初めから ジ アナ 
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リズムの 波に 乘 つて、 かかる 傾向の 作品 を發 表した と は 言 はれない。 旣に 『新著 百 種』 の 『淺 菊』 に 萠芽し 

てゐる 暗い 現實觀 は、 眉 山と 等しく 彼の 性格、 環境より 培 はれ、 これ 等と 當 時の 社 會 思想. 文 擧 思想と 結合し 

て、 その 作品の 底流 を 暗く したと 見るべき であると 信す る。 

鏡 花の 場合 は、 本書の 中心と 離れる が、 彼 とても 年少に して 文擧に 憧れ、 色々 の苦澀 をな めて 上京し、 紅 

葉 門に 入る こと を 許されて その 狹き 玄關^ として、 彼と さまで 年も逮 はぬ 现友 社の 同人 逹の 下にあって * 广 ：$. 

彼の 作品 を發 表する よすが もな くひた すらに 修業しつつ あった 虞劍な 文擧 態度が、 生國の 北方 的な 精神と 結 

びつ いて、 現實を 見る 眼の 深さ を 得た に 遠 ひない の だ。 これ 等の 作家の 性格、 箇性を とれ 等の 小說 分析の 一 

つ の 鍵と する 一条 を 忘れたくない。 

K1 眉 山の これ 錄の 書簡 はすべ て 石橋 思案 編の 『眉 山 美文 集』 による。 

三 眉 山の 作品の 發展 

眉 山が 次第に 社 會の壓 迫に 責められて、 現實 に對 する 見直した 態度に 出で、 從 つて 『白 藤』 の 如き は その 

動搖の 影が 見られる iss^ は： 前述の通り であるが、 つづいて 二十 ーハ年 五月 讀賣 新聞に 發 表した 『賤 機』 に は、 

素朴な^ 莊 守の 青年の、 一本 氣な戀 愛に 對 して、 對 手の 貴婦人 は、 幾 i^- かの 後に、 靑ハ 牛が 彼女と 社會的 地位 

に 於て、 對 等に 出世したら、 弟と して 愛さう と ー百 ふが、 靑年は 現在の 愛に よって * 凡て を榑 ようとす る、 か 

かる 靑ギ の戀 に、 浪漫的な 中に も 夢と 現實 の相剠 をみ るが、 次の 二十 六 年 十月 發 表の 『雪 祈 竹』 に は、 お 露 


とい ふル 女が、 貧しい 父との 二人 暮しを 助ける ため、 料现屋 奉公 をす ると、 その 店へ 來た 客の 紳士が、 お 露-一 

の 亡兄の 友人であって、 彼に よりお 露 は 引き とられた が、 そのうち 二人 は 相愛の 仲と なり、 その 妻と なる 筋 I 

が 描かれて ゐる。 『賤 機』 では 社會的 地位の 差に 破れた 戀 愛が、 ここで は 一寸した 機緣で 勝利 をえ てゐ る。 一 

更に 二十 八 年 一月 發 表の 『靑 紫』 では、 彼の 前期に 異る 浪漫的な 女性 觀が、 作 中に 兑られ て 興味が ある。 一 

『靑 葉』 の、 王 人 公 は 雄 次と いふ、 作者の 面影 を 示す 靑年 詩人で あるが、 彼に 愛情 を 注ぐ 女性へ 對 して、 自ら 

も 彼女 を 愛しつつ も、 反お して は 

あはれ 世に 天の 福音 を傳 へ、 遍く人 問 を 慰撫 せんとの 志 を 抱く 我なら. f や。 兎にも角にも-脱俗の 詩人と 一 

して、 高く 飛ばざる ベから す、 大に歌 はざる ベから す。 我 身 は 飽くまで 自由なる べし。 我 は 寧ろ 係累 P 

なからん 事 を 願 ふ。 一生 百年の 血 は 旣に美 の 神に 捧げた る 我、 微塵 も 私欲な きこ そ 身に つけての この 本 

懐 なれ。 我 はいつ まで も 妻なくて あるべし。  ： 

とい ひ、 また  一 

空 を 仰ぎた る 目の 中には、 美の 御 神よ。 おん 身の 爲に我 思 を 斬 捨てた る此 あはれ なる 我を兒 たまへ 

と 『靑 葉』 の 主人公の 詩人 雄 次が 言葉 を かって、 藝 術の 奉仕の 爲、 温順な女性を詩人の狂人の様な生活^.^1 

まきこんで 起る 犠牲 を さけた. 浪漫主義 的な 態度 は、 女性と 戯れつつ 小說を 書いた やうな、 前期の 生ぬる さ 一 

でもな く、 その後の 自然、 王 翁 作家 等の 如く 藝 術の 爲に は、 女性 を 實驗臺 へ 横た へ， 鋭い メスで 冷酷に 解剖し 一 

たのと も異 り、 また 阿片 や、 IS と共に 陶醉の 具に 女性 を 供した、 世紀 术の 文擧の 徒の 態度に も あらす、 それ； 
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は >  浪漫的な 置し き藝 術の みへの あこがれで、 眞劍 なな かに 尙 夢が ある。 それ はすで に 二十 五 年 北 村 透 谷に 

よって 

嗚呼 不幸なる は 女性 かな、 厭世 詩 家の 前に 優美 高 妙 を 代表す ると 同時に、 醜 機なる 俗界の 通 辯と なりて 

其 嘲罵 する 所と なり 其 冷遇す る 所と なり、 終世 淚を 飲んで 寢 ねての 夢覺 めての 夢に 郞を思 ひ郞を 恨んで 

遂に 其愁 殺す ると ころと なる ぞうた て けれ。 戀 人の 破綻して 相 別れた るは雙 方に 永久の 冬 夜 を賦與 した 

るが 如しと バ ィ 口 ンは 自白せ り。 

と 結んだ 論文 『厭世 詩 家と 女性』 に 見 ゆる 思想と 通す る ものが あ h> -、 彼が r 文 擧界』 の 人々 と 親んだ 现由 

も 見られる であらう。 

天上に 向けられた 浪漫主義の 眼が、 身邊の 現實の 社會に 觸れる 時、 そこ は あまりに 冷 かに 醜き ものである。 

前に 記した 燕尾服の 狼、 大禮 服の 紹>  目 鏡 を かけた 豚、 シルク 帽の 猿、 鉋 持つ 動、 紫 衣 まと ふ 狸の さまよ ふ 

人間 獸の^ 界に 見えた この 現實 よりの 逃避の 思 ひと、 一方 現實 への 嘲罵と がその 時 生す る。 半身 を藝 術の 塔 

にこ もらせた 眉 山 は、 やがて 半身の 手で この 冷酷な 社會 * 人と 人との 交涉を 描く 様になって 行った。 

二十 七 年 五月 發 表の 『有 明』 に は、 夫の 死後、 愛欲の 爲に は、 その 妻が、 後見人た る 夫の 弟と 通じて、 當 

主の 青年 を 虐待して * 靑 年の 籠絡 を、 夫の 弟の 妾 を 下女に 化けさせて、 行 はせ たが これ 等の いざこざに 堪へ 

かねて、 青年 は 家出 するとい ふやうな 筋で、 最後に 「其 後い かなる 身と なり けん。 彼 は 跡形 もな く 長く 消失 

せぬ。 1K 地聲 なし。 日 はた、 乂上を 照らせり。 進行く^ はます く 進みて、 よき 衣 着た る 人 はいよ く 巧みに 
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物言へ り。」 と 人の 世の 相に 憎 惡の思 を ひそめ、 その後 二十 八 年 一 月に 發 表した 『大盃』 に は 父の ため， 女の： 

ため 亞米利 加 三界まで 出 稼して きた、 梅吉 とい ふ 男が 歸國 してみ ると * 父 は 死んで 居り、 女に は 裏切られて 

ゐる。 男 は 女に 會 つて 恨 をい ひ？ 权さ うとまで したが、 m 心 ひかへ した。 しかし 一方、 女 は 自資の 念に かられて 

自ら 投身した。 男 は 自暴自棄 となり、 酒 を もって その 身を溺 らし、 大盃 を 枕に 死んだ とい ふ、 人生の 悲慘な 一 

一片 を 描いて ゐる。  一 

『有 明』 にも、 『大盃』 にも、 まだ 物語の 主人公と して は、 現實 性に 乏しい、 淡い ベ ー ルで被 はれた 人物， Q  ： 

氣 がして、 物足りなかった が、 二十 八ハ牛 二月 發 表の 『書記官』 に は、 かなり リアルな 人物が 點 出させて ある。 一 

筋 は 三 好 善 平なる 實業 家が、 その 娘 光代 を、 綱 雄と いふ 若い 哲舉 者に やる 害だった の を、 溫泉 場で 知己に な 一 

つた 奥 村辰彌 なる 書記官に、 利欲の ためやる 事 を 題材と して 書いた ものである。 あまりに 最初から その 職業 

とい ふ 概念 を、 頭から 人物の 上へ 押し かぶせた 窮屈 さは、 かかる 傾向の 作品へ 當然 T 洛ちる 非難で あらう が、 

精神的なる ものより、 物質的なる ものに 惹 かれる 世人へ 對 する 眉 山の 輕 蔑が 示されて ゐる。 彼の 當 時の 觸れ 

あ ふ 實社會 が、 必然 かかる 觀念を 生ました ので ある。 同年 八 月 の T う ら お.：^ 觀 念小說 の 代表作と い 一 

はるる 作品で あるが、 これ も その 一つの あら はれで ある。  

が 家に 侵入した 盗人 をよ くみれば * 思 ひがけない 自分の 戀 人の 父であった。 11 しかも 常人 は 慈善 

iflu て 家と して 、！^ 知られ 1^ ゐる 境遇な の S^SI^P.SJS^SflsT^ 昨夜の こ. AT 

S^S^^Tfi は 端然と して 動 つた 彼が- 遂に 赌 悔して いふに 「我 も 初めより して 斯か りしに は あ 
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らす。 初め 我 は 最も 正直な りき。 世の 人 はこれ に對 して 何とか 言 ひたる。 人 は 我 を 目して 欺きよ しとせ り。 

初め 我 は 最も 善良な りき。 人 は 我 を 目して 愚かな りと せり。 初め 我 は 最も 溫厚 なりき。 人 は 我. V 目して 意久 

地な しとせ り。 我 は 人に 交る に德を 以てしぬ。 人 は， 其 德を 利用して ただ 自已が 利 を 計れり。 我 は 人に 交 はるに 

義を 以てしぬ。 人 は 其義を 奪取って 遠く 逃 去れり。 我 は 人に 輕ん ぜられ たり。 卑しめられたり。 嘲 けられたり。 

踏 付けられたり。 そ は 何等の 故に も あらす、 唯 我が 善人た るが 故な りき。」 とい ふ 胃 如で、 世の 僞善、 殘酷. 

無情 一 切への 復籰 をと げたまで であった W を 述べた が、 この 上 生きる 必 -11- もな く 「あはれ なる の 子に 目 を 

掛けた まへ」 とた だ 娘の 將來を 託する 書を殘 し、 短銃で 死にと いふ 筋で 作者 は、 そこに 個人の 弱さより.. む 

しろ 社 會の壓 迫 を 憎んで、 それに 相應 しい、 烈しい # ^速な 調子で 描いて- Q るので ある。 作品の 構成に 作爲の 

跡 は あるが、 內容 性に おいて 深められた 厚味 を發兑 する 次第で ある。 

かかる 嘲 篤 を 飽くまで 縫け、 深く 貪 ひこんで ゆく 事 をせ す、 一種の 倦 念の 眼 を 以て * 人生の 出来事 を 見る 

態度 を 示した 作品 を も、 つづいて 發 表して ゐる。 二十 九 年 三月の 『鹿 子 絞』 は、 なごやかな 從 兄妹 問の 愛， に 

からませ るに、 從 妹へ 思 をよ せた、 他の 一人の 少年の こと を 書いた 小品で あるが、 その 結^に 

それつ きりだ。 それつ きりで は 話に もなら ぬと 言った つて、 それ を 僕が 知る もの か。 今 盛代の 忝な さに 

は、 此 様な 菓を言 つて 時 をつ ぶしても、 先々 絞罪に もなら ない の だ。 我々 は 日に、 誰某が 女の 爲に出 匁 

庖丁 を 振 廻した とか、 何 處其處 の 娘が 馬の足の 家へ 驅 込んだ とか、 何 甘ぶ の 大臣が 待合へ 入って 女 將を顿 

んだ とか、 何虚の 方丈が 什物 を こかして 普 資さん を 受けた とか、 奥様が 忍んだ とか、 後家さん がお ろし 
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たと か、 勢 八 風 だと か、 七つ 下りの 雨 だと かいふ 事 を 聞く。 それが 何で あるか。 

我々 は 又、 華. S 伯 i 鍋の 前に 胡座 を糾 いて、 片手に 箸 を 持て 片手に 猪 口を出す 三尺 帶 だの、 妓を携 へて 海 

濱へ 行て、 高が 酒 を 飲んで 戯けて 寢る ばかりの m;- だの， 今 H は 全盛 を 誇って だ r ら 遊び をして、 明日 は 

尻尾を捲ぃて駒^^^する相場師だの、 全く 人 を 盛 澄す ほど 正義 公道 を 振 廻して、 其實 自分が 可愛い \ 志士 

だの、 可笑しく もない 事に 笑 狂って、 踊って 跳て、 洒洛 のめして、 家へ 歸れば 悪く 氣むづ かしい 太鼓 持 

だの を 日毎に 見る。 それが 何で あるか。 裸に しなければ 雌雄が 分らない のか。 血が 出れば 紅い のか。 

が 出れば 白い のか。 癌くなければ- ^^"宗 か。 何が何だかめ ちゃくち や だ。 それでい \ のさ。 

と 記して ゐ るの は、 世の中の 下らぬ 事 實に對 する 嘲 J 馬に も * 倦怠した 眉 山の しらじらしい 虚な 心と * そ 

れが 彼の 弱い 性格に よる 第 を 思 はせられ る。 

嘲 151! と 倦怠との で、 消極的な 皮肉な 眼つ きで 人生 を a て ゐる彼 は、 三十 五月 發 表の 『島 W くづ し』 に 

は、 蟹 造 紙裕を 行使す る 男に、 一 人の女が自分の現在の5;^^襄切って- なびいて ゆき、 その 男が 捕 へられた 

s; に は、 その子 を 股に 宿した^ 肉な 人生 を 描き、 同年 六月 『奥様」 に は、 さんざん 選んだ 末に 嫁入らせた 相 

乎の 男 は * 仕樣の ない 放蕩 兒 であった 槊を 書いて ゐる。 皮肉と はいへ、 無智な 女性に 對 する 彼の 同情の 心が 

その 作品に 淡く にじんで ゐる。 

氣 弱な 半面に， まっしぐらに、 氣短 かな 性格であった 眉 山 を 恐 はせ る 作品に、 三十 年 十月 發 表の 『錢 聲』 

なる ー篇が ある。 こむ 筋 は、 紅 紫の 『多情多恨 J に 類似して、 妻 を 失った 主人公が * 亡妻 をし きりに した ふ。 


開展の 社友 硯 * 五 第 


195 


思 ひつめ た餘 り、 っひ發 狂して、 二 家 を 飛び だし SSSJT く 事 すら あり.，' また 人 無き 室に 妻 

の 愛 琴が を 聞く 事な ど を 描いて、 全篇 は 暗い色で 塗られて ゐる。 

ひとしく 亡き 愛妻 を 憶 ふ 主人の 氣持を 描く に、 細かい 心理 描 {li- において は、 到底 紅葉に かなはなかった と 

いへ、 その 烈しい 情熱、 深 酷 さに は 紅葉 は 及ぶべく もない。 ここに 紅葉と 眉 山の 性格の 差 を 思 はせ、 いらい 

ら とした 眉 山 の 當時を 如實に 作品に 反映して ゐ る 。 

以上 は、 眉 山の この 期に おける 內容の 展開の 跡の 素描で あるが、 之 を 最初、 同 傾向の 作品 を發 表した. C 水 

鏡 花の 其 後と 比較す る 時、 興味 ある 對照 をな して ゐる。 

鏡 ゆ 匕よ，、 北國 人と して、 また その後の 環境に よって、 喑ぃ 現實觀 より、 より 强く藝 術 家の 持つ 正義 觀を持 

ちながら、 現實 を！ 3- て、 そこに 現實 主義 的 傾向より、 现想 主義 的 方向への 上 2 升と なって 行った。 t 似 は 一面 現 

實の粗 雜醜惡 な 面に 眉 を ひそめて ゐ るが、 それ は藝術 家と しての 正義 派 的 性向に よる ものであるから、 自ら 

の氣品 ある 趣味 性質より やがて 與ざ めて、 精祌內 部に 祌秘的 現實を 構成しつつ、 その 世界へ 上昇して 行った 

事 は 眉 山と 異 つて ゐる。 

眉 山 は、 その 間の— 社會 の現實 よ 0 逸 がれ- ； E 秘的な 精祌 ひ， 內部 現實の 上昇す る藝 術へ 進む か』 生々 し. い 社 

會の 動く 現實に 直面 M 觸れ あって ゆく かの ヂ レンマ に 焦燥した ので ある。 そこに 盡 きない 彼の 苦悶が あった 

ので あらう と 思 はれる。  . 

眉 山の 精祌的 摸索 は、 前に 述べた 如く  r 文擧 界』 の 人達に 近づいて 行った が、 尙 外に 彼が 思想 的 感化 を受 


けた 人に 黑川文 淵が ゐる。  ， 

黑川文 淵に ついては、 江 見 水薩は 彼の 『都の 花』 に揭 げた 「花守」 を 激賞して 吳れた 一人と して、 武內桂 

舟から 紹介され たと 言 ひ、 その 人物に 就て、 『硯友 社と 紅葉』 中の 「硯友 社と 自分」 の 中に、 「前に は 薰梅月 一 

とも 名乘 つて、 矢 張 『都の 花』 に 小說を 書いた ので 有った。 この 人 は 後に r 若葉』 とい ふ萆行 小 說を舂 陽 堂 一 

から 出して、 當時 一寸 注目され た 一人で 有った が、 鶴外對 逍遙の 现想沒 现想論 を 野次ったり、 文擧 評論 を 試 一 

みたり して、 共 方で も 一旗 幟を樹 てた ので 有った。 房 州の 人で、 漁業 (潜水夫 を 使って 鮑 を 採る) に 失收ゃ 

ら、 失戀 やらで、 妙に 世の中から スネ て、 放浪 生活 を 綾け、 最近まで 講談社の 仕事な どして ゐ たが、 酒に 隱； 

れて 遂に 失意に 終った の は 惜しむべし だ。」 とい ひ 「この 文 淵 は 併し 自分に 取って、 益友で 有った。 駄々 ツ子： 

の 守 をす る やうに して、 僕のへ ンチキ な 文 學論を 修正 をして 吳れ た。 花 袋 も 僕の 紹介で 交際して、 兄事して 

ゐた。 それで 當然文 淵 も 『小 樓絨』 に、 評論 を 書いて ゐ た。」 それから 眉 山と 文 淵の 關係 について 「一方 眉 山 

は， 同じく 硯友 社に あきたらなかった。 それ は 全然 思想の 上で 有った。 然うして 『文 舉界』 の 諸子と 多く 交 

際する やうに 成った。 . ！ 決して 硯友 社と 絕 交した ので は 無かった。 然うして 一 面に 文 淵と も 親しくした。 

眉 山. —文 淵— 花 袋 ー 水 蔭. I 社中 は 詩人 派 だと 云って 笑って ゐ た。」 と 記して ゐる。 

內田魯 庵 も 『きの ふけ ふ』 に 眉 山が 家庭的， 物質的に 困窮して ゐた 頃の 事 を 描いて 「砹友 社より は 寧ろ 『文 一 

學界』 同人と 親んで、 生に 悶 ゆる 詩人の 艱 みに 共鳴し * 一方に は、 今 は 隠れて 聞えない が、 黑川文 淵と いふ 

1 種 異色 ある 思想家が 同居して 朝夕 互に 偏哲 舉を戰 はして ゐ た。」 とい ひ、 田 山 花 袋 も ns- 京の 三十 年』 中の 
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「k 野， い il 書 館」 中に、 彼より 深い 影響 を 受けた 事 を 記し 「歸 りに はいつ も 一 一人で 揃って 共虚を 出かけた。 哲 

攀に深ぃ1:學に深ぃ氏の話は.^4に常に種々 な深ぃ研究心を起させた。 氏 は ドスト ィフ ス キイの 『罪と li』 を 

愛讀 し、 二葉 亭の 『浮 雲』 を愛讀 した。 何方 かと 言へば、 硯友 社より 外 圃文擧 派に 屬 した 人で、 批評で は 忍 

月、 綠雨 などより ぐっとす ぐれた 眼と 擧識と を 持って ゐた。 汚い 下宿 住 ひ をして ゐ たが、 丁度 『罪と 罰』 の 

ラス コ 一一 コ オフの やうな 生活 をして ゐ たが、 それで ゐて、 私が 行く と、 縱橫 自在に その 時分の 文壇の 形勢 を 

批評した。 『紅葉なん か 駄目 だ』 かう 云って かれは 敦圉 いた。」 それから 放浪の 生活 を 送って 「非常に 大きな 

天才」 である やうに 思 はれまた 「II シァの 小說の 中に 出て 來る 書生」 の やうな 彼の 姿が、 突然 後年 眉 山の 通 

夜の 席に 現 はれた が、 その後の 消息 を 知らないと 誓いて ゐる。 水隆、 花 袋ば かりで なく、 この 謎の やうな 人 

物が. 眉 山に かなり 影響した 事 は 知られる であらう。 かく 文 淵のお よその 人物 は、 上記の 印象で 幾らか 捕へ 

られ るで あらう。 

この 文 淵の 思想 を具體 的に 示す ものと して、 二三 彼の 誓いた もの を 護んで みるに、 『小 樱緘』 の ニ號に 「现 

代作 家の 本領」 なる 評論 を揭 げてゐ る。 

それに よれば、 一^ 文學の 盛んな 觀 があった の も、 唯 文擧者 中に 靑 年の 少數が 雷同した のみで、 社 會の多 

数 は 何等の 影響 を 受けた 次第で はない。 現在に 於て 文學 への 著 服 高き もの は 心 を 天外に 飛し、 見地^き もの 

は、 地上に 墮 落して、 今 は 暫く 將來を 期待して 人々 は沈默 して ゐる 時機で ある。 自分が 今 ni の 作家に 切望す 

る 事 は.， 作家が 社會の 公衆 を 抱擁す る、 大度 量 を 持たねば ならない 事 だ。 公衆の 趣味 は 低く， 来 だ 十分に 文 


, 擧を 理解す る 力がない から 一先 彼等と 共に あらねば ならぬ とし、 日 木 文藥史 を回頓 して， 王朝の IS 公家 社會 

\ の 十分な 發逹 は、 千 幾年 を 要した とて、 第一 期 は播稷 期で、 神武 東征 以後の 事で あり、 第二 期 は 生長 期で 三 

韓來 朝の 後で あり、 第三 期の 開花 期奈 良. 平安朝に 及んで、 やう やく 藝 術が 起った ので ある。 また 封建時代 

\ も- 鎌倉時代 は 武家 社會の 僅かに 萠芽 期で、 藝術 はすべ て 公家の 遣 物で、 室町 時代と て 明よりの 傳來物 多く、 

將に 成長期に 過ぎす、 元 fi 時代に 至って、 やう やく 開花 期と なり、 この間 七 百年の 月日 を 要した。 明治 は 公 

„  ran 铳 の社會 で、 现代 はやう やく その 萌芽 期に 過ぎす * これが 開花 期に 達する に は、 幾 百年 未来の l^sn じあら 

山 一 う。 それ 故 現在 藝 術への 關 心の その 餘 暇がない。 

f  メ 之 は あたかも 鎌 倉 期に 似て、 現在の 小资 本家の 多き は、 鎌 倉の 小 大名に 似て ゐる。 彼等に 幾 百 金の 油綺を 

品 ^ 買ふ餘 力なく、 購 ふに 易しと 雖 も文舉 作品の 趣味 敎育を 得る に は、 尙 幾年の 歳月と 資金が 必耍 で， 現在の 作 

^ 一  家が、 幾ら その 「燦爛たる 純 美感」 を 我 邦の 古文 辭ゃ、 佶 屈 解し がたい 支那 文 舉の句 調で 寫 しても 理解で き 

展 ないだら う。 それ故に なるたけ 卑近の 霄 語で この 低級な 公衆の 趣味 を 啓蒙す る やうに して、 暫く 流 俗と 共に 

ある 事 を、 堪 ふるべからざる 氣持を 投げす て、 社會 一般の 爲に盡 して 欲しい、 王朝の 六 朝駢儷 文より 女流の 

\ 手の 源氏物語、 枕の 草子が 干 歳に 輝き、 封建の 昔 雅文. 漢文 を 能くす る 者より、 西鹤 等の 元 祿體の 文章が 殘 

メ るの は， 社會 と相涉 つた 故で ある ！ と大體 かう した 意兒 であるが、 この 史観より 考察され た 評論 は、 その 

§  ノ  の 文 擧界へ 正鵠 を 得た ものと 云 はねば ならない。 

) かう した 立場から 三號 にも 號 にも、 文藝 時論 を 書いて ゐ るが、 彼が 自ら 積極的に 活動した の は、 二十 九 


200- 


年 一月 創刊の r 新 文壇』 に 於て であった。 彼 は 一 號に 「超絶^！然論」 一 ー號に 「脫却 理想論」 六號に 「天 勝 一 

陣」 等の 卷頭 論文 を褐げ て， 正々 堂々 の 筆陣 を 張る 一方、 無 署名で は あるが、 その 文脈、 內容 から 察して 疑 

はない 彼の 筆で、 「時文」 驪で 時の 文壇 時評 を 試みて ゐる。 

「超絶 自然 論」 は 結局 「美 を 現象の 世界に 求め、 自然 を 以て 创 作の 模範と 思 ふ^」 を大 なる 謬 として、 现 

象の 本質 (彼の 言葉に よれば 意 象) を 文 擧の對 象と して、 肉迫して 行くべき を高唱 した もので、 現象 世界と 

いふの はこの 本質的な ものが、 有形の 物質的な もので、 假に現 はれた ものに 過ぎす、 感覺で これに 觸れて も、 

結局 本質的な ものまで 突入で きない、 自然と いふの も， 僅に この 本質的な 意 象の 核を蔽 つて ゐる 「空しき 殼 

子」 であると いふ やうな 事 を 論じて ゐる。 

この 評論 中に 「現代 文擧の 傾向」 として、 硯友 社の 一部 を 批評した やうな 節が ある。 旣往七 八 年間の 盛ん 

に 行 はれた 小 說は西 歐文舉 の颦に 倣った 寫實 的な もので あつたが、 その 戀愛 小說を 主と した 一派 は 「時と し 

て 稍 幾分の 夭 才を 具へ て、 人 戀 愛の 至情 を 指摘し、 其 織麗婉 約なる 文 姿と 想像と は、 讀者 をして 只管！^ 仰 

に堪へ ざら しむる 文士な きにし も あら ざり しか ど、 其 製作 は 風韻 乏しく、 又 其 作者に は高尙 なる 或 目的と 志 

望 を 懐て 筆 を 執りつ- - ある 者 は、 多から ざり しもの、 如し。 彼等 は戀 愛の 描 寫を勉 めき。 彼等の 目的 は、 愛 

慕の 情より 最も 面白き 興味 を 描き W し、 以て 脚色 を 按排して 人生 行路の 奇變を 示し、 讀む者 をして 應 接に 暇 

なから しむれば 乃ち 足れり。 嗚呼 奚ぞ亦 風韻 氣 格に 意を留 むる の必. 嬰 あらむ や」 と 一 一 4" 年 前後より それまで 

の寫實 主義の 弊 を あげ * この 反動と して、 新しく 起った、 社會の 裏！ g に 隱れた 事情 を觀 察して， 人世と いふ 


もの を解釋 しょうと する ものが あるが、 これ は 裏面の みの 觀 察で 僅に 前者と 表裏の 相逮が あるが、 後者に は 

幾分 现想 主義の 影響が あって、 とも すれば 抽象的になる 惧れが あると、 正しい 批評 をな して ゐる。 

. 彼 は 「现 想」 についても 『早稻 田 文擧』 の唱 ふる 「小說 家の 平素の 經驗 知識に 據り、 宇 苗に 就て 思議し 得 

た 極致」 とい ふ 定義 を 結局 筒 人が 懷く擧 問 上の 所見と 紛ら はしと て * 彼の 求む る 作家の 極致と して、 「平生 唱 

ふる 所の 脫赏も 又 皮 想 も 作家 をして 入祌の 境遇に 進まし むる 準備と なすに 過ぎ すして、 自然 を 超越し 理想 を 

脫 却し、 現象 意 象の 兩 境 を 絶して- 宇 苗 本 體の靈 能 を 直観せ しむ」 とする 事 を 「脫却 想 il」 では 高唱 して 

ゐる。 

彼が、 硯友 社の 作家 中 水 if 眉 山と 親しんで ゐた事 は 『新 文壇」 に 水隆の 「潮來 曲」 が褐 げられ、 實行は 

されなかった が、 _ 1 號の次 號豫吿 に 眉 山の 新作 「古墳」 が揭 載され る やうに なって ゐる。 

尙 時文 欄の 諸 所に 兩 人へ 對し 厚意 ある 批評 を揭 げてゐ る。 

例へば 一 號 中に 特に 「江兒 水 蔭と 眉 山人」 の 見出しで、 

斯く 一  方に は小說 家と して 大に發 逹の途 に 就きた る 新舊の 作家 多き が 上に、 日淸 戦 举中 一 騎掛に て戰(^- 

小 說を持 切りた る. 江 見 水 隆は、 『女房 殺し』 に 成功した るに 拘 はらす、 詩的 方面より 益々 裔 ふて 短篇 小説 

を 書くべし とい ひ， 彼れ は 進んで、 短篇 knii、 短篇 十 種 を 出 ださ ざれば 巳まざる べしと 裔鍵し * 『大盃』 

に 名 を 得た る 同じ 现友 社の 川 上 眉 山は咋 年末より 『喑 潮』 に 世 の 耳目 を 幻惑 せしめ て 緩き r 明星』 

に 彼れ が 凄 絕婉麗 なる 奇想 を驅ら むと 待 構 へ たり。 
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と 記して ゐる。 その他 具體 的な 作品 評で もニ號 では * 水 蔭の 「海獵 船」 「炭燒 の烟」 眉 山の 「松風」 等 を そ 

れ ぞれ赏 めて ゐる。 

黑川文 淵 は ほとんど 在來の 文學史 に、 その 姿 を 現 はさぬ 忘れられ たる 批評家で ある。 然し 硯友 社の 作家 中 

の 水 蔭、 眉 山に 働き かけた 以外、 田 山 花 袋へ も 思想 的 影響 を與 へた 人と して、 表面的 活動 は 華々 しく はな か 

つたが、 忘れて はならない 批評家と 云 はねば ならない。 (註 ー) 

註 1 黑川文 淵 は、 江 見 水 蔭 氏よ リ 直接 聞いた 話に よれば 一 昨年 かに 偶然 江 見 氏 を 訪問され， 何十 年ぶ リ かの 寧で その 

健在なる に 驚かれた との こと。 現在 は國光 社と か いふ 敎化 簡體內 部で 働いて ゐ るとの ことで ある。 

四 柳浪の 作品の 發展 

前に 述る 如く 柳浪 のこの 期の 作品 は、 悲 慘小說 とか、 深刻 小 說と稱 せられる。 悲慘 なる 蓬 命 悲劇と か、 深 

刻なる 社會、 人生の 察 件と か 採る とい ふ * 題 村の モテ I フ によって 呼ばれた ので ある。 中には 彼の 作品から 

缺陷 をのみ 集め 「好んで 悲慘 のために 悲慘を 描く 傾き を 示した。 わるく 言 ふと、 柳浪は 時流に 阿る ために 悲 

慘を 弄んだ。」 などと 評する 者 も ある。 (註 1) 

. 然し 柳浪 は、 さほど 世間 を 眺める 眼が 淺 かった と は 思へ ない。 彼の 見た 社會の 明暗 は、 きはだって 二分 さ 

,^^|¥8^ は そ Q 嗜黑面 を- * 蟻に- 樣に 這ひ延 つた C 彼等 盾 山、 鏡 花 も柳浪 とひと しく- 社會 ^3W^ 

み 3,^1 けれ &、. Ef^ss^lz^Tw^^lT そして 長い^、 現實の 苛酷な 一面から 遊離して 生活して 


きた 故に， それらに 對 して、 眞 正面から 眺める 事に 堪 へられす、 ひとり 焦燥した。 鏡 花 は、 眼 をと ざし、 自 

己一 人の 妖 置な 祌秘 的現實 を、 新しく 創造した。 ひとり 柳浪 は. 勇敢に、 その 眼 を 見開き つくづくと 凝視し 

てゐ たの だ。 

そこに は、 親 衣な よ やかに、 髮黑 く、 色白い 細面の 女人ば かりが 行き 過き はしなかった。 女蕩 しの 遊冶郎 

のみが 練り歩かなかった。 ぃ戀 愛の 嘆息の みが もれなかった。 明い 白光の み 射す 人生の 表通りで はな かつ 

た。 

そこ は、 太陽 も 射さぬ 陰 1^ な 世界だった。 現れる 人物に は 或はち よこち よこ 走り ゆく 保 儒が あった。 頓の 

肉 は 落ちる ばかりに、 脂ぎった 强愁な 老婆が ゐた。 殺したり、 殺されたり、 あさましい 人間 獸の うごめきが 

あった。 そこ は 嗜ぃ陰 is な 人生の 薬 街であった。 この 世の 一 角 11 いな 過半の 地域に は、 かかる 生物が 生き、 

かかる 營 みが、 絶へ すいくつ も 行 はれて ゐ るの だ。 彼の 關心は そこに 結ばれた。 

その後、 近代の 世紀末 的 詩人の 「惡の 華」 の 美の 妖 光までに は、 柳浪の 持つ 世界 は 人生に 汚れて、 達しえ 

なかった けれど * この 喑华： 一 より 何 か を摑み 出さう と 試みて ゐ たのが 柳浪 であった。 

彼の 作品 は、 この 期 かく 社會の 一面の 核心に 觸れ ようとす る、 所謂 深刻 小說の 流れと、 一方 やや 表面的な 

時 第 問題に 則した 作品が ある。  ■ 

前者 は 『黑蜥 t』 『變 目傳 J 『龜 さん』 『畜生 腹』 r 重づ ま』 r 淺瀨の 波』 r 骨ぬ すみ』 等の 一 列の 作品で あり、 

後者 は 『非 固 民』 『七騎 落』 などで ある。 前^！^にっ ぃて高須芳次郞氏は r 日本 現代 文學 十一 ー講』 で 
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柳浪は 高い ところから、 大きい 慈悲の 眼 を 以て、 生の 悲慘ゃ 不幸な 虐げられた 人々 を暧く 眺める と 云 ふ 

やうな こと は 丸で 思 ひ 到らなかった * 彼 は 好んで 悲慘 のために 悲慘を 描く 傾き を 示した。 

と 言 はれる が、 栗して さう であらう か。 否、 むしろ 彼 は 社き に應 迫せられ た、 悲慘な 人々 を、 殘 酷な 社會 

に對立 させて は、 暖く 眺めて ゐ るので ないか。 たと へば 變目傳 を 描く について 「身材 いと 低く して、 且つ 肢體 

を 小さく 生れ 付たり。 ゆき は六寸 a 分、 丈 は 三尺 一寸. 其 にても 尙ほ 隱を掩 すば かりなる 着服 は、 羽織に も 

好みて 赤 出の 唐 棧縞を 闭ゐ、 常に 手を懷 にし、 駒下駄 突掛 て、 ちょこく と 小 走りに 歩める 様、 注 来の 人目 

を惹 けば、 ロ惡 善な き 童 等 は、 蜘蛛 男 又は 侏儒と 綽號 し、 彼 を 見る ごとに 興 ある 事に して 打 はやす、 顔 は 丸 

顔に して、 鼻 は 形よ く 口元に 愛嬌 あれ ども、 左の 後眦 より 頰へ 掛け、 湯 傷の 痕 ひっつり になり て、 後 眦を竪 

に 斜に釣 寄せ、 右の 半面に 比 ぶれば、 別人なる が 如く 見 ゆ。 此にぞ 變目傳 の 綽號は 附られ ける。 態とら しく 

笑 を 含めば 厭 ふべき 目 付い とど 氣味惡 く、 女 童な ど 親しまむ 樣 なし」 とい ふ 醜惡な 容貌であった けれど、 「口に 

毒 を 含ます、 氣輕に 而も 人と 爭 はねば、 何方 たても 憎き ものにされす、 物淋しき 折 なぞ、 遊 ものと して 待た 

るる 事 も ありけ リ。」 とその 一 面に 持つ 愛嬌 を 書いて ゐ るの は、 柳 浪の溫 い 心 を 察せら るるで はない か。 『飽 

さん』 とても 同様で ある。 「年 は 廿三歲 であるが、 身が は漸と 十三 四の 少年 位しかない。 頭が 大きく、 猪首で、 

體は豊 に 肥えて 居る が 筋に 緊が なく、 歩む 時の 肉の 動きが、 衣服 を も 波立た せる 程に 見受けら るる。 首 を 少し 

前へ 屈めて 据 ゑて、 兩手を だら りと 垂げて 打 振り、 足の 土 踏ます が 腫れて 歩き 惡 いかの 様な 歩 形の、 而も 內股 

であって、 いかにも 切な さう に、 1 歩く に 肩 を 左右に 振って 行く 様子 は、 宛然 不斷 の脚氣 患者で ある。 坊主 
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頭 を、 靑 道心の 様に 奇麗に 剃って 居る 寧 も あれば、 又 願 仁 坊主の 如く 汚く 髮を 仲して 居る 車 も ある。 顔は大 

面で、 眉毛 は 濃い が、 鋭くない。 鼻 は 小鼻が 低く. 頭が 丸くて 且つ 太い。 口 は 大きく、 厚い 唇が 外に 反って、 

締 がない。 紫色 を 爲た齒 齦が 露見れ て 居る。 服 も 大きく、 外眦が 下り、 眼睛が 鈍く、 上 を 仰ぐ 時に 見 ゆる 下險 

の 裏 は 朱 を 流した 様で、 まことに 氣 味が 惡 い。」 とい ふ 様な 氣 味の 惡ぃ 奇怪な 男に もな ほ 「けれども 笑 ふ 時 は 

不思議に 愛嬌が 出て、 邪氣の 無い 心の底まで も 見え透き 何人も 能く 渠を 憎み 得る 者 は あるまい。」 と 後から 環 

境が しからし めなかったら、 愛すべき 自然 兒 であった らう 男 を 描いて ゐ るので ある。 

彼に 溫 かき 心なく、 淚 なしと IK ふか。 その 構想の 結末 は悲慘 といへ、 その 故に、 反って かかる 結末へ 導く 

やうに した 原因へ、 讀 者の 憎しみ を 招きよ せ、 それ は轉 じて この 暗い 淵へ 投じた 不幸な 人々 に對 する 同情と 

なる の-た。 卽ち 『攀： 目 傅』 では、 決して その 主人公 を 憎み 得す、 彼 を かく 誘惑した 定ニ郞 で 代表 さるる 周 

を 憎ませ、 『畜生 腹』 では 双生 兒を 生んで 惱み、 それ を 雇 姿のお ちかの 殺す の を默視 する、 年若き おもよ を 憎 

み 得すして、 その 雇 姿のお ちか を 憎ませ、 『重づま』では、《$良な夫を毒殺する^^^をすすめられながらも、 決行 

する にしの びす、 己と * その 毒殺の 決行 を すすむる、 情人との 杯に 毒 を 入れて 死ぬ お 妻より むしろ 前の 行爲 

をす すめた、 情人 精 三郞を 憎ませ、 『黑 蜥蜴』 では、. iss^ り 情交 を强ひ y るるの を 拒み， その 迫害に た 

^ねて、 ，養 父 に 黑蜥^ を 食 はせ、 毒殺し て 自.^ ^^9TS5^^^3^sw^^ss3Tfl8n?^^^i^ 

ませ、 『龜 さん』 では. 龜 さんよりも、 彼に 人生の春の 眼覺 めの 手引 をし、 その 故に 龜 さん をして、 様々 の惡 

事 をさせる 難に した、 お 辰 を 憎ませる 結果と なって ゐる。 —— 何れも この 作品の 主人公 をして、 かく 殘 忍な 行 
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爲を なさし めた 後者 を • 性格 弱き 主人公 を壓 迫して * 惡 事.：^ J なさし めた 環境 を. その 惡 行の 當事 者と て 強調 

して ゐ るので ある。 

主人公 を かく 至らし めた 間接 者まで、 作者の 同情が 行き渡って ゐ ないから とて、 作者の 心の 温 さ を 否定す 

る もの は、 これら 一 列の 作品の 構成 その 効 菜に ついて、 理解 能力 を缺 いだ とい はねば ならぬ。 この 副 人物 は 

冷酷な 社會の 代表者で あり、 彼等が 作品の 主人公に 惡！ を强 ひる もので、 副 人物が 殘酷 なれば なる 程、 弱き 

主人公の 行動 は、 生々 とし 作品の 効 2^ が あがる ので ある。 であるから * 柳浪は 直接 その インクに 淚を 交へ な 

かった といへ、 より 高い 立脚地に おいて、 効 菜の 上から 彼の 作品に、 その 溫ぃ 情愛が 見 だされる ので ある。 

次に、 後者の 動く 現實 世相と して 擧 げた 『非國 民』 『七騎 落』 は、 何れも 曰 淸戰爭 の 影響 を 受けて 生れた も 

ので、 水 蔭の 作品の 新聞記事 的な 戰爭 文學と は又異 つた 態度の ものであって、 いくらか 批判的 立場 も兑 えて、 

當 時としての 近代 性 も 兒られ る 作で ある。 

. 『非國 民』 は、 ITP^^jlErss さわた ものであるが、 與 味の ある 事に は、 すでに、 主人公 

H ィ V^VJ 奉じた 男 を 持って ^3,33,^5...^ ち 箱 崎兼吉 なる 靑年 牧師が マ つれで、 彼 は當時 宫城縣 下に 起 

つた 海 嘯に、 敎會 から 義捐金 を 接る • に反對 し、 は. 義戰を 名と し pla:^ ゲ 掠奪した S 本に 與 へられ C 

祌 罰 れ に i 85?sl^?393:roT 、 その 許嫁で ある 女の 信者に 「唯祌 様 をお 信じなさい。 

可いです よ。 忠君 愛 國說は 今後の 世界に は 成立 なくなって 來 るで 1 ど う も , 操さん の 觀念は 低い、 觀察は 

狹ぃ、 達人 は大觀 すです。 どうも 困る ですな。 偏狭な 眼孔で 以て 世界 を觀 て、 其で 論す る 人が あるです から 
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な。 宇宙 を大觀 して 居る 者が 日本に 幾人 あるで せうな。 他に 一 人 も 無い。 日本に は 一 人 も 無いです な。 露 西 

亞に 唯一 の トルストイ 伯が あるです な。 }K 下 まだ 一 の 人傑な しです。」 などと 首 ふやうな ー-1 一一 〔 葉 を はく。 彼の 結 

婚の H の f か說 にも、 トルスト イズムの 立場から 戰爭反 封の 事 や、 天國の 地上に 来らん 事 を のぞむ 事 や を述る 

が、 花嫁の 兄の トル スト ィズ ム への 反對 で、 結婚式 は 駄目と なること を 筋と して ゐる。 

ffi 崎の トルスト イズムへの 淺ぃ现 解 は、 作者 自身の それ を 思^せ、 また 武者 小路 實 篤の 作品の ごとく、 こ 

の 主義. によって、 讀 おにう つたへ やうと する ので もな く， むしろ さう した 牧師 を 戯書-化して ゐ るので、 作 口  § 

も 熱情の たりない、 ばらばら とした まとまり のない ものに 過ぎない ので あるが、 かかる 主義 を 奉じて、 その 

た め に 進 む靑年 を 主 人 公 に もた ら し た is^- は 、 本能 や 自分 の 感情で 動 い て ゐ る 主 人 公 を 多 く描 い た そ の S; の 作 

品の 中に 於て、 それだけで 興味 を ひくので ある。 

三十 年 八月 發 表の 『七騎 落』 は、 日 淸戰爭 中に 何 萬と いふ 敵 兵の 中 を-僅か 七騎で 通り 拔け たとい ふので、 

その 功名が 村 中の 嗜 になった 男が、 いよいよ 凱旋の 後， 村 中から ちゃほや もてはやされて、 かくて 年金の つ 

く 勳章を もらったら 村長の 娘 さへ も、 もらへ る 様になって ゐ たが、 あてに した 行赏に 外れて みなの 期待が 水 

泡に きした とい ふ 筋で、 戰 後の ra 舍の {4.: 氣へ對 する 皮肉が 投げつ けられて ゐ るが、 作者 は、 村民の 一 寸 した 

事件に 對 して * 風向の 變 りの 烈し さ を 皮肉る より、 この 主人公 を 操る 赛に與 味 を もって ゐる らしい。 作^ は 

これ 等の 作品で、 批！： といっても、 ^に 高い 場所から 見お ろし 批判して ゐ るので なく、  戯躉 的な 與 味で 側 

面から 寫 して ゐ るの 點が 多い ので ある。 
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かくて 柳浪は 『明治 小說 內容發 達史』 の內 で、 田 山 花 袋の 言 ふ 如く、 廿八年 「 『黑 蟖暢』 を 以て 一 躍 文壇 

の 雄と なり、 翌年 一葉が 出て、 露 伴が 復活す るまで 文壇 は 殆んど t 似の 獨壇 場であった」 ので、 彼の 時代 を 作 

り、 次の 時期への 展開に 精進して ゐた。 それまでの 寫寶 主義が、 多く 描かれる 對象 の模寫 的な 點に 止まって 

ゐ たの を、 彼に 於て、 更に 對象 的に 深めた 點は、 方法 的に 尙. 自然主義 作家への、 一歩 手前に 止まって はゐ 

たが、 深い リアリズムへの 過渡に、 先、 作品の 對 象から 出發 し、 かなり 人間 を 描き わける ことに も 成功して、 

史的 展開の 上から、 重要な 價値 ある 存在であった こ と は 記憶 さるべき であらう。 

註 i 高須芳 次郞著 「日本 現代 文學 十二 講」 二 四 八 頁。 

註 2 トルストイ について 盛に 紹介した の は、 德富廣 花で *  二十 三年、 m 年の 「闕民 之 友」 に 招げ てゐ る。 二十 山ハ 年、 七 

八、 九 年 も 盛んで、 「六合 雑誌」 に は宗敎 思想に 就て 小 西^ 太 郎の譫 文が 揭 げられ て ある。 トルストイの：：： 本へ 入つ 

た 展史は 内 E 魯 庵の 「トル ス トイの 思想の 移入 及び 傳播」 (春秋 社内 ト ル ス トイ 4< 集 刊行 會刊 ^^及阪ト ルス トイ 仝 

集 六 〇 卷所 載) 及び それ を甚 礎と し トル ス トイ 自身の 年表と 對 照した 同卷 巾の 百 島 操 編 「トル ス トイに 關 する 三つ 

の 年表」 に 詳し い。 

五 紅葉 及び その他の 同人 

硯友 社の 統率者であった 紅葉 は、 この 如何にして ゐ たか。 二十 八 iii- 八月 十三 日附 の柳浪 への 書信に よれ 

ば、 
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諸種の 雜誌近 來柳浪 の 名を唱 ふこと 頻 なり、 此期を 外さ. f 奮勵  一 ^して 潜 龍の 淵 を 出で たまへ かし 君 待 

てる風雲は旣に晦きなり。小生は此頃文氣沮喪して唯^?2君の飛躍活動の極め て 壯 なる を 望見す るの み、 

やがて ぞ 目に 物見せ むと を さ /-\ 心 構 は 致 居候 へ ども。 (註 10 

とその 一節に ある。 それまでの 紅葉の 進出の 花々 しさ は、 多くの 作品 生産への 過勞 となり、 その 精力の 疲 

れを 見せる と共に、 藝術 上の 行 きづまり を經 験して なた ために * 更に 仲び る ほの 修養 を、 この 期に 於て、 な 

さねば ならなかった。 

それまで にも、 彼 は 努力して 自ら を 掘り下げつつ はあった。 卽ち r 心 Q 闇』 は 一 一十 六 年の 作品で あるが、 

それまでと 異 つた 方向 を 示して ゐる。 筋 は 佐の 市と いふ 若い 盲人が、 その 出入 先の 千 束屋の 娘、 久 米に 親切 

にされ るの を 嬉しく 思 ひ、 次第に 戀 する やうに なった。 久米 は良緣 あって、 土地の 議員の 息子に 嫁いでも、 

尙 佐の 市 は 執念 ふかく 想 ふとい ふので あるが、 その 暗い いきさつ や、 現れる 人物に * 柳浪 等の 深刻 小說へ Q 

類似 を 見る と共に、 紅葉 自身 も 次第にた どって ゐた轉 向の 徑路 をし のばせて くれる。 がー 面 これに は、 また 

德川 傳統の 怪談 的な 雰圍氣 も 所々 に感 する ので ある。 例へば、 この 作品の クライ マック ス とも 首 ふべき 情景 

の描^；^に、 ぉ久 米の 夢に 見る 佐の 市で あるが、 「夢に 佐の 巿は、 寢 間の 意より 靦 きこみて、 久米 機お めでた 

うご ざいます。 へ へ へと 一二 聲の 笑聲肝 頭に 徹 へて 凄じく、 聲 立てむ とすれば 坑 塞り、 夜具 引 被が むと すれば 

釘附の ごとく、 顔に 袖して 俯けば、 佐の 巿は憲 より 入らむ として、 下駄の 齒に都 を 踏， U らす 音、 がりがりと 

響く と 思へば、 參 りました よと いふ 聲耳. V 贯 きて、 はや 枕 上に 坐りたり。 お 久米は 在る にも 在られす 身を姊 
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むれば、 佐の 市 は 詰 寄せて、 ^孃 はいよ いよ 築 居 様へ お出でな さるので ございま すか。 もし それで はお 久 

^様、 此 起請が 反故に たり ませう、 と 懐中より 取 出せし は、 此夏 やりし 籃 目の 浴衣に 血染の 夫婦約束。 これ 

が 反故に と 眼前に 突 翁 けられ、 今にも 執 殺されむ かと、 可 怖き こと 限 無し」 またつ づけて 「贵 嫂に 見捨てら 

れては 生 効の 無い、 佐の 巿、 長ら へて ゐれば * 霄替 はした 女の 他へ 適く に、 祝の 表 も 持て 來 ねばなる まい。 

いっそ 死なう。 死ぬ と覺 悟した。 其 代り 此恨は 忘れぬ と、 留るを 振 放して、 飛鳥の 如く 直より 躍 出 づる追 m むと 

する 筏より、 ぉ久 米と 呼ばれて 振 向けば、 意氣 なる 洋服 扮裝は 築 居 喜 ー郞、 慚 しゃと 思 ひながら 挨拶 すれば、 

男 も 山 高の 帽子 を脫 るに 剃 立の 坊主頭！ それ はと 見る に 顔 は 依の 市。 餘 りの 事に 仰 夭して、 僵 るる 拍子に 夢 は 

覺め けり」 と 記して ゐる。 これにつ いて 作^も はっきり 「夢と は 謂 ひながら * さりと は 痕跡 も 無き 夫婦 約來。 

血 起 W= と いふ こそな ほ 愚かしく、 否 味ら しき 心 は 露 無き 佐の 市が、 あん な^を、 と合點 ゆかぬ 首尾 を さま ざ 

ま考 ふれ ど、 ra: より 夢、 夢、 實 在に は 思の 合 はさる る寨 もな し」 とい ふ 様な 事 を 夢み させる。 こ. のシ I ンに 

は德 川の 怪談 物、 圆 朝の 語り物に 聯想 を 導く ものが ある。 

かかる 作品 を 書きつつ も 紅葉 は 轉換を 計って ゐ たの だ。 それにつ いて 『？^ 代の 小說』 にかう 花 袋 は 記して 

ゐる。  ， 

紅葉 は その 時分 は 『紫』 だの 『冷 熱』 だの を 書いて ゐた。 かれは 尠くとも 『三人 妻』 に 行って 一 變 した。 

とても、 こんな もの を 書いて ゐては 駄目 だ …… とい ふやう にかれ は考 へたら しかった。 次第に 時代 は 移 

りつ、 あった。 新し C- 芽 は そこに も此處 にも 萌え出した。 聰明な かれは. 逸早く 新機軸 を 出さう と心懇 
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けた。 - 

かれ +1 この 時分、 ゾラ や モウ パッ サンの ものな ど を讀ん でね たらしかった。 それ は 無論、 何の 點 まで 

深く 讀み 入って ゐ たかは 知れなかった けれども、 よく 『ビ エル. ェ. ジャ ン』 の 話 をした ことな ど を覺ぇ 

てね る。 また 次の やうな こと も-宵った。 

『ぁ& いふ ライト、 タ ツチで 書く やうに なれば、 それ はもう 大した もんだ けれども、 そこまで 行く のが 

中々 大變 だからね 11 。 ちょっと ぼ： 似 は出來 ない よ。』 

紅 紫の 苦悶が 見られる が * 彼 はすで に自國 文學の 研究から、 海外の 文舉へ 飛躍して ゐ たのであった。 しか 

し、 自然. 王義 以後の 作家が、 より m 視 した 思想、 內容 よりも、 紅葉 は 表現、 技巧、 筋、 といった ものに 注意 

を 注いだ。 

卽ち この 結 架 は、 彼 獨特の 見解 を 通って、 幾篇 かの 飜案、 飜譯 となって あら はれた。 

フ ラ ン ス 古典 劇の モリ H 1 ル の 作品 も 茶番 狂 貢 的な rs 小袖』 や 『戀の 病』 となって あら はれた。 前者 は 『守 

錢奴 Kl/Avare) 後者 は 『 いやいや 醫者」 (M>e  Msecin  malgr-J  :Lui) の飜 案で ある。 原作の 輕 快な 中に 深味 

の ある 對 話が 江戶 風な 茶番 式に 變 つて ゐる。 こみ 入った 筋の 最後の 巧みな しめく くりや、 饒舌な 登場人物が 

彼の 氣に 入った ので あらう。 モウ パッ サン や ゾラ も， 前者の 男女 愛慾の 葛籐、 短篇の 巧みな まとまりの 故に、 

後-おの 構成 力の 非凡 さの 故に 愛讀 せられた ので あらう。 『冷 執 y や rK 料理』 や r 三 齒條』 や 『手引の 絲』 のと 

ら れたィ タリ ー の 古典 『デ カメ  n ン』 も 筋の M  (味 を a 出した 故に 讀 まれた ので あらう。 小 西 增太郞 の 譯に加 


筆して、 二十 九 年 二月 「第 六國 民小說 J に發 表した 『名曲 タレ ー ツヤ 一口 リ』 も 深刻な トルストイの 女性 觀、 

結婚 觀 へ の 共鳴よりも、 車內の 紳士の 語る 三角 關係 の爭鬪 の 筋の 興味に ひきつけられ たので あらう。 (註 2) 

『冷 熱』 は 翻案の 中途、 病の ため 中止した として、 後半に その 原作の 梗概 を 記して あるが • その 斷り 書きに 

よれば、 第 八日に 方って 述べる パ ム ピニァ の 物語 を飜 案した ものと いふ。 對 比して みると かって、 『やまと 昭 

君』 に 見た 翻案の すぐれた 技術 を 露 はに 示して ゐて、 これが 完成され たもので 斷り 書がなかったら、 人々 は 

鑭 案と 氣づか ないで あらう。 『鷹 料理』 『三 筒條』 共に、 流麗な 格調 をな す飜譯 である。 s"0〕 

彼に はこの 外、 自己 を. f 分燃燒 させない、 低調な ものと して、 場所 を 蘇 格 蘭に とった 『心中 船』 や、 友人 

の 口述 を 書いた もの だと 斷り 書きした、 『西洋 娘氣 質』 などが ある。 

これ 等の 飜譯ゃ 翻案 風の もの * すべて 彼の スランプ 狀態を 如實に 語る ものであるが、 この 外と りあげら る 

べき 作品と して、 二十 七 年 六月の 『隣の 女』 が ある。 

粕壁讓 は 二， i. 八になる が、 平凡な 郵便局 員で ある。 容貌 もみに くく、 平凡な 生活 を 慰める もの は 尺八 一管 

である。 たまたま 隣家へ 仇 っぽい 女が 移轉 して 來た。 妾ら しい。 讓は 興味 を 持つ。 或日巡^^がその家へ入っ 

て 行く。 そして その 男が 和服で 訪れて ゐ るの も 見た。 情夫 だと 信じて 失望して ゐる。 この 邊の 心理 はかなり 

細かく 描かれて ある。 所が ある 日、 簪に 結んだ 手紙で、 尺八と 三味と 合せたい から 來て くれとの 女の 言葉で、 

讓は 喜んで 行く と、 女から やがて グイ ァの 指輪 を 渡し 結婚 の 申込 を 受け る 。 喜んで 夜 を 過す と、. 女が 色 蒼 ざ 

めて、 讓の 助力 をた のむ。 そこに 巡^の 死骸が あった。 巡 杏： は 女の 兄で あつたが、 よく 金の 無心に 来て、 ゆ 


213 


人 同の 他の そび 及菜杠 


ふうち 二階から 墜死した の だ。 讓は 女の 命の まま、 死骸 を 始末せ ねばならなかった。 それから 二 trr 目の 朝 廐 

橋の 河岸に 書生 風の 屍體が 浮んだ。 屍體の 小指に は ダイヤの指輪 を はめて ゐた。 女 は 築地 缝に 妾宅 を 移して、 

今 も 麗しい 11 とい ふ 筋で 言文一致で 書いて ある。 前半の 細密 さに 比し、 後 は 荒い。 

この 作に ついて、 江 見 水隆の 『硯友 社と 紅葉』 の 「紅葉と 代作」 の條 に、 ゾラの 翻案で、 筋 は 松 居 松 翁 か 

ら 廻した 旨が 記して あるので * 著者 はこの 事 實を松 居 松 翁 氏へ 問合せた ところ、 「貴 問 紅 紫 先生 「隣の 女」 は 

愚 老が攀 生 時代 耽讀 せし ゾラ 先生 作 "For  a  NigMLOYe: ( ジ ョ ー ジ • コック ス 先生 英譯) の 翻案に 候。 か 

つて その 梗概 を 物語りし 所 その 英譯を かして くれとの にて 半年 程 貸 出 候 間に 讀寶 新聞紙 上へ 視 戦され しも 

のに 候」 旨の 通知 を 得た。 もって この 作の 成立の 事情 を 知る 事が できよう。 

この 他に この 期の 特色 ある 作と して、 『隣の 女』 以前 二十 七 年 一月に 起稿され た 一一 n 文 一致 體の 『むらさき』 

が あり、 又 沈滞 期の 長篇 として 『不言不語』 が ある。  . 

『むらさき』 は、 靜 馬と いふ 開業 翳 試験 を 受けて ゐる男 を 主人公と する。 彼 は 幾度 か失收 して ゐ るので ある 

が、 彼が 下宿して 勉強して ゐる 家、 その 近所の 女房、 それから彼が代^_;|をして師靠してゎる翳師 一 家の激勵 

で、 努力して 最後に 及第し 紫 刷の 通知 を もら ふまでの、 ^に 筋 本位の 小說 でな く、 舊 制度の 開業 試驗の 時代 

相と、 受驗生 及び その 周 園の 空 氣を、 言文一致 體で 描いて ゐる。 

構成 上 最後の 田舍の 許婚の 夢の 場が 氣 になる が、 世態 人情の 風景 を、 仰山ら しくな く、 しかも 言文一致で 

書いて ゐる事 を、 注目すべき である。  . 
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一 不八年 一 月發 表に なった 『不言不語』 は、 一 一十 六、 七、 八 年の 彼の 沈滞 期に 書かれた 長篇の 一 つ. である V 

それ は 父母 を 失った 若い 娘の 一 人稱の 形式で 書かれた 小說 である。 

先， その 娘 は 宏莊な 邸へ 奉公す るので あるが、 そこで は 不思議に も 主人 夫婦 は、 育ちが 上品なん 物に も 係 

らす、 仇敵の 様に 憎みあって ゐる。 正月と なっても、 門松 も 立てす 暗い 家で ある。 雨の 降る 宵な ど 夫人 は 何 

かにお び ゆる ものの 如くで ある。 その 內祌戶 より 主人の 弟 民 之 助が 訪ねて 來 ると、 一家 は 晴れ やかで、 主人 

夫婦 も * 日頃の 憎しみ を 表 はさす、 何にも 變 つた 事な くお 互 ひ 語り合つ たりして ゐる。 

その後、 民 之 助より 娘 は 求愛され る。 民 之 助 は 近所の 畫家 遠山 霞叟と 知己に なった。 霞叟は 自分の 弟の 子 

力 夫と いふの を 育てて ゐた。 娘 は 又 力 夫と も 仲よ しにな つた。 とこ ろが、 ある 時、 力 夫が 疱瘡に なった の を、 夫 

人が 我事の やうに 看病に 赴く ことで、 一 家に ごたごたが 起る。 そのうち 夫人 も 病んで 重くな つてつ ひ 逝った。 

その 枕元で 主人が、 夫人の 秘密. ！ - 一家の 財産 を 主人に 嗣 がせん ため、 その 亡き 夫人が、 かって 長兄の 造 

子 を 毒殺した ため、 かへ つて 夫人と 主人と 仲 遠 ひに なった と、 一同に 物語った のであった。 

ー篇 は、 彼の 手に入った 表現で、 割に 淡々 とかう した 筋 を 性急に 書きつ づけて ゐる。 所謂 深刻 小說 風な 影 

がさして ゐ るの は、 その 頃の 文壇 傾向の 影響が あった もので はなから うかと 思 はれる。 

この 期の 作品と して、 純 創作の 方面 は、 かかる 物の 外、 お伽草子 にある 様な 童話 風の 讀物 『浮 木 丸 r 表 を 

通りかかる 醫師 を、 彼が 好男子の 故に 待合から、 女 等が よび 出す とい ふ卽興 的な 『安知 歇貌林 J や、 姉 夫婦 

の 家に， 話に なって ゐる. おに 妹が、 姉の 夫と 仲よ いの を、 姉が 嫉妬す る iss- を^ 村に した 『千 箱の 玉章』、 銀 を 
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中心として、 それに 對 する 時代の、 好尙の 變遷を 記した r 銀. r 隨 風な 「弗 箱」 「誰 乎 彼女」 「親の 机」 をお 

さめた 『油 柄杓』 同様に 世間話 を 記した 『新 油 柄杓』 など ある けれど * すべ て 眞劍に 全力 を うちこんで 誓い 

たもの はなかった。 創作 欲の 減 返 を 示す 實證 となる だら う。 

二十 九 年 九月の 『靑 葡萄』 は その 門弟の 病 氣へ對 する * 師の思 ひの 淚ぐ ましい 程の 氣づ かひが かかれ、 人 

として、 師 としての 紅葉が よくう かが はれて * 人 問 紅葉の 說明 によく 引 W せらる る ものであるが、 作品の 展 

g 上に もまた 價値を もつ。 彼の その 以前の 作 は， ほとんど 凡て、 作^と 關係 しない 事件 をと りあげて、 こか 

を 構成し 客觀 した 所謂 本格 小說 であった が、 ここに 初めて 作^ 自身 を 露骨に 示した， 所謂 私 小說を 書いて ゐ 

るので ある。 それ は、 一面 彼の 作品の、 新 方面の 開拓 を 暗示す る もので も あるが、 一面 彼の 從來の 行きつ ま 

り * 極 貢 すれば、 想の 缺乏を 語る もので はなから うか。 

さて； S 揭柳浪 への 書信の 一 節 「文氣 沮喪し 唯 諸君の 飛躍 活動の 極めて 壯 なる を望兑 する のみ」 とい ふ 中に、 

すでに 彼が 一 歩 先んじて、 同人だった とはいへ、 進出の 上から は， 後輩だった 柳浪、 眉 山が、 時代の 流行 作 

家と なり、 小波 はお 伽 作家と して 一家 をな し， 水 隆 は 色々 の 方面に 向って、 羨し き 程 旺盛に 書き 上ぐ る 才能 

を もち- 門下から はすで に 鏡 花 さへ 出で、 彼练 凡て 一様に 活躍す るに 對し、 自ら は スランプに 陷り 一方 外面 

から も 紅 紫 攻擊の 筆陣 を はられて、 彼の この 雌伏 は、 いらだたしい 限りであった らう。 

紅葉 はかくして、 S 阔傳統 の文擧 として は 化 政 期の 文舉、 元 祿 文學の 研究に、 やがて 海外の 文舉 にも 自ら 

の 溢 養 を 及牧 して ゐ たが、 つづいて さかのぼって 王朝 文學の 研究に 手 をつ け、 源氏物語 を讀ん だ。 それにつ 
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いて、 村 岡典嗣 氏の 手に入れられ たとい ふ、 紅葉の 自_! ^の 書 込の ある 博 文 館 日本 文舉 全書 If 『源氏物語』 よ 

りの 研究 「紅 紫 山人と 源氏物語」 は、 これ を其體 的に 示して 與味 ある 論文で ある。 

書き込みの 曰附 によれば、 讀 初めは 明治 二十 八 年 二月 初旬で、 讀 了が 四月 十九 曰と なって ゐる。 その 讀み 

方 も、 彼のす ベての 讀書 態度と 等しく 「修辭 的 趣向 的の 美 所 妙所 こそ 彼が 心を惹 かれた ところで、 これに 反 

して 思想 や 文化史 方面から 面白い とい ふ 筒 所 は、 むしろ 看過され たとい ふこと になります。」 と、 紅 紫の 注意 

を惹 いた こと を、 明らかに 示す 彼の 記した 朱 線. 傍點の 所在から、 村 岡 氏 は 一一 一一！： はれて ゐる。 例へば、 「玉 蔓」 

の卷 で、 源氏が 紫 上に 相談して、 新しく 得た 玉蔓を 初め、 秋 好 中宮、 花 散る 里、 明 石の 上な どの 婦人に 衣 配り 

をす ると ころ 「上 も 見た まひて、 いづれ 劣り 勝る 差別 も兑 えぬ もの どもなん める を * 着た ま はん 人人の 御容 

貌に E わ ひよ そへ つつ、 奉れ 給へ かし。 着た る もの、 人の 様に 似ぬ は、 ひが ひがしく も ありかし との 給へば * 

大臣 打 笑 ひて、 つれなくて 人の 容貌 推量ら むの 御 心なり めり な -1 .」 に.， ここの.. -他 にない 評語 を 記して 「奇 

想 殆祌助 之^ 也矣」 と あると いふ。 

また 景情 一致と いふ ことに 注意した の は、 「桐 壺」 の 「野 分た ちて 俄に はだ 寒き 夕暮の ほど」 や 「蓬生」 の 

「昔の 御 ありき 思 ひ 出られて 艷 なる 程の 夕月夜に」 や 「野 分」 の 「氣 高く きょら にさと 打に ほふ 心地して 」 な 

どの 國點が これ を 明らかにして ゐ ると いふ。 

紅葉の 『源氏物語』 研究が、 この 後の 力作 『多情多恨』 や 『金色 夜叉』 に與 へた 影響に ついて 村 岡 氏は述 

ベら れてゐ るが、 それ はやが て その 作品 を述 ベ る 場合 に 記す ことにしよう。 


かくて 二 十九 年、 彼が 眠れろ 獅子の f めの 如く 立 上った ので ある。 「目に 物見せ むと を l」：：suw〕^ 

候へ ども」 と、 柳浪へ 霊った i がな つて、 『多情多恨』 は 二月 二十 六 曰の 紙面から 『襲 f 』 

たので ある。 その 前の 廣吿 に、  ： i,- 。 

是俳呷」 あらす、 雜報 にあら す、 画に あらす、 ム n 作に あらす、 實に 快腕 一 揮 筆 飛墨 飛の 大 創作ます 

一十 九 年の 佳篇 を 知らん と 欲せば 須 らく 之 を 謹すべし。 喧ー 5 ハほ 以後の 紙上！ 大 早の 雨 は 

枯燥の 文 學界を 霜 さむ か。 (註 5) 

とい ふ大拘 負で i された のが 『多情多恨』 であった。 この 作品で は * 彼の 永い 間の 作品の 根 木條 件 をな 

して ゐた、 筋の 重 I 一の 問題と し、 心理の 1、 性格 描 S 努力して、 細い 一一 ュ アンスまで 傅へ ようと 

ノた。 まして 症 S 奮 失った 男が、 親友の 妻 君 を 初め 嫌 ひだった のが、 次第に 好きになる とい ふ 過程 

てす ぎない けれど、 その 綿々 たる 情緒の、 あまりに 微細な 丹念な 描 管、 i な テンポに 生きる 現代人 ほ 

どろし ぃ感 がする といへ、 K 一れ S された 彼 S 力 I ふ 時 頭が 下る。 if  is 中に 言 

ふ 如く  a は當 時の 彼れ の 「カー S 作」 で 雲た る 新しい 愚の 波の 中で、 それに 對抗 してね る 

チの 奪し のばせる。 この 作品 は 彼の 力作 I く 待 I けた I を、 き 期待と、 作 siQ 故に ひき 

この 乍 こついて 村 岡 典嗣氏 は、 紅葉の 『源氏物語』 研究が、 この 作品へ 與 へた 影響と して、 先、 作品の 形 

態 的に 大作で ある こと、 內容 的に 多情多恨 は、 ものの あはれ と 通じて、 『源氏物語』 のまで ある こと。 額 子 
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を 先き だた しての， 鷲 尾の 追憶 >  思慕の 情緒 は、 『源氏物語』 「桐 壺」 卷 における、 帝の 亡き 女御へ 對 する 心情 

を^ば せる。 いな、 「桐 壺」 だけ を 新しく 現代へ もって 来て、 思 ひきって 長く 書いて みょうと したと H 心 はれる 

と 言 はれて ゐる。 

省れば 紅葉 は、 そのお 發に、 化 政 期の 作家より 影響 をう け、 つづいて 西 鶴 研究が、 また 彼の 作品に その 香 

をし ませた。 

年齒 若く して、 しかも 時代 的に 新 文 擧の處 女 地であった 時代に、 彼の 摸索の 對 象から、 自らの 立地 をう ち 

ゆるがせて、 その 影響の 波動に たじろぎつつ 筆 を 執った であらう 彼が、 これ 等の 初期の 作品に、 その 香 を 濃 

くし ませた こと は無现 もなかった であらう。 

然しながら、 時代と 共に、 そして 次第に 年を經 ると 共に、 やう やく 動搖 する 自分の 足 許 を 固く ふみしめ、 

自らの 眼で 見据 ゑ、 拔 るべき は 採り * 捨 つべき は 捨てる 作家 道の 修練 を 經て來 たに 遠 ひない。 

彼 は自國 傳統の 文舉を 省察す ると 共に、 海外の 新しい 文 學へも 接して 行った。 たと へ 『源氏物語』 を讀ん 

だに しても、 全く 全部 的に この 影響に 動かされて しまったと、 決 論して しま ふ は それ故に あまりに ロ十 計で は 

あるまい か。 

その 影響 を、 紅葉が 讀み、 自ら 書き込み をした 原本に よって、 分析され る 方法 は、 部分的に は 肯定 さるべ 

き 所 も あるが、 全部 を その 色彩で 塗りつ ぶす 事 は、 少しく 感傷的で あり 過ぎる 氣 がする の だ。 

なる 程 『多情多恨』 は 大作であった。 博 文 館 本の 全集に よっても、 五 百 四十 九 K を 占む る。 然し、 彼 は、 


219 


人 同 o 他の そ び 及葉釭 


たと へこれ に 及ばない と 言へ、 すでに 一 一十 四 年に、 同じ 全集 本で 二百 十三 頁 を 占む る 『二人 女房』 また 二百 

六十-; ハ頁を 占む る 『伽羅 枕』 を 書き、 翌ニ 十五 年 は 『多情多恨』 の 三分の 二 以上の 大作 • 三百 八十 二 頁 を 占 

むる 『三人 妻』 を 書いて ゐる。 

かう した、 以前より 長い 新聞 小說を 書き 馴れて ゐた 紅葉に は、 更に 作家と して 生長 を 見た 五 年の 距離 を 於 

いて は、 『多情多恨』 の 構成 も、 殊更ら に 『源氏物語 J の 影響に よっての 長篇の 構成 力の 大きさへの 發展 とも 

言 ひ 難いと 思 ふ。 

また 村 岡 氏 は、 「修辭 的 趣向 的の 美 所 妙所 こそ 彼が 心を惹 かれた ところで 11 」 と 本質へ 沒 入した 讀書 態度 

を 否定し、 外 核の 表現 枝 術の みに 關心を 持った 事 を 記されて ゐ るに かか はらす、 突然 『多情多恨』 は 『源氏 

物語』 の 本質と して、 本質的 影響に 立って 書いた と 言 はれる の も、 全く！ 11 言に 矛盾す る。 

かくて、 やはりす でに r 心の 闇』 に 於いて、 心理の 世界へ 深まって 行った、 彼の 徑路 から 見て、 必然 至る 

べき 境 致で あり、 幾分 か は 『源氏物語』 等に 暗示 を 得た としても、 全部 を その 下にお き 得ない 理由で ある。 

かう した 紅葉の 努力で あつたが 結局 この 期 を 背負 ふ もの は、 柳浪、 眉 山であった。 かく 紅 紫 は 停滞し、 水 

隆は リリシズムの ある 短篇に、 純 性 を 示しながら も、 すでに ヂ アナリスト として 走り • 小波 は 御伽 噺 作家と 

してより 努力し、 思案 は 更に 飛躍 もな く、 硯友社 同人と しての 惰力 を 持つ のみで、 花瘦も 同様であった。 

とはいへ 硯友社 はこの 期に おいて、 その 中心の 目的であった、 文 擅に 壓倒 的にまで 進出した 事で、 完全に 

目的 を 達した とい はねば ならない。 それと 共に 『明治 評論』 や 『靑年 文』 に 於け る W 岡嶺 雲、 『國民 之 友』 に 
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於け る 八面 樓 主人の 鋭い 攻擊 の聲に 何時か 背後に、 新與の 勢力が せまって 來 るの を 感じつつ • 次期へ 展開し 

て 行った ので ある。 

尙、 此期 二十 八 年 十月 俳句に ついて 秋 聲會を 組織して、 同人の 一 部はこの方面へも活躍した|5^は^項の通 

りで ある。 

この 期の 一 般 的な 展望 を 『きの ふけ ふ』 の 著者の 筆 を かって * 描いて おかう。 

硯友 社の 最 全盛期 は 明治 一 一十 六 七 年頃から 三十 年頃までで あったらう。 紅葉 は 堀 紫 山を從 へて 讀寶 新聞 

社に 據り、 三面 及び 文 藝欄は 殆んど 紅葉の 欲する ままと なった。 春陽 堂に は 前 田 曙 山が 座し、 博 文 館に 

は 大橋乙 羽が 控へ、 『新 小說』 も 『文 藝俱樂 部』 も硯友 社の 管轄に 委ねられた。 剰つ さへ 後藤 外 は Df. 

稻田を 出る と 紅葉 幕下に 馳せ參 じ、 硯友 社の 客將 として 其の 『新 一 者 月刊』 を硯友 社の 新版 圖に献 じた。 

當 時の 紅 薬 は 四方の 書肆 文人 來貢 すと いふ 勢 ひであって、 隨 つて 紅葉 傘下の 硯友 社員 は 各々 共の 據る € 

を 得て 勢力 を 張った。 

精 疲れ、 想 枯れたり と雖も 紅葉の 文壇 的 勢力、 硯友 社の 支配 はかくの 如き ものが あつたの である。 

註 1 「紅葉 書簡 抄」 一 〇 四 頁 

0J 内 田 魯庵は 「小 西^ 太郞 氏の 露阈 から 歸 朝され たは タシカ g; 治 二十 七 八 年で あつたと 思 ふ。 同氏 は 在 露中ト ル ス 

トイと 親交が あって 老子 を共譯 したと いふので、 同氏が 持ち 歸 つた 謄寫版 刷 ハ露國 では 發行卽 時 禁止され た爲 一 ^ 

讀者 間に 謄寫 K で 頒布され た ので ある) の 『ク 口 イツ ェ 口  • ソナタ』 の 同人の 飜譯は 非常なる 興味 を 以て 激へ られ た。 


此飜譯 は 尾 略 紅葉の 加筆が あった 爲、 譯文は 流麗で あっても トル ス トイの 深 酷 を 削ぐ 感が あつたが、 原本が 禁止 さ 

れた 謄寫版 刷で ある 事と、 譯 者が トルストイと 親交が あると いふ 事と が少 からざる 興味 を 呼んで 當 時の 讀書界 を 騒 

がした。」 (「トル ス トイの 思想の 移入 及び 傳播」 ) といって ゐる。 

00 『デ カメロン』 は 旣に叨 治 十五 年 六月 大久保 勘 一一： 郞の 『歐 洲情譜 鮮芳綺 話』 に 初 まって、 紅 紫の 以前に 三、 il 種の 

飜譯飜 案が ある。 ^太 利文學 のこの 國の 文學へ 作用した の は、 先 これ 等の 興味 性からで あった。 

4 村 岡 典嗣著 『=! 本 思想お 研究』 所載。 

6 明治 二十 九 年 二月 二 十五 日發 行讀賣 新聞 所載。 


開展の 社犮硯 章 六 第 


222 


第 六 章 硯友 社の 展開 その a 

一 解消 期と 紅葉 (一一 不年 以後) 

硯友 社の 作家の 文壇 進出 は、 前々 期、 前期で 十分に 某され てゐ る。 その 結社の 中心的 目的 は、 旣に 完成 さ 

れた譯 である。 その 目的 を 達した 後 は、 一人一人の 力に 依って、 佳き 作 lis を 書いて、 時代に 生きねば ならな 

い。 時代へ 生きる と は、 結局 作品へ の 精進、 一 作より 一 作へ の 進展 を 計る ことに 過ぎない。 それによ つての 

み、 作家と しての 生命 は 保 たれる。 彼等 は旣に 同じ 巢 立ち をした 鳥の 如く、 各々 が 思 ふま まに 飛んで、 その 

翼の 强 いものの みが、 永く 飛び ゆけ る譯 である。 かくて 今 はた だ 同じ 異に 育った とい ふ機緣 で、 お 互 ひに 接 

近 は 保った では あらう が、 積極的な 結社 性 は 次第に 失 はれて 行った ので ある。 

明治 三十 三年 十一 一月 十九 日附， 當時獨 逸に ゐた巖 谷 小波 宛の 紅葉の 書簡に は、 次の やうな 章句が ある。 

拔御出 發後は 文壇 例の 如く 不振に て 本年 も あと 一 一十 日に て 暮れ 申 候。 世？ 1 の 不景氣 謂 ふば かりなく 吾 社 

の 新聞の 如き は近來 無比の 不 繁昌に て、 影響 われ 等の 頭に も 及び 候 次第に 有 之 候 來年は 文壇の 景氣 少し 

は 宜し かるべき 乎。 

とひと り 彼のみ ならす、 時代の 一時 戰爭 以後の 空景氣 によって、 影響 を 受けた 文學界 も、 それが 鑕 靜に歸 

ると また やう やく 固定した 素描 をな し、 次いで 硯友 社の 作家の 近況 を 次の 如く 報じて ゐる。 


葉 紅 崎； s の 年 一十三 治 明 


桂 舟 も 其 後 勇氣衰 へ. f 居り 候 段 は可賀 事に 存候。 思案 は團珍 入社 以来 は 非常の 元氣 にて 近寄る ベから す、 

是亦 結構に 御座 候。 眉 山に も 其 後 寺 町の 往來 にて 一度 遞返致 候の み。 江 見に も 久しく 掛逮 ひて 會 はす 候。 

岡 田に も 一 度會飮 せし 後 逢 はす。 

硯友社 も 今日の 狀態 では 誠に 有名 無實に て 甚だ 位しく 存候。 さりと て 小生 も S 繁多の 身と なり 舊の 如く 糾 

合すべき 斡旋 も 心に 任せす * 成 行の ままに 捨てて は 置け ど、 何とか 爲すぱ なるまい と 常住 考へ 居り 候。 

文壇 登場が、 目的の 中心に おかれ、 それが 達せられた 時、 積極的な 集團 性が 失 はれる 危機で あるが、 その 

後狹少 であった 當 時の 文 舉界、 發 表機關 をお 互に 利用し 合 ひ、 一種 ギルドに も 似た 關係を そこに 發 生せ しむ 

る 事 も出來 て、 それ 等が 同人 達. V 結合 させて ゐた。  - 

然し 戰 後の、 社會ゃ 文化 等の 發展 は、 發表機 關ゃ讀 者の 增加を 見、 ここに 尙 進歩的な 新作 家の 出現 を 待つ 

ものが あった。 また それ 等の 聲に應 す る やうに、 帝國 大擧、 早稻 田大擧 等の 文科 出身の 新しい 文舉 者が、 或 

は それ 程の 進歩的な 讀 者と 逆な 大衆の ために は、 硯友 社より レベルの 低い 大衆 的な 作家 さへ 出現して、 彼等 

同人 達 を おびやかす 形勢 もあった。 

かくて は 紅 紫 も、 同じく 小波に 宛てた、 三十 四 年 二月 八日 附の 手紙に 於け る やうに、 

望鄉の念はさる^^-ながら又僕の身の上からぃはば兄の如きはノ ンキ可 羨、 目に 新しき 物 を 看 耳に 新しき 

事 を 聞き、 一 學生 として ス テッキ を ふり 廻して 飛んで あるかれる など は、 僕 等の 夢想 だ もす る 能 はざる 

處- 志 を 抱きながら 酢醬 油の 察に せめられ、 又は 小天地の 親分と 立てられ、 其が 爲 につまらぬ 責仟等 を 
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負 ひて 身動き もなら ぬ 苦し さは、 僕 自身より も獨 逸なる 君が 目に 能く 映 却 つ て 能く 洞察 さ る X 處 なる ベ 

く、 今頃 は 君が みづ からの 幸福 を 感じ 居た まふなる べし。 些々 たる 虚名の 爲に心 を 役せられ 居^ 境界な 

かな かつらく 悲しく 候。 (註 1) 

とい ふ獨 りの 心境に、 しみじみと 思 ひ 耽つ た 夜 も あ つたので ある。 

前に 記した 紅葉の 書翰に 見 ゆる 「糾合」 の 文字 は、 如何なる 意味で 用 ひられた であらう か。 在. 米の 同人 を 

更に 密接に 結合させる 方法と いふ 以外に、 作家 志望者 を 彼の 門に、 養成す る 意味 を も 含ませて ゐ たと W 心 ふ。 

然して 前者の 意味での 糾合 は、 當時 にあって は、 殆んど 無意義で、 後者 とても、 虞に 新しい 文學に 生きたい 

と 思ふ靑 年た ち は， 旣に硯 友 社 作家の 文 舉には 物 足らす * その外の 道 を 歩き 出して ゐた 者が 多かった らう 

例へ 彼の 門 をた たく 者 とても、 眞實彼 を 尊敬し、 その 指導に 依って 精進し ようとい ふ 決心の 者は少 く、 彼の 

作 『靑 葡萄』 の (四) に 書かれた やうに、 

凡そ } ^下に 小 癮に 障る もの は、 近來 後進と か稱 へろ 修業 中の 小說 家で ある。 渠 等の 禮を 心得ぬ こと は 山 

猿よりも 甚 しい。 一面識 も 無い のに 卒然と 刺 を 通じて、 懷 中から 何 か 書いた もの を 出して 御 覽を願 ひた 

い、 と 言って 其 日は歸 る、 後から 直に 手紙 を寄來 して. 早く 添削 を 願 ひたい、 添削が 出來 たら、 何處へ 

でも 御世 話 を 願 ひたい！ 驚かざる を 得ぬ、 采れ ざる を 得ぬ。 

又は 一 面識 も 無い に、 原稿に 狀を 添へ て、 (方今の 文壇 其 人 多し と雖 も、 不 $c の 仰ぎて 師と恃 むべき もの、 

先生 を 措いて、 其 誰か 有らむ と。) 先 嬉しがらせて、 これほどに 思 ふ もの を 、添削して 下す つたと て、 萬 


更罰も 中り ますまい、 と 云った やうな ロ說を 書いた 末が、 可成 早く 手 を 入れて 返送 を 願 ふとして ある。 

それで 中に 一 ー錢の 郵便切手が 一 枚 入れて ない。 いやもう、 實に大 詩人 ほど 凄い もの はない。 

此等は 未だ 可い。 二度で も 三度で も 斧正 を 辱う して、 何 か 恁か卅 .1 間に 紹介まで して もらって、 覺束 無く 

も獨 歩が 出来る やうに なると * さあ その 御無沙汰！ 近火が あらう が、 それから 十日 經 たうが 顏を 出す でも 

ない。 嚴 いのは、 年始 狀を さへ 寄 来さぬ のが ある。 渠も 自ら 言 ふ 如き 詩人であるなら • 一  時 一 曰に 三度 

も 潜った 十 千 萬 堂の 格子、 此 雨に は 如何に 朽ち つらむ。 此 月に は 門の 梅 香 如何に 句 はむ ぐら ひ は、 sc. 

浮べ さうな ものであるに。 然し 是も 未だ 可い。 現在 立派に 門下生と 稱 して、 草稿 も 持って来れば- 巨い 

御世 話に もな つて ゐ ながら、 陰へ 廻る と、 先生 を 同輩に 遇って、 其 名 を 呼 拾に したり (あれ) がな どと 

云 ふ 代名詞 を用ゐ たりして、 其 人物 を^し、 其 文章 を 篤る のが ある。 

とい ふ 風に * 彼を單 に踏臺 にし、 利 ffl にあて ようと 思った 人 もあった ので あらう。 かう した 有様で は、 尙 

更新し い 結合で 進む 氣持も 起らない の だ。 

三十四年^-月三日* 在獨の 小波に 紅葉 は 次の やうに 書いた。 

病氣 前より 虚心に 不逢 候。 桂 舟 は 後 圚を廣 く 借り * 秋草 澤 山に 栽 込み、 市 隱 氣取 にて 毎日な まけ 居候 様 

子 • 眉 山 は 一度 も會ひ 申さす 候。 柳浪 にも： E 斷、 ，U 兑には 絕々、 小生 も 四 子の 親と 相 成り 大いに 凹みの 

氣味、 大 飛躍 を 企てん と 心ば かり は 逸り 候へ ども、 意の 如くに は 不參、 加 ふるに 近 米の 病身と 物 を 書く 

のが 馬鹿馬鹿しい やうな 氣も 少し は 出て 大 頓挫 中に 有 之 候 ra.  E 下 卽身卽 佛に參 いたし 一 新 34 想 を^ 
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めんと 煩悶. S たし 居候。 

かく 他へ 對す るよりも * 自己への 省察 を 獨り行 ひねる 15^ もあった。 紅葉 はかくして、 硯友 社の 同人と も- 

滅多に 會 ふ機會 もな く、 自らの 創作 欲も缺 乏し、 加 ふるに * 彼の 肉體の 胃の 腑も： 1； 時 か ii まれて 來た。 

彼 は 三十 二 年 七月 病氣 保養の 爲、 佐 渡へ 旅した 折の 紀行文 『煙霞 療養』 の 胃 頭に 

筆 だに 投. f れば必 す 癒る と 云 ふの が、 己の 持病であった。 例に因っ て其のi^^Jを投じたが、 驗 がない。 服 

藥 したが、 それでも 驗の無 いのは、 此の 四月 以来の 驟々 樂 まざる 病。 祌經 衰弱との 診斷 で、 之 を 治す ろ 

は、 煙霞に 如く 無しとの 診斷 であった の を、 出 億劫に 牽 されて、 等閑に する ではなかった が、 差當 つて 

心地 死ぬべく 覺 ゆるので もない 所から、 風 待 をして 居る やうに、 今日明日と 五十 日 約 も 過した。 或 B 入 

湯 中に、 其の 瘦せ たこと は、 馬車 馬の 胸 を 見る やうに、 肋 # が 一枚々々 露れ てゐ るの を發 見した ので、 

凭 では 苦い 藥の 簡略 を 捨て &、 熟い 旅の 億劫 を も 取らねば ならぬ と、 實は卽 夜に 決心した ので ある。 

と 記して ゐる。 

『煙霞 療養』 によれば * 七月 一 日 早朝 上野 發、 信越の 高原 地帶の 風光 を 賞しつつ、 

夏 ころも 碓 水の 雨 の 灑く哉 

いその かみ 古き 碓 日の 雲の 袖 

夏山の 雪見る 雪の 絕問 かな 

等の 句 を 得、 赤 八 a 鷀 泉に 二 泊、 人 氣少き 山 莊に病 骨 を 洗 ひ、 三日 朔出 發、 直， y 维を經 て B 本 海づた ひに 新 
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潟の 町に 入った。 佐 渡への 便船 を 得た の は 七月 八 E の 朝であった。 新 潟で も 佐 渡で も、 療養の くつろぎ S 旅 

人と も 思へ ぬ、 小說 家ら しい 觀察を もって、 土地の人 情、 風俗、 風景 * 歴史、 食物な ど を 丹念に 調べて 記錄 

して ゐる。 

『煙霞 療養』 は、 かくして 十二 日 佐 渡の 金山、 相 川鑛山 見物までで 筆 を 止めて ゐ るが、 佐 渡に 止る こと 約 一一 

ヶ月、 立秋の 氣立 初めて、 この 旅から 歸 つたので あった。 

この 紀行に は、 自然の 外 光が、 人事と 交錯して、 輝いて ゐ るが、 歸 京しても 尙、 病患に 苦しめられ たらし 

い。 それ はこの 旅で 世話になった 人々 への 書簡に 依って 知られる ので、 齋 藤氏 > 中 川 月桂 氏に 宛てた 書簡に、 

歸京 早々 腸 カタル を 病んだ 3!E が 記されて あるの だ。 

この 旅 は、 いくらか 彼の 英氣を 養 ふ 足しになった といへ、 それ も 一時的の もので、 かく 歸京 早々 病み、 翌 

年 も 病患 は、 彼のみ ならす、 尾 崎 一家 を 襲うて 彼 を 憂 I ^にした。 卽ち 三十 三年 十二月 十九 日 附の在 伯林の 小 

波 宛の 書翰が これ を lii つて ゐる。 

本年 如き 小生 家內に 取りての 厄年 は 無 之、 二 女 彌生腹 カタルに て 三 H も惱み 候に、 十月 末より 長女 チ ブー 

ス に似たる熱ぃで未だ收蓐に！^土らざるに、 三女 又 々百日咳の 氣味 にて、 小生 は 例の 漫性 胃病 尾 崎 家の 紛ー 

擾 本年に 極れ りと 可 申 11 。  一 

かかる 樣々 の 原因 11 時流、 肉 體の病 串 r 精力の 消耗 等、 視友 社の リイ ダァ 紅葉 は、 彼 一人が 中心と なつ 

て、 最早 一面から 一一 一一 〔へば、 結社の 存在理由が、 目的の 達成と 共に 消失し かけて はゐ たが、 その 硯友 社の 勢力 
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を 支 ふるに 堪 へなかった。 その 結社の 衰運 は、 ここに 更に その 傾斜の 角度 を擴げ るので ある。 

かかる 境 致に 於て、 紅葉 は 一 に は 自己の 沒 落の 恢復の ため、 二に は それに 依って、 硯友社 作家の 意 氣を营 

起せし むる ため、 じりじりと 病に 苛まれながら、 『金色 夜叉』 の遲々 たる 華 を 運ばせて ゐ たので ある。 

紅葉の この 晩年に ついては、 『紅葉 書翰 抄』 に收 めら れ たこの 代の 書簡、 三十 四 年 元旦より 十：：： 十日まで 

の H 記と 三十 六 年 四月 二十 三日の 「铫子 紀行」 を 併せた 『十 千 萬 堂 tn 錄』、 三十 五 年 五月 六日より 十六 日まで 

修善 寺に 病苦 を 養った， 折の 手記 「修善 寺 行」 と、 三十 六 年 一 一月 五日より 一 一月 八日まで 及び 一 一月 十 一 日、 六月 

四日の 日記 「病 間 記」 が收 めら れた r 紅葉 遺稿』 及び 「病 骨錄」 「生死 論」 「觀 月」 を牧 めた r 病 骨錄』 等に、 

明ら さまな 病苦、 生活、 心境が 窺 はれ、 親しまるべき 人間性が 流れて ゐる。 ここに 先、 雜 然と 書簡 抄に牧 め 

られ たもの をと つて、 晚年 のこの 目的に 添 ふ もの を、 部分的に 年代順に 配列して、 『< ^-色 夜叉 J の 裏に ひそむ 

彼の 精進の 姿 を 描き出し たいと 思 ふ。 

三十 五 年 二月 二十 一日 杉 野 喜 精 宛 

金色 夜叉 鑌々 の鑌は 四月 一 日ょり紙上に掲載の^^^に相成候が本年は大ぃに维を揮ひ候覺悟にて、 文界も 

大分 色めき 候 模様 有 之 候へば 此際 ー奮發 致し 候 心底に て (中略) 小生 も變 りたる 事 は 無 けれど 風 丰老ひ 

たりと 人々 に 申され 候 は、 兩 三年の 胃 患の 故に やと 存候。 いかにも 筆 取る が懶く 候て 困 入 候へ ども、 前 

陳の 如く 本年 は 勇 を 鼓して 机に 臨み、 一 面に は 養生 法 を 講じ 可 申 用意 致 居候へ ども 夜 を更し 候と 食事の 
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不規則 運動の 不足 等 は、 一朝に して 改善 難 致 一身上の 都合と も 可 申 か、 思 ふて 此に 致れば 拾つべき もの 

は 弓矢な りけ りの 感 なくん ば あら. f 候。 然し 本年 は 何 か 見るべき 物 一作 致すべく 候 問 御 覽被下 度 候。 

三十 五 年 四月 二十 五日 上 H 敏宛  " 

夜叉 又 頗る 崇を 作し 候と 覺 しく 年来の 稿を績 けんと 致 候 へ ば 必す病 勝に 相 成 候 155^ 鏡の 物 を 照す が 如く わ 

れ ながら 少々 おそろしき やうに 感じ 候。 

本 月 細 縧蟲を わかし、 これ を 退治 候へ 共 胃 を 傷め 候 處又數 日 前より は 右 眼の 険 にもの もら ひの 大 なる を 

發し、 昨日 あたりより 輕 快に 相 成 候と おもへば， 引つ じき 猛烈なる 腸 カタルに 根リ * 例の 休養 致し 行く 

春 を 詩人 病めり と は ハ ィ カラ 聞の よろしき 境遇に は 候へ 共、 本人の 身に とり 候て は 例のう まものぐ ひも 

出來 す、 茫々 然として 寝つ 起つ 致 居候。 (中略) 本日 は 終日の 陰 雨 大いに 人 意 を 不快に 致し 候。 加 ふるに 

寒 氣襲ひ 候て 病 幅 尤も 堪 へざる 事に 御座 候。 明日 あたり 試に 筆 着け 可 申 かな どお も ひ 居候へ ども， あて 一 

に はなら. f この やうに 體 はわろ し 社に て は 文句 をい はるし 捨っ べき もの は 弓矢に 御座 候。  一 

一 

三十 1;- 年 六月 二十 五日 湘沼恪 三郞宛  - 

まづ/ \ 日增に 薄紙へ ぎ 候 やうに 快方に 向 ひ 候 やうに も 相覺ぇ 候へ ども、 未だ 油斷 はなり； 小 巾 食後 や 4^ 

り 腹 張り. S- 候。 然れ ども 幸 ひ 疼痛 を 感じ 險事は 頗る 減じ 申 候 故、 一 しき リ より は餘程 凌ぎよ く 相 成 巾 候。 一 
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★ 

三十 五 年 十二月 十七 日 鹈澤四 丁 宛 

去る 五月 以来の 胃病 今に 全癒と 申處に 參ら. f 候て 一 一六 社に 入り 候て 多忙の 方と 相 成 候て， 養生と か 

すくる しき 中に 仕事 致 候て、 年末に 際し 一 暦亂 麻の 如く 紛々 たる 用事の 夤り 候。 快方の 手腕 を 缺き息 も 

つきあへ ぬ 有様に 御座 候。 

三十 六 年 三月 十 一 日 尾 崎 夫人 宛 

小生 も 入院 後 は 百事 を なげうち 候て、 養生 一 方に 心 を かたむけ ばかの やうに なりて 心 を樂に 持ち 此の 病 

氣と あくまでた. 'かひ 候て かなら. この EE のし こり を 打 滅し可 巾 決心に 有 之 候。 はや 今度に こり 候 

故い かなる 場合 にても 不養生 はいた さす 候 間、 これの みは 御 安心 被 成 度. この 二三 曰 養生 を專ー に 心が 

け 候 結 菜の よろしき につけて 大いに さとり .m. 候。 

されば 此病手 重の ものな りと 醫 者より いはる \le^ ありと も、 小，' しも 祌經 など を 起す 1$ なく 自身 整 生の 力 

にて かなら す 退治いた しくれ 候へば 御心づ よく 持 たれ 度 候。 

十分に 此の 覺悟を 持ち 候以 來元氣 よろしく 相 成 消化 もいた し 候 華 なれば、 氣を くされ 候が 大毒 也。 今後 

とも 大元氣 にて 此 病に 打 勝ち 可 申 事 鏡に 掛けて 見る が 如しと 心 獨りを どり 居 巾 候。 

★ 


！  三十 六 年 三月 十 日 福 田 和 五郎 宛 

一 扱 本日 午前 十 時卅分 退院 仕り 候。 之より 一 時間^、 入澤 博士より 在院 十日 間の 斷症 試験に 就て、 始て結 

5^ の 報吿を 受け 候處、 運 拙く も 彼の 腹 內の腫 瘤 は、 セ ント へ レナの 古 英雄 を も喧 せし 不治の 胃癌と 相 極 

り 申 候。 來 山が 「花 \ 吹いて 死にと むない が 病 かな」 の 今更 如何にと も爲ん やう 無 之、 但强 ひて 申さば、 

不幸 中の 幸 は、 良性との 靠に 候へ ども、 早晚 之が 爲に噎 るべき 天命と 覺悟 せざる ベから す， 

？  篤の 鳴く 音 悲しと 夢に 見し 

S ン 

消 \  而 して 病處に 一 刀 を 下すべき や 否 や は、 唯今 胸中の 大 問題に 有 之 候。 從而 一 日も攝 生を忽 にす ベから ざ 

期 ^ る われ 物 用心の 身に 候へば、 當分 百事の 累を 抛ち、 来客の 煩 を 絶ち 靜養 第一 に 心掛け 可 申と 存候。 委細 

と 一  は 又々 可 巾 上、 其內病 骨錄と 題し 候て、 はかなき 日記な リ とも 入御 覽可. m. 候. 入院 中 僅に 一 句 致 候。 

紅  何 はさて 命 大事の 春寒し 

葉  ★ 

一  三十 六 年 四月 十六 日 齋藤 松洲宛 

其 後 賤恙刖 狀無之 然しよ ろしき 方に 趣く とい ふ景氣 に は 無 御座-. 専ら 流動物 を用ゐ 居候 故、 神 身共に 

一 勞れ 候て 困 入 申 候。 讀書は 出来 申 候 へ ども、 執维も 出來不 申、 手紙 書く も 億劫に て いづ 方へ も 無沙汰 致 

お \  居候。 平常 好きな 客 さへ 接待の あとつ かれ 候て よろしから す、 始終 氣倦 み體 萎えぐ たくと 致し 何とい 

\  ふ蓽 もな く 閉居して 消 花 致 居候が 何より つらき 事に 御座 候。 
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例年 花 く 頃 は 頭 ffl く 氣鬆し 候に、 この 病中の 事 なれば • それが 一 曆^^しく 一  身を持ぁっかひ居申候。 

人を訪 ふも慵 く、 人に 訪 はる、 も 瑟く、 內に 居る の も氣が はれす、 外に 出る 元氣も 無く、 食慾 絡え 名利 

の 心 去り、 恰も 枯木の 水に 漬り 死灰の 雨に た \ かれた る やうの 有様に て  一 口々 々と 送り 居 巾 候。 

三十 六 年 六月 四日 水 落 露 石 宛 

五六の 親友 相 集りて 此身を 案じ くれ 候 事 一 方なら す、 小生 は 世に も 希なる 仕 合 ものと 心中 喜び 居 巾 候、 

小波 子 ある 人に 向 ひ 尾 崎 も 以て 瞑すべし だと 申 候 由、 この 一言に て 小生が 如何に 死 花 を^ かせつ、 ある 

か、 御 察し 被 下 度 候。 齡 四十に 滿 たす これからが 仕 察 をす る 所に て、 摧け候 は 如何にも 殘 念に 候へ ども、 

天命 は 誰も 逭れ 難く 候へば、 かやう に 人々 にお も はれ 候て 往生 候 は、 小生の 面目 不過之 含 笑 入 地の 大{ 文 

心 を 得 候 も、 畢竟 此邊 のカ與 りて 犬なる 事と 存じ 本望の 事に 御 鹿 候。 

半生 を 文章に 費し その 成らざる に 先ち て 死に 候 事 は 返す く 無念に 御座 候。 

この 五六 年來 はは かぐし き 筆 も 取らす * 新聞 も 休 勝に て 豎子 をして 跋愿 せしめ 候 も、 此大忠 を 發し候 

下地の 爲に 暗々 裏に 惱 され 居候 事と 存候。 

子が 此病を 得 候 を 人 は惡食 又は 暴食の 因果の やうに わら ひ 候が、 小生 は 何より ロ惜ぅ 御座 候。 文章の は 

にかく 身 を 危く致 候 外なら， f 候。 今 死に 候 は 七生まで も 世に出で \ おも ふ 通りの 文章 を 書き 中 さすて 

は已 ますと 執着 致 居候。 


三十 六 年 八月 六日 齋膝 松洲宛 

一 咋日醫 師參り 病勢 頗る 增 進の 校 機 なれば 打明けた 處御覺 悟 有るべき とやう に 申 候へ ども * 拙 生 胸裏に 

はま だ その 消息 は 御座な く とれから 庭に 水 打ち アイス タリ ー ム 啜る を 樂 みに いたし 居候 (中略) 今日 も 

生 延び 申 候 明日 の 事 は 測り 難し。 

三十 六 年 八月 二十 三日 石橋 思案 宛 

貴 論の ごとく 凉氣相 催し 候へ ども、 難病の 身 は 一向 凌ぎよ くも 候 はす、 この 六 七日 來日々 の 疼痛に て 煩 

悶罷 在い とせめ て 苦しき 時 は モルヒネ を 服し 候て 一時 を 寬ぅ致 居 次第に 御座 候。 咋夕も 一服 やり 候 故 今 

朝 少しく 樂に てこの 筆 も 取り得 候 事に 御座 候、 まことに か&る 苦痛に て は 長く 難堪く 一 思 ひに 死なば や 

と 考へ候 1S| も 御座 候 胸中 御 察し 被 下 度 候。 ， 

この 飛び飛びに 配列した、 死の 前年より 死の 年に 至る 書簡に、 如何に 病床に あって、 文舉を E 心 ひ、 死を豫 

想しつつ あつたか、 逞しい 生への 期待の 背後に、 死の 襲來を 返け て 弱い 心を勵 して ゐた 紅葉に、 同情の 淚を 

注がざる を 得ない。 この 書簡に 於て、 三十 六 年 三月 十一 日の 夫人 宛 • 三月 十四日の 福 田 和 五郎 宛の 直前 一二 月 

十日の 日記 は 『病 骨錄』 に 含まれて ゐ るが、 それ は 日記と いふより 精祌 の混亂 を整现 して 透徹した 心境 小說 

の體 をな して ゐる。 卽ち 病院で 長 澤學士 よ. 0/ 紅葉 自身 病氣 について 如何に 考ふ るか、 手術に ついて 覺^ あ 


り やと 問 はれて 決心に 迷 ふあたり、 催眠の 料に と 薄 月の 夜 葡萄酒 を 求めに、 本鄉 通りに 出ようと すれば、 

警戒した 看護婦が 呼びと める 場面、 十二時、 一時、 二 時、 夢と なく 現と なく 走る { や： 想の〕 i£ にゐる 心现、 さう 

した 宵から 三日 經て、 十四日 入澤 博士 自ら 來 つて 斷症試 驗の結 某 を 吿げ、 去る に 臨んで 「私の 誤診で ある こ 

と を 希望す るので す。」 とい はれた 言葉で 終って ゐる。 死の 月 十 =r:l 日の 日記 も 亦、 冷 かな 氣が 字面から 立ち 

こめて ゐる。 モルヒネの 功 用 を 説き、. 將來に 傑作 を 書きたい 希望 を 愛撫して 「最早 今生で は 其 望も柩 はぬ 蔡 

であるか？ 凡ての 妄念 を 一洗して、 唯予は 臨終の 際に 於て、 七 度 人間に 生れて 予が思 ふ 程の 文章 を 書かう と 

爲 るので ある」 との 野心 ある 諦觀を 述べ、 同じ 病であった とい ふ 上 杉 謙 信の 逸話に 懷 しみ、 無遠慮な 客に 祌 

經 質な 怒り を發 して ゐる。 

「觀 月」 と 題した 十月 五日の 日記 は、 その 月の 末日に 永眠した、 彼の 發 表された 最後の 日記と して 心惹 かれ 

る。 この 宵、 親しき 門 生 等 を 集めて、 觀 月の 句 會を 催して、 「樓に 上りて 八 時 開莛。 月色 明に、 風 無く。 氣靜 

に、 昨の 如く 寒冷なら す。 遇 難き の 良夜な り。」 と 誌して ゐる。 然し また 「同 八 時半、 胃痛 息まざる 故に、 ま 

たへ a イン を 服す。 斯日睡 起より 懔騰 として 氣カ 薄く、 人々 集りて 後 * 快談爲 さんと する に、 困憊と 疼痛と 

交 も 迫め て、 意の 如く 爲る能 はす。」 と 言 ひ、 やや 快くな つて、 「病中 不 把盃。 我 をして 月 前 獨り憂 ひしむ る 

勿れ」 とて 

莫留 非涅の 量增せ 月の 今宵 也 

の 句を咏 んでゐ る。 


彼 は その 前 七 九日 「生死 論」 なる 感想 を 記して、 迫り 來る 死につ き、 生に 比して 述べて ゐる。 それ は 結 

局 「吾人 始に旣 に 生く。 故に 生きて あるべき の 務を爲 せりと 雖も、 要するに 樂 まんが 爲に 生く るに あらす し 

て、 生く るが 爲に樂 める 也。 生の 終る を 待つ が爲 に、 假に其 間を樂 める 者なら す や。 生 旣に盡 きて 死來 る、 

宜しく 從容 として 迎ふ べし。 生の 樂 しきが 如き は、 生 を 得た るに 就て 之を處 する 一 の 方便なる のみ、 共生 終 

らんと せば、 潔く 之に 就いて 可也。 死 は 決して 此 生の 樂を奪 はんが 爲 に來れ るに あらざる 也。 死は始 より 生 

者の 樂と 苦と を 知らす、 唯 生の 終を吿 るが 爲に來 れるを や、 吾人 何 ぞ之を 憎む こと を 得む。 之 を 憎む は 死の 

何物た る を 知らざる 故の み。 死の 何物た る を 知らざる、 則ち 又 其 生の 何物た るを辭 せざる のみ。 智^|<?何ぞ如 

此く ならん。」 といった 風な へ 方で、 「生の 容 たる や 花の 如く 美 也。 死の 狀 たる や 雲の 如く 幽 也。」 との 言葉 

でも 分る やう、 兩^ を 共に おいて、 情趣 的な 見方 をして、 彼が 思考の 淡々 たる 界に 安住して ゐ たこと が、 

現實 死に 當 面して 生死の 考察に も、 洒脫な諦觀に^^著ぃ てゐるのが見られる。 

彼に は 畢竟 死 は 死、 藝 術は藝 術で あつたに 違 ひない。 彼の 晩年の 病苦と 平行す る 『金色 夜叉 J に、 彼の 日 

記 書簡 を 通じてう かが はれる 苦悶 は、 作の 進行の 上に は 影響した であらう が、 內容の 中にはし みこんで ゐな 

い。 勿論 题 村が 題材で あるから、 彼の 生死への 苦悶が 入り こみ、 冷い 影 を 投影す るに は 困難で は あらう が、 

之が しみこんで ゐ ない 事 は、 彼の 文學の 特徴と 思へ る。 大抵の 作家の かう した 場合、 その 青白い 吐息 は、 何 

等 かの 形を假 つて 作品の 屮途 からで も雜り 入って ゐる であらう と 思 ふ。 

ただ 紅葉 は、 ここに 美しい 歌 を唱ふ 努力の みした。 池に 浮ぶ 白鳥が、 そのい ま はの 最後に- 生涯で c;^ も 
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しい 歌 を 歌 ふとい ふ 物語の やうに。 

彼 は 「白鳥の歌」 の 半ばに 倒れた ので あるが、 『金色 夜叉』 の 大衆 的 浸潤 は 驚くべき もので、 その 梗槪は 如 

何なる 山村の 士女 も 之 を 知り * 「貫 一」 と 「お宮」 は 今尙 まざまざと、；^ 會に 呼吸 づ いて ゐ るかの 如くで ある。 

それ は 德富蘆 花の 『不 如歸』 と 並んで、 最も 大衆の 愛讀を 得た、 明治の 小說の 一 つで あらう。 それ は 作品 以 

外に、 演劇 ゃ映畫 や、 流行歌に よる 傳播が スト オリ ィを 一 般 化した ものの やうに も E 心へ る。 

この 作品に ついて、 多くの 批評 は その 藝術 的價値 を、 紅葉の 作品 中 『心の 閣』 や 『多 多恨』 に 高く 呈し、 

『金色 夜叉』 は、 その 名の 有名なる に 比し、 より 評價は 低い ものの 如くで ある。 その 现由. として 正宗 白鳥 も 言 

はれる 如く、 蕪雜な 新派 劇 や、 映晝 などに よって 流布され、 その 聯想が 作品 自體 も、 幾らか 汚が された 印象 

を與 ふるので ないか。 直接 これ 等の 先入主 を排 して 讀む 時. 餘 りに 通俗的に 見られて ゐる この 水 準 を、 更に 

上げねば ならぬ のでない かと 思 はれる。 ここに は 彼の 生涯の 作品 傾向の 總 決算 的な 要素が みなぎって ゐる爲 

に、 その 長所 短所 は 共に 見られる であらう。 

この 作に ついても、 やはり 村 岡 典 嗣氏は 『日本 思想 史 研究』 中の 「紅葉 山人と 源氏物語」 に 『源氏物語』 

の 影響の 下に 書かれた ものと して ゐられ る。 

それ は 主として、 與 へられた 文章 上の 影響であって、 景情 一致の 筆、 婦人 描寫、 文章の リズム、 「ぬべ く」 

「なりけ り」 「いといた う」 などの 語法の 攝取を 記して ゐられ る。 そこに は 『多情多恨』 の 場合に 比して、 现 

論 的で 肯定され る ものが ある。 表現の 技術 方面から 研究され たもの が、 さう した 方； 切に 反 S する のば 合现的 


であるから た。 

しかし それ は 龙大な 全篇から 見れば、 まことに 局部 的な 見方に しか 過ぎない。 ここに は 全部 こわた つて、 

紅葉の 髮 • 吸牧 した 様々 の 業、 それ 等が 複雜 に、 時に I； され、 時に 霧し、 全篇 到る 所に 埋められて. 

この 作品の 大きな 構成 をな して ゐ ると 言 は ねばなら な い 。 

正宗 白鳥の 言 ふ 

私 はかね て、 r 心の 闇』 と 『多情多恨』 と を 紅葉 全 作 中での 最も 傑れた ものと して ゐた。 『金& 夜叉 J の 

如き は r; 小如歸 j 『魔風 戀風 J などと 同列に 論ぜら るべき 通俗小説 であると 思って ゐた。 ところが 今度 全 

部 を通讀 して 見て、 さう とば かり は霄 へない こと を 知った。 文擧 おとしての 紅 紫- 人と しての 紅葉 を 研 

究 する ために は、 r 金色 夜叉』 を こそ 選ぶべき である。 馬 琴 を 研究す るに は 『弓 張 月』 や 『美少年 錄マ、 

『俠 客傳』 よりも、 『八 犬傳』 を 選ぶ のが 當然 であるが、 『金色 夜叉 J は 紅葉 山人の 『八 犬傳 J と 云って い 

\ の である。 …… 私 は 今度 この 未完の 長篇 を讀ん で、 た.^ に 紅葉の 文學的 技倆 を 十分に 窺 ひ 得られた の 

みな らす、 世上の 小 謹 好 者の 心理 を も 察す I が 出 來たパ 中略) 紅葉が 皇の； 大分と 蕴蓄と を I し 

た V 說は r 金色 夜叉，！ である。 『一 二人 妻』 や 『多情多恨』 の やうに 完備した もので はなく つて、 どんな 批 

評 力ら も^ 氟 され さうな 缺點を 有って ゐ るので あるが、 彼と して は 最も 面倒な^ 材 C ぶつつ かって 藝 

術 的 露 を 試， t た ので、 羅 I り盡 して、 倒れて 止む まった 悲 f 感じが される。 .V- れで 彼れ は自 

己の 有って ゐる あらゆる 物を投 出して ゐる。 輟ぎ はぎで あるが、 それ 等の 繼ぎ 切れの ある もつ こま、 一 
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代の 才人の 織った 錦 繡の突 を 表して ゐ るの だ。 (註 1) 

とこの 未完成ながら、 集大成の 作品への 評言 は傾聽 すべき 多くの 眞實が ある。 手に入った 習練の 筆 を もつ 

て、 自らの 肉體の 近距離への 作品の 小さき 完成 を 計る は、 それまで たどって 來た 作家に とって 容易な こと 

である。 然し 新しき 大きな 文擧 上の 實體 へ、 新しき 方法の 實驗を 以て、 距離のへ だたり をお いて、 身 を もつ 

てぶ つつかって 行く ところ、 その 作の 完璧の 如何 を 問 はす、 眞に 作家の 道が ある。 紅葉 はこれ を、 前に 描げ 

る やうな、 最 惡の條 件の 內に 於て， 奥敢に して 行った。 

白鳥の 云 ふ 「世上の 小說 愛好者の 心现」 と は 何で あらう か。 傅へ 間く 如く、 この 作品が、 紅葉の 病 忠のー 

進 一 退と 執维の 苦悶 を 如實に 示して 斷績 しつつ、 讀寶 新聞に 現れ、 毎朝の 配達 を讀者 をして 千秋の 思 ひ あら 

しめた 理由 は 何であった らう か。 泉 鏡 花の 表現 を かれば、 老若 婦女、 桃 割の 娘 も、 鼈甲 緣の目 鏡 かけた 隱居 

も、 それ を 耽讀、 愛誦した の は、 章句 調律 自ら 微妙なる 昔樂と 成って、 風 は蕭々 として 紙上に 鳴り、 水は潺 

々として 攀 意に 濯いで、 直ちに 讀 者の 心 胸に 響いた からで もあった であらう。 (註 2) 

村 岡 典 嗣氏も 同様に 「金色 夜叉の 後半が 讀費 新聞紙 上に とだえ 勝ちに 出る の を 待 兼ねて 讚んで、 心に 惹か 

れた箭 所 を 暗誦して 樂んだ こと は 今 も 記憶に 新たであります。 實際 1 語 一 字 を 苟もし ない 苦心の 結晶 を 示す 

美辭 麗句 は、 讀む 人に 嗜誦 を耍 求す る 力 を もって ゐ たのであります。」 とい はれて ゐる。 

かかる 文章、 外面 的な 行文の 格調 * 美し さも 讀 者への 魅力 を 持った こと は事實 であらう。 然しながら、 さ 

うした ものに まして、 筋の 興味 や、 人物の 明日の 運命に 氣を奪 はるる が、 多敷讀 者の 常で ある。 章句 調雜に 


氣を奪 はれた 鏡 花 自身 も * 亦 かう 書いて ゐる 1  、 

先生が 或 時、 某き 麗會に 出席され た。 園に、 淑女 才 緩が 夥しかった。 大塚楠 緒 子、 上田 柳 村 夫人な 

ど、 十 幾人 か、 ばらく と初對 面の 先生 を取卷 いた。 

「先生。」 

「先生。」 

「， l 抑 も 原の 地形た ると は 何事で せう。」 

「驟 郡の 南より 群峰の f 分けて ：：： どころ 軍 t ません わ。 宫 さん を 何う して 下さ るんで ^ ト) 

とい ふやうな、 作の 人物の 運命に- 身 もつ まされて 讀み 耽った 讀 者が 多かった と 思 ふ。 しからば 如何なる 

ものが、 かかる I を 捕へ たか。 之 I 會 S 情に 結びつけて 考ふ るに、 女 主人公 Is 榮 的な 心理 は、 

當 時の li つた 女性一般 S 二 Q 本能とまで 共 I であって、 富 山 Q 持つ is ダイヤ を見 

て は、 「あはれ 一度 は此 紳士と 組-^ て， 世に 愛た き寶 石に^ 尺す るの 榮を 得ば や、 と 彼等の 心 心に 冀 はざる は 

希な りき」 といった 彼女 達であった。 「世間の 女の 誰か 自ら S 色 好 を 知らざる べき。 憂 ふる 所 は 自ら 知る に 

！ 3 ベ くんば 宫は 己が 美し さの 幾何 値する か を當然 知れるな り。 彼 Q 美し I 以てし S に箇 

程の 靈を嗣 ぎ、 類 多き 學士 風情 を 夫に 有たん は、 決して 彼が S-S 頂に は あら ざり き。 彼 S 人の 奥方 

つ I より 4 し i からざる を 見たり。 又は 富 人の If 厭 ひて、 突し き 妾に 親む きたり。 才だ にあ 

らば i£ 身 はき ままな ろ 如く、 女 は 色 を もて 裏 を 得べ しと 信じたり。」 とそのお 宫の 慕は* 當籠ず 


條 件で、 男性の 從馬的 地位に ある 女性の、 唯 一 の 男性へ 對抗 する 武器で あるが、 明治の 社 會組縱 やう やく 歷 

然 たる 區 別の 線 を 見せ、 經濟 的に 不安定なる 階級の 生活 者の 貫 一 へ 頼る より、 より 優越 安定 的な 階級の 富 山 

に 心 は 移つ て 行く であらう。 

しかし お宮 は 全然 貫 一 を 思 ひ 切った ので はない。 金錢の 迷妄の 中に あつたの だ。 さう した 心理 は、 紅 紫、 

及び 彼の 讀者警 の 小市民の イデ ォ a ギィの 反映で あるが、 その 一方 封建的な 精神 生活の 傳承を ひく 知識階級 

の 潔 性で、 资 本家 階級の あまりに 經 濟的條 件で、 精祌 的なる もの さへ 購 はんとす る ものへの、 漠然 的な 反 

抗を 示して は、 その 意圖 を具體 化さして ゐる。 

かう した 岐路の 中に、 お宮 は 如何にな り、 貫 一 はどうな るか。 その他の 副 人物 達 はこれ 等 を取卷 いて、 如 

何に 進展 さする か。 當 時の 女性の 讀者達 は その 愛讀 する 心理の 片隅に、 お宮に 託して 等しく 自己の 運命の 殺 

子 を、 振って ゐ た事實 もあった と 思 ふ。 また ある 讀者 は、 精神的なる ものの 敗北へ 對 する 義憤から 主人公へ 

の 同情， 又 荒尾讓 介の 剛毅な 性格に 心惹 かれて ゐ たに 遠 ひない。 宗 白鳥が、 この 作品に 反映した 時代の {4! 

氣、 不徹底で もどう かしなければ ならぬ 時代の せつば つまった {< ^氣、 生活難 や、 金錢 欲の 鋭敏な 感じが、 在 

來の 小說と 違って、 ここに 光って ゐ ると 一一 一一 口った の は、 紅葉の 時代 社會の 截斷面 を、 くっきりと 觸れて 描いた 

ことの 指摘で、 それ は その 頃と して 讀 者に 受けた 大きな 现由 であらう。 勿論 幾らか、 一代の 紅 紫 山人が 病患 

を 胃して、 書き 綴け てゐ ると いふ 事の、 ジ アナ リズムの あ ふり も 極めて 部分的に はあった であらう が。 

我々 はこ こに 彼が 情痴の 世界の みより 見た、 人生 ゃ社會 より、 すっと 擴大 された 視野の 下に、 緻密な 計算 


を經た 大陸 文舉 風の 大きな 構成 を發 見す る。 それ はと も すれば 、洋風な 自照的 方向の 狭い 心境の 中に 籠らう 

とする、 日本の 小說 への 一 つの ts の 作用 をな す。 彼 は 大きな 掌 を ここに 見せた。 この 盾の 故に、 この 作 は 評 

價の 水準 を 高めねば ならぬ。 この 本格的 構成 は 認められねば ならぬ。 かう した 中に、 在來 彼の 特技であった、 

筋の 興味、 それ を 通俗に 墮 させぬ ため、 又 今日の 如く 活字 を默讀 する より、 まだ 朗 謓の慣 しに 添 ふための 文 

章の 彫琢" そして 時代に 相應 した 批判な ど 縱橫に 用 ひて、 この 長 篇を微 りなして ゐ るので ある。 

彼 は 三十 一 ^一  月より 實際攀 の 上で は 著 手した 本篇 を、 遂に 晚 稿の 喜び を 見す、 中途に して 三十 六た ヰ 十 巧 

三十日、 三十 七 歳 を もって 長逝して しまったの だ。 

紅葉 病床に ある や、 巖谷 小波、 石橋 思案 等 を 主として * 十 千 萬 堂 設立の 事を議 し、 そこより 紅雜全 ffi^ 發行 

のこと を 定め、 紅葉に 計った ところ、 彼 も 大いに 喜び、 病床に ありながら、 校訂に 從攀 したので あろが、 遂 

に その 生存 中に 第一 卷を 出す 述 びに 至らなかった。 また 彼の 藻 社！： 下、 泉 鏡 花、 小： 柴風 葉、 德 ffl 秋聲 * 中 山 白 峰 

新 井 雨 泉、 鈴 木 花 ^ 德山吟 葉、 篠原嶺 葉、 村 西 男、 山 M 水 葉、 瀨沼夏 葉、 星野麥 人、 北 嶋春石 等 卜 三人 

及び 後藤 宙外を も 加へ て、 師の 病愁を 慰めん ために、 『換 菓篇』 一 卷を 編んで、 平素の 恩愛に 報 ひょうと した。 

この 序詞に は、 十 千 萬 堂 門下 一列と して 「生 等相胥 りて 師 紅葉 先生の 病鬆を 解かん が爲。 鼓に 各 請み やする 

所を輯 めて。 換菓篇 と 題す る 一 篇を 得たり。 則ち 枕 上に 奉 贈して。 鄙忱の 十が 一 を 表す。 滿卷の 蕪^ 叱：.^ を 

愧づる 者 例の 如く。 今に 及びて 反りて 靜 養の 累 たら ざら むを冀 ふの み。」 と あり 他に 依 W 百 川、 野 口 寧齋 の 序 

をも揭 げてゐ る。 


紅葉 は その 晚年 『金色 夜叉』 に 傾注した 精力の 淺り を、 更に 他に も ふりむけて ゐる。 『寒 牡丹』 は 三十 三年 

一 月  一 B 起稿 讀賣 新聞 發表 とい ふが、 三十 四 年 二月 六日 發 行の 春陽 堂 版に よれば、 長 田秋濤 との 合著で ある。 

原作 は 知らぬ が、 露西亞 の小說 の飜譯 らしく、 秋濤の 下譯を 紅葉が 加筆した ものに 遠 ひない。 

『東西 短慮 之 匁 J は 三十 三年 一 月 一 一十三 曰 起稿、 同じく 讀賣 に發 表した とい ふが、 三十 五 年 一 月 一 日發 行の 

春陽 堂 版に 據れ ば、 第一 頁に 標題の 上に 「武藏 の 名香 阿 剌比亞 の 林檎」 と あり、 紅葉 山人 講演と 記す。 

この頃 作家の 演壇 進出が 流行して、 紅葉 も 之に 出演した ので ある。 新聞に 講談が 盛んで、 小說壓 迫の 感が 

あつたので、 それへ 對抗 する 意味と. 下品な その 改良の 意味が あったら しい。 紅葉の これ は、 アラビア ン. ナ 

イツの 「三つの 林檎」 と 錦 文 流の 『本朝 諸 士百家 記』 中 「武藏 野 花房 查之丞 短慮 之 事」 との 筋の 類似 を、 交 

互 比 絞して 述べて 行った ものである。 この 書に は 附錄に The  Jap§es  rDesclemoi" たる 题で、 「短慮の 

^」 の英 譯が揭 げられ て ある。 

この 『文學 口演 會』 は讀寶 新聞社の 主催で あつたが、 硯友社 も 『新 小說 j 第五 年 第六卷 臨時 增刊 「春鴛 囀」 

を 編輯す る 目的で 三十 一二 年 四お、 牛 込 一 一十 騎 町の 川上 眉 山 宅で 講演 會を 催して ねる。 

「茶碗 割」— —北 條圑. ^晝夜 S 心 記」 の 一 章 上 紅葉) 「湯女 Q 魂」 (鏡 花) 「薔薇 緣」 (小波) 「血 賜髏」 (秋 濤) 

「五十 年」 (眉 山) 「^子 銅山」 (水 蔭) とい ふプ B グラムで あつたが、 眉 山 は 出場せ す、 水 iill は 速記 不能で、 「獨 

眼龍將 軍」 を 草して 雜 誌に は 入れた。 

この 催し はかっての 文士 劇と 等しく、 作家の 街頭 進出の 社會的 功果 はあった と 思 ふ。 (註 -0) 
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葉 紅と 期 消 解 


彼 は 自らの 病 息に かか はらす、 門下への 仕 IBS^ の 驩韃も 怠らなかった。 瀨沼夏 葉の 露 西 Si 文舉の 翻譯の 添削 

など この 一 例で ある。 

自らの 仕事 も. 死に 近く 臨んでも 絶た さなかった。 三十 六 年 六月 四日 水^ 露 石 宛の 書簡に 「目下 日々 氣 分の 

よろしき を 見 計 ひ 全集の 編 ^ 又は ノオト ル ダム の譯述 一 寸氣を 易へ て は 換菓篇 の 編 » 句集の 草稿 短文の 反古 

しらべな ど 致し 病人の わりに は m 察 多く 時々 凝りて はしく じり 巾 候」 と 書いて ゐる。 『俳諧 類題 句集』 『西 鶴 

文粹』 などの 編著の 他に、 ヴィク トオル. ュ ゥゴォ の 『ノオト ル ダム. ド. パリ』 の譯 『鎵樓 守』 ニ卷 が、 彼の 

死後 三十 六 年 十二月 十八 日早稻 m 大學 出版部より 出版され てゐ る。 その 譯の 動機と して、 下 卷の長 田 秋濤の 

序の 一節に 「憶 ふに 客歳复 季、 余が 函嶺 塔の 澤に 在る の 日， 君 余 を 訪ひ詩 酒 献酬の 卒然 余に 語て 曰、 現今 

文界の 形勢 索寞と して S だ稱 する に 足るべき もの 莫し、 今 泰西 文豪 著す 所の 一 大 雄篇 を翻譯 して 之 を 社會に 

紹介 せんとす、 敢て 兄の 說を聽 かん。 余 其の 甚だ 我意を得 たる もの ある を悅 び、 供に 力 を 此蔡に 致さん こと 

を 約す」 と ある 事に よって、 现 由 を 知ら， れ よう。 行文 は 言文一致、 譯文 臭の ない 文體 である。 

紅葉 はこれ について、 病床で 絶えす 懸念して ゐ たらしく、 苦 患の 間々 にも 譯稿を 重ねて ゐ たの だ。 この 上 

卷 に坪內 逍遙が 序 を 贈って ゐ るので あるが、 かって 紅葉の 文壇への 出發 に、 『新著 百 種』 の 序 を もって. その 

華々 しき 行 を 送った 事 は 記憶に 殘 つて ゐる。 人 p- ここに 遺著 を與 へた この 序と、 對比 をな して、 H 緣 的な 感慨 

を もたらす。 これ は 一 面大體 論ながら 逍遙の 紅葉 論が うかが はれる ので、 左に 引用し ようと m ャか。 

鐘樓守 上下 一 ー卷七 百餘べ ー ジは 西洋 近世 文壇の 巨人 ユウ ゴゥが 傑作の 佳譯 たり、 かくば かりにても 此の 
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ー篇は 永く 世に 傳 はらんの 價格 あるべし、 然る を 况んゃ 時 様 小說の 泰斗、 一代の 才人、 故 紅 薬 山人が 絕 

筆なる を や。 「我れ はい ま はまで も 筆と り ぬれば 思 ひ 遣す こと. ii し」 とい へ る 其の 經營の 跡し るき 此の 譯 

筆 こそ は、 あはれ 名將 軍が 其の 最後まで も 着 馴れに し 古金 镧 の戰袍 などに も 比 へつべし、 詢に是 れ 居然 

たる 一 大不壤 の紀念 碑たり。 

聞く 山人が 文 を 作る に 忠なる や、 身重 病の 褥に 在る も 刪 潤 校訂 皆 之れ をみ づ からし、 雕心鏤 肝の 細巧殆 

ど 一 日-たも 缺 くこと なかり きと か、 然るに 病 革る におよ びて は 流石に 剛健なる 意 氣も稍 や 蒌ぇ撓 みける 

にや、 讀 みて 上卷 より 下 卷に 移る とき は、 故人が 水 壁の 匂 ひ 次第く にかす けく、 隱 然として 一種の 病 

床 日誌に つきて 日々 病勢の 進 み ゆく 樣を讀 むが 如き 心地す る 、 いと 痛 はし。 

肺しながら 山人の 如き は眞に 其の 天職と 始終した る ものな り、 文學に 全力 を倾 注し 得た る こと 山人の 如 

きを 得ば 遣憾 なきに 近し。 まことに 其の 夭折 は 悼みても 尙餘り ありと 雖も 「名 を 成さ. f ば」 と 古人の 謂 

へる 四十に も 遠 かるう ちに、 盛名 旣に 海內 にあ まねく、 親しく 贄を 執れる 弟子 幾 十 人、 堂に 上れる 者 

も旣に 五指に 餘り、 病みて は 良 劑を束 西 千 sf; の 外に あさり * 臨終に さきだちて は 全集の 刻 成らん とする 

を 知り， 死して は 都鄙 幾 萬 人の 知 昔、 交遊、 崇拜 者. 追隨 者、 士女， 老若に 痛惜 せらる。 嗚呼， 性の 適 

する 所に 直往し、 向上し、 職に IS れて 止み、 世人 また 其の 功と 勞とを 認めたり * かくの 如きの 一生、 n:,^ 

れ豈に 大に慶 羨す るに 堪 へたら す や。 

只い さ、 か 1^ しむ は、 かくまでに 殊遇せられ たる  一 の 名家に して、 などて 其のい ま はの 一 ふし は 彼の 


鬵が棺 に 啼き やむ が 如くなる 能 は ざり しぞ。 などて 其の 任意の 文. 所 好の 自作に 其の 絶筆 をえ と めす 

して か、 る 長 篇の譯 筆に はと めけ るぞ や。 予は 此の 血痕 斑々 たる 金 镧袍が 尋常 一 様の 遺品に は あらす 

して 苦鬪難 戰の紀 念た るが 如き を 哀しむ。 

紅葉が 佛蘭西 浪漫派の E 匠 I— これ を 現代の 才人 ジァ ン* コ クトォ に 言 はし むれば、 「ヴィク トオル. ュ ゥゴ 

ォは、 自ら ヴィク トオル. ユウ ゴォ だと 信じた 狂人だった」 さう いった タイプの 「神々 しい 怪物」 の E 大な作 一 

品に 關心を 持った 事 は 興味が ある。 その メ  n ドラ マ 風な 作品、 豊かな 語彙、 手腕. 『金色 夜叉』 に 至って、 

し 得なかった 構想の 夢 を、 この 譯著 に淺 して、 彼 は 死んで しまったと 言へ ないで あらう か。  一 

紅葉の 生の 最後の 情景 を、 彼の 門弟 鏡 花の 優れた 描擎 にかり て 示して おきたい。 

紅葉 先生 逝去 前 十五 分 間  一 

明治 三十 六 年 十月 三十日 十 一 時 …… 、 形勢 不穩 なり、 予はー 一階に 行きて、 謹みて 郯 室に 長 まれり。 一 

此處に は、 石橋、 丸 岡、 久 我の 三 氏 あり。  一 

人々 は 耳より 耳に、 耳より 耳に、 鈍き、 弱き、 稻 妻の 如き 攝を傳 へ 居れり。  一 

病室 は 唯 寂と して 些の もの 音 もな し。  一 

時々 時の 軋る 聲 と- - もに * す \ り 泣の 閜 ゆる あるの み。  . 

室と 室と を 隔てた る ra: 枚の 襖、 共の 一端、 北の方の み 細目に 開けた る 間より、 1；；: 分 措き * 三分 措きに、 一 

白衣、 色 新しき 少 看護婦、 悄然と して 出で、、 靜に、 しかれ ども、 ふら. （- と、 水の 如き 燈の中 を 過ぎ 


りて は * 廊下に \ィ める 醫師と 相 見て 私語す。 

雨頻 なり。 

正に 十分、 醫師 は衝と 入りて、 眉に 憂苦 を湛 へつ \* もはや、 カンフルの 注射 無用なる 由 を 說き閱 かせ 

風 又た 一 腎を加 ふ。 

雨 はた V 波の 漾 ふが 如き 氣 勢して 降りしきる。 

これより さき， 病室に 幽な るし はぶきの 聲 ある だに、 其の 都度 * 皆 慄然と して 魂 を 消した るが、 今や、 

偏に 吐息と い へど も 聞え， f なりぬ。 

時に 看護婦 は 襖より 半身 を顯 して、 ソト 醫師に ほくば せ爲 り、 同時に 相携 へて 病室に 入りて 見えす なれ 

石橋 氏 は 椅子に 凭りて、 身 を 堪へ支 ふること 能 はざる もの- - 如く、 且つ 仰ぎ、 且つ 俯し、 左 を 見、 右 を 

見て、 心地 死なん とする もの、 如くな りき。 (角 田 氏人る。) 

人々 の if き は 漸く 繁く濃 かに 成り 来れり、 月の 入、 引汐、 とい ふ聲、 閃き 問えつ。 

十一 時 十五 分、 予は 病室の 蔡を 語る 能 はす。 (註 6) 

十 一 月 一 一日 秋色 深き 靑山齋 場 は、 この 明治の 生んだ 大きな 作家の 葬儀で 混雜 した。 

二十 年の 歳月、 共に 步き來 つた 硯友 社の 同人 は、 その 頭 首の 死に、 同人 を 代表して 川上 眉 山が 荜 した 追悼 


の 文 を、 石橋 思案が 讀ん だ。 一 眉 山 美文 集』 に それが 牧 まって ゐる。 

紅葉 山人 弔詞 

からん： を だに、 名に しお は 地に II る 花なる べき を、 何事 ぞ * 一夜の 雨 を あなたに して、 其 魂 を 結 

び も あへ す、 殘 光雪 を 打って 遠く 世 を 隔て 去ん ぬ。 旻大 無情、 此絕 代の 才人 を 奪へ る、 行年 三十 有 七、 命 

を假 せる 壽に 於て 幾何 ぞゃ。 人の 齢 ひの 限り あれば * 歩して 彭祖に 等し かるべ から ざらん も、 せめて は， 

生ける 常な らんに は、 ありし 世の それに 加へ て、 更に 叉 貢献す る 所の 窮り なからん を。 七生 文章 を 作ら 

んと 言へ る、 道に 忠なる 比すべき もの もな き、 此恨 いつの 世に か盡 くべき や。 遣 言 耳に あり、 溫容 前に 

映す、 然も 幽明 早く 境 を 異にして、 こ i に 長し への 別れに 立てる、 我等 同人、 哀悼の 感極 りて 殆んど 言 

ふ 所 を 知らす。 雲 やそれ、 水 やそれ、 石に さへ しみ 入る 許り、 折からの 秋の 姿よ。 哀哉。 嗚呼。 

明治 三十 六 年 十 一 月 一 一日  視友社 同人 

かくて 硯友社 は、 それ を 支持し 來 つた 最も W 犬な 柱 を 失った。 その後の 社 は、 紅葉 祭の 集 ひに 集る 位の 存 

在に しかなら なかった と 云 へ ようと 思 ふ。 

紅葉の 明治の 文 舉に殘 した 功 綾に ついては、 やがて 後 章に 他の 同人へ 對 する ものと 共に、 之 を 述べる こと 

にしたい。 

註 1 小波が 獨 逸から 葉へ 送った 手紙の 一部 「小波 洋行 土產」 中の 「=w 林片 信」 に 三 通人って ゐる。 其 一 (三十 四 年 十 

二月) に は 演劇、 オペラの 興行の 様子 を 知らせ， 小說 では ゾラ、 トルストイ、 ズ ウダ アマンが 店頭 を 飾って ると 
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書き、 其 二  (十月 十 四 曰) に は 在 邦人 會 「白人 會」 の樣 子、 演劇、 オペラの 見物 記 を 書いて ゐる ファウスト， ゲ 

H テ) ヮル レンシ ュ タイン (シ ル ラ ァ〕 偽る 者は禍 なり (グリル. ハル ツェル) 新聞記者 (フライ タハ) フライ シュ 

ッッ (キン ド 夫人) ロォ H ング リン (ヮグ ナァ) 等に ついて である。 其 三 (三十 五 年 一二 月 六日) に は、 主として 交 

會の 模樣を 知らせて ゐる。 何れも 病床の 紅葉に 新鮮な エスプリ を傳 へたに. 違 ひない。 

註 2 正宗 白鳥 著 『文藝 評論』 中の 「尾 崎 紅葉に ついて」。 

註 3 註 4 春陽 堂 版 明治 大正 文學 全集 「紅葉 篇」 小 解。 

註 5 文士 口演に ついては 、『自己 屮心 明治 文壇 *ur 中 「文士 講談」 及び 『我が 五十 年』 中 「登壇の 二十 五 年」 に 詳しい。 

註 6 鏡 花 仝集卷 十五。 一四 1 頁 所載。 三十 六 年 十二月 執筆に かか はる もの 也。 

二 その他の 同人の 動靜 

硯友 社の 存在 を， 期間 的に はっきり 定める 事 は 出来ない。 しかし 文舉 史的に 意義の あつたの は、 成立より 

明 台 三十 年 以前 11 更に 延長しても 紅葉の 死の 前後まで を、 15^ 域と される であらう。 

その 集阒 性、 結社 性と いふ もの は、 時が 立つ につれ て、 稀薄に なって ゆく 性質の ものであった。 この 期 は、 

そして この 以後 は、 集圑 として 硯友社 を 論す る 場合 は * あまり その 價値を 認められない 時期な ので ある。 彼 

等 を 結びつける もの は、 古い 緣 のみであった。 前に 記した ことで は あるが、 重ねて 繰返して おくの だ。 

然し その 展開の 結末と して、 その 作家が 一人一人 どんな 道 を經て 行った か、 凡その 見通し をつ けて おかね 


ばなら ない。 

大橋乙 羽 は、 旣に 紅葉の 死に 先だって、 三十 四 年 六月に 亡くなつ たので あるが * その 死ぬ 二 年 前に 「積年 

の 貯金 を 投じて H;- 部 三千 貝の 自著 を刊 す」 (花鳥 集 紅葉の 序の 一節) 故に、 貯金 文 擧と稱 せられた、 小說、 

史傳， 逸話、 風俗、 紀行文 集の 『花鳥 集』、 紀行文 集 『千 山 萬 水』、 小說 雜筆、 新體 詩. 紀行. 俳諧 集の 『若 

菜 龍」 政治 小說 『累 卵の 東洋 J 談話 集の r 名流 談海』 の 冗卷、 他に 小說、 雜筆、 紀行 • 新體 詩、 漢詩、 俳句 

集の r 風月 集 J を殘 して 行った。 

彼に ついて T 樗牛 全集』 卷 二の、 樗 牛の 「大橋 乙 羽 を 悼む」 とい ふ 文中に 

小說 家と しての 子 は、 素より 紅葉、 露 伴の 諸 先輩に 及ぶべく も あらす、 詩歌 を 能くし、 俳諧に 巧みたり 

しが、 是 によりて 名 を 後世に 留めむ に は、 尙ほ 多大の 修養 を耍 したりき。 唯々夫れ紀行文の文擧^|<;;とし 

てぞ、 子が獨擅の|£^^業なりける。 

といって ゐ るのに、 盡 きて ゐ るで あらう。 旣に 明治 二十 三年 春の、 石橋 2 心 案と 共に 旅した、 「奥州 旅日記」 

にも その 一端が 兒られ る 通り、 彼の 紀行文 は * 同じく 紀行文 作家と しての W 山 花 袋の 詩 味 は 乏しい が、 生活 

や 歷史へ 深く 入って 眺められて ゐる。 

然して また、 le 牛の 言 ふ 如く、 「其の 力の 許す 限に 於て、 文 藝の士 を 庇 保せ むと 力めた るに あり」 とい ふ • 

博 文 館に 入って は、 出版業者 として、 明治の 文學の 出版 事業に 努力して、 問 接に 明治 文舉 の發展 への 貢献の 

功大な りし こと も 認めざる を 得ぬ。 


彼 は 死の 前年 三十 一一 一年 三 用より 九月 ま で 、 歐米を 巡歴し て、 出版へ 對 する 見識 を 深め て 来たので あるが、 

その 牧穫 を、 新しく 生かす 日 を 得すして 逝った のであった。 

通俗的た 新聞 小說 以外 >  とりたてて 評すべき 作品 もな く 中 村花瘦 もす でに、 それより 前 三十 二 年に 死んで 

ゐる。 かく 硯友社 は *  .h- 々に 地上 を 去る 人々 さへ 出で て、 寂寞の 感 ひとし ほなる ものが あった。 

その他 小波 は、 三十 三年 九月、 伯林 大擧 附屬 東洋 語擧 校敎師 として、 獨 逸に 留る こと 二 年に して、 三十.^^:- 

年 九月 歸國 した。 彼 は その 前 博 文 館に 入って、 『少年 世界 J の 編輯な どやって ゐ たが、 たまたま 们林大 學附屬 

の 東洋 語學 校に、 日本人 敎師を 欲して ゐる こと を、 II 朝した 友人に よって 聞き、 運動して 渡歐 したので あつ 

た。 

二 年の 滯獨 中に、 『世界お 伽噺』 の 資料な ど宽 集し、 『小波 洋行 土產』 の 著を紀 念と して、 歸 朝の 翌年 上梓し 

た。 

『小波 洋行 土産』 は 上下 ニ卷 よりな り、 兩卷 共、 獨 逸より 日本の 新聞 雜 誌へ 送られた 原稿 を土臺 として、 編 

輯 され、 上卷は 『少年 世界』 へ 送った 少年 向の 「さ 波 日記」 「伯林 當座 日記」 「伯林 百談」 「歸 朝日 記」 が 主 

として 招 げられ、 下卷は 京都 日出 新聞に 送られた ものが 主で、 「船中 ゆれく 草」 「大陸が た 栗毛」 「伯林 まご 

つき 毛」 「伯林 見物 記」 「居た 伯林 物語」 「見た 伯林」 等の 世態 風俗の 見聞 記が 主で、 文舉關 係と して は、 紅葉 

に 宛てた 伯林 片信、 また 伯林 文 藝談、 「アン ダ ー センの 半面」 たどが 僅かに かの 地の 新しい 文學を 紹介して ゐ 

るに 過ぎない。 


歸朝 後ます ますお 伽噺の 創作に 進み、 獨自の 存在 を 示して は、 彼の 『日本お 伽噺』 の 如き は、 樗牛 によつ 

て、 「近時の 最も 成功した る 著作 を數 ふれば、 『日本お 伽噺』 は必. f 其 一 に 居らざる ベから す。 吾人 敎育 上の 

見地より 觀て 特に 是の事 を 言 ふ。」 と、 やう やく K しき 乇 ラ ル の 上に 動機 をお き、 兒直心 现の關 心から この 制 

作が なされた こと を 示して ゐる。  - 

江 見水隆 は、 三十 一年より 二 年間、 祌戶 新聞へ 入社す るた め 首都の 文壇から 離れて ゐた。 そして. W 日々 多 

くの 原稿 を 書きつ づけて ゐた。 彼の 筒 人の 歩道 は その 『自己中心 明治 文壇 史 J に 明瞭に されて ある。 田 山 花 

袋の 『近代の 小說』 『東京の 三十 年』 また 內田魯 庵の 『きの ふけ ふ』 が、 文 察 的 生彩の ある 表現 をかった、 表 

•rw 的ながら 一 稷の文 學史の 形態 を 持つ 時、 また 巖谷 小波の 『我が 五十 年』 が、 爐邊の 懐舊談 である 時、 水 蔭 

のこの 著 は- 現實 的な 著述 葉 者の、 虚飾 を 去った 眞實の 姿が 示されて ある。 文學と 生活との 二者の 關 係が 具 

體 的に 示されて ある。  ， 

いま 『水薩 幾 書』 の 彼の 代表的 作品と いふ 幾篇 かを讀 むに、 ここに 收 めら れた 作品 は、 水鄕の 情話 を 描い 

た 『新潮 來曲』 にせよ、 沒落 しゅく 旅役者の、 しかも その 運命の 中に あって、 示して ゐる IG^ 榮を 描いた 『旅 

役者』 にせよ、 彼の もつ リリシズムの、 楚々 たる もの を、 根本に 漂 はして、 筋 もまと まり 殊に 『旅役^』 に 

は 哀愁 胸 を 打 つもの が ある。 

この 外に、 一 不八年 十月の 作品で あるが T 女房？ K し J は 內田魯 庵に よって 發表 常時 • 

水 蔭 は糙に 自然 を 描く と共に 人 を寫 すの 十分なる 技倆 をお する 者 也。 r 女房 狡し』 は 獨り水 隆の諸 作に 
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冠たるの みならす 眉 山の 『大盃 J と共に 说友社 諸 才子の 近業の 双璧と いふべ し。 且つ 夫れ 立案の， 拔な 

る 描寫の 細密なる 意匠の 自然なる 文 宇の 明快なる は 近日 稀に 見る の 佳作に して、 他の 雷同に 依て 爐に聲 

名 を 博せ し 鏡 花 一 流の もの. に 勝る とい ふべ し。 (！？J 

と 推賞され たもので あるが、 その クライ マ ッ タスの 女房 を 殺す 場面 は I 主人公が、 己れ を裘 切った 女 を、 

一月 餘り諸 所の 温泉 地な ど 引 連れて、 その 擧句 殺す ので あるが、 その 主人公に、 いかにも 深刻が つた 首 葉 を 

言 はせ て、 深刻 性 を 示さう と 試みて ゐ るら しい 意 II が、 餘 りに はっきりし 過ぎて、 それに 同じ 『林間の 高 塔』 

と 等しく、 スト オリ ィを 語る に 一本 筋に 急いだ 憾みが ある。  • 

要するに 彼 は 常に 時代に 卽 して ゐた。 言 はば ジャ アナリスト 的 作家であった。 前に も 言 ふ 如く， 彼の 生動 

する 社き を 描かう とする 態度 は、 自ら を さ へその 中へ 捲き こまれて しまった。 彼が 古風な 文人 臭味 を 淸算し * 

職業的 作家と して、 どんどん 書いて 行った 元氣 は、 ー應 認めら るべき であらう と共に、 他の 一面. 流動 變化 

する 社會 に、 一致して ゆく こと は、 搖 がざる 立場から、 より 添って 行かぬ と、 觀 察の 對 象に 深く しみ 入る 事 

が 出来す.' 表面的な ままに 止まる W れ なしと しない。 

彼は厦 々その 通俗 小說を 書く 態度 について、 辯 解し て 言 ふに は、 他の 作家に は敎師 とか 實 業と かの 生活の 

保障と なる 職業が あって、 作品 を 書く 人 も ある。 自己の 通俗 小說 は、 その 意味での 副業で ある。 純粹な 藝術 

的 作品 は、 別に これと 離れて 書く 意志 を 持って ゐ たと。  ， 

この 辯 解 は 正直な 氣持 であらう が、 藝術 的な 良心 を もって 書いて ゐ たと 見ら るべき 作品まで、 何時か かう 


した 慣しは 混^ 的な の もの を しこむ ので はないで あらう か。 かう して が 荒んで 行く とすれば、 惜しむ ベ 

き 方法と 言 はねば ならない。 

次に 川上 眉 山に ついて 述る ことにしよう。 柳浪 と共に * 三 f 年 前後の 一時に、 彼等の 黄金時代 を 作った 彼 

は、 その後い かに 進んだ であらう か。 

紅葉が 文舉 上、 肉體 上に 苦んで ゐた 頃、 眉 山の 精神的な 苦悶 も 甚だしかった。 

明治 三十 年 一月 彼が 逗 子より 三 浦 半島の 放浪 記 『ふところ B 記』 のー卷 は、 當 時の 心境 を 窺 ふべき 記錄で 

あらう。 

彼の 放浪 は、 もとより かっての この 國の笆 蒸 や、 西 行 ほど 徹底した ものではなかった。 醉餘 ともい ふべき 

甘い 浪漫的な 點が 見出される。 頭 を 剃って 旅に 出た、 島 崎 藤 村の 『春』 の 主人公と * 共通した 浪漫 性が 多分 

に 見出される。 そこに は淚も 湧き 得ない 人の 世の 寂し さもな く * その 眼に は、 とも すれば うる ほひ 勝ちな 感 

傷の 淚 があった。  、 

浪漫的と はいへ、 海 彼岸の 詩 入 等の 如く、 倦怠の 常識 界を 嫌って、 奇怪な 異國の 風物、 生活 をした ひ、 命 

を 賭しての アバ ンチュ I ルの路 についた それ もな く， 暂 くの 哀歡 を、 人 は 酒に 醉ふ 新春に 背いて、 都 近くの 

海岸 づた ひ、 風 塞い 峠路 越えに、 さまよ ひ 歩いた、 せめても の 自慰 的 行爲に 過ぎなかった らうが、 そこに は 

他の 硯友社 作家に 見られぬ、 K 摯 なる もの を 確かに 持って ゐ たと 見られる。 

紅葉の 苦 悶 は、 藝 術に 執した 苦悶で * 人生と 切り はなして 居り、 また 病んでも その 病の 苦痛に 打 勝つ 文擧 
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の 世界、 .S ち 病 それ 自身から 彼の 作品 を、 育てた 正 岡 子規の 如く、  ^^の中に 一 つの 藝術境 を 掘： 卜げ たので も 

なかった。 

眉 山に 於て は、 人生と 藝術 がから みつき、 人生の 哀し さが、 淡い 一一 ヒ リズ ム となって、 藝 術へ の 憧憬との 

葛藤が あるの だ。 

一 K 孤 一城に 代へ、 三 K 孤 ー國に 代へ、 百盃 命に 代へ て餘 りの 安 さの 五十 年、 それまで 能く 坐存 ふべき やな 

ど、 不陶思 起す 時 却って 打 笑 ふ 若氣の 至り 思 ふ ほど 口惜しく、 野心な きにし も あらす、 抱負な きにし も 

あらね ど、 それ を 言 は 裏店の 熊樣 だに とのみ ias- は 變れど 詰る 處は 同じ やうなる 輪 を 廻りて、 死なん が 

爲に 生きん 事 を 力む る 米 や 魚 鳥 や 牛^ や 肝油 や、 不朽 尊き か 無限 有難き か。 十  = 來 英雄す ベて 寂寞、 成 脱 名 

論 もな く 馬 前の 塵、 枯骨 鍬 先に 掘 出された る 幾 の 後， ^話燒 なる 古實 家に 騒がれて、 俄かに 石 を 立 

てられる と、 もしくは 刑場の 露と 消えて、 生理 學 おの 御參考 とやら む 室の 一隅に 吊 下がれる 骨骸 と、 共 

問徑庭 あるが 如くに 思 召す 事 全く 汁粉の 御崇 りな ど、 私 かに 嘲笑 ひけろ 醉語 我ながら 面憎く …… 

と 記した 彼 は、 無論 虚無に も 徹底し 得ない 人間で はあった らう。 

しかし 彼の この 心境 は、 ますます 筒 人的に つきつめて 行く。 大町 桂月 は 『ふところ 日記』 について 

「ふところ 日記」 ー篇 は、 我 國有數 の 美文 也。 徹頭徹尾 鏤心彫 骨の 文字に して， 才 華煥發 し、 詩想 横 逸す。 

靑年文 を 好む の士、 之を讀 まば、 必す 美酒に 醉 ひたらむ 心地すべし。 筆 は 若く 言 ふ 所 も 若く • 華に 過ぎ 

たりと は 云へ、 一個 可憐なる 詩人の 面目、 全篇に 躍動す るを覺 ゆ、 思 ふに 眉 山の 人となり もこの 文の 如 


く 美し かるべし 。(註 2)  、一 

と 評して ゐ るが、 眉 山の 美し さは、 四 圍の壓 迫に、 冷酷な 翳を帶 びて は、 箇 人に 對 立す る 他の もの を 漠然 一 

と 意識し 先に 概念 化された 社會 も、 この 現れ を 示す ものであった。 彼 はかくして ますます 简 人を壓 迫す る 社： 

會ゃ國 家な どの 强權に 眼 を 注いだ。 そこから やがて 被 厭 迫 者た る簡人 へ の 同情と なった。 

三十 四 年 九月 發 表の 『其の 日』 と题 する 作品に は、 共の 日、 國務 大臣の 一 人 は 動 功に よって、 特に 子 健の 一 

位 を 授けられ、 某 國には 他日の 皇帝と なるべき 孩兒が 康聲を あげたと いふ 花の  一 H i 夫より 捨てられ、 繼ー 

母の ゐる實 家へ 戾 つた 一 人の 女が、 遂に 一 人 死 を 選んで、 出されろ 際、 夫の 家へ 殘 してきた 幼子に、 一 目會ー 

ひに 行く とい ふ 華 かなる ものと、 ささやかに 慘 めなる ものとの 對比を 描いて， あはれ な 女性へ の 同情 を 示し *; 

三十 K 年 九月 發 表の 『野人』 に 於て は、 北淸 事件 を 背景と して、 その 戰 地に 戰 死した る 子供 を 持つ 父親の、 - 

徴兵制度へ 對 する 疑惑、 それから 子 を 失った 悲歎の 餘 りの 發狂、 つづいて 家出 をして たうとう 死んで しまう 

徑路を 描いて ゐる。 そこに は 以前なら、 國 家へ 殉 じた 英雄の 父親と して、 取扱 はれたら う 材料から、 明に 移- 

行して 筒 人と 强 描との 對 立が 記されて ある。  三十 六 年 四月 發 表の r 一軒 kn 姓』 に は、 北 越の 片 m 舍に おいて、. 

村の 金 持より 嫌 はれ、 また 一 村 中から 交際 を斷 たれた 一 軒の 百姓家に ついて、 そして 同年 八月 發 表の 『鹤澤 橋』 

に は 鬼と 仇名され た 地主と、 對抗 する 小作人の 群と を、 作 巾に もたらし、 同じ 傾向と して 死に 近い 頃の 長篇 

『觀音 岩』 に は、 より 深 1  刻に 「村 刎ね」 の 15! 實を、 作の 骨子と して 描いて ゐる。  . 

かう した 題材に へ？ ける、 社會 it!^ への 擴大、 しかも やう やく その 內に 分裂と 對 比と を 描き だした 屑 山 は、 
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自己の 受けた 社會 よりの 壓 迫から、 時代に 敏感だった に 遠 ひない。 

眉 山 は 明治 四十 一 年 六月 十： A 日 突然 自ら を 殺して しまった。 彼の 死 は、 かなりな セ ンセ ノ！ シ ョ ンを 持った 

らしく- その 翌朝の 新聞 は 競って その 一 1 ュ ー スを褐 げた。 ここに 『毎日 電報』 の 一一 ュ —ス を、 その 一 例と し 

て 引いて 之 を具體 的に 示して みたい。 それ は 「川上 眉 山の 自殺」 と 題され 「慘擔 たる 共 最後 數 奇なる 其 生涯」 

と 傍題され て、 

文 擅 一 方の 覇 とし 硯友 社の 耆宿 として 作物 また 見る 可き もの 多 かりけ る 彼の 川上 眉 山 氏 は近來 兎角 失意 

勝ち にて 快々 たる もの あり しが 昨曉 突然 牛 込 區天祌 町 の 自宅に て ，H 殺 を 遂げたり と いふ 惜 むべき か な 悼 

むべき かな。 顧 世の 極 自ら 死 を 早めた る 者 中 西 梅花 北 村 透 谷 近く は琥 a 堂の 如き 何れ か 夭 下の 同情 を惹 

かざる 今 川上 眉 山 氏の 死狀を 聞く 凄 慘是れ を 詳しく 語る に堪 へざる 處 あり。 明 日は淺 草へ 轉 居す 可し と 

家內は 準備に 忙しく 例より は 早く 寢靜 りし 一 昨夜 は 眉 山 氏 は 如何に 過し けん 一 昨隨ー 一時 頃 氏が 用便の 爲 

に 起 出で しを覺 えたり し 夫人 鷲 子 (二ち は- he- 時眼覺 めて 眉 山 氏の 姿見え ざるに 驚き 書齋 なる 三 疊の間 を观 

ひしに、 此は 如何に 三 疊の間 は 血汐ー 面に 漂 ひ 寢衣を 紺 飛白の 單 衣に 羞換へ 白 縮緬の 兵 兒帶を 締め金 緣 

^鏡 を 掛けた る 儘 右 胸 を 下に 倒れ 居た るより 夫人 は 直に 驚き を 抑 へ て馳せ 寄り 抱き起して 見た るに 右手 

は 堅く 研ぎ 澄める 剃刀 を 握り 詰め 咽喉 部に は 長さ 一 一寸 頸動脈に 達する 傷 ありて 體は 氷の 如く 其 魂 は 呼べ 

ども 歸る 可く も あら ざり しと。 其 如何にして 自ら 其 命を斷 ちしゃ は 知る に 由な く撼 柯 不遇 漂浪の 生活 を 

續け 遂に 此事 ありし とする も 家に は 夫人の 外晴彥 つ.；； • つ) 國夫 (三つ) の愛兒 あり 溫き (A.- 庭 は 氏の 不平 失 
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意 を 慰め て餘り ある， き に も拘ら す 漂然と して 白玉 樓 中の 人たり しは與 趣を以 つて 生れたり し 詩人の 今 

舆盡 きて 卽ち 去れる もの か。 

彼の 死の 原因に つ いて 人 は 様々 の 憶測 をして ゐる。 

或は 生活に 行きつ まった せゐ だとい ひ、 或は 藝 術に 行きつ まった ためだと いひ、 又 過度の 祌經 衰弱が 昂じ 

菜て た 結果 だと もす る。 

もとより 自殺の 原因 は、 憶測 以外に 明確に 摑 むこと はでき さう にない。 しかし 之 を 社 \% 的に 生きた 一人と 

して 客観す る 時、 か く 彼 を 病的 症狀ま でに 行き つまらせた 主因 はや はり 人生と か社會 とか、 それらが 彼の 藝 

術の 方向と 交錯して、 彼の 生活力 を壓 迫した si^ てと しか 見えない。 

われわれ はこの 場合、 直ちに 芥川龍之介 を 聯想す る。 芥川龍之介の 自殺の 常時、 彼の 幻視に 現れた とい ふ 

近代^な 機械文明の シンボルの やうな 黑ぃ齒 車と. 眉 山の 死の 頃 幻視され たとい ふ、 白い 蜘珠の 網と， その 

間の 二十 年の. i 間 をお いて、 一人 は 鐵の齒 車に 嚼 まれて、 一人 はしつ こくね ばっこい 蜘蛛の 網に 捲 かれて 死 

んで 行った この 二人の 作家 を、 社會 環境の 事情と それに 堪へ 切れなかった 筒 人と に關 係し ないで は、 考 へる 

ls^-はできなぃ。 

齒 車と いひ、 蜘蛛の 網と いひ 彼等 を 襲 ふ重靈 力の シ ン ボルで はなから うか。 

眉 山 は 六月 十七 H 駒 込 吉祥 寺に 一群ら れた。 この 不幸なる 僚友の ため- 硯友社 を 代表して 石橋 思案 は 次の や 

いな ff 詞を 讀ん だ。 (註"〕 
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鳴 呼 夢幻 又 夢幻 • 夢幻に 出で て 夢幻に 入る 君の 生涯 はすべ て 現 實の境 を超脫 したりき、 君が 身を此 世に 

置く の 間 は 他 昝云ふ 作家 卽ち作 中 の 人 , 常住 悉く 詩的 な りと * 今や 魂 幽冥に 歸 して 文學 史上 の 人と なる、 

世 恐らく は 云 ふ あらむ * 君 は 遂に 悲劇の 主人公な りと、 

^に 皮相 を觀 すれば 或は さに も あらむ か假に 君の 心裡を 極めば 君 は 樂觀の 間に や 死 を 急ぎけ らし さはれ 

君よ 遣る 者の 嘆き悲し みは 如何ば かりなる か、 蘇生り て 想 ふ 能 はざる か 君に は 若き 妻の 有る あり、 稚き 

子の 有る あり、 親しき 友の 有る あり、 而 して 尙 他に 犬なる 責任の 1^ る ありし を。 他の 認めたり とい ふ自 

然 にあき たらす 君の 捨てたり と 云 ふ 技巧 だに、 猶且 あこが る \ 生 等 は 大自然 を 捕へ 來 つて 大文掌 を 成す 

者當に^？^なるべきを信じて疑はざりしに、 さる を 君 はすべ て 捨て にき 誰か 惜み悲 まざらん や 

而 かも 思 はざる 可から す 文士 誰か 自ら を 殺さざる 者ぞ 維の 命 毛より 滴り 落す 心血 は 白紙 を 染めて $S に 紅 

に、 嗚呼 斯 くして 其 人 いつしか 亡びざる を 得ざる なり 君此永 かるべき 犠牲の 煩 はしき を 避け 渾身の 血 を 

一 時に 进 らして 美 神の 前に 捧げ 玆に現 實の境 を 超脫し 了ん ぬ 夢幻 猶盡 きぬ 四十 年 夢幻の 人 は 遂に 夢幻の 

人なる 哉 嗚呼 

明治 四十 一年 六月 十七 日  硯友社 同人 

彼の 不幸な 死 を惜ん だの は、 ひとり 硯友社 同人ば かりではなかった。 大町 桂月の 追悼の 記 は 又 その 行文お 

愁 あって * 讀む^！^の胸をぅっものがぁる。 我々 は その 一節 を記錄 してお かう と 思 ふ。 

明治 四 トー 年 は， 世に も 珍しく、 怪しき 年なる 哉。 六月に 入りて. 徑 一寸に 餘れ る大 f 筏 降りぬ。 ra: 月 • 


櫻 花 爛漫たるに、 積雪 高さ 一尺に 及びぬ。 鳴 呼、 この 年 を 以て、 優雅 淸売の 詩人、 川上 0 山の 芳魂、 1 

夜 劍光を 追 ふて 飛びぬ。 

朝 駒 込の 寺に、 在りし 世の 形見の 柩を送 り、 夕 君と 曾て 相 飲みし 舊酒樓 に、 君の 「ふところ 曰 記」 を 左 

手に し、 杯 を 右 乎に し、 且つ 讀み i つ 飲む。 君が 墓前に 花 を 手 向く る は 其 人 あるべし。 われ は、 S の 遺 

著に 對し、 斗酒 を痛飮 して、 ^；^をしのばむ哉。 

三年 この 方、 物 狂 はしく も 哲舉を 疑 ひ、 宗敎を 疑 ひ、 世 を 疑 ひ、 我 を 疑 ひし は、 此 肉と 骨と を 粉 喪せ 

む 事 を S あ ひ 遂に は 了々 の眞を 見出し 得ざる 疳籠 まぎれ、 目に 障るべき に 凡ての：^ を 無法.！" 散に 丁 破 ) 

魔して、 强 ひて 快 を 呼ばむ としたる に。 

嗚呼、 十 年 前の 空 ーーーー「 -、 遂に 今日の 實行 となる か、 かかる 思想 は、 山の みならす * 人マ の 世の 多くの 舉生 

に ひろがれる 也。 投？ i の俑を 作。 たる 藤 村 操の 如き その 代表者 也。 之 を 眉 山に 比する に、 ただ 妻子の 有 

無の 差 あるの み。 世の 佘錢 以外の 趣^ を 解せ ざる もの 眉 山の 死因 を、 一 生活難に 歸す。 これ 已を 知って 

未だ 眉 山 を 知らざる 也。 更に 之 を 今の 自然 派の 述屮に 比する に、 骨肉 粉碎の 有無 あるの み。 

なほ 少し 立ち入れば、 自然 派の 連中 は、 あらゆる もの を 疑へ ども 我 を 疑 ふこと はなき やう 也。 g に 抽象 

の 言 を用ゐ れば淸 の 差 あるの み。 濁れる もの は、 自然 派の 作物と なり 淸 きもの は、 こ-. -に周 山の 死と 

なりぬ。 (註 4) 

紅葉の 死につ いで、 眉 山の 悲劇的な 死 は、 殘 された 现友 社の 人々 にと つて、 轉た^^^ゅ太きもの であったら 
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うと E わ ふ。 我等 は 次に 柳浪の 場合に 移って 行かう。 

かって 述べた 如く、 彼の 好んで 描いた 喑ぃ社 會ゃ、 人生の 半面 も、 そこ に^く 「惡の 華」 の 美の 妖 光への 

摸索ではなかった。 飽くまで リアリスト として H„- 視 しょうとして、 對 象の 側面 を寫 しながら、 作家の 正義 派 

的 心情 は. 暗き 土地に うごめく あはれ な 人間への 淚を 持って ゐ たの だ。 

この 立場と して、 彼 は 三十 年頃に、 その後の 小說を 遠望 豫 測して、 次の やうな 意見 を もらして ゐる。 

恐らく 今後 出る 作家の も、 形の 方 は寫實 で、 文章 は霄文 一致で も • 今までの ものと は 遠って 唯の 寫實で 

なしに * 或 一 種の 生命 を 吹き込む やうに ならう と 思 ふ。 所謂 一 種の 现想 小說と いふ やうな 物になる だら 

うと e 心 ふ、 勿論 现 想と 一一 一一！： つても、 科 語 をつ かって 六 かしく 物 を かく 譯 でもな く、 新體詩 家が 歌 ふやうな 

一家の 狹ぃ现 想. V 抒す もので もな く. 又 作 中に 聖人と か、 舉^ とか、 坊主と か 云 ふえら さうな 人物 を必 

すし も 出す とい ふ 必要 もあります まいが、 作 全體の 上に 作家の 现 想が 六々 の 裏に 動く ものが、 勢力 を 占 

め やうと 思 ふ、 又爾 でなくて は 困る と E 心 ふ、 例へば 社會 問題に 觸れて も- 此の 趣で ゆ くだらう と 思 ふ、 

矢場 や 銘酒屋 を かくに したと ころで、 其に ついて 作家が 一箇の 理想 を 以て 觀 察して、 高い K- へさへ あつ 

てかけば 不都合 はない。 (e5) 

これ は單に 質問に 應 じた、 作家と しての 感想で あるが、 彼が 新文擧 への 洞察 を 見ねば ならない。 彼の 作品 

の 暗 さに うごめく 人間に、 彼が 注いで ゐる 愛情から、 いっか 光 を 求めて、 ™t 想 主義 的な 作品へ 展開したい 意 

圇を持った^£^-が知られるでぁらぅ。 これにつ いて また、 同じ 所で 
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社 會小說 を かく ことにすれば、 勞働 おなら 勞働 者を寫 すと 共に、 當 時の 時勢 も 見える やうに かかなくて 

はなる まいと S ハ- ふ、 例へば、 人力 挽 は 润れな 境遇 だと か、 又 時には 幸 蓮な 地位に 立つ こと も あるが、 雨 

なる のに は 色々 な周圍 の 事情が あ つ て & るの だから * 勿論 そ の 因緣を 何も 議論す る やうに かけと 首 ふ の 

ではない が、 自然に その 影の 兒 える やうに 描きたい ものです。 約め て 一一 IE へば、 一箇 人 を 中心に して、 勞 

働 社會の 大勢 を 窺 ひ 得る やうに かかなくて は 面白くな いと 信じて ゐ るので す。 

と、 社會、 環境と 密接な 箇人、 筒 人 を 通して 彼と 關係 ある 四 園の 大きな 構成 機構 も 知られる やうな 狀 態に 

於ての、 題材、 執筆 熊 度 を說 いて ゐる ところ、 今日 尙傾聽 すべき 意見 を もらして ゐ るので あるが、 しかし 彼 

自らの 作品の 生長 は、 遂に 十分に その 意見に 添 ふまでに は 上向 到達し なかった。 

ただこの 意見 を 具體 化した やうな、 二三の 作品の 例 を ここに 擧れ ば、 好色な 事務員の、 毒牙に かかる 可憐 

な 女工 達の 生活 を 描いた 『隅 田の 夜路』 が 三十 五 年に 發 表されて ゐる。 

そこに は 近代的 資本主義 工場 制度の 一面が、 ささや かなこの 事件 を 通じて 見られる であらう。 また 同年 作 

の 『雨』 は、 喑ぃ 長雨に、 じめじめした 貧民窟に、 金 を 得る 手段に 苦しんで ゐる 若い 夫婦 者 や、 そこに 乂金 

をせ びりに 來る その 女の 母親な ど、 喑ぃ 雨の 風景の 屮に 交錯して 陰 な 文 字 をな して ゐ るが、 それ 以前 の 所謂 

深刻 小 說の畸 型 的な 題材 を やう やく 脫 却して、 心 现描寫 も 深く 手に入って 彼の 進歩 を 見せて ゐる作 =i である。 

その 以前、 彼 は 『紫 被 布』 r 二人 やもめ』 に 於いて、 世間に 平然として ゐて、 自己の 本性の ままに、 淡々 と 

男 を 代へ て 行く 中 の 女性 を 主人公と する 二部作 を發 表して ゐ るが、 彼 はこの 作品の モティ フに 於て、 ES 山 
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の やうに、 簡 人と 社會と の 對立を 取扱った もので なく、 女性 の 純情 を 求む る 心—  —それ ま で に 幾人 か の 男に 

あざむかれ、 その 擧句 見出した 少年に 對 する 純情 を主题 とした ものである。 

かくして 彼 は、 描くべき 素材に 深刻 性 を ねらって ゐ た 熊 度 を 改め、 そこから 移り行って、 心现 解剖、 感情 

の ほのかな 搖れ 動く さま、 といった 方面へ 筆 を 練って ゐた。  ， 

だが その 制作の 過程に 於て、 作者の 描かう とする 人物の、 ある 場合 作者 自身の 豫 めなる 意圖 よりも • 往々 

にして 飛躍して、 一人で 作品め 世界に 生き 動かう とする ものが ある。 

柳浪の 場合 は、 なほ 作者の 豫 めなる 意 圖の殼 中に、 窮屈に 身 を すぼめた 人物 もゐ た。 それ は 作者の 制作 巾 

の 情熱の 燃燒 不足 を 示す もので なければ ならない。 

三十 七 年 三月 發 表の r そまる 絲』 に は、 この 作の 主人公の 妹の 友達で ある 女が、 藝 者に 賣られ て 行った。 

その 女に 同情して 主人公 は、 その 女 を 一夜 茶屋に 呼んだ けれど. 餘 りに 藝者 じみた 態度に 幻滅 を 感じて、 n 十 

々に そこ を 引き あげる とい ふ スト ォ リイで あるが、 かかる 作品の 生きる 根本 條 件の 心 现描寫 は、 柳浪の 構想 

を 生かす に 不成功であった。 

『今戶 心中』 の 構成 は與味 ある もので、 卽 ち日顷 よりの 馴染 客の 平 田が その 鄉 里へ 去って から、 小 とい ふ 

遊女 は、 かって 平 田の ゐる 頃から 彼女に 想 ひ を かけて ゐ た善吉 とい ふ、 痘痕が あって、 口つ き つき は尋 〈：e 

では あるが、 左の 眼 蓋に、 眼 張の やうな 疵 があって、 まことに 醜い 四十 男に、 心 を 移して 行き、 遂に は その 

男と 心中 を 遂げる とい ふので あるが、 この 突然の 心の 變 化が 與味を 持たせる にも 係らす、 餘 りに 容易に 手早 


もび 一^^^ y^^s:^         ^^l^ チ ^  . 


き v^^^X^V  、 

(^々 ト '^'^J^ 
せ： S 拌 ^  *  »  >4 


^llllllE "^お々 £11 議^ 31 知ト) Bi 


2G3 


靜動 CD 人 同の 他の そ 


く片づ けられて あるので、 讀者 は： 小 滿を感 する ので ある。 彼 も、 とも すれば 筋 を 追 ふ に 性急す ぎる ので ある。 

三十 七 年 一月 發 表の 『兄の 烦悶』 に 於て は、 腹ち が ひの 妹が、 淫蕩で 不良 青年に 關係 する、 つづいて 牧師 

に關 係す る。 さう した 行 狀に對 する 兄の 煩 11 を いろいろ 描いて ー篇 をな して ゐ るので あるが、 ここに 妹に 對 

する 「一度 操 を 破った 上 は 一 生獨 身せ よ」 とい ふ 兄の 意見 —— それ はまた あまりに 常識な、 作者の 貞操 觀を、 

性急に さらけだした に過ぎない ので ある。 

自然主義 勃與 以後の 彼 は、 ただ 世間から 沒 落しない 程度の 努力 を鑌 けて ゐ たが、 やがて 新し い 時代に 自ら 

が 確固と した 地位 を 占めて 行く こと を、 何時までも 續け 得ない と 知って か、 一方 それが 從來の 孤立 的 六 想 的 

S わ 索に 深められて、 執筆の 勞を 嫌ふ倾 向と 併せて、 彼 は 間もなく； 奥敢に その 筆 を 折って しまった。 かくして 

一人の 部屋 内に あって、 文擧 のうつ ろ ひ、 文壇の 流轉 興亡：— 幾人 かの 作家が 活躍し、 或は 退き、 また 新し 

き イズムが 起り、 やがて 衰 へて は、 又 次の イズムが 盛り 上る とい ふ 風な —— その 慌し. い 様を靜 かに 眺めて ゐ 

たが、 昭和 三年 十月 小 五 曰、 六十 八 歳で 長逝した。 十六 日の 國民 新開の 片隅に 小さい- 1 ュ I スが吿 げてゐ る。 

柳 浪廣津 直 人 氏 は 十五-日 午後 四 時 八 分 府下 荏 原 郡 入 新 井町の 自宅で 老衰 病の 爲め 死去した. 享年 六 卜 八 

枕頭に は 一 週間 前より 詰 切りの 令息 和郞 氏が 侍して ゐ たのみで 往年の 文壇の E 將 として は 林し い 最後で 

あった。 

石橋 思案 も、 初め 視友 社の 主幹たり しに 係らす、 優れた 作品 も殘 さす、 作家と してより ジャ アナリストと 

して 後年 を 過した。 ^ち 名古屋 中京 新聞、 中央 新聞、 讀費 新聞に 勒め、 後 三十 六 年 博 文飽に 入り .ss-^  3. ま 
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で r 文 藝俱樂 部』 編輯 をな し 昭和 一 一年 一 月 一 一十 八日 した。 

かくて 今 は、 その 野心に 滿 ちた 明治 二十 年 前後より、 共に 歩いて 來た说 友 社の 同人で、 現在に 於て 文维を 

もつ て、 殘 つて ゐる人 は 江 見 水 蔭、 巖谷 小波の 一 一氏の みとな つた 次第で ある。 

硯友 社の 集 ffl 運動の 性質、 その 展 ^ の 過程 を 論じ 来って、 その 作品の 進展、 筒々 の 作家の 動靜 にまで 及ん 

だ この 稿の 目的 は、 もはや 燃燒の ra^ の 餘焰と 見ら るべき この 解消 期に 就いて-更に 述る 必要 もないで あらう。 

m 友 社の 結社 性の 分解 は、 isw は旣に その 第一歩 を、 彼等の 文壇 登場の 目的 を 達成して、 一人一人の 作品 

行動に 移った 時に 初り、 第二 歩 を 紅葉の 死によ つて 強く 打ち 搖 がされ、 やがて その 時代より 萌した 新しい 立 

場に 立つ 批評 * 或は 作品の 鑌 出と 次の 時代 を 風靡した 自然主義 によって、 その 作家の 地位、 從 つて 现友社 作 

家の、 活 澄なる 作家 活動 を營む カを沒 落させた 次第で ある。 

ここに 二十 年に わたった 彼等の 歩み、 その 描いた コ！ スを 見て 來た 我等 は、 次に 全體 として、 まとめて 彼 

等の 態度と、 その 殘 した 文舉 史上に 占めるべき 功績の 價値 づけ を 論評して おきたい と考 へる。 

註 1 「國民 之 友」 明治 二十 八 年 十一月 八： ni せ 一 百 六十 八號 所載。 

f 「文 藝俱樂 部」 明治 四 十 一 年 八月 號 「川上 眉 山 を 吊 ふ」。 

「やまと 新聞」 明治 四十 一年 六月 十七：：： タ刊 所載。 

註 4 「文 藝俱樂 部」 明治 四十 一年 八月 猇。 

f  5- 原靑々 園， 後藤 W 外 編 「！ i 玉 集」。 


第 七 章 硯友社 作家の 態度 

i  .  一  文 學に對 する 態度 

これまでの 章々 で、 大體 叙述の 折々 に その 事に ふれて、 論じた 事で あるが、 ここに 改めて 簡單に まとめて 

- おく。 硯友 社が 成立して、 沒落 解消して ゆく までの 二十 年の 展開に、 その 作品の 時代 的な 變化 によって、 同 

學 人の 文 學に對 する 態度、 文擧觀 の變遷 を迎る 事が 出来る。 

に 卽ち 成立の 初 は、 文 學をー の 手 なぐさみ * 消閑の ft として 發 表し * お 互の 作品 を、 あだか も、 子. 供が めい 

す めいの こしら へた 人形 を 見せ 合 ふやうな 氣 持で 批評し 合った。 その 頃の 同人 は、 ij: 化 政 期の 戯作 を 譲んで ゐ 

る たので、 その 影響が、 文章に も 生活に も 影響した。 硯友 社！： 人が その後 永く、 或は 今日で も 一 部の 人々 に、 

度 一 戯作者 流に みなされ るの は、 彼等が 未だ 世に 認められない 極めて 短い この頃の 文學 態度から であった。 営然 

その 香 は、 幾分 か 後年まで つきまとって ゐ たが、 戯作者ら しい 態度 を發 揮した の は * 主として この 期な ので 

ある。 この 事に ついて 小波が 『我が 五十 年』 に 

一  、 、 、 、 、 

私共 硯友 社員 の 當年 を 評して、 今 E も猶 ほ 戯作者 流 と 5 馬 倒 する ものが あるが、 かう 言 ふやう にけ なされる 

ぬ  も、 實は 時代の せゐ であった かも 知れない。 未だ 擧 生の 身分で ありながら、 『江戸時代の 通人』 を氣 取り、 

^  まさか 紅 絹蔓の 衣服 は 着なかった が、 萠黄博 多の 帶を 締めたり、 市樂の 前垂 を かけたり した 者 はあった。 


^なぞ も 博 多の 帶を 喜んで 締めた 事 も ある 位で、 今から 考 へれば、 實に 嘔吐 を も 催す やうな 風俗 をした 

もの だ。 

と 言って ゐ るが、 たしかに それ は 一 面 「時代の せゐ」 でもあった。 

人々 の 生活 態度 は、 その 人の 職 戴と か、 思想と か を 必然に 反映して 表現す る ものである。 思想が 多く 諝 書に 

より、 主な 要素 を 作る 事 は 言 ふま でもない。 王朝の 文 學に耽 る 者 は 長閑な 大宫人 の 寬濶な る 様 を あこ が る る 

事、 谷 崎 潤 一郎の 戯曲 『鶯 姬』 の女擧 校の 國語敎 師大伴 先生の 如く、 歐 米の 文學に 親む 者 はまた それぞれの 

作家の 影響に よって、 その 俗に 親しんで 今 H も尙、 街頭 を 歩いて ゐる。 『我樂 多 文庫』 時代の 同人 は 馬 琴 二 

九、 三 馬、 種彥の 時代の 影響 をう けて、 その 服装 や 生活にまで、 その 世界が 反映した の だ。 その 書いた もの 

が 受ける それ 等の 影響 は當然 である。 公費の 『我樂 多 文庫』 第一 號の说 友 社々 則に 揭 げられ た， 「本社 は廣く 

本朝 文 擧の發 達 を 計る の存 意に 有 之 候 得ば」 とい ふ 遠大な 抱負 も * 眞實の 抱負と いふに は、 すぐ その を自 

ら 茶化した やうに、 「戀の 心 を 種と し て艷 なる 言の葉と ぞ なれる 都々 一 見る 物 聞く ものに つけて 言 出せる 狂句 

の 下品 を 嫌 はす 天地 を ゆさぶり 鬼神 を 涙ぐます る. などの 不 風雅 は 不致 ともせめ て は猛き 無骨 ものの かど を ま 

ろめ 女の 中 を も 和らぐ 靠を、 王 意と 仕 候」 と いった 一一 一一 〔葉 を 附記して ねる。 

彼等に は、 整理され た文藝 理論家がなかった。 進んだ 道 は 一筋の 作家 道であった。 さう した 立場から、 自 

らの 文舉を 建設し つ つ、 cn 分の 文學 へ 對 する 態度 を 深め て 行った。 

この 期- 習作 期の 化 政 期の ルネッサンス を經 て、 彼等 は 元祿の ルネッサンス へ 入った。 西 鶴 を 彼等の 主 


觀 によって 生かした ので ある。 文壇 進出 期で あるが、 尙文舉 を 一種 讀 者の 娛樂の 用に 供す る 目的で. 書く 態度 j 

は 失 はれす、 情痴の 世界、 筋の 興味 を 華麗な 表現で 化粧した。 浪漫的な 甘い 淚が主 服と されて、 それ 等の 作： 

品が 多く 誉 かれた。  ； 

日 淸戰爭 の 深刻な 經 験と、 新しい 批評の 指？ f は、 作家の 筒 性に 感應 して、 作家の 視野 を擴 大して 行った。 一 

人生 は S 率に 狂 はしく 乂贫き 情痴の 世界の みで はない。 そして 筒 人對箇 人の 相關 する によって 起る 問題ば かり 一 

でない。 社會と 個人との 關係， 前者の 後者へ 對 する 壓迫、 題材の 擴大と 深さと 共に、 作者 は * 單に文 擧を讀 一 

者に 面白く 讀 ませる 爲 ばかりに 書く 態度 を 捨てて、 讀 者に 何 か を 示さう とした。 敎 へようと した。 社會 批評！ 

的な 態度 を その 文學に 示した 作家 もあった。 また 藝 術と 人生. の 間に 苦悶す る 作家 もあった。 

この頃の 彼等 は 決して 戯作者の 生ぬるい、 上調子な 態度で はない。 その 藝 術の 行 づ まりを、 病^^£に瘦せなー 

がら、 尙 病苦 以上に 思 ひひ そめて ゐた 同人 も あり、 或は 社會、 人生、 藝 術の 調和に 安住し 得す、 自ら を 殺し、 

た 同人 もあった。 その 曾っての 名聲 でも、 その後 年 を 支 ふるに 十分であった らう けれど、 自ら 書けば 書く 程、 

晚年を 汚す を 知った 爲か、 斷 然とべ ンを すてた 同人 もあった。 

思 ふに 硯友 社の 作家 は、 その後に 起った 自然主義 文 學に對 し、 如何なる 態度 をと るべき であったら うか。 

一 に は 自己 獨自の 立場 を、 輕々 しく 搖り うごかさ るる 事の ない 様に、 精進して ゆくべき であった。 視友社 一 

門より 出た 鏡 花の 態度で ある。 自ら 特異な 現實を 構成して、 之 を 描いた 氏の 祌秘、 王 義的倾 向 はこの 都 寶を示 

して ゐる。 
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二に は 自然主義の 主張 を 同化して、 自己の 文擧へ の 態度 を、 修正すべき であった。 E5 山 は そこに 苦悶 を 持 

つた。 硯友社 門より 等しく 出で た 小 栗 風 葉、 德 田秋聲 はこれ に 成功した。 

かかる 態度に 轉向 しなかった 人々 は、 遂に 自然主義の 作家 等に、 押しの けられて しまった。 屑 山 は 死し， 

柳浪は ペン を 投じ、 水 蔭 は 通俗 小說へ 走った。 

とはいへ、 二十 年間 硯友 社の 作家 はよ く 新しき 社會の 流れに 適應 して 存在した。 その 間 彼等 は (£ に そのた 

めの 精進 を 怠らなかった。 

彼等 は 單に化 政 期、 元祿 期、 平安朝の 日本 傳統の 文擧を 研究して、 自らの 文擧の 養分と したのば かりで は 

なかった。 自 國文擧 以外に 海 彼岸に その 生長の 養分 を 求めた。 あらゆる 明治の 文化 は- 外國 文化の 輸入に よ 

つて， 風貌 を 新しく 彩られ、 新 輿 日本の 國際的 存在に 進展して 行く 事實 から- 文舉 とても 同じ 經過 を經 ねば 

ならない 事 を 知って. Q た。 

優れた 近代 文擧の ある 海外 諸國 —— 彼等 は 彼等の 背後に、 坪內 逍遙、 森鹞 外、 二葉 亭 迷- 內 S 替庵， 森 

田 思 軒 等の 外 國文擧 に 專鬥的 知識の ある 文學 者の ゐる 前で、 ひそかに 自己流の 外 國文擧 に、 辭書を 頼りに 觸 

れてゐ た。 明治 一 一十一 一年 r 國民之 友』 四十 八號、 四十 九號に 寄せた、 愛讀 書に、 太平 記、 枕 草紙、 風俗 文選、 

娘 節用 人情本、 一代 女、 京傳作 小絞雅 話、 唐宋 詩醇、 五 人 女、 平家物語、 俳 風 柳 樽と 傳統 的な ほ 本文 擧の書 

目ば かりあげた 尾 崎 紅葉で あつたが. r 硯友 社と 紅葉』 の 水 蔭の 言葉 を かれば、 

世間で 騒く 程實際 我等 は 遊惰で は 無い ので 有った。 それ は理 痛ば かり 並べたり、 無闇に 西洋 文舉を 口に 


したり、 然 うした 淺猿 しい 眩 氣に充 ちた 或る 一派の 人 を、 我等 は 非常に 憎ん^、 反動的に 其 前で は、 齒 

の 浮く 察 も 云った ので 有った。 殊に， 江戶 ツ子の 紅葉と して は、 土臭い 書生 上りの 空論が、 癀に觸 つて 成 

ら なかった の だ。  ，  - 

然うして ゐる ii に、 紅 薬、 眉 山、 小波の 三人 は、 コッ ソリ外 國文舉 を 研究して ゐた。 殊更に コッ ソリ隱 

れ て讀ん だので はなく、 讀ん だとい ふ 事 を 一 々吹聽 して 歩く やうな is! をし なかった の だ。 

文 この 首 葉に よっても、 あくまで 江戸 ツ子ら しい 趣味の 人 紅 紫 等の 一面が 兒 られ、 外 國文擧 への 關 心が 兑ら 

學 れ るので ある。 

對 出發の 初め 硯友 社の^ 力なる 同人と して、 紅葉 と共にあった 山 田 美妙が、 同じ 愛讀の 「書目 十 種」 の 答へ 

す に、 源氏物語、 貫 之 集、 祌皇： .i- 統記 .史 記， 賈島佛 詩と 共に、 みる とん 集、 どんき ほうて * し H れい 詩， ぶ あ 

0 にて い、 ふ ヱい あ、 る、 み ざれぶ るす、 しるれ る 詩集 を 擧げ、 「哲學 に 付いて は 多少つ ねに 好む 處も あります 

度 が」 と 前書きして ゐる。 

美妙の 當時 『夏木立』 の 新鮮な 形式 は、 これ 等からの 牧穫 であった らうが、 若し 彼の 答への 中に いくらか 

改まって とられた ボ ー ズを 見出した とするなら、 彼 以外の 硯友社 同人が、 とる Je! をい さぎよ しとし なかった 

ボ，' ズ である。 かう した 點 にも、 美妙が、， 硯友 社と 離れ 去った 點を發 見で きる であらう。 

§  前に 述る 様に、 紅葉に は 外 國文學 へ 接した 結果と して、 いくつかの 翻案、 飜譯の 仕事が 殘 されて ゐる。 眉 

一 山に もデュ マの 三 銃 士の譯 が あり、 親しく 獨 逸へ 渡った 小波に は、 お 伽 噺に各 國の村 料 を 集めて 歸 つた。 
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花 袋 は 『東京の 三十 年』 中に 「眉 山 君 は 常に 新しい 外 國の小 說を讀 んでゐ た。 バルザック、 ドォデ H、 ゾ 

ラ 進んで ダヌ ンチォ あたりまで 行った。」 と 記して ゐる。 

自己の 文 學へ對 する 態度 は、 又 必然 他. <  の 文事へ 對 する 態度、 殊に 彼に 師事す る 子弟の 作品へ 對 する 態度 

に 反映す る。 

紅葉 n 下 小 栗 風 葉の 「紅葉 先生の 門下 教授法」 は、 明治 三十 丸 年 十月 十五 日の 『文章 世界』 に揭 げられ て 

あるが、 この 意味で 與 味が あるから、 それによ つてう かが ふ専 にす る。 

紅葉 は 鬥 下の 單に 作品の みならす、 その 一身上に ついても 嚴 格であった が、 作品 は 筒 性 を 生かす 方針 を 採 

つた。 原稿 執筆に も 丁寧に 書く やう、 亂 な もの は讀 ます、 丁寧に 書いた もの は 折 を 見て取 出して 讀み、 細 

い 注意 を與 へ 、 氣に 向けば 五 枚 も 六 枚 も 朱で 眞 赤になる ほど 書き直した。 

彼 は スト オリ ィを 重んじた。 子弟の 執筆の 前、 豫め それ を 聞き、 スト ォ リイの 修 F: にも 心掛けた。 

彼 は 先 短篇に ついて、 精一 杯 書く こと をす すめた。 顆材も 平凡な ものより 新奇な もの へ の 關心を 持つ やう 

に敎 へた。 文章に ついて、 自己 は、 前述る， 様に 凝って ゐ たが、 子弟に は * 平淡に、 飾らす、 氣 取らす * 作り 

すぎす * 書く やうに すすめた。 そこに は 彼 自ら 自己の 殼を脫 したい 意圃も 見られよう。 

彼 は讀書 をす すめた。 文 軍 を 次々 に 書く より、 讀書 をす る やう、 特に外國語の讀める^！^が、 日本 文 を 書い 

て も 上達が 早い といって、 文章の 習練と、 田ゎ想內容を得る方便に飜譯をする|6^?も勸めた。 ここに は、 紅葉の 

子弟へ 對 する 自分の 長い 作家 道からの 體 験が うかが はれる と ふ。 


二 自然に 對 する 態度 

小說家 は、 多く 世間の 人間 を 描く ことに 主として 關心を 持つ ものであって、 同じ 文舉 者で も、 詩人 や、 歜 

人 俳人 ほど 直. 按、 自然 そのものに 沒 入して ゆく 事が 少 いものと S 心 はれる。 自然 は、 小說 では 多く 物語の 背景 

として ffl ひられる。 

ち、 £if の 小說 では、 環境が、 筒 人 を 支配す る 事 を、 前提と して 多く 描かれる ので、 自然 も 事件 を產む 

環境の 要素と して あるが、 小 說の主 をな す もの は、 尙 人生の 様々 たる 相に、 その 耍點 をお くもの の 如く 考へ 

られ る。 風土 的に 自然との 爭鬪 や、 深刻な その 影響 を 受ける 事の なかった 日本 文學 では、 自然 は 優しき 慈母 

であって、 歌枕と か、 季題と なって 和歌 俳句の 領分の 一 要素と なって ゐた。 

h 說は、 多く その 作家が、 市井の？！ を さまよ ひ、 題 村 を そこから 拾 ひ あげる 事が 多かった 故で も あらう 

fi: 然が、 小 說文擧 の 上に、 有機的， に 姿 を あら はして 來 たの は 極 最近の 1^ である。 

視友 社の 作家 は 多く 都市に そだち、 自然の 最も 逞しい 表現で ある 山嶽 や、 最も 雄大な 海洋 や、 その他 邊土 

の 風物に 觸れる 機 會が少 かった。 彼等 は 山膚の、 或は 海面の うつりゆく 色彩より、 人々 の 風貌 や 衣服の 模様 

や 彩に- より 興味 を ひかれ 注視した のであった。 

紅葉な どに 見られる、 かう した 傾向 は、 新しい 衣服の 流行 を 造る 事に 苦心して ゐる 現在の 百货店 三越の 前 

身、 三 井吳服 店から、 營業 政策に 利用され たやうな 結 茶に なって ゐる。 
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例へば 三十 六 年 一 月發行 『芝 眷』 に牧 めら れた 「令夫人」 とい ふ 短篇 は、 「三 井 吳服店 案內花 ころも」 に 所 

載され たとい ふが、 特に 眼 だって 作 中に 表れる 人物の 服装の 說 明が ある。 四十 歳ば かりの 紳士に は、 「素 鼠 縮 

緬の 無想なる 襦枰の 袖の， 裹 をば 變 へて 友禪染 の墨繪 なる が 見えて、 大島 袖の 鈸 子の 緣胴裘 の 長 羽織に、 上 

着 は 紺地 利休鼠 萬 筋の 繁ー 樂、 鼠 地 風 通 小紋の 下着 を 揃へ て、 茶 縞の 帶は綴 織なる べし」 とい ひ、 速れ の婦 

人に は 「紺の 斜 緩の 吾妻 コ オトの 前 を披き 居れば、 f: 色 紋羽二重の 京 極 絞の 帶揚 を銜 める 白 茶 地 七絲に 金： 絲 

入の 螺細 模様の 帶は四 邊を拂 ひて 氣爽 に、 襦 梓の 半襟 は 梅 鼠に 三 夕の 景色 を 白 上りに して、 下着 は 白 茶 縮緬 

に 葡萄色の 細なる 六彌太 格子、 上に は 紺地に 赤の 三 筋の 御 召 縮緬、 上下 共に 鼠 縮緬の 裾を附 けて、 長 襦枠は 

搶端友 禪の六 玉 川 模様、 黑 縮緬の 羽織の 裏 は 男と 對 なる を 用 ひたり。」 と 記して ゐる。 

短い 小說 であるが、 他に 五六 ケ所、 これと同じ やうな 衣類の 說明 を、 現れる 人物の 年 や 身分に 應 じて 書い 

てゐ る。 

かねがねの 作品に * かう した 關心を 示して ゐた 紅葉で あつたが、 殊に、 流行の 本源で ある 三越の 宣傳雜 誌 

で 彼の 持つ 多くの 讀者 に、 所謂 「紅葉 好み」 の 衣服 を、 作 中の 人物に 裝 はしめ てこれ を 示し、 もって 新し 

い 流行の 暗示 を與 へ た 事が 知られる。 - 

これにつ いて、 昭和 四 年 十一月 三十日 三越 ホ ー ルで行 はれた、 硯友社 同人 主催の 紅葉 山人 二十 七年忌 記念 

講演 會に江 兌 水隆、 市嶋春 城、 巖谷 小波 三 氏の 講演の 開 會の辭 を 述べた、 三越の 常務取締役 は、 『紅葉 山人 廿 

七年忌 記念 展覽會 誌』 によって 窺へば その 中に 「三越と 此尾崎 先生、 之に は 深い 緣を 持って 居ります ので 


共 こと を 二百 申 上げさせて 戴きたい と 存じます、」 とい ふので、 三十 三年に、 「デバ .- トメ ント ストアの 形 を 

執って、 營業を 進めて 行きたい と 云 ふ 案 を 立てました。 さう して 唯々 軍に 物 を 費る と 云 ふば かりで なく * 

々が 何等か * 此國家 社會の 文化の 上に も 一面 貢献した いと 云 ふ 信條を 持ちまして 共 一端と して、 當 時もう 旣 

に 文豪と して 知られて 居り まし た 尾 崎 紅葉 先 生 の 御 後援 を 求めた 次第で ございます 。常時の 三越 11 越後 屋 

三 井吳服 店と 申して； Ilg りました が、 先づ 初めに 「花 ごろ も」 と 申します る雜誌 を發行 致しました。 其 三十 三 

年の 1 月に 發 行され ました 「花 ごろ も」 に 先生 は 「無双 裏」 と 云 ふ 小說を 特にお 書き下さって 居る ので あり 

ます」 

と 述べて ゐ るが、 結局 「國家 社會の 文化の 上に 貢献す る 信條」 の 理由の 下に 紅葉 は * 新 流行 を 作る 衣服に 

ついて 書かされ、 それ を 承知して ゐる譯 になって ゐる。 

これ は 紅葉に とって、 名譽な 事で はない が、 彼の 名聲と 彼の 人間の 外面 的な 衣服な どへの 關 心が、 かう し 

た 方面に * 利用され た を 記した まで だ。 

かう した 紅葉 は、 都會 出の 作家が、 自然に 直接 觸れ る機會 である、 唯一 の 旅すら あまりに 好まなかった。 

近畿 や 佐 渡へ も 好んで 出掛けた 譯 ではない。 

抑 も 己の 出 億劫と 言 ふ は、 不精の 故で あるの か、 繁 ffl の 故 か， 閉戶讀 脊の痴 ある 故 か、 瞭 病の 故 か、 父母 

在す が 故 か、 妻子の 可愛き 故 か、 杖 頭に 掛 くる 物 無き 故 か、 山水 を樂 まざる 故 か、 と 謂 ふに 皆 非な りで、 

己の 最も 好まぬ のが、 汽車に 乘 るので、 其の S しい！？^ は、 旣に 停車場に 入る さへ 不快 を感 すろ くら ゐ、 三 
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十 <1- 間 以上 車內 に据ら る、 の は、 ー械の 苦痛な ので ある。 然れ ばと 謂って * 此便 を假ら すに kn 思の 道 を；， n 

く ほどの 醉與も 無い。 

と 『煙霞 療養』 の 中で いひ 汽車に その 罪 をき せて ゐ るが、 事 實は彼 は 自然へ 對 して、 あまり 興味 を 持た な 

かった の だ。 彼 は靑々 圜、 宙外 編の 『唾 玉 集』 に 見られる 如く それ を 正直に 吿 白して. Q る。 

私 は 自然に 對 して は 餘り 深い 同情 は 無い 方で、 旅行な どしても * 人の 風俗と か 家屋の 造り 方な どに は隨 

分氣 もつ き、 注意 もします が、 山と か 川と か 言 ふ ものに は餘り 趣味 を もって ゐ ない 故 か >  乂不斷 鋭い 眼 を 

もって 觀察 をして 置かない からか、 書く 時に なっても. KI くなら ないやう にと 思 ふと、 精密に かくに は 困難 

を 感じる。 詰り はっきりした 景色の 印象 を 心に 浮べる こと は出來 ない。 是れ から、 奮發 して 段々 景色 を か 

くつ もりです。 が 今まで は餘り 精細に 景色 を かいた ことはありません。 

それに 比して、 人情の 世界に、 如何に 舆味を 持って ゐ たこと よ。 佐 渡への 紀行 『煙霞^^養』 にも、 たまた 

ま 合宿の 若い 男女の 泊 客 を 見て、 「恐く 之が 爲に 費した 空想の 量 は 優に 二 臣頁 を 占むべき ものであった。」 と 

一一 一一 E つて ゐる。 

さて * さう した 紅葉の 自然 を 書く 態度 を みるに、 自然 そのもの を 作品と 切り はなし、 たと へば 着物の 模様と 

か 色と か を 書く 様に 表面 だけ を ながめて、 作品の 適當な 場面に はめこんで ゐ るので ある。 卽ち 『<55- 色 夜叉』 の 

謹 原の 風景 描寫の 如き は、 文章 そのもの として は、 實に 巧みな ものであるが、 作の 構成と は、 全然 切り はなして 

も みられる もので、 これ を 取 去って も 筋 の 進展の 上に は それ s!:^ の 差 支 はな い。 その 爲戀 愛小說 ともい ふべき 作 
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品の この 一 節が、 中 擧敎科 書に 載せられて ある 皮肉な 現象 をみ るので ある。  一 

現代の 作家 は、 かかる 本筋と 係りな き， 自然の 描寫を 排斥す る。 その 求む る 自然 は、 作 中の 人物と 共に 生 

きて ゐる 自然で なければ ならない。 作 中に にじんで 生動し >  その 功 架 を 擧げる 自然で なければ ならない。 

紅葉に おける 自然 は、 偶然 視覺に 映って、 僅か 一 日 都人 の^を 樂 しませる 様な もの を * 作品に 一寸の せた 一 

にす ぎなかった。 

國木 田獨步 が、 『獨歩 文 築』 中の 「紅葉 山人」 と 題した 一 文中に  一 

紅葉 山人の みならす、 洋装 文學の 勝利者 等 は、 其 擎を洋 の寫實 者 流に ほゐ、 其 材を此 明治に 取り、 人 一 

を 描き 人情 を寫す に 於て 大にカ を 用ゐ、 而 して 紅葉 は寳 に服覺 しき 成功 をな した けれど、 彼等 は 遂に 共 描" 

く 所の 人物 を 社會の 一 員と して 見る の 外 其 以上の 觀察を 加へ なかった。 この 原因 は 何んでも ない。 彼等 

自身が 則ち 其で、 彼等 は 遂に 自家 を 社會の 一員と して 見、 a っ擧び 且つ 力め 且つ 戰ひ、 目-つ 笑 ひ 且つ 泣 

き 且つ 叫ぶ の 外、 此 不思議なる、 此 無窮 無邊 なる 大地の 間に 介 立して、 其の 玄 とその 妙と その 大とを 痛 

感し、 而 して 煩悶す るが 如き こと を 多くな さなかった らしい。 則ち 彼等の 寫す 人生 は 社會と 個人との 交 

涉 たるに 過ぎない。 

といって ゐ るの だが 獨 歩の 一 W ふ、 「此 不思議なる、 此無 翁無邊 なる； 大地」 なる 萬 象の 上の 観念的な、 自然の 

中に 生きた 人物より 更に、 現實 的な 所謂 自然環境 によって、 生れた 人間 や If 件 も 問題に はならなかった。 一 

硯友 社に おける 自然の 字義 は 「風景」 或は 「景色」 の 謂ではなかった らう か。 その 意味で、 單 純に n 然を： 


描いた の は、 大橋乙 羽と 江 見 水 蔭で ある。 

乙 羽の は 趣味 的な スケッチで あり、 水す  1 はすで に 二十 八 年 八面 樓 主人 宫崎 湖處 子が 『國民 之 友』 (明治 二十 

八 年 九月 十三 日 第二 六 二！！) で 「£: 然は單 に 人生と その 犠牲と 觸れ合 ふ 場處、 卽ち 舞臺の 上の 道具 立に 過ぎ 

ざるが 如き 觀 なきに しも あらす。」 と 多く 『金色 夜叉』 の盥 原の 描寫の 役割 をな す ものの 如く 兑てゐ るが、 そ 

こより 尙 自然の 外 光が 人物 を も 包んで 行く 道へ 進んだ。 

水 蔭 は 自然につ いて 『硯友 社と 紅葉 J 中に 

天然 描寫 (自然 描寫と 同じ 意味 だが、 自然主義と 混じる の を 避けて) 天然 美 を 主と した 人間の 淸淨味 を、 潔 

癖 的に 描寫 したい。 單 なる 都會 中心の 戀愛 問題 を 捕へ て、 婦人の 服装 を 明細に 記す のに 餘 分の 腦 カを盡 

すと か * 文字の 使用に 忠實 過ぎる とか、 そんな 末技に 餘 計な 努力 をす るの が —— それ は 紅葉 等の、 僅か 

に 一 微細な 缺點で 有ったら うが、 それが 不服で 成らなかった。 

と 云って ゐる。 彼 は楚々 たる リリシズム を 自然に 汲んだ。 

要するに 硯友 社の 作家 は、 市井の人 情の 世界に 遊びす ぎた。 人情 心理に 深く 入れば それでもよ からう。 し 

かし それ もで きない 垣の 內 であった。 そこの 外に さまよ ひすぎ た。 柳浪 は前揭 『唾 玉 集』 中で、 

私 は 今までの 所では 極々 の 人物 を活 現させた いと 言 ふの が 一 桥の願 ひであった からして、 座敷の 形容た 

とか、 景& だと かいふ ものに は 殆ど 注意 をせ， f に 書いて ゐ たのです。 自分 は 人物 描寫 とい ふ 一方の 極端 

に 走って ゐ たのです。 今後 は 景色 だと か、 共 外の 所に も 注意す る考 へです。 


と 言って ゐる。 彼 は尙. 自然 も 「舞臺 の 道具 立」 として、 心掛けて a ようと 考 へたら しい。 自然によ つて 

W 件が 動かされ * 人が 動く 深さまで は m 心 ひ を 及ばせ る^が 出來 なかった の だ。 

これ 等の 態度が 總 じて 硯友 社の 自然に 對 する 態度な のであった。  . 

三 社 會に對 する 態度 

fc 作家 も、 社會の 文化 活動 を營 むん 間で ある 以上、 作品 を 通して、 何ら かの 意味で 社 會と相 渉り、 その 现想 

會 への 關心を 持つべき 答 だ。 

近代の 小說 は、 藝 術の 爲の藝 術から 人生の 爲の藝 術 また 社會の 爲の藝 術への 傾向 を 持つ。 社會 への 關心、 

す もろもろの 社會の 不義 不正へ 對 する 憎惡、 正しく、 淸く、 朗 かな 社會の 建設への 作家の 憧懷ゃ 熱情 は藝 術の 

態 一 根底 をな す 時. その 藝術 をカ强 きものに する であらう。 文學を 露骨に 功利的な、 道德 とか 政治の 支配 下にお 

度 く 事 は 勿論， 與 しがたい 事で あるが、 優れた 作家 は その 心魂に、 理想主義 的な 高 贵な鑛 脈 を 保ち、 それが、 

作品に あら はれて、 一 つの 輝き を 示して ゐ ると 思 ふ。 藝術 家と しての 良心 を 持つ 者 は、 特に、 その 思想 感情 

を、 文字なる 表現 方法に よって、 大衆に うつたへ る 事の 多い 小説家 は、 一 歷社會 の 現實を 洞察すべき であり、 

\  }i: しき 認識と 批判 を 持って ゐ なければ ならぬ。 我々 は 偉大な 作家た ちが、 凡て 深い 人生 や 社 會へ對 する 思想 

【^ の 上に 立って、 その 藝術を 生して ゐる事 を 知って ゐる。 また 人類 ゃ社會 や、 國家 やへ 對 して、 彼等の 關 心が 

\ 深く あれば ある 程、 その 藝術も 大きく また 深められて ゐた事 を 知って ゐる。 優れた 作家 は、 時代 を喵む 白い 


齒の 様に、 凄く 鋭い 社 會へ對 する 認識 を 持って ゐ るの だ。 

さて 硯友 社の 作家 は、 社 會へ對 し 如何なる 態度 をと つた か。 その 最初の 戯作者の 態度 を 好んだ 頃 は 無論 何 

等の 關 心がなくて、 その後 次第に 生長し- 日 淸戰爭 以後 表面的ながら、 社會の 動いて ゐる 面へ 近接して 行つ 

たと 思 ふ。 その 水 蔭 等の 戰爭 文擧の 創作 態度 は あまりに 淺ぃ、 ジ アナ リズムに 支配され たもので、 ここに 云 

ふ 社 會的關 心と は、 異る ものであるが、 彼等の 動いて ゐ る社會 への 接近の 第 一 歩で あつたと は 思 はれる。 そ 

して その 段階と しての それだけの 慣値は あらう と 思 ふ。 

紅葉の 作品が、 讀 者に 喜ばれた 事 は、 小市民 的な 彼の 社 會觀が 常識的で、 温 健な 道 德性を もって、 世間と 

平行して ゐた ie^f も その 理由の 一 つで ある。 紅葉の 社會觀 は、 むしろ 處世訓 とで も 言 ひたい もので、 豫 言^ 的 

な 風格 や 反逆 性 は みられな いが、 寫實 主義の 立場に よって 往々 その 時代 を 暴露した ものが ある。 例へば 『紅 

白 毒 饅頭.！ に は、 玉 蓮敎會 なる 邪宗 門の 性欲 物質 欲の 伏魔殿と もい ふべき 內部 を. 描きつ くして、 當時 ！. 

明治 二十 五 年頃、 宗敎の 自由と 共に 續 出した 邪教 を 批判して ゐ ると 見られる。 又 その 作 中に 「萬 病に 禱 りて 

効驗 ある 神 は醫者 様な り」 とか 「祌が 疾病 を 治す ものなら ば、 祌と同 商賫で ござる」 とか、 常識的で は ある 

が 時代 性の ある 意見 を點 出して、 讀^1^ の 漸進的な 思想 に應 じて ゐる。 

また 『男 ごころ』 に は、 「人 は 欲 を 節し、 費 を 省きて、 金 は 溜む るに 如く ことなし。 宵 越の 錢を つか はぬ こと は 

手柄に あらす。 たま/ \< 獲る 錢をー 日の 酒< 艮に換 へ、 年中の 風車 を 見得に して * 人の 顔 だに 見れば、 憑據も 

ない 太平 樂を抒 ぶる を、 奇 なりと 稱へ、 高し と黉 むる は- 畸人 傳 など、 いふ 愚 書の 不 了簡。 胸中に 如何様の 
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大經綸 ありと も、 懒惰漢 では 用 ゐられ ぬ 今の^な り。 儉は德 とい ヘリ。 平生の 心懸を 大事に して、 茶 女に 

祝儀 やらで 嗤 はる \ とも、 名 譽に關 はる ことに は あらす。 hf- 十錢 なりと も 餘裕を 製 艦 費に 献 じて、 國民 たる 

義務の 萬 分の 一 を さば、 寢 心の 好き ことなるべし」 といった 風の 意見で あるが、 彼の 思想が 見られる の は 

かかる 作品 中に 含まれた 西； i から 學んだ やうな、 一句 一節の、 常識的な 訓戒で、 むしろ 目障りになる。 しか 

して 作 全體の 主題が、 彼の 積極的な 社 會觀に 具象的に 裏付けられ、 讀後、 讀 者の 胸に 波う つもので はない。 

彼 自ら 『唾 玉 集』 で 次の 様な 16^ を 言って ゐる。 

私 は 人生が すべった の轉ん だの、 と へて かく こと はない。 其れで 小說は 一 體 かける もん ぢ やな いんだ。 

其れ ァ 自分に しても， 世の中 を 見て 何も 考 へない こと はない、 社會は 斯うい ふ もので * 斯う あるべき も 

の だ位考 へない こと はない。 爲 永が 人情本 を か き 、 京傳 がし やれ 本 を かいたの ど は 無 論考 へ は 遠って ゐ 

る。 人生 觀が 何う したの、 ^界觀 が 斯うした のと、 ひどく 大業な こと を 云った つてし やうがない。 共れ 

で 又 小説が 出来る もん ぢ やな いんだ。 詰り 文法 を 講じながら 文章 を かく やうな もの だ。 私 も 不斷は 世の 

中の こ とを考 へて 見る こ となき に しも あら. f だ 、 が 趣向 を 立 てるに あた つ て 、 其な こ と を 考 へた こと は 

ない。 - 

紅葉 は、 その 藝術觀 の 根本に おいて、 その 作家の 持つ 高い 思想が、 如何に その 藝術を 深め 普 かにす るか、 

その 作品が 训に 露骨な 作者の 意圖を 盛らな くと も、 偉大な 作家 は、 無意識 に 人生 ゃ社會 にある 啓示 を與 ふる 

こと を 知らなかった。 この ^は 半面 紅葉が、 極めて 世間 的な 常識的な 作家で あり、 深奥な m 心 想 を 持た なかつ 
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た 事實を 暴露した にすぎないの である。 彼 は 表現に E 心 ひ を ひそませる 程、 現 I 莨へ の m 心 索 をな さなかった。 

寫實的 立場に 立つ 時 * その 題材の 取 方に よって、 様々 な 社會惡 を： か. f 露す る le^ は、 紅葉の r 紅白 餞 頭』 の 

如き 効 栗が あるが、 同様 江 見 水隆の 三十 五 年 二お 作の 『紫 海苔』 に は 娼妓 病院の 內部を 描いて 「地獄の 中で 

の 地獄、 牢屋の 中での 牢屋と いふの は 娼妓 病院の 內部 である。 人生の 猿 心し さ を 其 儘に 藏 して る 所で、 裝 

飾 無き 人間の 實體 をして、 餓鬼 以上の 下劣の 行爲 を、 餘儀 なく 仕 すに は 居られぬ 様に 感染して 來る 一 種の 空 

氣が 流動して ゐ る。」 とい ふ 書き EZ しで、 そこに うごめく 娼妓 達の 様子 を 見せ、 又 三十 六 年-; ハ 月の 『地底の 

人』 は 薪炭 會社 を計畫 して 失敗した 父 を もつ 男 を 主人公と して、 その 迪 つた 道 11 先 東京へ 出て 父の 友人で 

ある 辯 護士の 世話になって ゐ たが、 その 人 も失收 したので、 その 家 を 出て、 新聞配達、 牛乳. 配违、 點燈 夫、 

撒水 夫、 俥 夫 あらゆる 都會の 自由 勞働 をへ て、 海風た らんと したが 駄目だった ので、 遂に 紀 州の 三 沼 山 炭坑 

の 坑夫と して、 地底の 生活 を 五 年續 けたが 彼 は遂ー 生 光明 世界へ 出られない 罪 を 侵した。 彼が 壓迫を 常にう 

ける 千 五 百の 坑夫の 代表と なって、 鬼の 様な 監餐長 を 殺した からで ある。 

この 作品 はかく 人 f 日の 所謂 プ n レ タリ ャ文舉 の 要素 を さ へ 自然 發生 的に 含んで ゐ るかの 如く m 心 はれる ので 

水 蔭 は そこに 說明 的に V 監獄 部屋」 の 暴露 をして ゐる。 少し いが その 一 部分 を 引用す る。 

坑內に は 聖代の 法律 は 行 はれない ので ある。 人權 とい ふ もの は、 ト B ッコ から 溢れた 粉炭 同様、 誰の 足 

にも 蹂躪 せられて、 人 問の 自出 とい ふ もの は、 レ ー ル から 外へ は. 股れ られ ぬので ある。 竹 iSl に 信書の 秘 

密と い ふ -は狀 袋 の 厚い 簿ぃ に 關らす 破り 棄 て られて 、 社 t の 交通 は 全く 無 いので ある。 牢獄 中 の 人 
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よりも 甚 いので ある。 

噔ぃ 朝、 穴に 入って、 暗い 夜、 穴 を 出る ので ある。 地底 何千 尺の 下で、 通風 器から 與 へられる 生温い 空 

. 氣を 呼吸して、 石炭 中に 11舆黑 に 働き、 光明が 何處に 認められ やう ぞ。 

坑夫の 虐待：：： 役員の 横暴 M: 坑夫が 役員の 爲に毆 殺された の は、 幾人 あるか 知れぬ。 勿論 坑夫 も 役員 を 殺 

した。 

坑夫 同志 も 喧嘩し 殺し 合った。 

それ 等の 屍骸 は 皆 廢坑の 奧へ投 捨てられて 了って、 何千 年の 後に は骸； の 石炭が 寶 出され やう。 

一 度 坑夫に 爲 つたら 死んだ からと て 坑口の 外へ は、 到底 出られる 事で はない の だ。 

餘程 以前に 高岛 炭坑の 事が 卅_ 間の 大 問題と 爲っ た。 それ は、 舉實 だ、 否 虚構 だとい ふので、 大 (； HI も あ 

つた。 それから 後の 今日まで、 何年 經 過して 居る だら う。 

監督の 官署も 設けられた。 鍍山條 例も發 布せられ て ある。 其 今 S であるから、 決して 其 様な 蠻の^ 界 

は 無い。 法律の 光 は 隅から隅まで 逹 して 居る、 行 届いて 居る と、 斯う 世人が 安心したら、 それ は 恐らく 

問 違 ひの 甚だしい もので あらう。 

かかる 表現に は、 藝術 家と しての 義憤の 火花 さへ とびちって ゐ るが、 それ は 深い 现性 におち ついた もので 

なく， 一時の 感情で ある。 無論 藝術家 は、 思想家の 様に 理論に のみ 拘泥せ す、 主として 感情に 生きる もので 

ある 故に、 感情 を も 尊重せ ねばならな いが、 根底の ない、 卽ち 深い 本性 的な 思想に よらない 時. この 作家の 
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折角の 感情 も 人 をう つ に 不足す る 熱 をし かもたない ので ある。 感 を 支配す る 主知的 態度の 不足で ある。 

水 隆の社 食の 客觀 による、 その 暗黑 面の 暴露 は、 深い 根本的 思想 を土臺 としないで、 唯 彼の 服に うつった 

まま、 感情的な 義憤に よって 寫 された ものに 外ならぬ。 

硯友 社中で 概念的に 「社 會」 を摑ん だもの、 そして その 姿 を 描かう とつと めた の は 柳 浪と眉 山であった。 

「社 會」 は 彼等に とって 壓迫 者の 如く 見えた。 暗い もろもろの 罪惡を 產む巢 の 如く 思へ た。 かくて 一 一人 はせ に 

壓 迫に 堪へ. A ね、 おしつぶされ やうと する たよりない 筒 人の 味方であった。 彼等が 一時的に、 その 時代 を 作 

つた 觀念 小說ゃ 深刻 小說 は、 かかる 社 會と筒 人の 對立 を取极 ひ、 「社 會」 とい ふ 観念が、 我々 に强 くせ まる 下 

暦の 社會を 背景と して 多く 描いた のであった。 

是等を 描く 態度と して、 凡そ 二つの 態度が あると 思 ふ。 一 つ は單に その 側面より 描出し て^に はか かる 社 

會 におし つぶされた 人間が ゐる、 可哀 さうな もの だとの 同情 を 寄せ、 從 つて 讃 者の 淚をも 彼等へ："；^ がせる 態 

度と、 も 一 つ は、 如何にしたら このみ ぢ めな 人々 の うごめく 暗い 社會を 光明 ある ものに ひきあげ るかの^ 示 

である。  ， 

柳浪の 如く、 前に あげた 新しい 社會小 說へ對 する 理想主義 的な 意見 もあった やうに、 硯友 社の 中には、 か 

なり 進んだ 態度 を 社 會へ對 しもって ゐた 者もゐ た。 が 多く は 自然に 對 すると 同様. 社會 にも 思索の 淺 かった 

彼等に、 深い 社 會觀の 求むべく もない 事 は 明かで あらう。 


一  四 女性に 對 する 態度 

™ 小說 家の 最も 描かう とする 强ぃ關 心が、 人間に あり * その 世態 人情に あるならば、 人間の 半ばの 女性と、 

男性の 關 連が、 最も 作 品 の 题材を 提供して ゐる こと は 自然の 歸決 である だら う。 

さう した 女性に 對 して、 又從 つて 戀愛 について、 硯友 社の 作家 は 日常 如何なる 態度 をと り、 その 作品の 上 

女 に 之 を具體 的に 示したら うか。 

性 兩 性の 問題に ついての 深い 思索 は、 作家と して 重要な 修養で ある。 その 作品に、 多く 男性と 女性の 葛藤 を 

に 描く 事に 努力した * 彼等の 戀 愛へ 對 する 理解 —— 现 想と 實際を 今 見たい と 思 ふ。 

% 一 

す 一 先 紅葉に は、 純 粹に戀 愛の 苦惱、 女と Bi- のい がみ 合 ひも、 單に 痴情と しか 見えなかった ので はな 力ら う 力 

る  一 ！i5 愛 を 神聖 说 するとい ふ 様な こと も、 彼に おいて は、 むしろ 外國 かぶれの 齒の 浮く 様な、 痴 事に しか 見えな 

態 一 

度 一 かった ので はなから うか。  - 

戀 愛が 美しく 見える の は、 ただ 彼の 趣味に あった、 古風な 浪漫的な 戀愛、 たと へばお 夏 淸十郞 の 面影 を 思 

はす 『戀 の蛻』 や、 或は 『色 燥悔』 の綺卷 物の 様な、 色彩に とんだ ものの みで あり、 しかる 時 は 割に 純粹 な、 

淸ら かな 華 致で それ を 書いて ゐる やうに 思へ る。 

% 一  彼 は、 通々 戀愛 至上 主義者の 口吻 を もらす。 「嗑、 戀 無き 夫婦 は 一 生 不治の病 を 患 はむ ごとし。 一 日永ら へ 

\ ば 一 日の 苦 あり。」 (男 ごころ) とか、 あるひ は 「戀は 阿片の 如し。 其 味 を 知らねば 知らで も濟 むべ きに、 唯 
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一時の  一 ロょり心亂れて(月も花も何でもなぃ*^-戀の道)世界廣けれども^?物多けれども* 是に換 ふ 可き もの 

なく  • 此 一念 艤 る ほどに おもしろき 世 も味氣 なく、  Ei^ 敢 なく、 愁く、 恨し。 男女、 智、 鈍、 何れにしても 初 

戀の 相手の 懷し さは、 死しての 隨、 白骨に 其 人の 名 を 記せ し^は、 灰の 中に も焚殘 るべ し。」 (おぼろ 舟) な 

ど、 あち/」 ちの 頁に 散見され る ものであるが、 それ 等 は、 その 曰の 筆の 踊り 工合で、 $5 識 生活 を 愛し *  ^問 

を氣 にし、 世俗に 馴れた、 善良なる 小市民 性 を 持った 紅葉 は、 戀愛の焰に身を燒かれる様な16^-などは又痴18^- 

に 見えた ので あらう。 それ は、 一 に は 自身の 烈しい 戀 愛の 經驗 のなかつ たらう 事と、 時代の 戀 愛への 輕蔑的 

な 封建思想の 觀 念が 頭に 異 くって ゐ たためで あらう。 その 時代に 調子 を 合せて 歩き、 反逆の 牙 を 持た なかつ 

た 彼と して は それ は 必然的な ものである。 

彼の 描く 戀 愛の、 當事 者の 微溫さ を 見る がいい。 毎朝 會ふ俥 上の 令嬢に、 想 をよ せて、 それに 會ふ事 を、 

そして 傍觀 して ゐる isi^ を 唯一 の樂 みに して ゐる 『站華 微笑』 の 主人公と か、 んでゐ て もじれつ たくなる 

『多情多恨』 の 主人公の 態度、 す ベ て 積極性 を 持 つ 察 を 嫌った これ 等の 反映す る もの は、 初期から 後期 を赏く 

戀 愛に 對 する 紅葉の 氣持 である。 『金色 夜叉』 の 貫 一 の戀 愛の 烈し さは、 かなり 胸 をう つが、 その 態度 も、 役 

霧の 手段の 女々 しさに も、 やはり 消極性 を兑 せて ゐる。 また 滿枝を こばむ 贳ー の 態度 は、 すでに 彼の 初期の 

作品 『此 ぬし』 の 主人公なる 大擧 生が、 隣家の 令孃を こばむ 一種の ヒロイズムで、 それの延1^5{でぁる。 この 

事は戀 愛の 蔑視でなくて なんで あらう。 

詰る 所、 紅 雜は純 粹な戀 愛に 對 して あまり 興味 を 持た す —— 寧ろ 冷笑の 立場 をと つて ゐ るの だ。 


女性の 一 生へ 對 しても 彼の 初期の 作 『夏 瘦』 に 書いた やうに 「女の 一 生 を 二つに 分けて、 嫁入 前 は 花 盛。 

色の 香のと 左 や 右う いはれ ながら、 己から も 浮々 して、 冬 も 秋も此 世に ある を 知らざる 景色. 餘所目 は 只 美 

麗 なり。 嫁入 後は實 熟り て fs?- 風情に 構 はす、 苦勞 多ければ 仔細ら しくな りて、 雪 霜 を 心 待に 恐る る 姿な り。 

この 二 季を較 ぶる に、 花 成 ^ の 短き 事 風の 過ぐ る 如く、 實を 持ちてから 枯木の 烟を ふす ぶる まで はや \ 長 けれ 

ば、 前に 愁く とも 後に は樂 しかるべき こそ 願 はしけれ。」 と 極めて 常識的な 兒方を 出で ない のであった。 

かくて、 彼が 好んで 描いた 女性 は、 多く 情痴の 世界の 淫蕩 的な {ゃ：氣 に 染まった 群で ある。 それ は 一 つに は 時 

代の せゐ であった らう。 紅 紫 自身が 好んだ 女で は 無論な く、 只 かかる 女性に 與味を 持ったら う、 讀 者の 滿足 

を 買 ふための 試みであった らう。 精 祌的欲 及の ない、 あまりに 肉 體的耍 素の 濃い 女性た ちであった。 もとよ 

り、 女性に 對 する 彼の 理想 は、 傳統 的な • 家族 主義の ー乂 場より 語られる。 若 やかな 戀の 相手と しての 女人 は 

子供つ ぼく. 更に 阿片の 如くに、 魔醉 せしめて くれる 淫蕩の 世界の 中へ も 沈み 得す、 求む る 女性 はつつ まし 

く 端座す る 家庭の 人と しての それであった。 『唾 玉 集』 の 『戀愛 問答』 中に も、 

女に 就いて 言って きたい こと は、 遊藝も 着物 を 縫 ふこと も いらない が、 敎 育が なくち ゃ宜 けない。 詰 

り溫 かな 兩 親の 間にう まれて、 S かな 家庭の 敎育を 受けた 者でなくて は {Hi けない、 斯うい ふ 女 は 米の 飯 

の やうな もの だ、 敎 育と 言っても、 现擧の 教育で も、 文 擧の敎 育で もない、 家庭的 敎 育なん だが、 可な 

り 手紙 も かけ、 華 跡も餘 りまづ くな く、 假名な しで 新聞 位は讀 める 位の が宜 い。 金緣の 眼鏡 を かけて、 

被 布な ど を 着る やつ は、 家庭 を 修める ことが 出來 ない。 誰 だか 才 なき は 女の 德 なりと 首った が 赏除才 は 


ぢ けた 奴 は 困る。 男 は少々 ねぢ くれて ゐても 骨 間と 交際す るから * 自分 を 磨く 機 會は幾 等 も あるが、 女 

はそう はいかない、 娘から す ぼんと 妻 君になる、 素直で な いのは 實 にこまる。 顔 なぞ は 一年と 持たない 

もんで、 色々 用向きが 出來て 忙しい から 白粉 を附 けて は ゐられ ない、 長く 色 を 保つ こと は、 商賣 人と 逮 

つて 素人に は 望まれない。 生涯 不滅な もの は 詰り 精^なん だ。 

家庭的な、 あまりに 家庭的な 女性で ある。 所謂る 良妻賢母 である。 そこに はつ まり 紳士ら しい 紅！^ の 風貌 

が 描かれる だら う。 彼の 生活の 規帳 面さが 思 はれる。 かかる 立場から また、 

考 へて 見れ あ、 女房 程 結構な もの はない ね、 商寶 人で も 家に 入れ やうと すると * 全裸 體 なやつ を 述れて 

来ても、 三百 や 四百の 金 は どづ かれる。 是れ に比べて 見れ 丁 安直 もんで、 實に 結構な もの さ。 唯で なに 

がし かの 着物 も附 いて、 文久も E£ さないで 貰って * お 三 どんの 役 も 勤め、 お 妾の 役 もす るつ てんだ。 北ハ 

れで 給金な しだ。 手 をつ いて 禮拜 しても 宜ぃ 位の もんだ。 

氣輕に 出で たこの 言葉 も、 女性の 胃瀆 でなくて なんで あらう。 彼が 女性の 權 利を認 むる の は、 一 つの 感情 

による。 彼 は 女性が 何故に 男性の 下に あるか、 正當 なる その 地位 は 如何に あるべき か、 深い 省察 はよ くす る 

所ではなかった。 漠然と その 生活 經 験より、 男性の 勝手な 振舞に 對 して、 從順 奴隸の 如き 女性の 態度に 勿體 

ない と、 ふと 思 ひ、 ふと 次に は 忘れる 彼であった。 

卽ち彼 は 言 ふ。 

女房 は 同じ 人 問で ありながら、 亭主が 足 を 投げ だして、 足袋 をぬ がせろ と 云へば、 脫 せる だら う。 勿體 ない 


次第 ぢ やない か。 それで お前 、給兪 なしで 働い てるんだ ぜ 。僕なん ぞは金 さ へ あれ ァ 、妻1^{^ に給金を出した 

い 位な もんだ、 私 は そこが 西洋 主義な ところ だが * 男女 同權 論者 だね、 但し 女の 方から 主張 させ るんで 

なく。 弱い やつ だから、 此方が 同權 にして や るんだ ね、 同權 にして！^ いて、 ひつば たく、 其 恐縮して ゐ 

る 奴 を 助けて、 同權に 致して や るんだ。 手綱の 取 方が 肝腎 だね。 

彼の この考 へ 方 は その 作品に も晃 えて 『男 ごころ』 に 

丸裸で も千圓 以上の 價値 ものに、 相應の 荷物まで 添 物まで 添へ て、 無料で 遣らう と は、 古来からの 風 |« 

と は 謂 ひながら. 理窟 を 謂へば、 世 中に これほど 勘定に 合 はぬ 話の ある ものに あらす。 家內に 入れて 火 

鉢の 前に 坐ら せたら ば、 猫 ほどの 益に も 立たぬ 切 店の 女郎 請 出す にも、 若干 か 身代 は拂 ふべ し。 本來な 

らば 婿の 方より、 相當の 代金 出して、 一言 は禮 いひて、 戴いて ゆくべき 现な ろに、 途方 も 無い こと、 

とその 娘 を 嫁に やらう として ゐる 父親の 氣持を 書いて ゐ るが、 これが 結婚に ついて の 彼の 思想 だ。 當事者 

の 意志 を 担 否し、 家族制度の 立場より なされた 結婚が、 功利的 a 解に 及ぶ こと は當然 である。 紅 紫 はた だ そ 

の 結^より、 漠然たる 疑惑 を もって、 男性の 有利な 立場に 勿體 なく 思った にす ぎす、 その 根本への 追究まで 

に は 至らなかった ので ある。 

ほ 取 後に 彼の 理想の 女性 を、 彼の 作品 中に 求 むるならば 『多情多恨』 の 女 主人公お a の 性格に、 少々 のコケ 

ット リイ を 加味した 女で ある 事 を 自ら い つてなる。 『戀愛 問答』 中 1： 下の 柳川泰 葉の 問へ の 答へ である。 

マァ然 だね ；… 阿 種の やうに 不 人相 ぢゃ宜 けない。 餘り 淋し 過ぎて. K けない ね。 更. a- しさば けて、 外の 
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者に は 云はなくて も， 己に だけ は洒 i 济の 一 つも 云つ て、 「ヨウ」 てな こと を 間に あ 云って 吳れ なけ ァ 困る。 

これに 說明を 加へ る 必要 もない。 かかる 世間 並の 紅葉の 戀愛、 結婚、 女性へ 對 する 態度であった。 

硯友 社中 で 最も 人生派 的に 深かった と 思 はれる 柳浪、 眉 山の 態度 はどうで あったら うか。 

柳浪 は、 紅葉 を 描いた 世界が、 情痴であった とすれば、 之に 對し、 愛欲と 名付けたい 世界 を 描いて ゐる。 

彼に あって は戀愛 は、 然ぇ 上った 情熱の 崇高 さと、 逆に 暗い じめじめ とした、 蛇の様に しっこい 入 §1 の 本性 

として 取扱 はれて ゐる 様で ある。 抱擁と 接吻と にせい 二人の 微笑す ら兑 られ ない。 と 言って 氷河の 様な 深刻 

な 輝き も 見られない。 根強い いがみ 合 ひ、 永遠の 兩 性の 噔鬪 である。 それ は單 なる 性的 本能の あら はれで も 

なく、 また 世紀末の デカ タンの 陶醉し 切った それとも 異る。 しっこい、 死にまで もせ まって ゆく、 そして 相 

手 を 吸 ひ つくし、 觸 手でから めつ くして しま ふ 人 問の 愛欲で ある。 

「戀 愛」 とい ふ霄 紫が、 精神的な 概念 を 多く 含み、 精神的 昂揚 を感 する けれど、 柳 浪は戀 愛の 持つ 浪漫 性、 

昂揚 性 を 表面的の ものと して、 しっこい、 あくどい 內 部へ 入って 行った ので ある。 

前に 言 ふ 如く、 兩 性の 快い 握手で なく、 怨敵の 様に 相容れない、 兩 性の 相 食まん とする 闘 ひの 姿で ある。 

彼の 所謂 深刻 小 說には 男と 女 はか かる 關係を つ づけて ゐる 様に 描かれた。 然し、 かかる 愛欲の し つ こい 岡 ひ 

も， 次第に 精神的 要素 を もって 押へ て 『紫 被 布』 『二人 やもめ』 を 通じた 女 主人公 は、 前い ふ 如く、 いくつか 

の 愛欲の 過程 をへ た 後に、 一 つの 純情に 生きたい 希望 を 抱く 様子 を、 次の 様な 會 話で 一： 小して ゐる。 最初が 女 

主人公の 貢 葉 だ。 


「最初が 先づ 山川さん さ。 それから 種々 の 目に 逢った 揚句が、 あの 翁 堂 だら うぢ やない かね。 對手 で虛霄 

を 吐き ゃァ、 此方で も 吐きた くなる し、 欺され りァ、 欺した くなる しね、 其 様な 事ば かり 爲て 居た つて、 

面白く も 可 笑く もな いんだ もの。」 

「ほ.^ ほ。 其 が 面白い 11 なんだ よ、 互に 手が あれば こそ、 漸次 深く もなら うてんだ から 共が 無くつ ちゃ、 

\  人形 を 情夫に 持った 方が 可い 位な もん さ。」 

C  \ 「全く 左樣 なの。 人形なら 私が 迷 ふか も 知れない けれども、 もう/ \/\ 手が あると か 何が あると か、 共 

性 ノ  様な 男に ゃ眞平 だね。 泣いたり 笑ったり して、 手管の 遣りつ 競を爲 たって、 何の Ef^ もく、 悉せ^^ー  で 

I  ノ  ね。 詰り は 捨てる か 拾ら れ てる か爲て 居た つて、 何の 面白い 事が ある もんかね。 私 や 世 を 知って る 男 

す 一  なら、 何様 好 5f^ 子 だって、 振 向いて 見様と も 思 はない よ。」 

,。. 「ほ、 ほ \  \ 。酷く 御 なんだ ね。」 

度  「悟って ゐる のか、 迷って るの か、 自分で自分の1£^-は知れなからぅけどもね、私ゃもぅ他の云ふ色戀なん 

ぞ、 ふつく 可 厭 だと 思 ふの。」 

人 問の 愛欲の 根強 さ を 知って ゐ た柳浪 も、 然し 自ら は、 かかる ものに 觸れる こと を 恐れ * 十 ：！ ぃ封述 的な 格 

律に 閉ぢ こもって ゐ たのではなかった らう か。 されば もし、 一一： 角關 係の 場合、 義理と 人 に はさまれた 際. 

^  \ 義理に 忍從 する 犧牲 i もし それが 出来なかったら、 死 を 撰ぶ とい ふ考へ 方 を 持って ゐ たので はない か。 そ 

\ れは 『松原 饅頭』 の芳 江に 具現され る。 彼女 は i 洛 ぶれた 现在 では あるが、 元は 名家の 娘で ある。 彼女 は； 5  = 
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饅頭 を賫 つて 生活して ゐる。 彼女の 父に 恩 を 受けて ゐる、 孝 八と いふ 男の 息 干 京ニ郞 は， ^5-京で|£舉を修め 

てゐ る。 孝 八 は 京 二 郞を芳 江と 一緒にし， 芳 江の 家の 養子に しょうと する が、 京ニ郞 は、 町の <f 滿 家の 娘お 

光と 東京で 仲よ くな つ てゐ る。 その 一 一人の 愛 を 知って、 芳江は 自ら 返いて 一 一人の 幸福 を 思 ふとい ふの だが、 か 

かる 古風な 芳 江の 氣 持に、 柳浪は 同感して ゐ たので あらう。 そこに は、 自己本位な、 或は 戀愛 本位な * 燃え 

あがる 近代的な 筒 人の 意志 は 見られない。 故に その 貞操 觀も 前に 言った 如く、 極め 一、 厳格に、 『兄の 烦悶』 の 

場合の 兄の 氣持、 一度 あやまって 貞操 を 破られたら， 一生 獨身 をせ よと 妹に 一 11 にせ まる 兄への 同意の 保持 

者であった らう。 

柳浪 も尙、 男女の ことに 深く 掘 下げた 觀察は 示した が、 舊ぃ 傳統に 拘泥し すぎて、 新しい 戀 愛への 態度に 

展開 は 見せなかった と H 心 はれる。 

次に 眉 山で あるが、 年と 共に 彼 は 同人 中 一番 思想 的に つきつめて 行った。 苦しんだ。 しかし その 苦！！ は 人 

生 問題と 藝 術との 交錯で ある。 紅葉に みる 藝術 一面と 異り、 それと 人生との 一 元に 苦しんだ。 

づ彼は その 若き 日、 自らの 秀麗な 容貌 を 誇って ゐた事 は、 彼に 接した 人々 の 記す 所で ある。 その 故に 女性に 

對 しての 自信が あったら しい。 若い 女性た ちの 愛撫に、 若い 日 を 送った 彼に、 格， r 戀愛の 苦惱、 それに 燒 

かれた 體驗の 深さと いふ ものがなかった らう。 彼 はまた、 紅葉の 如き 情痴の 世界 も、 柳浪の 如き 愛欲の 世界 

をの ぞいて 書く 事 も、 性格 的な 氣品 によって、 餘り 好む 所ではなかった らう。 

公資 『我樂 多 文庫』 の 第一 ー號に 彼の 戯文 『戀』 がの せられて ある。 前半 を 招ぐ るに、 


心 は 思の かな ふ を 願 ひ、 戀は m わの ま 、ならぬ を 命と して、 よろ づの 物の 哀れと はなれり ける。 待 杳の閨 に 

月の 影 傾く を かこち、 後 朝の！^ れに 鳥の 聲 まだき を 恨む、 松の 葉の 變らぬ 色を顿 み、 葛の 葉の うらみ あ 

かす 身を敢 果なみ、 耳な しの 池に 深き 思 を 沈め、 生 田の 川に あはれ なる 名 を 流し、 大幣の 引手 あまたに 

胸 をいた め、 行水に 數 かく 敢菜 なさに 心を惱 まし、 夜の 衣 を 返して 寢 しょり 夢て ふ もの は 憑み となりて 紀 

の關 守が 手 束 弓の 不思議 も 有 けん 柴垣の 隙間より 紫の 若草 を 慕 ひ、 車の 下 簾より ほのかな ろ 俤を戀 ふな 

ど、 いづれ もとり/ \ の 哀れなる べし。 其 品々 を 解 分 くれば 初 戀は恥 かしく、 待戀 はも どかしく、 忍戀 

は 人目の 關 守に 鳥の を はかり、 絶 戀は團 扇 を かざして 秋の 月に 向 ふ、 B 高 川に 蛇と なる は恨戀 なり、 

天の河 を 七夕に 渡る は 稀戀 なり >  逢 戀增戀 隔戀、 名立戀 など 品變り て 淵- 1 の 深淺は あれ ども 其の 水上 は 

おなじた に 河の 水の 流れと 情の 道 は 今に 絶えす 11 

この 文章に 兒ら るる やうな、 若い 時の、 浪漫的な 古風な 態度 は、 永く 彼の 作品に 見られた。 彼が 戀 愛に 對 

する、 その 才と 美貌で、 常に 容易な 勝利者で あったらう 事が、 女性に 對 しての 遊戯的 態度 を 示して ゐる。 

『眉 山 美文 集』 に牧 めら れた * 九 華へ あてた 青年時代の 書信の 一 節に、 

い つもの 事ながら 婦人の 儀に つき かれこれ 忙しく * 返書 も 大きに 遲 はり 申 候。 鳴 呼 好男子に は 唯が なる、 

御存じ か は 知らね ど、 誠にうる さきもの にて 候. 何 だって 君、 あっちで も チヤ … ： 、 こっちで も ホヤ  

と ふざけた ものが ある。 かかる 熊 度の 彼 は 女性への 暴君であった。 同書の 彼の 日記の 斷片 二十 年 十 十 

三日の 條に、  , 


—— 〇〇.： 千 都宫へ 行きて 〇〇 と 改めて 出で たる 由 を 聞く。 彼の 下 谷 を 去りた る も 我が 爲には あら ざり し 

が、 彼の 情 は あはれ なりき。 彼 は 我を怨 むな らん。 ゆるせ/^, 我 は爾の 如き 低き 愛を容 るる 能 はす、 

我 は 情 を 弄び けん、 我が 罪い と 深し。 

と 恐らく 彼が つれな くした 女性の その後の 流轉を 聞いて GE らを とがめて ゐる。 

思 ふに、 彼に は 女性 も 戀愛も 大した 問題ではなかった。 一切 を 含めて、 人生の 第一義 は藝 術であった。 藝 

術に よって 人生 を そこに 知らう とした。 それで あるから、 前报 二十 三年 九 H 五日 附の 小波 宛の 手紙に 「こぼ 

す 事 勿れ、 歎く 事な かれ、 此時 誠に 虎穴な り龍腮 なり、 今一 ト握 にして 虎子 を 得べ し。 珠玉 を 得べ し。 ただ 

ただ 心氣 をして 臍 輪、 氣海、 丹田、 腰 脚の 間に 充 たしめ、 E 鼻を眞 向に 振 かざして、 勇進 突戰 する に 於て は、 

本望 成就、 得度 成 佛疑ひ あるべ からす。」 と 失 戀の友 を激勵 したが、 むしろ 失戀 などで. 惱 むの は 不甲斐ない 

極みに 見えた ので あらう。 

彼に は 女性 ゃ戀愛 は、 手 をのば せば すぐ 採れる El^ 實 ではなかったら うか。 それに 较 ベて、 藝 術への 愤慣の 

烈し さ。 それが 若き 日の 彼の 胸の 焰 だった の だ。 

「展開」 を 論す る 場合 だ も 述べた 事 だが、 『青葉』 の ホー 人 公なる 詩人が、 その 戀人英 子 を 「英子 は 突 人な り。 

しかも 我が 好む 際の 美人な り。 其 裏 美しく、 匂 深く 人に 越えた る誠實 ある、 いとせ めて 物 優しき 中に 動かぬ 

處 ある、 或處は 豊かに 或 處は氣 高く、 取 立てて いはば 尙盡 きぬ 可憐ら しき 心根の、 かかる 人と 末長く 語盡さ 

ば、 我が 世 は 又 上 もな く樂 しかるべきに、 さらば 我は應 すべき か。」 と fB つ てゐ る。 买子 はこの 詩人 を 通じて、 
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度 態る す 對に性 女 


眉 山の、 现想 的な 女であった らう。 けれど ひとたび 女性より、 藝 術の 祌 の奴隸 となった 眉 山が * 奔放な 「或 

時 は 烈火の 如く、 或 時 は 死灰の 如く、 變幻 極り なき 詩人」 の 狂兒の 如き 態度の 爲に、 つつまし きこの 女性に 

悲しき 思 を 抱かし める こと を 恐れる。 

これ 等 は あまりに 浪漫的な 考方 であるが、 彼 は 次第に 女性 を、 藝術 家ら しい 態度で 眺め 直す 傾向 を 持った。 

現世に 見る 輕 蔑すべき あまたの 女性の 存在に 氣を 腐らした 彼の 創造した 「永遠の 女性」 の 影 を 持って ゐ るが、 

それ を 更に 自らの 密室に いざな ひ 入れた 場合の 幻滅 を も 彼 は 知って ゐ たので あらう。 

眉 山 は、 三十 四 年 八月 『梅 紅 紫』 において、 靑年畫 家に 淡い 戀を もった 女性が ゐて も、 書家 はた だ 藝術家 

としての 觀察を 彼女の 上に 冷く 加へ たままで、 何の 心のと きめき を 起さなかった 事 を 筋と して ゐ るが、 これ 

は 一面 眉 山の 進歩で、 女性 を 見る 時、 ある 浪漫的な、 空想の ベ I ルを もって その上 をつ つんだ 日より * 質實 

な 心境と なった 事 を 示す ので ある。 

眉 山 は、 その 最後に、 たしかに 藝 術に 行きつ まって ゐた。 あらゆる 自己 を、 さらけ出す 態度 を 持たない 性 

格の 作家の 終りに 襲 はれる 破綻で ある。 核心にまで 入り 得ない、 彼等の 寫實 主義の 破綻で ある。 山 は、 後 

年 色々 の 型の 女性 を 描いた が、 彼に とって は、 女性 も 作品に 必要な、 藝 術の ための 女性で、 彼の 全體を もつ 

てぶ つからう とせす、 表面よりの 観察で- 滿 足した のでなかったら うか。 優れた 舞臺 監督 は、 舞臺に その 女 

優 を 自由に 用ゐ るた めに、 その 女性と しての 凡て を 知る とい ふ。 彼女の 生活、 過去、 性質、 特徴 はおろ か、 

全身まで も。 眉 山は藝 術の ためにと て、 かかる 眞劍な 體驗に ひたりえなかった。 表面的な ——- 心现も 外貌 も、 


その 客觀 にす ぎなかった" 

皮の 惱 みは、 かく 自己が 直接 手 を 出さす 自身 を 濡らさす して、 自己の 創作に 眞實を 描かう として， ^せな 

かった おで あつたと 思 ふ。 

とはいへ 眉 山 は * 總 ての 浪漫的 作家の ごとく * 精祌的 方面に、 進歩した 女性 を 描かう とした 様に おもへ る。 

紅葉の 描かう とした 粹 とか 柳浪の 描かう とした まごころ とかと 異 つた、 近代的な、 精祌の 句の ある 女性 を 描 

かう とした 事で ある。 

つまり 彼 も、 その 日常生活 では、 女性 を輕 蔑して ゐ たが、 作品で は 尊敬すべき もの を 見出さう とした 女性 

を 描いて ゐる。 日常生活で 見られぬ 夢 を 作品に 見た ので あらう。 また 語 を 變れば 日常生活で 知った 女性への 

失望からの 結 栗で あらう。 この 意味で、 淡いながら 「永遠の 女性」 にあ こがる る藝術 家の 一 人で あつたの だ。 

藝術を 通じてよ き 女性 を、 よき 戀 愛の 相手 を 空しく 描く 淋し さが 汲まれよう。 彼 は 晩年 『自我』 なる 短篇 

中に S.M とい ふ、 现擧 者の 手紙の 形式に して * 次の 様な 句 を 記して ゐる。 

ああ 烈しく 鍋卷く 新しい 時代の 思潮 は 世の 靑舂 男女 を 何處の 岸に 吹きつける であらう か、 地上の 花と 歌 

はれた 『若い 女』 の 星の 様な 瞳に. 温かい 愛の と懷 しい 情の 閃きと は最ぅ 己に 消えて 居る。 見 ゆる も 

の はた だ 深刻なる 寂寥と、 哀愁の 影と である。 そして 僕は竊 かに 思 ふ。 十九世紀の露西_=^^の如く、 今の 

女 舉生は 男子 の それより も遙か に 急進的な 思想 を 抱 い て 居な いか -i そし て 亦 自然 科舉 の 影響 や、 -竹舉 

の 感化 を 受ける ことが 深く はな いかと。 


彼の 死の 直前の 發表 であり、 自ら 「烈しく 渦卷く 新しい 時代の 思潮」 に 漂うて ゐた彼 は、 さ-つした、 王 觀にー 

よって、 苦悶して ゐる 若い 女の 群 を 思った ので あらう。 そして 同じ 惱みを 分ちたい 氣持 がした のて あらう 

かく 見れば、 眉 山 は 紅葉の 好んだ 如き 女性 を 蔑視し >  もっと 近代 性 を 見る 女性 を 尊んだ と m 心 ふ。 その 意味 

で 女性 崇 fSM 豕と いふべき であらう。 彼が 理智 的な 聰明 さ を 持った 樋 口 一葉に 對 して、 憧れの 心 を 抱いた こと 一 

は 前に 述べた ところで ある。 この 事實も 彼の 女性 觀の移 励に 明らかな 證 左を與 へて ゐる。  一 

以上 主として 硯友 社で 最も 深い 思想 を 持った と E 心へ る 作家に ついて 論じた ので あるが、 より 低い 他 を 論す 

るまで もなから うから、 結論に 急ぐ 察と する。 


今日 世界の 國々 に 於け る、 あらゆる 文化 現象 は、 その 岡 獨特の 傳統を 繼 承しながら、 他圃の 文化 を攝 取し 

て、 時代と 共に、 益々 國際 的な 關係を 密接なら しめて ゆく 傾向 を 持つ ものである。 そこに は闽際 人と しての 

觀念 や、 經濟第 情 を 某 礎と してた とへば 交通 機關の 進歩に 伴 ふ、 各闽 間の 著しい 短縮され た 距離 等の 關 係な 

ど 色々 现 由が あらう。 日本 も 明治に 入って、 政治 方面、 經濟 方面， 科擧 方面、 すべて 阈際 的に なった 如く、 

等しく 文化 現象の 藝術 方面 も國際 的な 一 線 卜： へ の 進出 をな した。 

明治 以前の 文學 は、 支那、 印度の 影響 を 受けつつ、 いはば 束洋的 文舉の 一部と しての 位置 を 占めながら 尙 

日本的な もので あつたが、 明治に 入って 海外の 文物の 流入 は、 文舉 にも、 必然 その 形式 內容に 影響 を 受けつ 

つ、 國際 的な 文舉 となった。 勿論、 日本に 生產 された 文蓽は * あくまでも 日本 岡 有の 土地の 色彩 を 示し、 人 

情 を 持ち、 日本の 一一 一一 C 葉の 陰影 を 保つ ものである こと は、 當然 である けれど， ここでい ふ！： 際 的 文 舉の謂 は、 

その 內容、 その 形式の 爾 際 的な 流通 を 言 ふので あって、 たと へば 萬 葉 集 や、 源氏物語が、 日本的な 文事で あ 

りながら、 世界に 類 を 見ない もの だと か、 セク スピアの 作品が、 英國 人の みならす、 ^界の 人々 の 心 を 動か 

す 作品 だとい ふ 様な 意味の 世界的と か、 固 際 的 だと いふの と 槪念を 異にする もの である。 

さう して、 日本の みならす 地球の 國々 の文學 は、 一面 II 民 的な 傳統を ひく かたはら、 次第に HE 際 的に 內容 


形式の 流通 を 見、 すでに  一^紀の 昔、 ゲ. -テ の高唱 したやう に、 ^界 文舉 への 现 念への 卜： 昇の 跡が 見られる 

やうに 思 ふ。 

科學界 において、 すでに 一 國の 科擧は 世界の 科擧 である やうに， 社會 思想 も、 一 國の 思想家 は、 各！； 共通 

に その 思想 を 汲む やうに、 文學的 思考 も、 その 頂 點を今 は 共通に、 各國 の文擧 者に 頒ち與 へて ゐる。 その 結 

Bl^^して作品の生產にも勿論• 强 いその 意識が 見出される。 

最早 や 一 國の專 門の 文舉者 は、 一 、 一 一の 外 國語は 通達して、 新しき 世界の 文舉 思想の 動向 を、 知悉して， 

親しい 隣人の 觀を もって、 自己の 文擧の 推進に 苦心して ゐる。 

一方 專門的 職業までに 變 化した 外 國文擧 の飜譯 は、 盛んなる 出版 企業と 結合して、 市場に 充ち餘 技 的 職業 

當 時に 見られぬ 技術的 進歩 を 示して ゐる。 

今日の B 本文 學は、 各國と 等しく すでに 統一 されよう とする 世界 文學 の、 頂點へ 至る 一段 階と しての、 國 

際 的 連鎖の 一 環の 位置 を 占めて ゐる。 

德川 期までの 文學を 理解す ろに、 東洋の 思想、 東洋の 文學 と截斷 して、 考 へられなかった やうに、 明治 以 

後の 文擧 は、 海外の 文舉 との 相關に 於て、 考 へねば ならない であらう と 思 はれる。  ， 

さて この！： 際 的な 文學 として 明治時代に、 日本の 文學が 如何なる 過程 を 經て、 合流して 行った か， 凡そ 次 

の 三つの 時期に 一!!; 劃され る だら う。 

前期 初年より 二十 年頃まで 


中期 二十 年より 三十 五 年頃まで 

後期 三十 冗 年の 後 

卽ち 前期 は 輸入され た 諸外國 の文舉 と、 日本 傳統の 文擧と 未だ 合致し 得す、 水と 油との 様に 分離して、 そ 

のま ま 流れて ゐた 時代で、 輸入す る 態度 もま だ 定まらす、 純文舉 以外の 文化への 効用の 立場から など、 専ら. 

なされる 傾向 もあった が、 中期に 至って 次第に 接近し 相 觸れ、 或は 相反 撥し、 相 融合し、 とにかく！： 際 的 文 

學の 大きな 流れに、 合流 せんとす る 最も 激しい ざわめきだった 過渡期で あつたが、 尙 合流 を さけて 一條， 油 

の 様な 江 戶文舉 の 流 を 固守す る 人々 もあった。 然し 時代の 大勢に 捲 かれて、 後期 三十 五六 年 以後、 g: 欧に水 

源 を もつ 自然主義 文學 の 流通 を もって、 rn 本文 擧は やや 完全 に 阔際 的な 存在 となった 如く 思 はれる。 

我々 がその 展開の 跡 をみ た視友 社の 時代 は、 この 明治 文學の 中期 I . しかも その 時代の、 王 軸 をな して ゐた 

文舉 であった。 卽ち 日本 文學 が、 國際 的文擧 たらん とする. 進出の 瀬戸で あつたので ある。 

されば こそ 硯友社 作家の 作品に は、 凡そ それまでの 傳統 的な 文學の 要素と 共に、 新しき 外 國文學 の 要素が 

烈しい 混合 を 示す。 反撥と 融和に 混沌と して ゐる。 その 混沌た る渦卷 のさな かから、 硯友 社の 作家 は 浮び あ 

がらんが ために 戰ひ、 苦しみ 通した の だ。 

在来の 批評家の 中には、 餘 りに 彼等の この 立場 * 苦悶 を 認めない 者が 少 くはなかった 様に 思へ る。 そして 

在来の 傳統を 固守した 如く さへ 思った 人 もないで はない。 それ は 誤 護 だ。 私 は 彼等の 斷 なき^ 足 を、 その 

作品に 見る。 そこに 苦し 氣な 彼等の 呼吸 を 聞く。 


私が 「硯友 社の 展開」 の、 四つの 章に 論じた $1 は、 この 駆 足と その 歩度、 呼吸 を 示す 意 II に 外なら なかつ 

た。 文壇 を 如何に 自己の 手に 維持す るかと いふ 事 は * 如何にして 新しき 時代に 適應 した、 文舉を 創造す るか 

とい ふ 事と、 裏表 盾の 二 面の 如き もので あらねば ならぬ、 政樣 欲に 執着した、 政治家の 陋劣な 政策 を 弄する 

態度と は、 自ら わけが 違 ふで あらう。 现友 社の 人々 の 中には、 肉體を もって 藝 術に 殉 じた、 眞摯 な藝術 家と 

しての 良心 を 持った 作家 もあった ので ある。 . 

一 國際 的な 文學へ の 合流の ために は、 各； 1: の 作家 は、 他 國 の 文舉を 研究す る 事が 最も 大切で ある。 紅 薬が 外 

給 一 國文學 へ 親しんだ 裹は 前に 述べた 華 だ。 山 等 もまた 熱心に その 靠に從 つて ゐた。 彼等 は專 門の 外！： 文學研 

究者 ではなく、 飽くまで 作家で あり、 そこから その 文舉の 實驗に その 要素 を 摸索した。 そして 良しと する も 

一 の を 攝 取して 自らの 作品の 生長 を 計った。 

論 \ かかる 努力 を もって、 说灰 社の 人々 は 其 時代に 生きて、 日本 文 擧の國 際 的 進出への 下 積の 石と なった • 

我々 は 最後に、 かくの 如き 重要な 時期に たった、 彼等 硯友社 同人の、 社會 及び 文擧 につく した 功績の 幾つ 

か を、 實際 的に 拾 ひ あげて 見ようと m 心 ふ。  . 

_ 一 、 文舉 者の 社會的 地位 を 向上せ しめた 事。 

\ 彼等 以前、 德川 時代の 作家の 多く は、 社會 より" 一 種の 氣 まぐれな 輕 薄兒、 蕩兒の 如く 見なされた、 同じ 

^  \ 文 舉に從 事す る 者で も、 舉者ゃ 歌人に 比して、 所謂 軟文擧 の 作者 は 甚だ その 地位 を卑 く評價 され、 よき 家庭 

一 を もつ 人々 から 爪 彈 されて ゐた。 それ は 多く その 描く 作品の 故で あり その 作 品 の 描く 世界 を * 善良な 家庭の 


^ 人に 見せたくない 爲 であった。 そして その 世界 —— 淫蕩な 遊 靡と か 男女の もつれ あ ひ を、 親しく 見 ira して ゐ 

§ 一  る 作者に、 碌な 人物 はゐ ない とい ふ考 へからであった。 isj 實爪彈 さるべき 教養 修養の ない 戯作^が 多かった。 

1 面 作家の 地位の 低い 評價 も、 當然 な现由 もあった の だ。 

所が、 硯友 社の 作家に は、 その 當 時の かなり 上 I 的な 敎養 ある 人が 多かった。 最高 學府の 門 を 出ぬ まで も、 

くぐった 人 も 多かった。 その 爲、 在来の 作家に よって 生じた 概念に あてはまらぬ 紳士的 態度 を 持って ゐた。 

そ れ に 統率者 紅葉 は、 政治的な 鮮 かな 手腕で 朝野の 人と 交った。 それ 等の 事と 當時 外國 思想の 影響に よって、 

^ 一  外國に 於け る文擧 者の 地位が 凡そ 如何なる もの かが 知られ、 それと 適應 する 視友社 作家の 態度が * 位冠 はな 

くと も、 作家が尊敬さるべき者でぁる15^-を、 社會に 認めさせ たので ある。 

二、 文擧の 社會化 

論 文化の 開 發に從 ひ、 文擧を 愛好す る 人々 の增 加す る は當然 であるが、 硯友 社の 人々 はよ く、 この 傾向に 應 

じて、 その 作品 を發 表した。 彼等の 作品に は、 時代 を螬む 様な 先驅 者の 指導 性はなかった が、 低級な 俾統の 

作品 を 逐し、 漸進的な、 そして 適度の 道德 性、 新鮮 性 を 持った もので、 それが 大衆 的な 新聞 雜誌 の發^ 機 

關を 通じて、 文學と 社會を 密接に むすびつけた。 

以上 は その 社べ  1 へ對 する 功績で あるが、 文學 の 史的 展開 の 上に も 次の 様な 役割 をつ とめた。 

三、 表現 上の 功績 

" 文 學が廣 く社會 化する ため、 又 完全な 作者の 意圖を 表現す るた めに は、 社會の 日常 語になる ベく 接近した 


表現 を m ひて 作品が 書かれね ばなら ない。 この 耍求 を視友 社の 作家が 主力と なって して くれた。 一一 一一：： 文 一 致 

體を ひきす り、 それ を 完成への 過程 を、 二 紫 亭、 美妙に 次いで その 同伴者と して 彼等 は 歩いて 行った。 

表現と いふ 事が 視友 社の 人々 の 最初 全力 を そそいで かかった 仕事であった。 紅葉の 作品の 內容 に、 不滿 を 

唱 へる 人 も、 必 すその 文章に は 感心す る やう だ。 一 W 文 一致 をへ r:! めて 表現へ 對 する 彼等の 態度、 特に 紅葉の そ 

れは 敬服に 價 する。 『紅葉 遺稿』 に 載せられた 『疊 字訓』 は 彼の 苦心 を 如實に 示して ゐる。 試みに その 最初の 

H  ！ 一  一 一 頁 を 開いて 見よう。 

あた ふた 周章 倉皇 遽跑 

あらあら 疎漫 

あらあらし 疎 暴 

あかあか 煌々  . 

ありあり 歷々 昭々 了々 (如 目前) 

あぶ あぶ 險隅 

あけすけ 明白 (明々 地) 暴露 

あやふや 瞹^ 

折々 執筆の 相 間に 氣づ いて かかれた かかる 字句が 五 .VR 程 記されて あるが、 かかる fB 葉に 對 する 態度で こ 

そ、 初めて 彼の 現が 生れた ので ある、 一一 一一 口 文 一致の 先驅者 は， ニ紫亭 と、 同じ 说友 社に 出た 美妙で あつたが、 


これ を 完全に、 そして 廣 く社會 的に 育て あげたの は， 硯友社 作 一! 豕の 不斷の 努力に よる ものが 多い。 

™:、 素 村、 內容の 進展 

前章、 視友社 作家の 文章へ 對 する 態度に ついて 述べた 時、 記した やうに、 素材に 對 する 視野 は、 彼等に お 

いて 著しく 擴大 され. また、 思想 的な 內容 は、 卓抜した ものはなかった けれど、 S 举に 小說を 消閑の 具と して 

見た 以前に 比して、 それ 以上に 出で 少く とも 作者の 意 陶を讀 者に 傳 へ て、 何 か を 示さう と 努力した 跡が ある。 

柳浪、 眉 山の 社會 の喑黑 面への 關心 も、 一 つ の重大な面を描ぃた^^-になる。 又 小波の 少年 文擧の 創作 も 特摩 

すべきで あらう。 

五、 心理 描寫、 性格 描寫 の^ 發 

近代の 小說の 特徵の 一 つ は、 是等を 深く 掘 さげて ゆく にある。 作家の 解剖す る メスの 縱 横の 擴 がり、 そ 

の 深さ は、 その 才能 を 示す もので なければ ならぬ。 そこに は 豊富なる 體驗 と， 直觀 力の 非凡 性 を 要する。 視 

友 社の 作家 は 初め 人間の 觀察 を、 多く その 外貌に のみ 寄せ、 服装な どに ついての ぺ ダン トリ ィを兢 つた 觀が 

あるが、 後年 やう やく 心理 解剖、 性格 描 i::! の 方面に 手 をつ けて 行った ので ある。 

六、 構成 技法の ま-歩 

所謂 プ a ットの 立て 方で ある。 犟に 筋の 與味 にも、 在来の もの は、 小説 的な、 餘 りに 小 說 的な ものが 主 を 

占 めて ゐ たが、 现友 社の 作家 は 多く 次第に 寫賁 主義への 立場 をと つたので、 筋 も、 如何にも 現寶性 をお び、 

自然 ±i をお びてきた。 現實 性への 切迫に あてる ため、 色々 の 技法 を 試みた。 


プロットの 最も 平明な もの は、 事件 を 側面から 離れて 見て. A が B となり B が C となり D で 解決す ると、 

客觀 した まま を 記述す るので あらう が、 小說 技巧の 進歩 は、 ABCD の 位置 を 様々 かへ てみ たり. 作^の 觀 

察する 場所 を、 前後、 左右 * 上下 或 ひ は 事件の 中に 飛び こむな ど榇々 に變 へて みる。 それ 等に よって、 作品 

の價 値を增 減せ しめる 事が 多い。 

ここに 现友 社の 作家の 作品 を通讀 する 問に 氣附 いた、 技法の 幾つか を擧げ て、 この 方面へ 向けられた 彼等 

の 注意 を 記して おかう。 これ は 勿論 彼等の 專 有した もので はない が、 その 作品に 多く 兒 出される 形式で ある。 

1, 作の、 王 人 公 自ら 物語る 形式。 

作者 自身の 眞實 の經驗 でもい いし、 或は 作者が 物語の 當事 者と、 假 になって 述る 場合 も ある。 例 を あぐれ 

ば、 柳浪の 『殘 菊』 眉 山の 『ゆ ふだす き』 紅葉の 『不言不語』 思案の 『わが 戀』 水 蔭の 『蛇 ぎら ひ』 『非常線』 

『湖心の 戀』 『軍事 記者』 など 凡て この 形式で ある。 

2、 物語の 進： t 中に 時々 作者の 顏を 出して 間接に 關係 すると か、 或は 傍觀 して ゐ ると いふ 形式。 例へば 眉 

山の r 小 妾 記』 に は， 作者 は、 その 住宅の 隣家に 住む 妾と、 その 主人で ある 老人の 嫉妬 騷ぎを 傍観して ゐる 

が、 後で 出入の 男から そのいき さつの 起り を 聞く とい ふ 技法 をと り、 柳浪は 『昇降 場』 で、 作者が 出征 兵士 

を 送る 爲に 行った 停車場の プラット ホ ー ムで、 側らに戰ハ^-反對を述べ てゐる女ゃ、 貧し 氣な 妻子が、 その 夫 

を勵 まして ゐ るの を、 傍観して ゐる 情景 を 描いて ゐる。 

この  一 、 二の 形式 は 凡て 作品に 生々 しい 現 實感を W (へて 讀 者に 迫らう とする 技法で、 これに 類した 技法に 3 


の 場合が ある。 

3、 第三者が その 經驗を かくかく 語った。 それ を 次に 記す とい ふ 方法で、 勿論 それ は事實 聞いた のでな く、 

作^の { や： 想に H; 實性を 見せる 場合な どが 多い。 紅葉の 作品に 例 を 求めるならば 

「わが 友靑木 某、 此 一 事は祌 にも 親に も 秘め ど、 仔細 ありて 我 一 人に 語りき。」 

と 書 出して 山の 温泉 場の 娘との 戀 物語 をす る 『巴 波 川 や』 

「ぉ斷 り 致して 置きます が、 此 物語 は小說 ではない、 實話 だと 言 ふので、 昨年 廿术會 社の £1 ン ドン 支店に 出張 

して をり ました 友人の 土産話であります が …… 」 と 斷り霄 した 『西洋 娘氣 質』. また 桑 W 氏と いふ 老人が、 述 

懐す る社會 事情に 應 じて 銀の 二十 年間の 價 値の 變遷を 語る 『銀』 などが ある。 これに 類す るに 乙 羽の 『小夜お』 

では、 流して くる 新內 語りに * その 過去 を 語らせる とい ふので ある。 

4、 斷片 的な もの を 記して、 それから 讀 者に 統一した もの を 得さし める 技法。 

日記と か、 往復され た 書翰と かの モン タ！ ヂ であって、 is3^ 件の 順序に 並べる とい ふ 方法な どで、 小波の 

『すみれ 日記』 は、 獨 逸に ゐる 日本の 學 生が、 ロザと いふ 文 具 店の 娘への 思慕 を、 毎ョの 日記に 記して ゐ るの 

を そのまま 示して ゐる 形式 をと つて ゐる。 日記と か、 手紙に は眞 情が 現れる。 そこから それ を 配列し 作品の 

現 赏感を 汲ませる 方法な ので ある。 書翰の 形式に は 眉 山の 「自我」 なる 作品が ある。 

此 等の 技法 は、 凡て 近代の 小說の 特徵を なす、 作品の 現實性 を， 如何にして 如 資に讀 に 感銘 さすべき か 

を、 或は 外國の 或は 日本の 文擧 から 學び來 つて 用 ひたので ある。 


その他 本格的に 筋 を述る 場合に も * 單 純に sil- 件に ぶつつ かって ゆかす、 作 中の 人物に ついても、 くどい 說 

明 を， 省略して、 近所 や 周圍の 噂より、 華 件 や、 人物の 外貌 >  性格の 輪 .1 を讀 者に 與 へて、 その 豫備 智識から 

本筋へ かかる とい ふ 方法 を 眉 山 等 は 『綾 小町』 『裏 座敷』 などに 用 ひて ゐる。 卽ち 『緩 小町』 は 叫 節から なる 

が 一 節 は 筋に 何等 關係 なく、 小 說の女 主人公の すむ 家の 近所で、 近所の 人が 世間話 をして ゐる。 そこ へ ふと 

戶外を 女 主人公が 通る の をみ て 話が 移って 彼女の 身上に 及ぶ のであって、 二、 三、 四 はこれ を 切 離れて 本筋 

をな すので ある。 『裏 座敷』 は 下男と 俾 夫が、 その 雇 はれて ゐる 家の 主人 夫婦に 關 する 嘴 話から 本筋に 入 つ 

て-、 この 家の 若い 妻と、 世話になって ゐる靑 年の 關 係が 描かれて ゐ るので ある。 

これらの 數例 でも みられる 様に、 硯友 社の 作家 は 様々 構成 技法の 上に 工夫 をな して ゐる。 

以上 硯友 社の 文學 運動の 主流 をな す、 小説に 就て であるが 附隨 的に 新體 詩、 俳句、 少年 文學の 分野に 於て 

も、 夫々 直大な その 史的 價値を 持って ゐ たこと は、 それ を述る 際に 記した 如くで ある。 

かぐ、 簡單に 列記す る 様な、 功績 を 文 擧史の 上に 止めて ゐる。 今日の 眼から みたら、 不滿 不足 は 夥しく： 

出される けれど、 流れ 來り、 流れ 去る 文 學史の 展開、 また その 存在した 日の 社會の 事情 を 基に して 見直す 時、 

彼等に はか かる 功績が あつたの である。 

かくて^ 友 社 は 日本 文 攀の國 際 的 文學へ 流入す る瀨戶 であり、 橋梁で ある。 彼等 は 自ら 揭 げた 明白な 文舉 

上の イズムはなかった が、 この 役割 を その 作品の 實踐 によって 爲し 遂げた。 島 國 的に 鎖 國 された 日本 文學ょ 


一 り、 國際的 文學に 合流す る 激流の 最中に 立って、 近代的な 文學獨 E の 相 や 機能に 思 ひ を ひそませ、 過渡 朋の 

I 重要な 役割 を した 彼等の 奮闘、 蟻牲 はか かる 立場に 立つ て a れば 十分 認められ、 そこに 明らかな 惯 値が ある" 

たと へ 彼等の 生產 した 多くの 文舉 作品が、 E 巖の 如く 偉大でなかった にせよ、 又 ささやかながら 珠玉の 如き 

\ 光彩 を 放た すと も * その 壘々 と 積まれた 多ぐ の 作品に は、 文學 史上に 無 刻の ままに 殘 された ものが あっても 

一 その 捨石 的な 存在が、 やう やく 幾つかの 作品 を 水準 以上に 現しながら、 明治の 文學の 展開 を 構成して ゐ ると 

いまねば ならない。 又 ひいては 廣く 日本 文擧の 史的 展開に 確 0 たる 足跡 を ふみつけて ゐ ると いはねば ならな 


論 


上 阁數. は 明治の 年 til にして、 fflf 友 社關係 事項 をノ 

§n-  LL  £1  &9 【示し. 下櫧は 一般 社 曾 及び 文 學界の 動向 を 示す。 

M  ^  ft  ^  ☆ は 彼我 比較-交 涉の 暗示の ため 海外 文學 につい、 

r ての 覺書 なり。 
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★ 假名 書 魯文 「西洋 道 中隊 栗毛」 出づ。 

ト スト ェ フス キイ 「罪と 罰」 £ 扳出づ 0( 初版 は 一 八 六 

六 年) チヤ ー ル ス*デ クケン ス 逝く。 

藩 置 if 

★ 文部省 を 置く。 

★ 高山樗 牛， 鳥 村 抱 月、 國木 田獨歩 •  +1 井 晚翠、 德田秋 

0. 田 山 花 袋 生る。 

☆ エミ I i • ゾラ、 户 ゥゴン • マクカ アル 叢書に 著 手。 

オル ゥァレ リイ 生る。 

★ 太 陰唇 魔 止、 十二月 ill 日 を 明治 六 年 I 月 一 日とす。 

责徵丘；，^。發布。 

★ 島 崎 藤 村. 樋 口 一 葉 * 河 東 碧 梧桐 生る。 

★ 東京 外 國語學 校 創立。 

★ 岩 野 泡 鳴， 與 謝野鐵 幹、 綱 島 梁 川. 泉 鏡 花 生る。 

マルセ か • プル ウス ト 生る。 ラン ポオの 「地獄の 一 季 

節」 出づ。 

★ 讀賣新 M, 明 六雜誌 創刊。 


硯 

譜 


★ss!^ 柳浪 九州より 上京、 趣町番 小學校 人^。 


8(一 八 七 五) 


9( 一八 七 六： 


S (一八 七 七) 


u  (一八 七 八) 

★ 柳浪 病んで、 大 .si 豫備門 を 退き 商人た らんと 大阪へ 赴 


^一は (1 八 七 九) 


★ 高濱 虎子、 上田 柳 村 生る。 

★ 服 部撫松 「東京 新 繁昌.； 3i」 出づ。 

★ 露國 と 千島 交換 條約を 交換す。 

★ 小 栗 風 紫 生る。 

ゥ ィ トル. ユウ ゴ ォ 逝く。 

★ 熊 本、 秋 月" 获の亂 あり。 

★ 蒲 原 有 明 生る。 

★ 西南の役 起る。 

★ 薄 田 泣堇， 中 村吉藏 生る。 

ド スト エフ ス キイ 「カラマ ゾフの 兄 fsj」 ツル ゲ ー ネフ 

「處女 地」 出づ。 

★ 東京 府會を 開く。 

责有 鳥武郞 • 與謝野 晶子 生る。 

*リ ッ ト ン 作 丹 羽 純 一 郞譚 「花柳：^！^話」 出づ。 

<w スト リンドべ リイ f 赤い 部屋」 を 出す。 

责學 士會院 設立 さる。 


は (一八 八 〇) 

責旣 に 上京せ る 川上 磨 山、 本鄉小 S- 校 を 卒業， 府の 一中 

入 學" 同窓に 丸 岡 九 華 あり。 

★ 柳 浪大阪 より 上京す。 

★ 辰 山 進 文 學舍に 入學。 同窓に 九 華 • 石橋 思案 あり。 坪 

内 逍遙. 高 田 半 峰 ここに 教師たり。 

き 八 八 I) 


S  (一八 八 二) 


$3(一 A 八 三) 


責正宗 白鳥 • 長 塚 節， 永 井 荷 風 生る" 

食 東京 大學 初めて 文科 卒業生 を 出す- 

★ 六合 雜誌 創刊) 

☆  7  B オペ ^逝く。 


★ 明治 二十 三年 を 期し、 帝 國議會 開設の 詔勅 下る。 

★ 東洋 學藝雜 誌 發刊】 

★ 自由 黨結黨 さる" 

★ 小山 内 薰 生る。 

☆ ドスト H フ ス キイ 死す。 

★ 早稻 田に 東京 專門學 校 創立。 

★ 時事 新報 創刊。 

★ 外 山 X 山 等 「新^ 詩抄」 出づ。 

☆ アナ トォ フラン ス處女 作 r シルべ H スト ル • ボナ ァ 

^の 罪」 發表。 


★ 紅葉 了 ソ橋大 舉豫備 門に 入る。 久我龜 石の 紹介で 思案 

九 華 等 を 知り、 文 友會を 作る J 

★ 柳浪 五月 父 を、 六月 母 を 失 ふ。 


i;(一 八 八 四) 

0 一  责大5!;5？^ 備門 にて、 紅葉， 美妙、 B0 山 等 相識る。 

友 


1 

3 


社  一 22(一 八 八 玉) 

★ 三月， 美妙， 紅葉、 思案、 九 華 等砜友 g^.- 起し" 

「我樂 多 文庫」 を 出す。 


五月： 


S (一八 八 六) 

★ 山 田 美妙 編 一 一 

力す。 


八月に 刊行， 九 華、 紅葉 も 協 


★ 新聞條 例の 改正。 

★ 初めて 官報 發行 さる。 

★$t 內 逍遙の 「自 a 太刀 餘波 鋭鋒」 中 江 兆民 「維 氏 

矢 野龍溪 「經國 美談」 等 出づ。 

★ 志 賀直哉 牛； る。 

かゲ一 ネフ 逝ぐ。 

★ 華族 令 を 定め 五 爵を設 く。 

★ かなの くわい 起る。 

★ 成 島 柳 北 死す。 荻 原 井泉水 生る。 

责官 制 改革され >  内閣 設 さる。 

★  n 1 マ字會 起る： 

★ 逍遙の 「小 說神髓 一一 書生 氣 質」 出づ。 

★ 三世 柳 亭稱彥 死し、， 武者 小路 實篤 生る。 

★ 帝國 赤十字 條 約に 加盟" 

★ 帝國大 學令發 布。 

★ 明治 學院 創立。 

★K^ 雜誌 創刊" 

責 末廣鐵 腸の 「f^ 中 梅」 出づ。  - 
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S (一八 八 七) 

★ 紅-成 帝 大法 科へ 入學。 

★ 六月 柳 浪處女 作 「女子 HI 政 S 中摟」 東京 續入 新聞に 揭 

く。 

き 八 八 八) 

★  K 月より 「我樂 多 文庫」 公賢と なる。 

★ 江 見 水 蔭 人 社す。 

女 美妙 社より 離る。 

★  E^ 山， 帝大、 法科に 入り、 一年に して 文科へ 移り やが 

て 返^せる が、 二月 處女作 「魂膽 秘事 枕」 を 一 我樂多 

文庫」 十六 號に揭 ぐ。 

★ 柳浪， 蒲 池壽美 子と 結婚す。 

g  (一八 八 九) 

★  I 月 新著： 白 種 第 I 號に紅 紫の 「二人 比丘尼 ft:® 悔」 出 

づ。 

★ 三月 「我樂 多 文庫」 を 「文庫」 と 改題， 吉岡 書籍 店よ 

り 發賣"  . 


★n 世 爲永春 水死し， 谷 崎 潤 一郎， 石 川 啄木 生る。 

亡ト i スト ィ 『闇の 力」 を發 表す。 

★ 東京音 樂學 校、 美術 舉 校 創立" 

責德 富 蘇 峰 等の 「民 友 社」 起り 「er: 民 之 友」 創刊。 

★ 長 谷川 ニ獎亭 「浮 雲」 出づ。 

☆ スト リンドべ リイ 「父親」 「痴人の 告白」 著 手。 翌年 發表。 

責樞|£ 院を設 く。 

★ 博士 號を設 く。 

★ 東京 朝日、 大阪毎 H 創刊" 

★  ニ装亭 の 「あ ひびき」 「めぐりあ ひ」 發 表さる。 

★ 山 田 美妙の 「夏木立」 出づ。 

維 誌 【都の 花/大和 錦」 等 創刊 さる。 


★  二月 十一 日 憲法 發布 さる。 

★ 東京 專門舉 校に 文科 創立。 

★ 幸 田 露 伴 讀賣新 照に 入社.^ 

★ 露 伴 「風 琉佛」 S 村 f むら 竹」 を發 表す。 


硯 

さ 一 a 


女 紅^ 大學を 退 if す。 

★ 柳浪 「殘 菊」 を發 表。 

★ 十 一 月 「小 文 寧」 を發 行す。 

十二月 紅葉 は讀寶 新聞に 入社す。 

55( 一  八 九 〇〕 

★HE 人の 芝居 を 催す。 

山の 「墨 染櫻」 出づ。 

★ 六月 「江戶 むらさき」 を發 行す。 


き 八 九 一) 

★ 紅雜樺 烏 菊 子と 結婚す" 一 伽羅 枕」 を發 表す。 

责崴谷 小波 は 少年 文 ffiif 第 一 編と して 「こがね 丸」 を 出す。 

責 六月 「千 紫 萬 紅」 を發 行す。 


00 

1 


加 (一八 九 二) 

★ 紅葉 「三人 妻」 を 發 表す。 


★ 森 鶸 外の 「しがら み 草紙」 春陽 堂の 「新 小說」 創刊。 

责高田 半 峰の 「美 辭 學」 出づ。 

★ 菊池寬 生る。 

な トルストイ 「クロイツ エル • ソナタ」 を 書く。 


★ 七：：^ 一日 衆議院議員の 選擧 初めて 行 はる。 十 I 月 二十 

九日 國會閲 く。 

責國 民 新 is 創刊。 

外の 「舞 姬」 露 伴の 「一口 劍」 {ぉ 崎湖處 子の f 歸 省」 

等 出づ。 

★ 「國民 之 友」 しきりに トル スト ィを Si 介す。 

★「 早稻田 文學」 創刊- 

责綠 雨の 「かくれんぼ」 「油 地獄」 露 伴の 「五赏 塔」 中 SI 

梅花の 「新體 梅花 詩集」 出づ。 

★ 田 山 花 袋 * 初めて 紅葉、 水 蔭と 相 知る。 

★ 川上 昔 次 郎等の 新派 劇 起る。 

<w ハウ ブト マン 「寂しき 人 々 」 出版" 

★ 正 岡 子規の 俳句- 落 合 直 文の 短歌の 各 革新 iSl 動 起る。 


★ 小波 京都 日出 新聞に 入社す。 

责十 一 月 水 蔭 「小 櫻緘」 を發 行。 


M (一八 九 三) 


貪 紅 fr 乙 羽. 花瘦. 水 廣 等 近畿 地方 や 旅行す。 

★ 眉 山 家庭的 事情で f 陰欝 となる。 


"(一八 九 四) 

责紅葉 「心の 闇」 言 文 一 致の 「むらさき」 を發 表。 

★ 小波 京都より 歸り 「少年 世界」 の 主筆と なる。 


g (一八 九 五) 

女 紅 紫 「不言不語」 を發 表す。 角 田 竹 冷 等と 俳句 硏究の 


責探僞 小說、 撥 a 小說の 流行" 

朝 報、 文學界 創刊。 

责鷂 外の 「水沫 集」 出づ。 

★ 芥川龍之介 生る。 

ョォ處 女 作 「驟の 家」 發表。 

ァスと メリ サンド」 發表。 


マァ テル リンク 「ぺ 


★ 民 友 社の 十二 文豪， 博 文 館の 世界 文庫 發. 叫、 海外 文. 

を 紹介す。 

★ 內田魯 庵 譯ド スト エフ スキ 1- の 一 罪と 罰」 高山 樗 牛の 

「瀧 口 入道」 出づ。  - 

★ 古河 默阿彌 逝く，" 

☆ モゥパ ッ サン 逝く。 

★ 日 淸戰爭 起る。 

★r しがら み 草紙」 廢刊。 

★ 逍遙 一 桐一葉」 出づ。 

★ 北 村 透 谷 自殺し 假名 書魯文 逝く。 

. ^ダヌ ン ソィョ 一死の 勝利」 出づ。 

★ 四月 十七 日日 淸 講和 條約 調印なる。 


「秋 聲會」 を 起す。 

★ai 山 「大 Kl」 「書記官」 「暗 潮」 など 發 表す。 樋 口 一葉 を 

知る。 「文學 戸ル」 の 入々 との 交遊し きりな り。 

★ 柳浪 「變 目傳」 「黑 S 艇」 f 龜 さん」 等 を 書く。 

★ 水 蔭 「女房 殺し」 發表。 

(一八 九 六) 

★ 紅葉 「靑 葡萄」 「多情多恨」 を發 表。 

★ 柳浪 「河 內屋」 「今戶 心中」 「淺瀨 の 波」 などの 力作 を 次 

々發 表。 

食 秋聲. 曾より 十 一 月 「俳諧 秋の 聲」 を發 行す。 

★ 紅葉 小 西 增太郎 共 靠 「名 M ク レ I ツエ 0 フ 」 出づ。 

g  (一八 九 七) 

★  i 月 眉 山 は 三 浦 半島 を 放浪し 水 蔭の 片瀨の 家に 止る こ 

と 半 歳、 彼の 「ふところ 日記」 はこの 旅に 得た。 

★ 七月 紅葉 は 「金色 夜叉 j を 讀賣に 掲げ 初める。 

★ 柳浪 「非國 民」 「あにき」 「靑 大將」 「畜生 腹」 など 發表。 


★ 「帝國 文學」 「太陽/文 藝倶樂 部」 「K 庫」 「青年 文」 等 多く 

の 雜誌 創刊 さる。 

★1 紫の 「にごり 江」 「たけくらべ」 鏡 花の 「夜行 巡査」 

など 出づ。 

★ 南 新 二 逝く。 

フ ラ ン スに映 畫發明 さる。 

★ 日 郵船 會 社の 歐洲、 米國. 漠州 航路 開く。 

★「 めさ まし 草」 「新 聲」 創刊 「新 小說」 再刊。 

★£ 外の 論文 集 「つき 草」 出づ G 

★ 若&、 賤子. 末廣鐵 腸. 樋 口 一  装 等 逝く。 

亡グ H ルレ H ヌ 逝く。 


★ 京都 帝 國大學 を 開く。 

★  I 葉 全集 刊行 さる。 

★ 島 崎 藤 村の 一若 菜 集」 獨 歩の 「源お ぢ」 出づ。 

责森^ 思 軒 逝く。 

★ 「文學 B£ 刊。 

<^ァ ル フォン ス* ドウ デ 逝く。 


一 S5(一 八 九 八) 

S  ★ 柳 浪妻壽 美 子 を 失 ふ。 

★ 水 蔭 この 年より ！ 一年間 神戶 新聞に あり。 


g (一八 九九) 

★ 紅葉 夏季 を 北 越より 佐 渡 へ の 旅 をな す" 

硯 ★ 中 村花瘦 逝く。 

社 g (一九 〇〇〕 

\  ★ 紅葉 「金色 夜叉」 後編 を 一 月より 發表。 

★ 九月 小波 伯林 大^ 附歸 東洋 語 SI 校敎師 として 渡歐。 

譜 责大 橋 乙 羽歐米 を巡歷 す。 

★ 文學 口演 會を 催す。 

(一  九 〇一) 

★ 六月 一 日 大橋乙 羽 逝く。 


★ 「心の 花 一 「ほととぎす」 創 w。 

力； 國民之 友」 「早稻 W 文學」 廢れ。 

责魯 庵の 「蟇の 二十 八日 一 鏡 花の f 辰 巳 巷談」 風 葉の ー戀 

慕 流し 一 出づ。 

マ ラル メ 逝く。 

★is 外の 「審美 綱領」 出づ。 

女德 富 慮 花の 「不 如歸」 幽芳の f 己が 罪」 鏡 花の f 揚島 

詣 J 高山 樗 牛の 「時代精神 論」 出づ。 

★「 反省 雜誌」 「中央 公論」 と 改題す & 

★ 北 淸事變 起る。 

★ 「明星」 「小天地」 創刊。 

★ 浪漫主義 的 詩歌 盛んな り。 

★ 外 山、 山 ■ 小 西 操 山 逝く。 


責镯 歩の 「武藏 野」 「牛肉と 馬 鈴 薯ー慮 花の 「思 ひ 出の 記」 

天外の 「はやり S ；」 出づ" - 

★ 晶子の 「亂 れ髮」 藤 村の 「i^ 梅 集」 等 出づ。 

★ ゾラと 二 イチ H の聲評 壇に 起る。 


幼 c; 一九 〇n:^ 

★ 紅雜 四月 「金色 夜叉」 の績篇 を揭げ 初め， 讀賢を 返き 

十月 二 六 新聞へ 入社。 

★ 柳浪 高木 潔 子と 再婚。 「雨」 等發 表す。 

★ 小波ナ ！  n に歸 朝す。 


g(l 九 。三) 

责 紅葉 胃 患 掌： く"  二月 大學 病院に 入り 三月 退院 十月 三十 

H 逝き 十 一月 二 日靑山 に ら る 。 

責八 月 眉 山里 111 ^驚- ナと 結婚、 十二月 二 六 新聞へ 入社。 

一九 〇 四) 

★ 「紅葉 全集」 出づ。 

★ 紅 紫 一 病 骨錄」 出づ。 

★ 「紅 獎山入 俳句 集」 出づ。 


★ 中 江 兆民， 福 澤論吉 逝く。 

★ 日英 同盟なる。 

★ 永 井 荷 風の 「地獄の 花」 花 袋の 「重石 衛 門の 最後」 鷂 

外の 一 即興詩人」 出づ。 

★ 透 谷 全集 出づ。 

★ 正 岡 子規， 高山 樗牛 逝く。 

☆  H ミ 1 ル* ゾラ 逝く。 ァ ンド レっチ イドの 「背德 者」 出づ。 

★ 日露の 風 雲 急な り。 

★ 露 伴の 「天う つ 波」 獨 歩の 「女難」 天外の 「魔風 戀風」 

出づ。 

★ 落 合 直 文、 市川團 十郞， 尾 上 菊 五 郎等 逝く。 

★  二月 日露 開戰" 

★「 新聲」 の 後 身 「新潮」 發刊" 

★ 木 下^ 江の 「火の 柱」 「良 入の 吿 藤 村の 「水 彩畫 家， 

「樗牛 .伞： 集」 等 出づリ 

★ 齋藤綠 雨， 原 抱 一 庵、 市 川左圑 次， 逝く。 

☆ アントン I チェ ホフ、 ラフ カヂォ • ヘ^ン 逝く。 


？ s  (一九 〇 五〕 


硯 

譜 


g (一九 0 六) 

★ 柳浪 厭世的 傾向 强く 創作 情熱 失す。 

t 紅葉 書翰 抄ー 出づ。 

★ 眉 山 ー觀昔 岩」 を 出版す。 


§(ー  九 〇 七) 


★ 三月 十日 我が^ 軍 は 奉 天に， 五月 二十 七日 海軍 は對馬 

^峡に 大勝す。 

★ 夏目漱 石の 「吾輩 は 猫で ある」 風 菜の ー靑 春」 など 出 

づ。 

★「il 歩 集」、 上田 敏の f 海潮音」 薄 田 泣 葉の 「二十 五絃」 

落 合 直 文の 「萩 之 家 遺稿」 魯庵譯 の 「復活」 梁 川の 「汆 

が 見神の 實驗」 など 出づ。 

☆ ィプ セ ン 逝く。 

责 京都 帝大 文科 を設 く。 

★ 文 薪 協 曾 成立す。 

★ 「早稻 田 文學」 復刊。 「文章 世界」 創 s:、 自然主義 活動 を 

起す。 

★  ニ葉亭 「其の 面影 J 天外の 「コ ブシ」 獨 歩の 短篇 集 「運 

命」 漱 石の 「草枕」 出づ。 

★ 泡 鳴の 「神秘的 半獸 主義」 岩 城 準 太郞の 「明治 文 舉史」 

出 づ。 

★ 福 池櫻痴 逝く。 

★ 自然主義 やう やく 旺ん なり。 田 山 花 袋 「蒲 国 jS; 山靑果 

の 「南 小 祭 村」 風 葉の 「戀 ざめ」 二葉 亭の 「平凡」 等 
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5 "(一九 〇 八) 

★ 六月 十五 日 眉 山 自殺す。 

★ 柳 浪長篇 「心の 火」 を 二 六 新聞へ 揭" 

★ 「十 千 萬 堂 曰錄」 出づ。 


j( 


4 广 _ 九 〇 九〕 

★ 柳浪 ほとんど 文筆 を捨 つ- 

★ 「眉 山 全集」 刊行 さる- 


§  (一九 1 〇) 


出づ。 

★ 小山 內薰の 「新 思潮 一 

★ 綱 島 梁 川， 陸羯南 逝， 

☆ ユイスマン 逝く。 


倉 HI 


★ 十月 戊 申 詔書. 下る。 

★ 長 谷川 天溪 「自然主義 一 出づ。 

★ 藤 村の 「春」 花 袋の 「生」 白鳥の 「何處 へ」 等 出づ。 

★「 ァ ララ ギ」 創刊" 「明星」 廢刊" 

責國 木田燭 歩、 服 部据松 逝く。 

★gi 外 等の 「ス バか」 創刊。 

★ 花 袋の 「田 舍^ 師」 森 田 草 平の 「煤煙 一 荷 風の 「冷笑」 

蘆 花の 「寄生木」 等 出づ" 

★ 荷 風の 「ふらんす 物語」， 睛 外の 「ヰタ セクス アリス」 

發 W 禁止。 

★ 歌壇 に も 自然主義 の 影響 あ り 。 

女 小山 内薰， 市 川 左團次 等の g 由 劇場 起る。 

★ 長 谷川 二葉 亭" 依田 百 川 逝く。 

☆ ブルン チェ ー ル、 シン グ、 スヰン バン、 メリ デス 等 逝く。 

★ 韓國 併合 さる。 


き 九 一 一) 

食 「紅 紫 遺稿」 出 づ„ 
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(一九二つ 

★ 眉 山 美文 集， 一 出づ。 


★「 白樺 一 「三 田 文學」 創刊。 

賁藤 村の 「家」 秋聲の 「足跡 一 花 袋の 「^」 泡^の 一 放 

浪ー 徴 石の 「それから」 長 塚 節の 「土」 等 出づ" 

★ 啄木の 一 一握の 砂」 出づ。 

★ 「二 獎亭 4f 集 」• 「獨歩 全集」 出づ。 

★ 大和 W 建 樹， 山 田 美妙 逝く。 

<w トルストイ、 ビエ ルン ソン 逝く。 

★ 文部省 文 f - 委員 會 官制 發布 > 

★ 平 塚 雷鳥 等 女流作家 r;w^」 を 出す。 

★ 幸德 秋水 等 死刑と なる。 

★ 秋聲の 「in 白鳥の 「泥 人形」 出づ。 

★ 谷 崎 潤 一郎 集 「刺 靑」 ffl づ。 

★ 七月 三十日 明治 天 4 崩御。 大正と 改元。 

★ 自然 主 義 や うやく 下火と なる。 

★ 武者 小路 實篤 「世間知らず」 志賀 哉 「留 女」 厨 川 白 

村 一 近代 文學 十講」 ！；+新しき展望を文壤に與ふ。 

責高崎1^^風>  石川^ 木 死す。 

スト リンド ペリイ 逝く。  a マン •  n オラン 「ジ ヤン • ク 

リス トフ」 出づ " 


著者の めと がき 

硯友 社の 文學の 展開 を 眺める こと は、 明治の 前半期の 文學の 過半の 分野 を 眺める こと だ。 私 はこ こに、 そ 

の 中から、 集圑 としての 硯友 社の ー圑の 動向 を 浮彫に するとと もに、 また その内 部に おける 茵々 の 作家の 獨 

り獨 り. の 姿 を 知りたい と 思った。 生彩 ある その 動き を 描きながら * 彼等の 歩んだ 當 時の、 時代の 眼に 映った 

ところ を 知りつつ、 一 方今 日の 私の 眼から 批判して 行きたい と 忍った。 

私 は 烈し い 勞作を も つ て 、 知識 的 にこの 國の 文學を 研究し て ゐ る 人た ち を 尊敬 できる。 し かし 祌を 研究し 

つつ 祌の富 體を摑 まう とする、 古風な 祌攀 者に 等しい 不幸 を 感じて ゐ ないかと 氣づ かふ。 それと 共に、 私自 

らの 性向と して は、 抽象的 现 論に 硬化した. 或は 單 なる 知識の 羅列に 過ぎない やうな 類の- それ 等の 記述に 

は 退屈して ゐる。 私 は 例へば ブラ ン デスの 文學 主潮 史ゃ * ク。 ボト キンの 露 西亞文 學の现 想と 現實に 見出す 

やうな、 とりあげられた 作家の、 生々 しい 精神と 生活と、 その 作品と を 交錯 させて、 それに 對 する卺 かな 现 

解に 充 ちて は 渾然たる 情熱の 文字 を 愛する。 ここに 私 は できるだけ 生々 しい 具象 性 を記錄 しつつ、 そこより 

自らに 與 へられた 強弱の 感動 を 記して、 硯友 社の 作家の 歩み を 批判したかった。 

かくて、 思 ひ 出 は H 年の 過去に 走る。 本鄕 の大擧 で、 國文舉 について 藤 村 作 博士、 久松潜 一先： の 御 示敎を 

受けて ゐた日 * ささやかな 硯友 社に ついての 草稿 を まとめよう と.、 江 見 水 蔭 氏 を 訪問した 祈に 氏 は 若々 しい 

情熱で、 さまざまな 話 をして 下さった こと を W 心 ひ 出す。 


この 稿に、 をり をり 文擧 史上の 氏に 對 する 非 禮な文 宇が あつたと しても、 この 書の 性質 上 許容して 下さる 

に 遠 ひない。 また この 仕事に 著 乎した 頃. ある 古典の 研究者が 金色 夜叉なん て兒 守が 寢 ころんで 讀 める 小說 

を讀ん でと、 輕 蔑され たこと を 間 接に 聞いて、 年若い 私 をす つかりく さらせ、 怒らせた こと を覺 えて ゐる。 

然し 祝詞 を 讀む祌 官の讀 みかたが、 古典 研究者の 讀 みかたに 異 つて ゐ るなら ば、 兒 守の 寢 ころんで 金色 夜叉 

を 讀む讀 みかたと、 また 他に 異 つた 讀 みかたの ある こと は 一 を またない。 われわれ は 結局、 文 擧史の 流れの 

中で 自ら を 刺激し、 自ら を 生かす 部門に 最も 關心を 持ち、 新しき 創造の 資を 求める 外 はない。 思へば 過去に 

硯友社 作家の 情 執 一 を 探って ゐる 中に、 未来の 文 學に對 する 私の 夢が 注がれて ゐ たやう にも 思 ふ。 しかし も は 

やかう した 迷妄の 人た ちの、 明治 文學 研究に 對 する 反動的 言辭 にか か はらす、 近代的 意義に 哏覺 めた 明治 文 

攀 研究 は鑌々 と 飛躍し、 進行して ゐる。 さう した 進行の 波の 中に、 いま 「明治 文學 研究 叢書」 の 一 篇 として、 

この 小 著 を 上梓す る 機會を 得た。 かっての 草稿に、 この 歳、 春より 夏に かけて、 五 年の 時間 を經て その後い 

くら か 成長した 私の 精祌を もって 新しい 资料を まとめ. かかる 構成 を 得た。 この 書が 明治 文舉の 研究の 上に 

幾分 かの 役割 を果 しうる こと を 信じて ゐる。 

最後に この 書の なる について は、 ひとへ に i: 校閲 を 得、 その上 序文 を も 戴いた 恩師 藤 村 作 博士 * 及び 久松 

潜 一 先生に 負 ふこと 多く、 また 隨^ 田 良平舉 兄に 様々 の 刺激 を 受け 勞を かけた 事 を 銘記す る。 資料 方面で お 

見 水 蔭 氏、 前 田 曙 山 氏、 形 田 藤 太 氏 を 初め 色々 御 敎示を 得た その他の 人々 に 併せて 感謝の 意 を 表する。 

昭和 七 年 盛夏、 東京. 長 崎 町に て  田淸人 
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